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／【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始より数時間後、最初の放送




　……皆さん、聞こえますか。私は特進科三年十三組・放送部部長の武たけ田だ猫ねこ啼なきです。

　何かの助けになればと思い、全校生徒の皆さんにこの声を届けています。

　本当に届くかどうかは、私自身、まだ半信半疑ですが。




　第一に皆さんに伝えたいのは、落ち着いてください、ということです。

　皆さんは先程の全校集会──あの悪夢のような出来事があってから、意識を失い、そして学内のどこかで意識を取り戻したことと思います。目覚めたばかりの人がいるかもしれませんし、目覚めてしばらく経たつ人もいるでしょう。それでも、状況は皆同じです。

　あそこで見たものが真実かどうかは、私にもまだわかりません。けれど、何が真実かわからない今だからこそ、お願いです。どうか、軽挙妄動だけはしないでください──




／その数十分後、二回目の放送




　私の声が届いた人と、先程、初めて逢あいました。これは私の幻覚でも妄想でもなかったということになります。この声は、私の《歩く放送室アラウンドトーカー》……自分を中心とした指定範囲内に声を届ける、という能力を使って校内全域に送っているものです……




　出会ったその人にも、彼女が持つ、彼女が所属していた部活動に起因する不思議な力を見せてもらいました。あの《校長マスター》と名乗っていた存在が言うところの──ＥＣ能力は、事実、私わたし達たちの中に生まれているようです。

　それはつまり、自らを神や悪あく魔まのような超ちよう越えつ者しやだと説明したあの存在が。そして、私達の前で行われたあの出来事が、全すべて現実だったということを意味するのかもしれませんが──




　信じられません。信じたくありません。夢だと思いたいです。

　皆さんと私の見たものが違ちがっているという可能性はありませんか？　私だけが違うものを見たという可能性はありませんか？

　突然、朝の全校集会に現れて。壇だん上じようにいた校長先生を指先だけで殺し。一方的にこの【課外活動】というものの説明をし。そして単に、実験体としては数が多すぎるからという理由で、無個性な人間はいらないという理由で、全校生徒のうちの四分の三ほどの首を、私の隣にいた友人達の首を、たった一ひと睨にらみで──




　……失礼しました。少し取り乱していたようです。みんなが聞いているのだからと彼女に怒られました。以降はあくまでも冷静に、必要な情報だけを皆さんに伝えられるよう努力します。申し訳ありませんでした。




／さらにその数時間後、三回目の放送




　彼女と一いつ緒しよに、できるだけ周囲の状況を確かめてみました。どうやら、あの《校長マスター》と名乗る存在が語ったことは、全すべて事実であると判断せざるをえないようです。

　まず、私わたし達たちは完全に、この学園の広大な敷しき地ち内に閉じ込められています。「硬こう度どを持った霧きり」のようなものが敷地の外に充満していて、何をやっても突破することはできませんでした。門を開けても、塀へいを乗り越こえても、外には出られません。電話回線は途絶していて、携けい帯たい電話の電波も届いていないため、外部との連れん絡らくも不可能です。この学校そのものを亜空間に飛ばす、と《校長マスター》は言っていましたが、その真しん偽ぎを確かめる術すべは我々にはありません。

《校長マスター》は本当に、この閉じた空間で、私達にさせるつもりのようです。

　暇ひま潰つぶしと興味心を理由にした、群体としての人間という概がい念ねんを知るための実験。

　願いを餌えさに、与えた能力を道具に、私達を殺し合わせ、生き合わせる──

【課カ外ガイ活カツ動ドウ】を。




《校長マスター》が言ったルールをできるだけ思い出しておくことにします。

　一つ。生徒は死ぬと《魂たましいのかたち》である黒玉を出す。

　二つ。その玉を五百個集めると【限定勝利】となり、この場から脱だつ出しゆつできる。また、人間に叶かなえられるレベルの願いが一つ叶えられる。金や地位や名めい誉よなどである。限定勝利は五百個集めたものなら何人でもその権利を得られる。

　三つ。玉を千個集めると【完全勝利】となり、この場から脱出できる。そして神や悪あく魔まにしか叶えられないレベルの願いが一つ叶えられる。不老不死や世界の変化などである。これは【課外活動】自体の終了条件であり、最初に千個集めた人間一人だけしか達成できない──




　私は、殺し合いなんてしたくありません。それは皆さんも同じだと思います。

　ならば私達は協力できるはずです。《校長マスター》は全てのルールを説明したわけではないと考えています。未知のルールが存在している。そこに何かの突破口があるのではないでしょうか。

　まだ紛失していない人は、自分の生徒手帳を見てください。自分に発現した能Ｅ力Ｃについての説明も書いてありますので、大事に持っておくことを勧すすめます。

　最後のメモ帳の欄らんに、メーターのようなものが刻まれています。どうやらそれは時間が経たつと徐々に増していくようで、上限に達したタイミングで、私達の身体から白い玉が出ます。そしてメーターはリセットされます。これもクリアのための玉の数に数えられるのならば──私わたし達たちは殺し合うことなく、ただ生き延びているだけで、いずれは全員が脱だつ出しゆつできるでしょう。

　よく考えてください。

　殺し合わなくても、いいのです。だから本当に、行動には、細心の注意を──




／四回目の放送




　私達には注意しなくてはならないものが多くあります。

　今、この学園内には《彼ら》がうろついています。あの全校集会で《校長マスター》に間引かれた彼ら。《校長マスター》は彼らを舞ぶ台たい装置として利用すると決めたようです。

　典型的で、安っぽい言い方をすれば、彼らは動く死体です。

　かつて友人だった、クラスメイトであった彼らは、今はただの危険な化け物です。そうとして対処するしかありません。私達は《首割れ》とあえて呼ぶことにしました。動きは速くありませんが、近付かないようにしてください。見かけたら逃げてください。寝ねているときに襲おそわれるのが最も危険です。就しゆう寝しんは安全な場所でするようにしてください。

　それ以外に注意しなくてはならないのは、水と食料です。

　学内の水道と電気は生きているようですが、深夜から朝方にかけては止まります。水はある程度汲くみ置きしておいたほうがいいでしょう。

　食料に関しては──無責任ですが、なんとか助けあって融ゆう通ずうしあうしかないと思います。学食などに保管されている物資には限りがあります。節度ある行動をお願いします。食料を生成できるＥＣを持つ人は、どうか、みんなの助けになってあげてください──




／五回目の放送




　彼女が殺されました。

　ここで初めて会った、私の声が聞こえたと初めて伝えてくれた、あの彼女です。

　…………

　…………すみません。少し、時間を…………




　私はこの場を離はなれます。しばらくこうして声を届けることもできないかもしれません。

　だから言っておきます。

　皆さん、どうか死なないでください。

　そして、もしも、こう願うことが許されるのなら。




　どうか──誰だれも、殺さないでください。
















　その日、彼女の尊い言葉ねがいが校内全域に響ひびいた結果として。

【課カ外ガイ活カツ動ドウ】参加者千数百人のうち、四十三人が他の人間の手で殺された。
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　　第一章　【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始四日目／早朝／『──』まであと47:05:37







【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　学園南東部・普ふ通つう科二年校舎群近辺・路上】




　勿もち論ろん、彼女はその瞬しゆん間かんまで自分の内臓を見たことなどなかった。そして当然ながら特に見たいものでもなかった。だから「なるほど自分の中はこうなっていたのか」という必要最低限の驚おどろきと新しん鮮せんさを感じたあとは、首の力を一いつ切さい抜いて、地面に仰向けに倒たおれた状態で見える唯ゆい一いつのもの──学園の空を覆おおい続ける曖あい昧まいな霧きりを、不思議な諦てい観かんと共にぼんやりと見上げていた。

　音は聞こえる。

　ぐちゅぐちゅり。ぴちぴちゃっ。とぷとぷ。げほっ──今のは自分の喉のどから漏もれた音。

「やっぱなあ、思ったとおりだぜェ。いい色してんじゃんさ、お上品なカエルちゃーん。おっ、特にこのあたりがいいぞ!?　もっとよく見せてみろよォー、恥ずかしがんなって。優やさしく解剖バラしてやっからサ。ホラ、ここの……う・ら・が・わ……」

　ぷちんぷちんと自分の体内でまた何かの接続が解除。溢あふれ出た熱い液体が腹部に溜たまって重い。と思ったら脇わき腹ばらにぐりぐりとトンネルが開けられて逃がされた。ありがとうございます。

　燃える薪たきぎを突っ込まれたように体内がまた一段階熱くなり、理法は自分の屋や敷しきの居間にある暖炉のことを思い出した。あそこの掃そう除じを最後にしたのはいつだったろうか。今は暖房器具として火を入れることはないが、だから掃除をしなくていいということにはなるまい。お父様が命令してくれたらすぐにでもやるのに。

「……」

　徐々に意識に忍び寄る、優しい暗黒。

　痛みはあるが、ありすぎて、ないのと同じだった。

　疑問はあるが、ありすぎて、ないのと同じだった。

　痛い。なぜこんなことに。なぜ偶ぐう然ぜん出会っただけの相手に腹を割り開かれているのか。痛い。なぜ彼女はひどく楽しそうにこの身体を解剖しているのか。痛い。痛い。そもそもなぜこんな【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まったのか。課外活動。加害活動。なぜ痛い学園に閉じ込められて痛い生徒同士で痛い痛い痛い殺し合いをしなければ痛い痛い痛い痛痛痛痛痛痛痛──

　ぷつり。

　諦観が全すべてを無意味ゼロにする。

　そこで彼女がケラケラ笑いながら自分の体内の一番致命的な部分をごりごりと抉えぐり出すのがわかって肺の中に残っていた最後の空気が絞しぼり出されてついに自分という存在の全てを暗黒が




　……

　…………




　どれだけの時間、暗黒を甘受していただろうか。




「……ひどいわね、これは……」

「死んでるのか？」

「少なくとも見た目からはそう断言したいところではあるね。まるでミイラを作製途中で放り出したみたいだ。ところで君きみ達たちはミイラの作り方を知っているかい？　まずは内臓を全部取り出してだね──」

「聞きたくねえ……ちょっと周り見ててくれよ。これをやった人間がまだ近くにいるかもしれない。警戒しとくにこしたことはねえぞ」

「一応の確認だが。《首割れ》がやった可能性は？」

「あれに嚙かみ殺されたって感じじゃないわ。これは鋭するどい刃物で人為的に……」

　音だ。三種類。高い波長が二つ、低い波長が一つ。いや、これは──そうだ。こえ。声。声という、ものだ。女の声が二人分。男の声が一人分。

　それを意識している自分という存在の存在を、理り法ほうは不意に再認識する。けれどそれはあまりにも矮わい小しようだった。誰だれかに息を吹きかけられただけで今の場所から剝はく落らくしそうな不安定性。揺ゆらいでいる蠟ろう燭そくの火だ。

　消えたくない。蠟燭の火じぶんは本能的にそう願う。そのために何かをしようとした。

　しかし消えかけの自分にできることは、そう多くはなくて。

　渾こん身しんの力を込めても。全すべての意志を集めても──

　ほんの一いつ瞬しゆん、瞼まぶたを震ふるわせることができた、だけ。

　けれど、それは何か劇的な印象を彼らに与えたらしい。息を吞のんだような音。

「かろうじてだけど。生きてる……みたいだな」

「ふむ。どうするね、優ゆう理り？」

「わ、わたし？」

「……そうだな。最終的に決めるのは優理だ」

「君でなければ決められない、とも言える──君の力ならば彼女を救えるかもしれないが、別に救わなくても構わない。ただそれだけの話だ」

　間があった。数秒か数時間かあるいは永遠と思えるほどの。

「わたしは……わたしに、誰かを救うような資格があるのかどうかわからない。けど……」

　誰かが自分の脇わきに膝ひざをついたような気がした。少しだけ近くなった、声。

　遠くに搔かき消えつつあった自分が、その声にくいと意識を引き戻された。さらに声の発生源が近付く。自分を覗のぞき込んでいるのかもしれない。

「それでも──怪け我が人にんは、見捨てられないわね。こうなっても……やっぱりわたしは……だから……」

　不思議な温ぬくもりが体内から湧わき上がるのを感じた。じんわり滲にじみ出たそれは母性ある繭まゆのように、剝はく落らくしかけていた自分を包んで固化する。先程の暗くら闇やみとは対極に位置する光が、再び自分の意識を覆おおおうとしていた。そのせいか、彼女の声は水中で聞く音のように曖あい昧まいになり、細かい言葉は聞こえなくなる。

　それでも、その声の中にいくつかのものが混ざっていたのが理り法ほうにはわかった。

　優やさしい吐息と。決意の響ひびきと。僅わずかな恐れと。

　そして、理法自身も、つい先程まで有効活用していたもの。

　自分の力ではどうにもならない状況に対する──あるいは絶望的な、

　諦てい観かん。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【石いし堂どう幸ゆき也や　──　旧・第六宿直室】




　学園南東部の一角、小さな木造の小屋。中には畳たたみ敷じきの六ろく畳じよう間まが一室あるだけだが、流しや布団、古いテレビ等、宿直室として最低限の設備は揃そろっている。林のような場所に半ば隠かくれている立地で、身を潜ひそめる場所としてはそれなりに有用であるように思えた。

「ごめんね、石堂くん。わざわざ来てもらって……」

「ああ、助かったよ、マジで」

　用事を済ませてその宿直室を出る間際、二人が申し訳なさそうな顔で言ってきた。玄関まで見送りに来てくれた女子が沢さわ登のぼり登と紀き子こ。布団に座り、先程まで包帯を巻いていた足首をぐるぐる回して具合を確かめているのが紀き伊い伊い助すけ。二人ともクラスメイトである。

　石堂幸也は軽く肩を竦すくめるようにして、

「気にすんな。下心もある」

「そうだったね。はいこれ……お代金？　って言っていいのかな」

　登紀子がポケットから取り出して幸也に手て渡わたしたのは、二つの白い玉だ。大きさはビー玉程度。手て触ざわりと質感は他の何とも似ておらず、硬かたくも柔らかくもなく、温かくも冷たくもない。

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】の鍵かぎ、集めることで勝利できると言われている──《魂たましいのかたち》だ。死んだ生徒が出す黒い玉とは違ちがう、生徒手帳のページに刻まれている目盛の増加に従い、生きている証あかしとして生徒達たちが出すもの。この四日間で幸也も二回ほど白玉の排はい出しゆつを体験している。二日に一回のペース。これが基本なのか、そのうち早まるのか遅おそくなるのかは……わからない。

「また何かあったら、よろしくね」

「俺おれ達たちはまだあの保健室にいると思う。今回みたいに呼びに来てくれれば、いつでも治ち療りように出向くぜ、って言いたいが……」

　受け取った白玉をポケットに入れつつ、改めて幸ゆき也やは二人を見た。

「お前達はクラスメイトだ。悪い奴じゃないのは知ってる。こうやって出会えてること自体が奇き跡せき的で……なあ、いっそ合流しないか？　俺達と保健室にいれば手間が省ける」

「ありがと。でも……」

「そうだな。悪いけど、俺と登と紀き子こは二人でいたい。いつまでこの状況が続くかわかんないから。せめて、ずっと一いつ緒しよにいたい。なんつーか──愛し合ってる、からな。俺達。それだけあればいいって思う」

　そうか、と幸也は嘆たん息そく。考え方は人それぞれだ。無理強いはできない。

「──わかったよ。とにかく、また怪け我がでもしたらいつでも保健室に来てくれ。それと……あー、言いにくいが、換気はマメにしろよ。わかりやすい匂においが籠こもってるぞ」

　え、マジか、と伊助は鼻をひくひくさせ、登紀子は顔を赤くした。

　ひらひらと手を振って幸也が玄関から出ると、外では二人が待っている。薬やく園えん坂ざか優ゆう理りと才さい連れん夜や子こ。宿直室の壁かべに背中を預けていた夜子が顔を上げ、いつもの魔ま女じよめいた眼まな差ざしで、

「往おう診しん代金はきちんと貰もらったかね？」

　ああ、と幸也はポケットを叩たたいてみせる。中学生じみた矮わい軀くにスタンダードな女子制服姿の優理が、そのちんまりさとは不ふ釣つり合あいに偉えらそうな腕うで組ぐみで頷うなずいた。

「往診とは言い得て妙ね……じゃあ保健室に戻るわよ。帰ったら食事にしましょう」

「異論はないとも。とはいえ、たまには非常食以外のものをお腹なかいっぱい食べたいものだ」

「食べる物があるだけマシと思うべきなんだろうけど……ちなみにわたしは、なんだか今イカが食べたいわ！　無性に！」

「奇き遇ぐうだね、私もだ。なぜだろうか？」

「……俺はその答えを知ってるけど、あえて教えないことにしておくよ」

　根城にしている保健室への帰路につく。

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まってから学園内に満ち始めた霧きりは、依然として晴れない。四日ほどが経たった今となっても、それが晴れた光景など見たことがない。ただし時間帯によって濃こさに多少の違ちがいはあり、今の霧の濃さは──中程度、といったところ。つまり視界はある程度確保されており、ある程度の速度で進むことができ、ある程度は周囲に警戒が必要だ。

「何度でも言うがね。インドア派の私を気軽に連れ歩くのは勘かん弁べんしてほしいな」

「こっちこそ、昔から言い続けてることだけど、あんたはもう少し外に出たほうがいいわ。ただ散歩するだけでもだいぶ違うわよ……それがダメ人間生活を変革する第一歩になるの」

「優理はいつも真面目まじめだなあ。いい加減諦あきらめてはどうかね」

「『諦めなどという言葉は私の辞書にはない』。わたしの敬愛するナイチンゲールもそう言ってるわ……ちょっと何よその『世の偉い人じんの半分が言ってそうな言葉だなー』みたいな目は。教育的指導するわよ」

　背後から聞こえる二人の声に、幸ゆき也やは肩を落としてひっそりと嘆たん息そく。

「というか今こうして歩いているんだから、これからもできないとは言わせないわ。学園がこうなって唯ゆい一いつよかった点があるとしたら、あんたが外を歩く機会が増えたことよ」

「言うまでもないことだがこれは仮の姿。私はあの保健室の、特にあのベッドを居場所と決めているんだ。いや……そうすると、正確に言うならインドアではなくインベッド派ということになるか。ふむ、何だか語ご呂ろが悪いのでベッドイン派と言い換かえよう。大好きだよ私はベッドイン。毎日でもしたいねベッドイン」

「さ、さらに教育的指導ォー！　なんとなくいやらしい！」

「不思議なことを言うね、優ゆう理りは。どこがいやらしいと？　すまないが説明してくれないか」

「そ、それは……わたしの口からは……」

　さすがに一言釘くぎを刺しておくか。幸也は顔を顰しかめつつ振り向いて、

「お前らな、喋しやべるのはいいが声を抑おさえろ。《首割れ》が寄ってきても助けねぇぞ。つーか夜や子こ、文句言うなら別に一人で留守番しててもよかったんだぜ。《首割れ》とか他のやる気に溢あふれた生徒達たちが何人保健室に突っ込んでくるか知らねーが」

「わかっているさ、一人は危険ということくらいは。だから文句を言いながらも、私は今右足と左足を交互に前に出して進んでいるんじゃないか。まるで止まらないスカイフィッシュのようにね。あのＵＭＡが今まで捕ほ獲かくされていないのは、あれが動きを止めれば死んでしまう質量ゼロの速度生物だからという説がある。つまり……」

[image: ]

「むむ……それは、これからも生きるために歩き続けるっていう意思表示？　なーるほど、ようやくあんたも前向きになってくれたってわけね。これでわたしの肩の荷も一つ下りたわ」

「違ちがう。今後は私のためにあのベッドを移動式に改造してくれたまえ、という話だ。それを幸ゆき也やが引き摺ずる形にしてくれれば問題は全すべて解決する」

　幸也が優ゆう理りと嘆息を重ね合わせたときだった。

　前方の霧きりの中──何の変哲もない学内の歩道の脇わきに、何かがあるのが見えた。

　一同はぴたりと口を閉ざし、慎しん重ちように接近。黒い影かげだ。動きはない。地面に横たわっている。

　近付くにつれて、よりはっきりと見えてきた。

　残念ながら──それがあまり見ないほうがいいものであるということは、見えるようになるまではわからなかったのだが。




「……ひどいわね、これは……」

「死んでるのか？」

「少なくとも見た目からはそう断言したいところではあるね。まるでミイラを作製途中で放り出したみたいだ。ところで君きみ達たちはミイラの作り方を知っているかい？　まずは内臓を全部取り出してだね──」
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【枯かれ山さん水すい乃の愛あ　──　学園南東部・普ふ通つう科二年校舎群近辺・路上】




　たまたまタイミングが重なったというだけで。

　きっと枯山水乃愛は【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まらなくてもそのうち普通に人を殺していた。




　乃愛自身、よくある話だと思う。暗い性格。好きになれない自分の顔。話の合わない周囲。空気を読むという複雑な技術とルールを要求される対人関係。殻からに閉じこもる。両親の離り婚こん。再婚。義父が自分の身体を見る目。煙草たばこ臭い舌の味。

　教室にも家にも居場所はなかったが、部員がほとんどいない生物部の部活動のときだけは気楽だった。そこには自分よりも下位の生物しかいなかったからだ。

　カエルを──マウスを──解剖することは、命を握にぎるようで楽しかった。心臓がぴくぴく動くさまを見るのはとても好きだった。義父や母親やクラスメイトの顔を思い出しながら解剖用メスをそこに差し込むと、下腹部がきゅうっと引き攣つれるような快楽を覚えた。彼らは筋肉の反射を情けなく残して死ぬ。

　仮にあの全校集会で【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まらなかったとしても。おそらく乃の愛あは我が慢まんできずにその帰り道あたりから野の良ら猫ねこを殺すようになっていただろう。野良犬を殺すようになっていただろう。そしてそれにも慣れた何日かあとには──きっと、家に帰って、一番に殺したい、もっと大きくて鳴き声が耳みみ障ざわりで二足歩行する動物を。

　だから、そのタイミングがたまたま重なったというだけにすぎなかった。

　そろそろ猫でも殺してみようかというタイミングで、いえいえむしろ人間なんてどうですかという状況にぽんと放り込まれた。さあどうする？　言うまでもなく、乃愛にとっては、犬猫フェイズを飛ばして次のステップに進むほうが自然で簡単なことだった。

　だから普ふ通つうに人を殺すようになった。

　そして普通に人を殺すようになれば、もう昔の自分ではいられなかった。生まれ変わったような気分になった。口調も髪型も服装も変えて、枯かれ山さん水すい乃愛は新しい枯山水乃愛になった。新しい自分？　いや、これが普通の自分。我慢することを止めただけだ。やりたいことをやるようにしただけだ。幸い、自分にはそれができる力があった。

　解剖は本当に楽しい。命を弄もてあそんで中身を見るのは本当に楽しい。普通に殺せる人間はもう人間ではなく、乃愛にとってはだいたいカエルと同じだ。

「[image: ～][image: ～]♪　さっきのカエルちゃんはいい内臓してたなー……って、しまったァ！　あんまり楽しすぎて、さっきの奴の黒玉取り忘れたじゃねーか！」

　乃愛は口をへの字にして振り向く。だがそこにあるのは霧きりに包まれた学園の光景だけだ。

「ほっぽってきたけど死んだかな？　まあ死んだよな。取りに戻……いーや、メンドくせぇ」

　頭をがりがりと搔かいて、

「おいヘム公、見てたんなら教えろよなー」

「……へむー？」

　乃愛の横をとてとてと歩いていた金きん髪ぱつの少女が、そんな曖あい昧まいな音を発して。

　いつも通りに、あらゆる悪意を素通りさせる小動物の笑みで、首を傾かしげた。

　金髪は染めているのではなく、地毛だ。つまりは白人である。背はひどく低く、体格も小学生のよう。しかし着ているのは確かにこの御み手てヶが原はら学園の制服というアンバランスさだ。

　乃愛の言葉は、彼女の返事を求めてのことでも、八つ当たりでもない。それは真実、暇ひま潰つぶしにペットに話しかけてみたのと同じだった。だから乃愛は自己完結し、

「そーだな、お前に言っても無む駄だだったよなァ。ま、一個ぐらいいっか。つーか別に黒玉とか集めたくて集めてるわけじゃねえし」

　彼女の首輪につけた鎖リードを軽く引っ張って、また歩き始める。彼女も慣れたもので、そうするのが当たり前だというようにてこてこと乃愛の後ろをついてきた。

　乃愛が出会ったときから。

　乃の愛あが拾うよりも前から、彼女は既に、完全に壊れていた。

　理由は知らない。この異常な状況に突入したこと自体に耐えられなかったか。あるいは【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まってから、心が壊こわれるような何かがあったのか。言葉を失っている彼女に訊きく術すべはない。当然名前もわからず、生徒手帳も紛失しているようだったので、乃愛は適当に彼女のことをヘムと呼んでいた。へむへむとしか喋しやべらないので仕方がない。

　そんな彼女を連れ歩いている理由は、特にない。戯たわむれだ。

【課外活動】が始まり、晴れやかな気持ちで人間を殺せるようになって、気付いたことがある。外面に皮を被かぶっている奴ほど中身が面白いのだ。解剖したいという衝しよう動どうに駆かられるのだ。

　その意味で言えば、ヘムはまったくもって解剖のし甲斐がいがなかった。

　彼女は純粋に可愛かわいいだけだからだ。完全に壊れてしまっているが故に、それしかない。

　そんな奴を解剖しても何も面白いことはない。だから──見ているぶんにはまあ可愛くて目の保養にはなるし、それならまぁ暇ひま潰つぶしにちょいと飼ってみるか、というただそれだけだった。

　暇潰し。そう、だいたいにおいて、乃愛が求めていることは暇潰しだ。

　楽しい暇潰しを探している。楽しい暇潰しをずっと続けたいと思っている。

「さぁて、と。これからどうすっかなぁ……お？」

　不意に足を止める。余所よそ見みをしながら歩いていたのか、その背中にヘムがぽふんとぶつかって「へむぅー」などという抗議の声のようなものを発した。

　乃愛が視線を向けるのは、歩道の横手、林のような場所。この馬ば鹿かみたいに広い学園の中には、このような未開の地はいくらでもある。それでもそこに興味を惹ひかれたのは、

「なーんか、臭うなあ。行ってみっかあ」

　鼻をひくひくさせて、乃愛は植え込みを乗り越こえて林に足を踏ふみ入れた。足の短いヘムが植え込みに引っかかっていたので、脇わきを摑つかんで飛行機スタイルで飛び越えさせる。彼女はくすくすと笑っていた。

　しばらく林を進んで──小屋を、見つける。

　乃愛はにやりと唇を曲げた。さあ、楽しい時間の始まりだ。

「《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》……」

　虚こ空くうから生み出された、彼女の一番の遊び道具がその手に握にぎられて。

　解剖用のメスは、いつも通りに硬かたく冷たく、乃愛を興奮させた。
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　第八保健室】




　曖あい昧まいな、茫ぼう漠ばくとした、無。

　けれどそれは「在る」と意識した瞬しゆん間かん、無ではなくなる。

　自分と、自分以外のすべて。つまりは──せかい、になった。




「やはりこのベッドの上が一番だ。動きたくないね。よし決めた。私は一生ここから動かない……ナイチンゲールも言っているよ。『患かん者じやを無理にベッドの上から退どかしてはならない。退かすものに呪のろいあれ』と」

「多分言ってないというか絶対言ってないわね！　偉い人じんの発言を捏ねつ造ぞうしないように！　まったく……じゃあトイレも禁止。泣き言は言わせないわよ」

「大丈夫だよ。そのときには幸ゆき也やに尿し瓶びんを持ってきて手伝ってもらうから」

「なっ、なっ!?　そんなの認められるわけないでしょ!?　もちろん教育的指導！　異性同士が、その、下の世話をするなんて、風紀的に……ゆ、許されないし！　だったらわたしがやるわ！」

「私のぐうたら生活を手伝ってくれるなんて優やさしいなあ、優ゆう理りは。これで公認だ」

「……はっ？　いや待った、だから普ふ通つうにあんたがベッドを降りる暮らしをすれば──」

　そんな、声が、聞こえてきて。

　白しろ鷺さぎ理り法ほうは、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　レールのようなものが吊つられた天井が見える。背中にはシーツの感かん触しよく。身体に被かぶせられているのは、質素ではあるが柔らかな布団。ああ、これは──ベッドだ。数日ぶりの感覚。懐なつかしい。なるほど、今までのことは夢だったのかと安あん堵どした。

　首を横に向けてみる。天井についていたレールは、このベッドを囲むカーテン用らしい。カーテンは今は全開にされていて、周りの様子がよく見えた。

　消毒薬の匂においがする、清潔感のある部屋──保健室だ。薬品が並んだ棚たな、スチール机に椅い子す、部屋の隅すみには天てん吊つり式の薄うす型がたテレビ。視界に入る文字が、『読む』という行為を思い出させてくれた。壁かべの健康だより。手をよく洗いましょう。ドア横の小さなプレートには、火元責任者・友とも利りたける、とある。書類棚だなに並ぶファイルの背には、平成二十五年度傷病記録。平成二十四年度傷病記録。平成二十三年度……それらの文字が、さらに穏おだやかな日常感を与えてくる。

　理法が今いるのは、窓際のベッドだ。窓は軽く開いていて、心地ここち好よい風が髪かみを撫なでている。横にもいくつかベッドが並んでおり、一番奥おくのベッドには、自分と同じく女子の制服を着た誰だれかが膝ひざを抱えるようにして座っていた。その脇わきで腰こしに手を当てて何事か説教をしているのも、中学生くらいに見える背の低い女子だ。

　そのとき、からころと誰かが空き缶を蹴けるような音が窓の外から聞こえた。何だろうと思いつつも、理法はベッドから身を起こしてみる。少しだけ頭がくらりとしたが、それは一いつ瞬しゆんのことで、他に身体の異常は感じなかった。

「あの……」

「！」

　二人がはっと口を噤つぐみ、理法のほうに目を向けていた。それきり何も言わない。動きを止めて、ただじっと見つめているだけ。緊きん張ちようしているような、戦せん慄りつしているような、視線。

　何か悪いことをしてしまったのだろうか。理り法ほうは肩を縮めるようにして、

「あの、ですね……私は……」

　そこで保健室の扉とびらが開き、新しい一人が部屋に入ってきた。今度は男子だ。

　彼は入ってくるなり、二人の女子と同じように目を厳しく細めた。あまり親しみやすいものではない、目つきの悪い人相がさらに怖いものになる。

　彼は、その手に持っていた先の尖った鉄棒のようなものを持ち直して──何も言わず、ずんずんと理法のほうに近付いてきた。ぎょっとする。

　どうすればいいのだろう。誰かが逃げろと言ってくれれば逃げるのに。悲鳴を上げろと言ってくれれば悲鳴を上げるのに。けれど誰だれも何も言ってくれなかったから、理法はぎゅっとシーツを摑つかんで身を固まらせるしかなかった。

　大おお股またで近付いてきた彼は、そのまま理法がいるベッドの上に膝ひざ立ちで乗り、身を軽く曲げるようにして彼女に顔を近付け──

「動くなよ。危ない」

「え？　あ、はい」

　そして彼は鉄の棒をまっすぐ突き出して。

　窓のすぐ外にいた《首割れ》の喉のどを、その鋭するどい先せん端たんで貫つらぬいた。

「ア……ば……ぼ……」

　濁にごった目をした動く死体が、声ならぬ声で呻うめく。昆虫のようにもがく手が理法の真後ろの窓枠を掠かすめ、死臭のする吐息が心地ここち好よい風の代わりに髪かみを撫なでていた。本当に、すぐ後ろに、いたのだ。彼がこうしなければ、窓越ごしに頭を丸かじりされていたことだろう。

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まった全校集会の最後。《校長マスター》の一ひと睨にらみで首を裂さかれて排はい除じよされた、余分な生徒達たちのなれの果て──《首割れ》。

　そんな彼らは、今も首の後ろの皮一枚で頭部が繫つながっているような姿である。彼らは千切れかけの頭部を後ろに垂らして、知性なく動く。問題はその裂かれた首の断面部分、そこが新たな《口》となっていることだ。鋭するどい牙きばが生え、咀そ嚼しやくのように不気味に開閉する。それが彼らの最大の攻こう撃げき方法だ。彼はまさに、初撃でその最大の脅きよう威いを潰つぶしたのだった。

　彼がさらにぐいと手中のものに力を込めて押し込むと、《首割れ》は動かなくなる。よく見ればそれは鉄の棒ではなく、金属製の身長計の測り部分だった。特に意味もなく、目盛の「１３０」の位置にまでそれが刺さっているのが妙にくっきりと視界に映る。棒が貫かん通つうした首。標本にされる虫じみた死の姿。残虐と残ざん酷こくという概がい念ねんの説明図。

　まがりなりにも人の形をしているものが、きっと、こうあってはならないのだろう。

　けれど、だからこそ、わかりやすかった。

　その不ふ謹きん慎しんは、とてもこの学園らしくて、この【課外活動】らしくて──

　この状況がやはり夢ではなかったということを、すみやかに、理り法ほうに教えてくれた。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室】




　第八保健室は、主に普ふ通つう科関連の校舎や施設が集まっている学園の南東部付近──その一角に位置する、まるで診しん療りよう所のような一軒家の小さな建物である。周囲に仕し掛かけておいた簡単な鳴子トラップ（おかげで《首割れ》の接近に気付けた）を仕掛け直してから、

「とりあえず自己紹しよう介かいでもしとくか。俺おれは石堂幸也、普通科二年十一組。一応所属も言っとくと、保健委員だ。だからここのことはよく知ってる。なんか必要なものがあったら言ってくれ」

「むっ、わたしを差し置いてよくそんなことが言えるわね。ええと、わたしは……薬やく園えん坂ざか優ゆう理り、よ。わたしも保健委員で……うん。だから、こいつよりもこの保健室には詳くわしいわ。何かあったらわたしに言って」

「別に張り合わなくてもいいじゃねーか」

「あんたは二年になってから転校してきたんでしょ！　わたしは去年からここにいるの。あんたよりも格段に詳しいという自負があるわ。プライドの問題！」

「細かいなあ」

「それを言うあんたこそが細かいわ。昔は素直にわたしのあとを可愛かわいくついてきたものだったのに……どうしてこうなったのか……」

　きょとんとしたような顔をしている彼女に向けて、幸也は補足説明。

「あー、俺とこいつは一応、幼おさな馴な染じみみたいな感じなんだ。俺は昔、この学園がある夢ゆめ充みつ市に住んでてさ。優理はお隣となりさん。で、子供のときに俺の両親が事故で死んで引っ越こしたんだけど、家の事情でまた今年の春に戻ってきて、この学校に転校したってわけだ」

「はあ……なるほど……」

　ぼんやりした子だな、という感想を抱く。きちんと整えられた長めの髪かみに、珍しいほど優等生スタンダードな、アレンジも改造も加えられていない制服。今は少しばかり破損と赤色が目立つが。

　幸也が次に目を向けるのは、彼女に紹介すべき最後の一人。

　廊ろう下か側、一番日当たりが悪い場所のベッドに、自身の周囲をモノクロに染める女がいる。不健康に白い肌と白いシーツ。そこに流れる長い黒髪。吸い込まれそうな不吉さを湛たたえた黒こく瞳どう。女子の制服も、最も黒味が強い色合いのものを身に着けている。彼女の湛える気配を、一言で言ってしまえば──魔ま女じよ。

「私かい？　私は才さい連れん夜や子こだ。ちなみにヤコはヨルコと書く。よく読みを間ま違ちがえられるが、別にどうということはない。ヨルコでもナイトチャイルドでも好きな呼び方をするといい。知っているかい？　そもそも日本国における戸こ籍せきに漢字の読み方は記載されていないんだ。だから、名前の読みを変えるだけなら本当に簡単に──」

「話がずれまくってるわよ。もっと他に自己紹しよう介かいすることあるでしょ、自分のクラスとか」

「ふむ。私のクラスは、普ふ通つう科の二年……何組だったかな。忘れてしまったよ。率直に言って、私はどうも他の人間とは馴な染じめなくてね。一年のときからずっと保健室登校をしている。つまり二年・ここの第八保健室組ということで事足りる」

「足りねえよ。お前は俺おれと同じ十一組だ。だから話すようになったんだろ」

　幸ゆき也やのジト目にも、夜や子こは飄ひよう々ひようとした態度で肩を竦すくめるだけだ。

「そうだったかな？　ま、転校生がなぜかいきなり保健委員になり、不思議なマメさで毎日私の聖域たる保健室に入り浸るようになったんだ。文句の一つくらいは言うさ……そう、そこの仲睦むつまじい二人とは違って、私は彼らとは過去に特とく殊しゆな繫つながりなどはないよ。残念なことにね。あるいは前世でアトランティスの戦士同士だったという繫がりはあるのかもしれないが」

「はあ」

「しかし過去はどうあれ、大切なのは今だ。自己紹介を続けよう。私の嫌きらいなものは運動と太陽、好きなものはオカルト話と石いし堂どう幸也。どちらかを取れと言われれば迷うことなく後者だね」

　理り法ほうはぱちくりと目を瞬またたかせたあと、ちらちらと幸也のほうに視線を向けながら、

「えと、あの、それはつまり……？」

「残念ながらまだ応こたえてはくれていないのだ。どう思うね？　これほどのいい女がベッドの上からずっと見つめているというのに。自然ではない。つまり超ちよう自然的な出来事で、その意味ではそれもオカルトだ。この私が唯ゆい一いつ認めることのできないオカルトだ」

　幸也は軽く頭を横に振りつつ、

「そいつの言うことは全部、話半分で聞くぐらいでちょうどいい。あんまり気にするな。で、次はお前のことを聞かせてもらいたいんだが……」

　夜子のエキセントリックな発言に困こん惑わくしていた様子の彼女が、気を取り直したように居住まいを正す。それからふわりと頰ほおを緩ゆるめて、不思議なことを言った。

「命令していただけると助かります」

「？　命令……？」

「はい。私、命令されるのが好きなのです。ですから、どうぞ」

　変な奴だ。間ま違ちがいなく変な奴だ。幸也は口を微び妙みようにへの字にして、

「……じゃあ。自己紹介くらいしろよ、お前」

　すると彼女は先刻にも増してにっこりと笑って、

「はい。私は白しろ鷺さぎ理法と申します。特進科の二年七組です」

　特進科。それはこの学園でも特別な背景のある人間が集まっているコースだ。特別に勉強ができるエリートか、特別に金がある家柄か、特別な事情がある芸能人か──世間知らずのお嬢じよう様さまのような雰ふん囲い気きからして二番目だろう、と幸也は判断した。

「所属は被服部です。能力……ＥＣというのでしたか？　は、《慎み深い針と糸クリプテイツク・ニードルワーク》といいまして、見えない針と糸を生み出すことができます。いつでもどこでも目立たないお裁さい縫ほうができるという感じですね」

「む……信しん頼らいしてくれたってことなんだろうが、その不用心さが逆に心配になるな。自分の所属とかＥＣ能力の内容は、初対面の人間にいきなり教えたりはしないほうがいいぞ」

「はあ。しかし、隠かくす意味があるほどたいしたものでもありませんので。ご命令いただければ貴方あなた様がたの服も繕つくろわせていただきますが……命令なさいますか？　してください」

　にこりと言われた。

「今はいい。ボタンが外れたら頼たのむかもしれないけど」

「……そうですか」

　どことなくしゅんとした気配で理り法ほうは首を縮めた。すると夜や子こが、

「ところで素朴な疑問なのだが、君は育ちの良いお嬢じよう様さまと見受けられる。被服部とは少しイメージが合わない。下女のごとく命令されたがっているところもそうだ。なぜだね？」

「そうそう。命令されるのが好き、なんて少し歪ゆがんでるわ。女子なんだからそんなことを簡単に言ったら駄だ目めよ。そうしたら『お、こいつは強く言ったらなんでも言うことを聞きそうだぜゲヘヘ』みたいな不届き者が現れないとも限らないし！　教育的指導必ひつ須す！」

　ぷんすか怒り気味の優ゆう理りをちらりと見てから、夜子は意地悪そうに唇を曲げて、

「──と、いうことらしい。命令だ。もう少し君自身のことを語りたまえ」

　理り法ほうは嬉うれしそうに頷うなずいた。
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「はい。私は昔からお父様に厳しく育てられておりました。ほとんど自由時間のない、習い事ばかりの日々です。一方、私の周りには昔からメイドがおりました。彼女達たちを見て、いつしかいいなと思うようになっていたのです。命令を受けて仕事をする。それはつまり、命令されたら何でもできる、ということです。何も頭を使わなくていい。その『不自由な自由さ』に憧あこがれました。ですから、お父様の目の届かないこの学園の中では──好きに振る舞まおう、と決めたのです。だから被服部に入りました。まず憧れのメイドの衣装を作ってみたかったのです。だから命令してくださいと言うようになりました。次はどんな命令がもらえるのだろう、どんなことをさせてもらえるのだろう、とどきどきできるからです」

「なるほどね。歪ゆがんでいるとは思うが、特進科はそんな人間の集まりなのかもしれない。エリートは感じ方や考え方が違ちがうものだ。エリートこそがオカルトに傾けい倒とうすることもよくある……ああ、言い忘れていたが私はオカルト研究会に所属している。君と同じように、イメージに合わないとよく言われるよ」

　それを聞いた優ゆう理りがジト目で、

「ナイチンゲール曰いわく、『この保健室でツッコミ待ちの噓うそをついた人間は次の食事を抜かれても文句は言えない』……」

「ナイチンゲールが言ったんじゃしょうがねえな。従おう。無む駄だなツッコミはカロリーを消費する。その責任を取ってもらうってわけだ」

「待ちたまえ君達。偉い人じんの発言を捏ねつ造ぞうするのはよくないと言わせてもらおう」

　そのとき、理法がもじりと肩を揺ゆらすのが見えた。扱い方はもうだいたいわかっている。

「質問があるなら言えよ」

「……はい。あの、一番大事なことを後回しにしてしまいましたが……私は、貴方あなた達たちに助けていただいた……の、ですよね？　改めて、お礼を言わせてください」

　今更隠かくしておけるようなものでもない。優理がいつものように、中学生じみた身体つきとの対比でやけに尊大に見える腕うで組ぐみをして、

「そうね。恩に着せるつもりはないけど、わたしのＥＣ能力……《マスター・オブ・インファーマリィ》で、死にかけだったあんたを治ち療りようしたの。わたしのＥＣは単純、誰だれかの傷を治すものよ。本当に、もう少しであんたの死体から黒玉を回収する羽目になるところだったわ」

「そうだったのですか……さすが保健委員、という感じですね。本当に、助かりました」

　無言を返す優理の表情をちらりと見てから、幸ゆき也や。

「……これは俺おれ達たちの安全にも関わることだ。誰にやられたか教えろ、と言わせてもらおう」

「知らない女生徒のかたです。私は一人で安全な場所を探して歩いていたのですが、そこで出会ってしまって。目が合うなり、いきなり刃物でお腹なかを刺されて──」

「【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に積極的に参加している系の生徒かな。なぜトドメを刺して黒玉を奪うばわなかったのかという疑問はあるが……やれやれだ、昨日今日はこの保健室あたりも平和だったのだがね」

「きっと、それが明日も続くと単純に思ってしまってはいけないのよ。そう思った人間から脱だつ落らくしていく。それが今の状況だと思うわ──夜や子こ」

「肝に銘めいじておくよ。だがそれでも、私は願わずにはいられないね。無変化と停てい滞たいを。だから私はここにいるし、今までもここにいた」

　優ゆう理りと夜子が視線を合わせ、お互いに目を細める。複雑な意味と意志が含まれた視線。幸ゆき也やがすべきは理り法ほうに続きを促すことだった。

「その女生徒ってのはどんな奴だった？　何か特とく徴ちようみたいなのはなかったか」

「そうですね……特徴は……」

　理法が自分の記き憶おくを探るように首を傾かしげたときだった。

　部屋の隅すみにある、天てん吊つり式の薄うす型がたテレビが──脈みやく絡らくなく、異常を示す。

　ザザ、と一いつ瞬しゆんだけ、その画面にノイズが走ったかと思うと。

　電源も点いていないのに、勝手に何かを映し出したのだ。

　幸也達たちははっと息を吞のみ、そのテレビを見上げて──




　数分後。

　理法は血の気の失うせた顔で、テレビの画面を見ながら、

「……あの人です。私を殺そうとしたのは」
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【識しき神がみ界かい人と　──　普ふ通つう科二年二組校舎（１／１０００）】




　模型部所属である識神界人のＥＣ能力は《まるで住めそうなほど精巧なライズ・ミニチユアライズ》といい、強度そのままに建物をミニチュア化する力である。彼はロボットや戦せん艦かんより、建物や城など地味なものを作るのが好きだったのだ。

　そして彼が建物をミニチュア化したとき、内部のものも一いつ緒しよにそのまま縮小される。生物無生物問わずだ。つまり、それが意味するのは──

「できたー！　はいほら界くん、ナンできたよナン！　ハル子が頑がん張ばって作ったの！」

「界人、おやきを作った。愛情と味には自信がある。食べてみて」

　教室の椅い子すに座り、界人は左右からの圧力に仰のけ反るようにして目を閉じていた。明確に、現実逃とう避ひのためである。しかし両りよう隣どなりの椅子はがこがことひたすら彼の椅子に接近して縁ふちをぶつけてくるばかりで、つまり事態は何も解決しない。

　諦あきらめて界人はまず右目を開いた。右隣の席にいるのは、幼おさな馴な染じみである似に捌さばき一いち春はる。自分のことをハル子と呼ぶのは昔からの癖くせだ。ふわふわしたセミロングの髪かみはとても柔らかそうで、常に陽ひだまりに包まれているようなイメージがある。次に左目を開いて見えるのは、スタイルのいい長身とポニーテールが印象的な、識しき神がみ練ねり亜あ──界かい人との実の姉である。凜りんとした顔立ちに、どこか冷たい印象を与える無感動な目。そう見えるだけで、実はちゃんと情熱を持っていると界人は知っている……その対象が猛もう烈れつに偏かたよっていることは否定できないが。

　二人はそれぞれ箸はしを持ち、摘つまんだ食事をグイグイと界人の口に押しつけてきていた。

「さあ界くん！　モグッとしちゃって！」

「界人。どっちを食べるの」

「り、両方……は、駄だ目めかな？　ほら、一いち春はると姉さんのをお互いに分けてさ。だいたい、ナンもおやきも小麦粉を焼いただけだからほとんど同じなわけで──」

「全っ然違ちがうよ！　今、時代はナン。過保護な練亜さんの古臭いおやきなんかとは一線を画してるシャレオツさじゃない？　カレーがないのは残念だけど、ほら！　なんと塩つき！」

「日本人ならおやきが一番。この素朴な味わいは、私の界人を奪うばおうとする泥棒猫ねここと一春が作ったミーハーな料理とは比ひ較かくにならない。今なら香ばしい胡こ椒しようがトッピングできる」

　言葉で言っても無駄だと思ったので、諦あきらめの嘆たん息そくと共に口を開いて両方同時にもぐもぐと食べた。二人はぱっと笑みを浮かべ、しかし相手の顔を見てむーと頰ほおを膨ふくらませ、おかわりの料理を箸で摘んでまた界人に食べさせようとしてくる──
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　水すい筒とうに汲くんでおいた水を飲むことで二人の攻こう撃げきを回かい避ひしつつ、界かい人とはぼんやりと、

「改めて思うけど……僕ぼくらは、恵まれてるよねぇ。こうやって安全な場所で、ごはんを食べることができて。今のこの学校じゃ、そうじゃない人ひと達たちのほうがきっと多いのに」

【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まってすぐに食堂を捜そう索さくしたが、既に缶かん詰づめなどは大部分が略りやく奪だつされており、見つけられたのは小麦粉や最低限の調理器具だけだった。それでも幸運なほうだろう。コンロと小麦粉があれば、こうやって腹を膨らませる食べ物を作ることができる。

「まあ……そうかも、ね」

「少なくともここにいれば、《首割れ》や他の生徒達に襲おそわれる可能性は低い。界人のおかげだけど、他の生徒達はもっと苦労していると思う」

　そこで窓の外に動くものがあるのに気が付き、三人は揃そろってそちらに目を向ける。

　軽自動車のような大きさをした蟻が、せかせかと自分の巣に向かって歩を進めていた。

「モンスター映画の登場人物ってこんな感じなのかなー。ま、こっちは窓閉めてれば基本大丈夫なんだからずいぶんヌルい映画だけど」

　──界人の《まるで住めそうなほど精巧なライズ・ミニチユアライズ》は、現実的には、非常に安全度の高いセーフハウスを作り出す能力だと言うことができる。

　三人が今いるのは、その界人の力でミニチュア化された校舎の中。この学園ならではの敷しき地ち面積の無む駄だ遣づかいとして、教室が一つ入っているだけの公民館じみた雰ふん囲い気きの建物だ。強度は変わらないため、手の平サイズにしても誰だれかに踏ふみ潰つぶされるようなことはない。破は壊かいには建物自体を壊こわせるだけのエネルギーが必要となる。一方で重さは軽量化されるので、必要なら持ち運んで場所を変えることができる──その場合は外に運び役の誰かを出さなければならないが。

「……」

　ぼんやりと窓の外を見つめる一同。二人の対立気配が殺そがれたその隙すきを界人は見逃さない。

　本当に申し訳なさそうな顔をして頼たのめば、二人は最終的にはちゃんと言うことを聞いてくれる。教室の机の上にナンとおやきと並べ、三人で分けて食べることにした。

　素朴な味。賑にぎやかな幼おさな馴な染じみと、ずっと一いつ緒しよに生きてきた姉。信じられる二人。

　本当に──恵まれている。

「申し訳ないとは、思うんだ。他の人達に」

「ん？」

　可愛かわいらしく口を動かしている幼馴染。首とポニーテールを傾かたむける姉。自然と口元が緩ゆるむ。

「でもさ。僕は本当に、戦うのとかは……嫌いやなんだ。二人と一緒に、安全な場所でずっと暮らしていたい。そうして助けを待ちたい。卑ひ怯きよう者呼ばわりされてもおかしくないんだろうけど」

　意識的に口元を引き締しめて、言った。

「僕は……二人がいてくれれば、それだけでいいから。二人には、傷ついてほしくないから。だから、消極的だって言われても、卑怯者だって言われても。僕は──」

「うん。やっぱ優やさしいなあ、界くんは。うふふふー」

「界かい人と。お姉ちゃんは……お姉ちゃんはね……ああっ！」

「むぐっ。ね、姉さん、ちょ、胸……」

「ちょっと練ねり亜あさーん！　肉体的な行動はしないって紳しん士し協定を結んだよねっ!?　そっちがその気ならハル子も……おおっと、手が滑すべって水が界くんのズボンに！　拭ふかなきゃ！」

「べ、ベルトは外さなくていいんじゃないかな一いち春はる!?　濡ぬれたの靴くつだし！」

　そんな騒さわぎの中、界人は思わざるを得なかった。この時間はいつまで続くのだろうと。

　望んでいることがどうあれ、きっといつか、変化のタイミングが訪れるような気はしていた。この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】という悪意あるシステムが、根本的な性質として、停てい滞たいという概がい念ねんを許容するほど寛かん大だいなものだとはとても思えなかったからだ。

　その考え通りに──少なくとも、そのきっかけは、直後に訪れてしまった。




　教室の隅すみ。

　天井から吊つられたテレビの画面に、ザザ、とノイズが走る。
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【刃は桜ざくら真ま百合ゆり　──　新武道場付属・清風館】




　武道場には合宿所として使える建物が併設されている。彼らがいるのはその一室──普ふ通つうの教室と同じぐらいの広さをした、畳たたみ敷じきのミーティングルームだ。

　乱暴な笑い声。様々なものが入り混じった男の臭い。まるで無法者達たちが集まる場末の酒場のような空気ではあったが、それでも刃桜真百合は恋する乙女おとめの目で、みんなの中心にいる男子の姿を一歩引いたところから見つめていた。

　拵こしらえ剣けん斎さい。男子剣道部部長。リーダーシップに満ち溢あふれた精せい悍かんな顔つきに、野や獣じゆうのようにしなやかな筋肉。最近は制服を肩にひっかけるように羽織っていて、それもワイルドで格好いい。ＥＣ能力は剣道部らしく日本刀を召しよう喚かんするもの。それを振るうことで、自動車ぐらいなら簡単に両断できる超ちよう威い力りよくの斬ざん撃げきを飛び道具として撃うち放つこともできる。彼自身の剣技と、その問答無用の威力を持った能力はもはや無敵の組み合わせだった。この場で彼に勝てる人間は一人もいない。学園中探してもいないかもしれない。頼たよりになる最強の存在。

　彼は真百合の彼氏で、真百合は彼の彼女だ。問題は──そう思っている存在が、真百合の他に何人もいるということ。あぐらを搔かいて座っている彼の隣となりには自分以外の女子がいる。その隣にももう一人。別の男子に現在進行形で胸を揉もまれながらも、視線は剣斎の横顔に釘くぎづけだ。

　彼は「俺おれの言うことを聞いてれば絶対にここから出してやるからな」と、布団の中で彼の律動を受け止めたあとの自分に、優しく髪かみを撫なでながら言ってくれた。とても嬉うれしかったが、当然、彼女面している他の女子にも同じことを言っているのだろう。

　正直、悔しい。彼が素敵な男性であることに疑いようはなく、だから他の女子が惹ひかれるのもどうしようもなく、器の大きい彼がその全すべてを受け止めるのも仕方がないが、ただ、一番の彼女として認められたかった。本当に、最終的には、自分一人だけを選び取ってほしかった。

　そのためには──やはり、彼にとって自分が一番有用であることを示さねばならない。その機会が早く訪れればいいと思う。自分は彼のためなら、何だって……

　そんなことを考えていたとき、ふと、視線に気付いた。

　二、三メートルほど離はなれた、斜ななめ後ろの死角から太った男子が自分を見ていた。髪かみを舐なめ回されるような、うなじに性器を擦こすりつけられるような、視線。真ま百合ゆりは舌打ちし、

「何見てんのよ。キモいんだけど。見ないでくれる？」

「い、いや、別に、ボクは……」

「喋しやべれとも言ってないけど？」

　相変わらず気持ち悪い。どうしてこんな奴が仲間にいるのだろう。

「お、どーしたの真百合ちゃん？　またそいつ苛いじめてんの？」

　ヘラヘラと笑いながら、何人かの男子が近付いてきた。彼以外はみんな十把一ひと絡からげなどうでもいい存在だが、この気持ち悪い男──醒さめヶが井い抗こう作さくよりはマシだ。

「こいつウザいの。キモいの。どうにかしてよ」

「はは、もともとだからしゃーねーよ」

「でも真百合ちゃんの言うことだから一応やっとくかぁ……どうにかー！」

　男子の一人が脈みやく絡らくなく彼の腹に拳こぶしを埋め込んだ。抗作は情けない呻うめき声を上げてその場に崩くずれ落ちる。ゲラゲラと笑う彼ら。真百合も唇の端はしを持ち上げた。

　この集団は剣道部部長である剣けん斎さいが元々の友人達たちを集めて作ったもので、つまり運動部や格かく闘とう技系の部員が多い。文化部所属の抗作をこう扱うことは至極当然な流れだった。

「いつまで床ペロしてんだ。そのきったねー涎よだれ拭ふいて早く仕事に行けよオラ」

「あいつらにちゃんとエサやっとくんだぞ。そのデブった腕うででもいいんだぜ？」

「う、ううう……」

　抗作が制服の袖そでで床の涎を拭き、よろよろと身を起こす。その途中でスカートから伸びた真百合の足に視線を経由させたのがわかった。寒気がする。

　立ち去る抗作の背中を憎にく々にくしく見つつ、

「ほんと。死ねばいいのに」

「やっぱあのブタ、真百合ちゃんのことゼッテェ意識してんよなぁ。ま、ぶっちゃけ可愛かわいいかんな。女子バスケ部の美少女エース！　実は俺おれらの部活でも人気高かったんだぜ」

「あいつのＥＣはマジ変態大喜びの能力だしよー。レイプされないように気をつけろなー」

「あんた達も死んでいいわよ」

　そう吐き捨て、真ま百合ゆりは剣けん斎さいのところに歩いていった。口直しにはやはり彼だ。

　部屋の隅すみに置いてあった毛布を取ってから、今まで彼の隣となりに座っていた女子との間に割り込むようにして座った。むっとした彼女の視線は無視。

　剣斎がこちらの手にあるものを見て言ってくる。

「毛布？　寝ねるときならともかく、今は暑くねぇか？」

「足が剝むき出しだから、これくらいがちょうどいいの」

　ひざ掛かけのように広げて、身体の前に毛布をかぶせる。自然な動作で、彼の下半身にも毛布がかかるようにした。彼がちらりと横目を向けてきたが──さりげなく真百合が毛布の下で手を伸ばし、あぐらを搔かいている彼のズボンに手を置くと、すぐに共犯関係になれた。

「で、次はどうする剣斎？」

[image: ]

「お……おお。そうだな。これからは、ちっと特進科の校舎があるあたりにも足を延ばしてみっか。なんか普ふ通つう科とは違ちがう……いい物資とかがありそうだから、よ……」

　真百合は剣斎と仲間達たちの会話を聞きながら、ゆっくりと毛布の下で手を動かした。剣斎と話していた男子達がニヤニヤ笑い始めていたので、きっとばれている。どうでもいい。

「あ、やっぱりちょっと上も寒ーい」

　頃ころ合あいを見て、真百合は毛布の下に頭を潜もぐり込ませた。口を寄せて、彼自身の迸ほとばしりを喉のどで受け止める。その後、これみよがしに口元を拭ぬぐいながら毛布からまた頭を出すと、座っていた他の女子達たちが殺意すら感じる視線で真ま百合ゆりを睨にらんでいた。ざまあみろ。

　そうして、真百合がごくりと剣けん斎さいの味を嚥えん下げしたとき。




　ミーティングルームの隅すみにある、ビデオでの戦術確認や型の確認に使うテレビに。

　ノイズが走る。
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　第二十三号校内駐輪場ターミナル】




　御み手てヶが原はら学園の特とく徴ちようとして、敷しき地ち内のいたるところに存在する校内駐輪場ターミナルがある。

　広すぎる敷地面積をカバーする、フリーのレンタル自転車が保管されている場所である。網あみ目めのフェンスに囲まれた中、固定具に嵌はめられた自転車が数十台。入るときには生徒手帳を読み取り機リーダーに翳かざし、埋め込まれたＩＣチップで駅の改札のようなゲートを開けなければならない。固定具を外して自転車を実際に使う際にも同様だ。いくらフリー自転車とはいえ、好き勝手に乗り捨てられては管理が大変なので、一応の記録が取られているのである。返却時は、借りた場所と同じでなくてもいいので、どこかの校内駐輪場ターミナルに戻すこと、というルールだ。

　そんな校内駐輪場ターミナルの一つ。入り口のゲート近く、申し訳程度に設置されているベンチに、男子生徒と女子生徒が一人ずつ座っていた。

「で、これからどーすんのさ？」

「もちろん、一発逆転の方法を考えてるぜ！　男はでっかく勝負に出なくちゃな！」

　井伊秋津穂の言葉に、愛眼双六はビシィとサムズアップ、さらにはキラリと歯を光らせて答えた。

「すごい！　かっこいい！　特に、全然イケメンでも爽さわやかでもないのに臆おく面めんもなくそんなポーズ取れるところが！　で、その一発逆転のヒサクは!?」

「全然思いつかん」

「だよねー！」

　秋津穂はぐーいと伸びをするようにベンチの背もたれで背筋を反らした。部活で日焼けした健康そうな足が、ヤケクソ気味にばたばたと動く。

　双六はいつもの癖くせ、手先の練習として指の上でコインを往復させながら、

「大勝負したいのによー。俺おれ様さまぐらい大勝負したがってる奴もいないと思うのによー。なかなかそんな場面来ないんだよなあ……謎なぞの黒服による突然の拉ら致ちとか、いかにも怪しげなギャンブル大会の招待状とか」

「そんなの、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】で来るわけないじゃん。誰だれもガッコから出れないし入れないんだよ？　双六はバカなの？　バカバカなの？」

「今までの人生での話だってのお前こそバカバカ！　アルパカ似の特に可愛かわいくもない新種生物みたいだなバカバカ！　おっとさすが水泳部、君はあれかな？　わざとその称号を得てカバっぽくなりたかったのかな？」

「知ってる？　カバって実はめっさ強いんだよ」

「痛い痛い痛い。人の脇わき腹ばらを捩ねじ切るぐらいカバっていうかアキが強いのはわかったから痛い」

　二人は小学生からずっと同じクラスであり、なんとなくウマが合ってなんとなくツルみ続けて今に至る、という間柄であった。悪友、あるいは悪ガキ仲間。お互いに気心は知れている。

「まあつまり、話を戻すとだな。俺おれ様さまに大勝負が訪れない理由はわかってる。ここまで縁えんがないというのは、それはきっと奴らのほうが俺様を避さけているということ……大勝負のほうが俺様を恐れているんだ！　いやあ参ったなあ、才能と度胸に溢あふれすぎてて困るぜ自分！」

「双すご六ろくは幸せそうだよねー。こんなことになったのにさー」

「うむ。まあ実際のところ、このピンチはチャンスだ。俺様の夢の近道になる」

「夢って……いつも言ってる、アレ？」

「おう。何億も賭かけた背筋の痺しびれるような大ギャンブルだ！　カードでも麻雀マージヤンでも何でもいい。この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に勝てばその元手の金が手に入るだろ。玉五百個での限定勝利でいいはずだ。限定勝利は『人間にも叶かなえられる願い』が報ほう酬しゆうだからな」

　バッカッダッネェー、と秋あき津つ穂ほは妙な節をつけたリズムで言い、

「じゃあ最初から何百兆円とか報酬でもらえばいいんじゃないの？　ギャンブルで大勝利したくらいの大金をさ」

「お前は何にもわかってねえ！　大金を全ツッパするスリル！　それがいいんだろうが！」

　それに、と双六はふと真面目まじめな顔になって続けた。

「……仮に部分勝利したとしてだ。『何京円くれ』と頼たのんだらくれると思うか？　俺様はくれないと思う。それは地球の経済が動く規模で、神様が世界を作り替かえるのと同じだろ。千個での完全勝利に属するんじゃねえかな。つまり限定勝利でもらえる額には限りがあるはずだ」

「ふーん。まあそうかもねえ」

「でもま、千個集めなきゃいけないのは同じなんだけどな」

「なんで？」

　秋津穂の問いに、双六はきょとんとした顔で答えた。

「お前のぶんだよ、決まってるだろ。二人で限定勝利して脱だつ出しゆつしてだ、報酬でもらえる最大金額をダブルで元手にする。そして大勝負。勝つ。俺様サイコー。これが完かん璧ぺきな夢プランだ！」

「えと……その。あたしも……いて、いいのかな？」

　肩を縮め、少しばかりもじもじしながら、秋津穂。

「お前がいなくてどうする。そういう俺様みたいな神ギャンブラーには解説・驚おどろき役の助手が不可欠。無意味にバニーガール姿でアシスタントさせたりしてやるから覚悟しておけ」

　双すご六ろくは当たり前のように、そして自信満々に言う。照れ隠かくしに、秋あき津つ穂ほはベンチの上に足を持ち上げた。双六が横目でその太ふと股ももをちらりと見たのを感じつつ、

「バニーかあ……露ろ出しゆつ度的には今のほうが高くない？」

「お前のそれはもう見慣れた。むしろバニー姿のほうがエロい気がする。日焼けあとのあるバニー──うむ、新しん鮮せんでいいな。見慣れた姿から変わったその新鮮なエロさこそが一番の大勝負のときに必要だから……ええと、助手のお前はこれからもずっと俺おれ様さまの隣となりにいて、それを見慣れさせ続けるんだぞ、と。まあそういうわけだ」

　スクール水着姿の秋津穂はそっと微び苦く笑しようし、

「……ばーか」

　再びベンチから足を下ろす。その下のコンクリートの地面に爪先を潜り込ませて、ぱちゃぱちゃと水音を立てた。

「で、またまた話を戻すと、だ。クリアしたあとのことはともかく、クリアのための一発逆転の手……ホント、何かねえかなあ……？」

「そだねぇ。ないかなあ……？」

　そのとき、ザザ、と奇妙な音が聞こえた気がして、二人は顔を上げる。




　校内駐輪場ターミナル入り口のゲート、そこにある小さなモニターに、何かが映っていた。
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【林はやし凜りん　──　ロ号放送室】




　周囲のパトロールを終え、放送室に帰ってきたところで、林凜は首を傾かしげた。

　誰だれもいない。普ふ段だんなら生活場所であるこの待機スペースにどちらかの姿はあるはずだが。

　重い扉とびらを開けて、隣りん接せつするＰＡブースに入ってみた。二人の姿を見つけて、顔には出さずにほっとする。

「何してんの？　あたしがパトロールしてる間に何かあった？」

　中にいた二人──まずは褐かつ色しよく肌の留学生、マナミリィ・メアアが眉まゆを寄せた顔で振り向いて、

「我の口からは説明できぬ。理解不能」

「そうね。何かあったというよりは、今まさに何かが起こりつつある、という感じかしら」

　もう一人は──放送部部長・武たけ田だ猫ねこ啼なき。

　彼女は普段通り、努めて冷静であろうとしているような余よ裕ゆうある眼まな差ざしと、ゆったりとした口調で言った。アナウンサーのように正確な発音と聞き取りやすさ。聞くだけで落ち着く声。

「おかえり、リンリン。そっちは何かあった？」

「特に何も。見かけた《首割れ》を二匹ほど始末したぐらい。で、武田……今何て？」

「モニターを見て」

　促されるまま、凜りんも二人が凝ぎよう視ししていたブース内のモニターに視線を向ける。

　テレビとしても使える多機能モニターだ。勿もち論ろん、それは今の状況で電源をつけても外の番組が映ることなどない。【課カ外ガイ活カツ動ドウ】で閉へい鎖さされたこの学園は外部からは完全に隔かく離りされている。だからそのモニターは今のところ完全に無用の長物である──はず、だったが。

　灰色の、ノイズ交じりの画面。その中央に歪ゆがんだ文字だけが簡潔に映し出されている。

『第一次定例報告』と。

「先刻よりずっと継けい続ぞくしている。この画面のみだ。不可解」

「……でも待って。何だかノイズが激しくなったような……」

「あ、変わった！」

　画面内に現れていた文字がぱっと切り替かわった。凜達たちはそれをじっと見つめる。




　──【課外活動】の　正常な運営と　進行の促進の為に

　──現時点での　最優秀進行者の姿を　参加者に　教示する

　──これは　学内の　映像表示可能な媒ばい体たい全すべてに　投とう影えいされる




「内容からして……誰だれかのＥＣ能力ってわけじゃなさそうだけど」

「そうね。こんなことができそうなのは……」

「我は知っている。不快な元凶」

　そして画面の端はしに、署名のように、予想通りの名前が表示される。

　──《校長マスター》、と。

　自分のことを神や悪あく魔まに類するものだと名乗り、この【課外活動】を始めた超ちよう存在。全ての原因で元凶で根本。凜達は全身に緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせた。あの存在は、初めてその姿を現した全校集会で──一方的な【課外活動】開始宣言のあと、一ひと睨にらみで多数の生徒達を殺した。首を裂さき、その死体を憐あわれな《首割れ》とした。《校長マスター》が関わっているのなら、何が起こるかわからない。

「最優秀進行者……つまり、一番黒玉を集めている人間、ということかしら……？」

【課外活動】のクリア条件は決まっている。玉を五百個集めて限定勝利するか。千個集めて完全勝利するか。進行度を表すに一番適当なのは、確かにその玉の数だろう。

　しかし、日々を過ごしていれば勝手に出る白玉の数はおそらくほとんど差がついていないはずだ。それをやりとりする商売のようなシステムを構築した人間がいるかもしれないが、それでもまだ大きな差が生まれるほどではないと凜は思う。

　差が生まれているのは、やはり。

　人間の死体からしか出ることのない黒玉を、どれだけ、集めているか。

　つまりは、どれだけ人間を──




　ふっと映像が切り替かわる。どういう仕組みか、音声も入るようになる。

　映し出されているのは、どこかの狭い部屋。畳たたみ敷じき。布団。流し。そして。

　倒たおれている男子生徒と、それに馬乗りになっている女子生徒の背中。

「くぁっはー！　お前らクズだよなァ！　みんなが一生懸けん命めい戦ってるのに、お前らはこんなところで二人だけで隠かくれて気持ちイイこと三ざん昧まい！　あたしは、そーいうクズいカエルちゃんを解剖バラして切開くぱあして中身を見るのが楽しくてたまんないんだよォ！　そんな奴はたいてい──ホーラ来たあ、いい色！　いい配置！　いい内臓のピクピク具合ィ！　クズい奴ほど中身はステキなんだよなぁ、なんでだろー？　ニャハハハハハ！」

　そして──彼女の手にあったメスが振り下ろされ、男子生徒の胸に埋め込まれ、そして冗談のように高く高く血ち飛沫しぶきが噴ふき上がった時点で。

　この画面を見ている全すべての生徒達たちが、気付いたはずだった。




　そこにいるのは、この時点で、誰だれよりも人を殺している生徒の姿なのだと。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室】




　当然、石堂幸也も──気付く。

　彼女の下で血を噴き上げているのが。

　画面の端はしで、ぴくりとも動かない物体モノとして横たわっているもう一人が。

　今日、治ち療りようをしに行って、先程手を振って別れたばかりの、

　沢登登紀子と紀伊伊助であることに。

「く、そ、がっ……！」

　保健室のテレビを睨にらんだまま、呻うめく。それしかできることはなかった。

　優ゆう理りと夜や子こは沈痛な面持ちで目を伏せる。理り法ほうも一同の態度で犠ぎ牲せい者の彼らが顔見知りであることを悟ったのか、なんとも言えない悲しそうな表情を浮かべていた。

「あいつが……お前を殺しかけた奴、だって？　間ま違ちがいないのか？」

「は……はい。雰ふん囲い気きも、声も、お顔も、あの刃物も……覚えがあります。それに」

　理法がついと指を伸ばし、

「あちらの方も……多分ですが、周りに、いたような」

　彼女が指し示す画面内にいるのは、まるで子供のような──優理よりもさらに小さな、本当に小学生のような体つきをした女子だ。金きん髪ぱつで白人の幼女。一応高校の制服を着てはいるが、首には鎖リードつきの首輪が嵌はめられている。

　彼女は、今まさに残虐を行っているもう一人とはまた別の意味で、異常だった。

『へむ……へむー？』

　同じ部屋で行われている行為に、怯おびえることも慌あわてることもなく。何も気にしていないように。てこてこと部屋を歩き、戸と棚だなをがさごそと漁あさり、テーブルの下にヘッドスライディングで潜もぐり、座布団に鼻を埋うずめて足をばたばたさせる。

　心が壊こわれた、子供。そうとしか見えない存在。

　疑問だらけだ。この幼女は何か。なぜ──殺人鬼の彼女と一いつ緒しよにいるのか。

　優ゆう理りは微び妙みように目を細めるようにしていた。ベッド上の夜や子こがその様子に気付き、

「心当たりでも？」

「いや。何かが頭に引っかかっているような気もするけど……わからないわね。少なくとも、あの子を以前に見たことはないと思う」

「能力で姿が変わっているような可能性もあるのではないかね」

「……それを加味しても。やっぱり心当たりはないわ」

「ふむ。ま、あの小さな彼女より、今気にするべきは元気な主演の彼女だろう。彼女と言っていいのかどうかわからない姿をしているが」

　不ふ揃ぞろいな髪かみ形がた。良く言えばロックバンドの一員のようだが、そう言えるほど整ってはいない。美容室で計算された不ふ揃ぞろいさではなく、適当に鏡も見ずに自分で切ったような乱雑さ。左右で違ちがう形のピアスをつけている──まるで誰だれかから別々に奪うばい取ったように。着ているのは基本的に女子の制服ではあるが、これ以上ないほど適当に崩くずされた着こなしで、やはり前衛的アバンギヤルドにだらしない印象を受ける。あまつさえスカートの下には男子のズボンを穿はいていた。どこか中性的で──退たい廃はい的で──動物的。それが、眼前で楽しそうに人を殺している彼女の印象。
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　殺人鬼。人殺し。罪人。咎とが人びと。

（ああ。こいつだ。俺おれが、捜してたのは、こいつだ……！）

　幸ゆき也やは拳こぶしを握にぎり締しめていた。

　眼前に見えているのは、登と紀き子こと伊い助すけの生命に対する暴虐。しかしそれ以外にも幸也には見えているものがあった。それ以外の理由で胸中に湧わき上がってくる感情があった。

　ふつふつと。自らの全すべてを支配していく。飲み込まれていく。

　それは──絶対に忘れるわけにはいかない、過去の出来事に起因する、

　復讐の衝動。

　砕けんばかりに奥おく歯ばを嚙かみ締め。灼しやく熱ねつと化した鼓こ動どうに身の奥を焦こがしつつ。

　幸也は画面を睨にらみ続ける──




　画面内。彼女がふと首を上げ、横に視線を向ける。そこには古いテレビがあったはずだ。

「ああン？　なんだこりゃ？」

　伊助の内臓を搔かき回す手は止めないまま、その画面を見たらしき彼女が首を傾かしげる。

　しかし次の瞬しゆん間かん、

「──《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》！」

　脈みやく絡らくなく彼女は素早く上半身を捻ひねって腕うでを振った。同時、見ているこちらに向けて何かが高速で飛んでくる。メスだ、と気付けたのは、それが眼前いっぱいに迫ったあとのこと。

　虚こ空くうからメスを生み出す──それが彼女のＥＣ能力か。

　こちらの視点の中央、これがテレビならテレビカメラがあるであろう位置をメスの投とう擲てきで貫つらぬいた彼女は、急につまらなそうな表情になってぼりぼりと頭を搔いた。

「ンだよ、やっぱどうもなんねぇのかよ……勝手に映してんじゃねえぞ、《校長マスター》さんよ。説明くらいしろよ……した？　あたしが見逃しただけ？　マジかよ」

　彼女の視線。態度。どうやら──そこには本当に《校長マスター》の姿があるらしい。最初の全校集会以来、実在を感じたのは久しぶりのことだ。とはいえ《校長マスター》が発しているはずの声は聞こえなかった。この映像の主役はあくまでも彼女であるから、というような理由か。

「はー。あたしが一番ねえ……マジこれ全部に映ってんの？　なら自己紹しよう介かいでもしとくかぁ。チース、普ふ通つう科二年の枯かれ山さん水すい乃の愛あでーっす。今日も元気に人、解剖バラしてまーっす。イェイ」

　血に濡ぬれたメスを掲かかげて。返り血を浴びた顔で。古臭いピースサイン。

「ヤベェ、これ見て興奮してるカエルちゃんとか絶対いるよな？　だってあたし自身が興奮してんだもんよ。つまりあたしはそいつらのオナペットになってるってわけじゃねぇか。ハズい！　でも手が止まらない！　やめてあたしがこんな恥ずかしく切開くぱあしてるところ見ないでー、でもやっぱり見てー、なんつってニャハハハ！」

　照れたようにしながら、無造作に、後ろ手で。ざくざくと彼女はメスを突き立てる。

　そのとき、ザザ、と画面にまたノイズが走った。




　──次に　均きん衡こう化を　行う

　──現時点で　最も勝利に遠い　最下位進行者に

　──今後の活動に　有益な道具を　与える




　灰色ノイズを背景にした、そんな文字の表示が終わり。映し出されたものは。

　変わらない。

　先程と同じ、乃愛が解剖を行っているあの宿直室。彼女はまた部屋のテレビを見て、それから再び《校長マスター》がいると思われる視点位置に目を向けて、

「ん？　なんだよ……不幸な偶ぐう然ぜん、って。溜ため息ついたか今？」

　乃の愛あの横で不可思議な現象が起こる。いつのまにか座布団を枕まくらにして眠っていた金きん髪ぱつ幼女の胸の上に、銀色の何かが落下してきたのだ。鎖くさりつきの、シンプルな意匠のペンダント。

　乃愛はメスの先せん端たんで引っかけてそれを拾い上げた。また《校長マスター》と何事か会話。

「なんだこりゃ……エキスパンダー？　アクセに見せかけた筋トレグッズか？　……ほー。ほーほー。そういうアレか。いや、あたし用じゃねえっつっても知らねえよ。目の前に落としてきたテメェが悪いんだろうが。なあヘム公、あたしがちっとこれ借りちまってもいいよなあ？」

　うたた寝ねしている幼女に乃愛が声をかけると、彼女は目を閉じたまま口をもごもごさせ、

「……へーむー……」

「いいってよ」

　乃愛はそのペンダントを身に着ける。腰こしに手を当て、もう何の反応も見せなくなっていた肉の塊かたまりの上から立ち上がった。それから自分の掌てのひらをじっと見つめ、

「さて。じゃあちっと確かめさせてもらうか……ＥＣ増幅器エキスパンダーって奴をよ？」

　そして彼女は囁ささやく。彼女のＥＣ能力。《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》。

　刹せつ那な、乃愛の身体の周囲が煌きらめいて──
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【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　第八保健室】




「な……」

　画面越ごしにそれを見、優ゆう理りは思わず呻うめいた。

　今のたった一言で。乃の愛あの身体の周囲に、数十本、あるいはそれ以上の桁けたに至ろうかという数のメスが生まれていたのだ。空中に停止した、硬こう質しつな鋼の輝かがやき。それ一本で容易たやすく人間を解剖する刃が──今や、圧あつ倒とう的な数の暴力までも身に纏まとっている。

「あのペンダントが、ＥＣを強化してる……のか」

　ずっと画面を睨にらみ続けていた幸ゆき也やが、さらに歯は嚙がみするように顔を歪ゆがめてそう言った。

「悪い冗談だな。数多あまたの研究者を長年心躍おどらせたオーパーツが、近年に作製された偽にせ物ものだったと判明するような悪い冗談だ。あってはならない。見なかったことにしたいね……」

　ぼそぼそと夜や子こが呟つぶやく。優理は一つ息を吐いて気を落ち着かせた。信じたくないことだが、受け止めねばならない。あえて言葉に出して状況を整理してみる。

「……でも現実よ。あのヘムとか呼ばれていた少女が、現時点ではもっとも最下位に近い人間だった。黒玉を持っておらず、弱く、勝てる見込みがない存在だった。だから《校長マスター》は戦力均きん衡こうのためにパワーアップアイテムを最下位の人間に与えた……というわけね」

「不幸なことに、同じ場所にトップを走っている人間もいたのだがね。《校長マスター》め、少しは融ゆう通ずうを利かせてもいいだろうに」

　優理も同感だったが──《校長マスター》は基本的に、自らが決めたルールを厳守しようとしているような気はしていた。本当に神のような存在なら、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に介入しようとすればいくらでもできる。それを防ぐために、自分の行動にあえて制限を課しているのではないかと。最下位に渡わたすというルールであれば、それは必ず最下位に渡さねばならなかったのだ。たとえすぐトップに奪うばわれるとわかっていても。

　殺人鬼。枯かれ山さん水すい乃愛。容易く人を殺せる存在。人を殺してきた存在。

　こんな異常な場所で生きていられるのだから。

　こんな異常な状況で生き生きとしていられるのだから。

　彼女の壊こわれた精神性こそが、この【課外活動】にふさわしいのは決まりきっている。

　そんな彼女に、さらに力が与えられて。

　あそこに生まれてしまったのは、きっと──怪物だ。

　最適な狂気。

　最適な凶器。

　それらを取り揃そろえた、けっして近寄ってはならない、人喰くいの怪物──

『くぁっはー、いいじゃん、こいつはいい！　一度に何人もカエルちゃん切開くぱあできそうだなあおい！　将しよう棋ぎみたいに並んで一人ずつヤっちまうか？　贅ぜい沢たくゥ！　いやー、いいモンもらったぜ、ありがとよ、と──ありゃ？　もういなくなってやがんの』

　ザザ、と画面にノイズが走り始めた。今度こそ本当に終わりか。

　だが、

『あん？　おいヘム公、その指どうした？』

『へ、むー？　へむ……むぅ……？』

　ノイズ交じりの画面内。乃の愛あが頰ほおをつつくと、座布団を枕まくらに寝ねていた金きん髪ぱつ幼女がむくりと起き上がる。それから自分の右手の指を見て、くしゃ、と顔を歪ゆがめた。指先に赤い色があるのが見える。乃愛の解剖による返り血ではないだろう。何かの予兆を漂ただよわせつつ、小動物のように震ふるえる幼女の頭を、乃愛はぽくぽくと叩たたいていた。撫なでているつもりかもしれないが。

『そこにあったハサミで切ったのか。好き勝手に遊んでっからだぞボケ。舐なめときゃ治る……って言っときたいが、ちっと傷がデカいなあ。消毒とかちゃんとしたほうがいいのか？　ペットの世話は飼い主の役目って言うが、メンドくせぇ。ペットの指の一本ぐらい別になくなってもいいし……っと!?　うるせー!?』

　決けつ壊かい。顔をくしゃくしゃにして、ヘムがまさに子供のように泣き始めた。それに同期したわけでもないだろうが、画面のノイズがさらに増し、もはや見えるのは歪んだシルエットのみ。

　テレビの画像が完全に消える間際、最後に届いたのは──

　乃愛が頭を搔かきながら、観念したように発した、一つの呟つぶやきだった。




『くそ、しゃーねーなぁ。保健室にでも行ってみっか……』
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　　第二章　【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始四日目／正午過ぎ／『──』まであと42:35:42







【林はやし凜りん　──　ロ号放送室】




　武たけ田だ猫ねこ啼なきとは【課外活動】が始まってから知り合った。勿もち論ろん、それ以前にも校内放送などで声を聞いてはいたし、【課外活動】が始まった直後に彼女が《歩く放送室アラウンドトーカー》で校内全域に届かせた言葉も当然のように受け取っていた──最初期に与えられた大事な情報。自制を求める声。哀しみを押し殺した報告。その意味で言えば、彼女を知らない人間はこの学園内にはいない。

　その後、偶ぐう然ぜんの導きで実際に彼女と出会って凜が抱いた感想は、声の通りの人間なのだな、というものだった。

　同じ三年、同い年とは思えない落ち着き。柔和ではあるが、常に自分のやるべきことを見み据すえているような、芯しんの強さを感じさせるまっすぐな眼まな差ざし。軽くカールした、上品さすら感じる髪かみ。自分も伸ばしていればなと凜は思う。それだけでなく彼女は、聞いているだけで落ち着く声の通りに、見ているだけで安らぎを覚えるほど、凜としては筋肉質な自分の身体が恥ずかしくなるほど、全体的に女の子らしかった。声が綺き麗れいな、微び笑しようが素敵な、将来は人気のニュースキャスターか何かになっているであろう、女の子。

　けれど、今は。殺人鬼の不快なショーが終わり、ノイズを撒まき散らしていたモニターの画面が、ついにぷっつりと黒一色の沈ちん黙もくに染まった今は。

　見たことのない表情をしていた。

　真剣すぎた。

　画面の向こうの暴虐にショックを受けている──それはそうだろう。マナミリィはずいぶん前に口を押さえてトイレに飛び込んでいった。だが、それだけではない気がした。

　彼女はブースの上に手をつき、音の鳴らないように固定されている椅い子すから立ち上がる。

「……武田？」

「私、行かなきゃいけないところがあると思うの」

　真っ暗なモニターから視線を外さないまま、脈みやく絡らくのない言葉。

　演武と同じだ。受けて返す。最終的に行きつく場所はわかっていても、その過程を無視はできない。凜は息を吐きながら両肩を落とし、

「武田さあ、知ってる？　外は危ないよ」

「知ってるわ」

「霧きりは出てる。視界は利かない。《首割れ》はそこかしこをうろうろ。生きてる生徒と出会ったらそいつは殺人鬼かもしれないし、レイプ魔まかもしれない。それでも行くの？」

「行くわ」

「じゃあ武たけ田だ。あんた、何かあたしに言うことがあるよね」

　後頭部を睨にらんで言うと、ようやく猫ねこ啼なきが凜りんのほうを振り向いた。困ったように眉まゆを寄せて、申し訳なさそうに、それでもいつも通りに、迷いのない声で──

「……リンリン、お願いがあるの。私を、助けて」

「よしきた」

　即答。それ以外に選択肢はない。

　林はやし凜は──武田猫啼を、守る。そういうことに、決めてしまっているからだった。

　自分には力があって。ずっとずっと、それを誇ほこれるもののために使いたいと願っていて。

　こんな【課カ外ガイ活カツ動ドウ】という異常事態に巻き込まれて初めて──見つけたのだ。

　自分の拳こぶしの存在意義を。

　そのとき丁度マナミリィもよろよろとトイレから帰ってきて、

「……何処どこかへ？」

「行くわ。マナは留守番をお願いね」

　褐かつ色しよく肌の留学生は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような様子を見せたが、彼女も武田猫啼という少女のことはよく知っていた。その澄すんだ意志の強さを。

　止めることはせず、呆あきれたように小さく肩を竦すくめた彼女に、猫啼は続ける。

「いつ帰ってくるかわからないけれど。何かあったら──」

「大丈夫だ。我が緑を守る限り、緑も我を守るだろう」

「でも、本当に危ないと思ったら迷わずここを放ほう棄きして逃げて。命が一番大事よ」

「……了解した。だが、ネコナキ。リン。その言葉は我も発する」

　宝石のような色合いの瞳ひとみをこちらに向けて、マナミリィは短く言った。

「死ぬな」

　猫啼は冗談めかして頰ほおを緩ゆるめ、

「その気はないわよ。リンリンが勇者みたいに守ってくれるし。ね？」

「……姫様があたしの手が届く範はん囲いにいればね」

　綺き麗れいな言葉が紡がれる猫啼の唇に、なぜだか視線が吸いついてしまって。凜は気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように頭を搔かきながら言う。

　マナミリィは薄うす目めを閉じるようにして、母国の言葉で何事かを呟つぶやいていた。

　神のご加護を。幸運がありますように。いちゃついてんじゃねえぞ地じ獄ごくに落ちろ。

　この三択のどれかだろうなと思った。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　第二十三号校内駐輪場ターミナル】




「あれだ」

「あれだね」

「ついに来たぜ……一発逆転の大勝負のときが！」

「でもさー。ぶっちゃけ超ちよう怖かったよ今のあいつ。マジもんの殺人鬼だよアレは」

　双すご六ろくは映像の消えたゲートのモニターを見ながら考えた。思い出したのは、

「最後あいつ、保健室がどうとかって言ってたな。とりあえずここから一番近い保健室にでも行ってみっか。で、遠くから様子を見学してみて、もしあいつがいたら」

「チャンスを窺うかがってこっそりいただく……って感じ？」

「て感じだ」

「最も寄よりの保健室にいなかったら？」

「そんとき考える。このガッコに保健室いくつあるんだっけ？　まあ十はねえだろ。そんぐらいの確率は引くぜ！　俺おれ！　神ギャンブラーだからな！」

「うわー、超はっずっしっそぉー……まあいっか、他にアテがあるわけでもなし」

　双六は座っていたベンチから立ち上がる。周囲の霧きりは今までより濃こくなってきているようだったが、胸中はそれとは対照的だ。

「よーし、なんだかテンションが高まってきたぞ。二人キャッツアイ。二人スタンドバイミー。自転車二人乗りで青春っぽく出発しようぜ！」

「えー、チャリ？　大丈夫かな？」

「ゆっくり行けば大丈夫だろ……つーか、今までチャリ使ってる他の奴を見かけなかったことが不思議だぜ。文明の利器は使わないと意味ねーぞ、と。あ、アキ、とりあえずお前のＥＣは温存しとけよ。お前は普ふ段だんから適当に使いすぎだっつーの」

「だってこっちんが慣れてるし楽だし。でもま、了解ー」

　秋あき津つ穂ほがスクール水着姿から制服姿に戻り、その間に双六は自転車を見み繕つくろう。本来は生徒手帳を固定具の読み取り機リーダーにかざしてロックを外さなくてはならないのだが、システムがダウンしているのか、今は全部の自転車の固定具が外れて自由に使える状況になっていた。手間が省ける。タイヤの空気がしっかり入っている一台にまたがり、秋津穂が後ろの荷台に座った。

「行くぜ！　俺おれ達たちの伝説はここから始まる！」

「おーし、ごーごー！」

　そしてペダルを一ひと漕こぎして数メートル進んだところで、濃くなった霧の中に隠かくれていた他の自転車の脇わき腹ばらにいきなり突っ込んだ。固定具が外れていたそれは勿もち論ろん倒たおれ、さらに横にあった別の自転車を倒し、それがさらにその横にあった別の一台を──

　何重にも重なって響ひびく、けたたましい音。

　ほどなくして──周囲の霧の中から、不気味な呻うめき声が無数に届いてくる。大きな音に反応した《首割れ》の声だ。言うまでもなく、近付いてきている。

　双すご六ろくは肩越ごしに秋あき津つ穂ほと顔を見合わせる。みんなが自転車を使わない理由がわかった。

「俺おれの冷静かつ大胆な分析によると……やっぱり霧きりの中でチャリは危ない」

「……（こくり）」

　そして二人はそそくさと自転車を降り、音を立てないように徒歩で移動を開始した。
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【識しき神がみ界かい人と　──　普ふ通つう科二年二組校舎（１／１０００）】




　一いち春はるは不安げな顔を見せていた。

「ど……どうするの、界くん？」

　練ねり亜あはいつも通りの無表情。画面を見つめていた目を、すっと界人に向けてきただけ。だが姉弟きようだいだ。何を考えているのかはわかる。幼おさな馴な染じみと同じ言葉を問いかけているのがわかる。

「……どうもしないよ」

　界人の答えは決まっていた。大事な二人の顔を見ながら、続ける。

「僕ぼく達たちの立場スタンスは、変わらない……卑ひ怯きよう者だと言われても、恨まれても妬ねたまれても、変わらない。僕の願いは、みんなで無事に生き延びることだけだから。危険には近付きたくない」

「全部、今まで通りにやる……ってこと？　界人」

「うん。自分達からここを出て行かなければ、あの殺人鬼にどうにかされる可能性はかなり低いと思う。もしこの建物が見つかっても、あのメスじゃ建物自体を壊こわすパワーなんて生み出せないだろうしね。僕の《まるで住めそうなほど精巧なライズ・ミニチユアライズ》は建物の強度自体は変わらないから」

「そっかあ。じゃあ、今までと同じように、ここに隠かくれ続けて──」

「誰だれかがこの状況自体をどうにかしてくれるのを待つ、って感じだね。他力本願で、本当にかっこ悪いけど……僕には、これしかできないから」

　二人がはっと顔を上げて反論してくる。

「ううん！　界くんがいるから、ハル子は生きていられるんだよ。ハル子のＥＣは戦いとかには全然だから……むしろ、ごめんね」

「一春の言う通り。気にしないでいい。代わりに私は私のできることをする。戦う必要があるときは私に任せて。私は強い。食料探しのときとか、外に出る必要があるときは遠えん慮りよなく──」

「……って言いながら練亜さん、自然な流れで界くんにくっついてない!?　押しつけてない!?」

「気のせい。一春は細かい。幼馴染は面めん倒どう臭い。やめといたほうがいい。幸せにはなれない」

「そして自然に耳元で界くんを洗脳！　こ、こうなったらハル子も！」

「ちょっと二人とも……苦し……！」

　いつもの騒さわがしい安寧の中、識神界人は思い出している。

　画面の中、暴虐の限りを尽くしていた殺人鬼──枯かれ山さん水すい乃の愛あの姿を。

　触ふれるべきではない。関わるべきではない。

　だがそれでも、許せない、という思いは。界かい人との奥おく底そこに燻くすぶる正義は──

　彼女の姿を脳裏から消し去ることを、許してはくれなかった。
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【刃は桜ざくら真ま百合ゆりとその周囲　──　新武道場付属・清風館】




　ジュニアチームのころの話だが。監かん督とくの機き嫌げんが悪く、真夏の日に何時間も走らされたことがある。そのときの記き憶おくを思い出した。単純に、喉のどの奥から逆流してきた胃液の味で。

　見てしまった光景は頭から消えない。あの殺人鬼の狂人じみた笑い声は消えない。

　ひとが。殺された。殺されたなんてものではない。解剖。メスで内臓を。血ち飛沫しぶき。いやだ。誰だれかが死ぬところぐらいはもう何度も見ているがあんなのはいやだ。玩具おもちやのように解体されて楽しまれるのはいやだ。自分は絶対にあんなふうにはなりたくない。気持ち悪い。逃げたい。逃げたい。剣けん斎さいと一いつ緒しよに逃げて二人だけで幸せなところに行きたい。そう言えば走ったあとにそのままミニゲームをやらされて結局自分のゲロで汚れたバスケットボールを拭ふかされることになったんだったあの監督が殺人鬼に解剖されたのならよかったのに死ね。

　ボールならともかく、貴重な毛布を受け皿にして汚すわけにはいかない。なんとか吐き気を嚙かみ殺す。他の女子はトイレに駆かけ込んだり、一人はその場に放出して周囲に眉まゆを顰ひそめられたりしている。その情けなさは彼を失望させるだろう。ざまあみろ。

　剣斎を見る。何に動じることもなく、真面目まじめな顔で何かを考えているようだった。さすがだ。

　彼にふさわしい恋人であるためには、他の女のような情けない姿を見せるわけにはいかない。

　真百合は背筋を伸ばしつつ、涎よだれが少しだけ零こぼれてしまった口元をさりげなく手の甲で拭ぬぐった。




　拵こしらえ剣斎は、何も映さなくなったテレビの画面を見続けていた。さっきの映像の背景には見覚えがある。学校がこうなる前、何度か逢あい引びきに使ったことがある旧宿直室だ。そこから一番近い保健室と言えば。

　周囲が今見たものについてざわざわと言葉を交わしている中──

　彼は微かすかに唇を曲げ、誰にも聞こえないほどの小さな声で、呟つぶやいた。

「……面白ぇ」




　醒さめヶが井い抗こう作さくは、ミーティングルームの入り口から真百合のことを見ていた。

　眉を寄せた表情。嘔おう吐とを堪こらえる表情。苦しそうな吐息を漏もらす表情──とても可愛かわいい、表情。

　勿もつ体たいなくも彼女の手の甲で拭われた、唇の端はしに零れていた胃液混じりの涎は、いったいどんな味だったのだろうかと思った。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室】




　今すべきことを、間ま違ちがえてはならない。間違えた人間から死んでいく。ここはそういう場だ。そういう場に、なってしまったのだ。

　だから幸也は──逃げる準備を、始めていた。

　たとえ枯かれ山さん水すい乃の愛あがここに来るという確証はなくても、あの場所から最も寄よりにある保健室がここであるのは事実だし、もし彼女と対面してしまえばこれ以上なく危険なことになる。殺人を忌き避ひしない精神性。容易たやすく人を殺せる力。そして──ＥＣ増幅器エキスパンダーによる、ＥＣ能力の強化。

　今までの根城で待ち構えることと、とりあえずこの場を離はなれること。安全を考えれば、正しい行動がどちらかは明白だ。ここには戦せん闘とう能力のない女子が三人もいるのだから。

「悪夢だ。せっかく楽園に戻ってきたと思ったら、なぜこんな……はあ……」

　夜や子こが誰だれよりもやる気なさそうに、自分の持ち物をのたくたと鞄かばんにまとめている。そこでふと顔を上げて、

「幸也。いつまでしかめっ面をしているのかね？　確かに君のその真剣な顔は私の身体を疼うずかせるが、理り法ほうが怯おびえたようにチラチラ君を見ているぞ」

「……ん。そんな顔してたか」

「していた。億おつ劫くうな作業だからこそ何かで気を紛らわせねばならないと思うのだ。和やかに談笑でもしようではないか……さあ理法、何か聞きたいことがあるのではないかね？」

「え？　いえ、その、全然たいしたことではないのですが……あまりに夜子さんが名残なごり惜おしそうでいらっしゃるので。皆様は、今までずっとここで暮らしておられたのですか、と……」

　首を縮めながら理法が言う。幸也は自分の顔を撫なで回しつつ、肩の力を抜いた。油断のできない状況だし、真剣に考えなければならないことも多いが、確かに理法を怯えさせるような顔をしていても仕方がない。できるだけ態度は普ふ通つうを意識しよう。

「ああ。こうなる前から、俺おれ達たちは放課後とかここに集まってうだうだしてたんだ。だから、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まって……何はともあれとここに来てみたら、みんな同じ考えだったみたいでな。自然と三人が集まった。それからはずっと保健室暮らしだ」

「そうですか。無事に会えてよかったですね」

「……そう、だな」

　そこで、スポーツバッグに棚たなの医薬品を詰め込んでいた優ゆう理りがむんと顔を上げ、

「ちょっとそこ、喋しやべってばかりいないでテキパキ手を動かす！　教育的指導するわよ！」

「あっ……命令ですね!?　ありがとうございます、テキパキ手を動かします！　うふふ」

　なぜかやけに嬉うれしそうに理り法ほうも自分の仕事に戻った。幸ゆき也や達たちがやっているのと同じく、保健室の中にある有用な物品を鞄かばんに入れる作業だ。しかしその手は止めないまま首を傾かしげ、僅わずかに声を潜ひそめるようにして、

「ええと……優ゆう理りさんは真面目まじめな方なのですね」

「真面目っちゃ真面目だが、どっか抜けてるんだよな。微び妙みように世間知らずだし。わりとそそっかしいし」

「ところで教育的指導とは何ですか？　言葉は聞いたことあるのですが」

「まぁ気にすんな。ただ怒るだけだと説得力が足りないから、優理が適当に言ってるだけだ。実際に喰くらうことはほとんどない。喰らってもただの説教か脳天チョップ程度だ」

　しかめっ面の優理の視線がまた届いてきて、

「……聞こえてるわよ。そんなこと言うなら今回は世にも恐ろしい教育的指導を繰くり出してあげるから覚悟しなさい。具体的には、この辺の棚たなの奥おくから出て来そうな足の多い謎なぞの虫を無言であんたの首筋に投入するような」

「ただの嫌いやがらせじゃねえか」

「うるさいわね。自分の行いを省みさせるという効果が出ればなんでも……ひゃあ蛾がの死体!?」

　普ふ段だん使わない薬くすり棚だなの奥に手を突っ込んで薬瓶を動かしていた優理が、ピュンと手を引いて飛び離はなれるように身をよじる。そう言えば彼女はあまり虫が得意ではなかった。

「な？　見たか数秒前の自分の発言と矛盾するあのアクション」

「可愛かわいらしいかたですね」

「私以外の女子との予想外な会話の弾はずみっぷりに恨みがましい目を向けながら言うがね。幸也、時間は？」

　幸也は時計を見つつ、自分達が今日、あの宿直室から保健室に帰ってくるまでにかかった時間を思い出した。そして今はあのときより若干ながら霧きりが濃こくなっている。《首割れ》にさらに警戒しながら進まねばならないことになるから、速度はより落ちるだろう──

「まだ余よ裕ゆうはあると思うけど、急ぐに越こしたことはないな。あと十分で出発にしよう」

「やれやれだ。たとえアトランティスが沈没するときだって、アクロポリスから逃げる人々はこのように慌あわただしくなかっただろうに」

　いろいろなことを考えつつも、幸也は持ち物の取捨選択を急ぐ。この状況においては全すべてが貴重だ。医薬品。着き替がえになりうる服。タオル。なけなしの食料……保健室の倉庫にあった防災用の乾かんパンなど。それから──

　武器。

　幸也はただの保健委員だ。身を守るために使えるならなんでもよかった。保健室にあった果物ナイフ、カッターナイフ。それらはもしものときのために優理達に渡わたしておく。自分用には、さっきも使った身長計の槍やりを持っていくことにした。

「さて。だいたい準備できたか、みんな」

　身の丈に合わない大きさのバッグを肩にかけながら、優ゆう理りが小さく口を尖とがらせて、

「欲を言えば、薬は全部持っていきたいところなんだけど。貴重な医薬品だし。留守の間にめちゃくちゃにされたらたまらない……いくら教育的指導してもし足りないわ。あっ、勝手に持ち出すなとか一度に使いすぎるなとか張り紙しておくべき？」

「さすがにそんな暇ひまはねえだろ。じゃあとりあえず出るか」

　窓の鍵かぎはあえて一ヵ所だけ開けておくことにした。どうせガラスを割られれば簡単に入られてしまうのだ。空き巣が来たとしても、帰ってきたときに窓ガラスの処理をしなくて済む。

　とはいえさすがに入り口の鍵は閉めておく。これで諦あきらめてくれる良心のある相手ならばそれでいい。優理が鍵を回し、施せ錠じようを確かめる。感かん慨がい深そうな視線を向ける優理に倣ならって、幸ゆき也や達たちも保健室の建物をしばらく眺ながめた。自分達の居場所。昔も。今も。できれば戻ってきたいが。

「優理。そろそろ」

「ん……」

　声をかけると、最後尾に残っていた優理が振り向き──そこでぴたりと動きを止めた。幸也は同時に気付く。周囲から音が消えている。理り法ほうは目を見開き。夜や子こは眉まゆを寄せ。

　幸也の背後を、見ていた。

「オヤオヤ、先客じゃねーの。で、どこ行くんだァ？」




　その声を聞いた瞬しゆん間かん。

　考えるべき暗い衝しよう動どうの火が、再び胸の内に灯ともるのを感じた。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【薬やく園えん坂ざか優理　──　第八保健室】




　不ふ揃ぞろいな髪かみ。非対称のピアス。スカートの下には男子のズボン。映像で見た通りの姿。

　到着が早すぎることに優理はまず疑問を抱き、しかしすぐに悟った。自分達と同じ尺度で考えていたこと自体が間ま違ちがいなのだと。乃の愛あの肩の上にはあの金きん髪ぱつの幼女、ヘムがぞんざいに担がれていた。その指先には適当にハンカチが巻かれており、寝ね惚ぼけ眼でうつらうつらしている。彼女は足手まといですらなく、荷物と同じ扱いだ。乃愛の制服は、映像のときよりもさらに返り血で汚れているように見えた。そうだ、周囲を警戒などせずに、適当に走って移動しても彼女はいいのだ。現れた《首割れ》を鼻歌混じりに片っ端ぱしから処理すればいいだけなのだから。

「なあ、教えてくれよ。どこ行く気なんだ？　ん？　ここってベッドとかもあるし、結構いい場所なんじゃね？　まさかアレかなぁ、あたしが来たから一緒の空間にはいたくないーってアレ？　マジかよヒデェ差別だな！　差別をする奴はクズだ！　で、あたしが思うにクズいカエルちゃんってたいてい中身が綺き麗れいなんだよなー。どうしよう。解剖……しちゃおっかナ……？」

　乃の愛あが肩のヘムを片手で引き剝はがすようにして地面に落とし、一歩を踏ふみ出す。よほど眠かったのか、幼女はその場でむにゃむにゃと丸くなるだけだった。

「おんやぁ？　つーかそいつ、お嬢じよう様さまっぽいカエルちゃん……なーんか見覚えがあるなァ。何時間か前に切開くぱあしてやった女だろ。なんで治ってんだァ？」

「はぅ……！」

　ビクリ、と顔を青くした理り法ほうが自分の身を抱くようにして一歩後退。

「なァなァ、なんで？　なんで治ってんのお前？　双子ってオチじゃねぇよなァ？　黒玉拾い忘れたァーって思ってたんだけどよ、あれだ、死んでなかったんならその失敗した感メッチャ無む駄だだったじゃねぇか。損した気分だから返してくださいー」

　理法は首を横に振っているだけだ。ひょっとしたら、命令口調であれば嬉き々きとして答えていたのかもしれないが。やはり教育的指導で治せるものなら治したい性せい癖へきだ。

　優ゆう理りは素早く視線を動かし、残り二人の様子を確認する。夜や子こは超ちよう然ぜんと佇たたずんでいる。幸ゆき也やは身長計を分解して作った槍やりを手に身構え、恐ろしいほどに真剣な目で乃愛を見み据すえていた。

　彼が何を考えているのか。彼の心を何が占めているのか──優理には、想像できる。

　復讐するにはどうすればいいか考えている。

　だが彼がこれから直接的にどう動くつもりなのかはさすがにわからない。ただ、ここで真正面から彼女に飛びかかっても意味がないことは彼も理解しているはずだった。

（そうよ、幸也……早まらないで。安全第一よ）

　優理のスタンスは基本的にはそうなる。自分はどこまでも幸也の味方でいようと思ってはいるが、そこは譲ゆずれない。極力、争い事は避さけるべきだし、誰だれかが傷つくようなことも起こるべきではない。話し合いが通じる相手ならばまず話し合うべきで、話し合いが通じない殺人鬼がもし目の前に立っているのならば──まず考えるべきは、逃げる方法だ。

　しかしどう見ても簡単には逃がしてくれそうにない。ならば策を考えねばならない。そのための時間を稼かせがねばならない。

　優理は唾つばを飲み込む。できるだけ刺激しない語調。しかし興味は惹ひく必要がある。

「……あんたに教える義理はないわね。というかやっぱりあんた、黒玉を集めてるの？」

「解剖バラし終わったらコロンって出るから、記念に拾ってるだけだぜ。無駄にすンのもあれだろ」

「興味本位で訊きくけど。何個くらい持ってるのかしら」

「さあて、何個かねえ。そろそろ三ケタに乗るかもな」

　絶句する数だった。それだけの数の人間を殺してきたのか。多くの黒玉を持っている別の人間を殺し、間接的に奪うばったのだとしても、おそらく一度に数個がせいぜいのはずだ。

　一方、今自分達たちが所持している黒玉の数は──三つ。自分達の手で殺した人間のものではない。道みち端ばたで死んでいた、手つかずの死体から偶ぐう然ぜんにも回収できたものだけ。比ひ較かくにならない数だ。つまり彼女は比較にならないほど、クリアに近付いている。だから訊きいた。

「あんたは──この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に勝ったら、何を願う？」

　乃の愛あはくすくすと笑って。

「この学校だけだと退屈だろ？　だから、それ」

「……？」

「ふふふ……にゃっはっは！　わかんねえかなー、あたしはこの状況、すんげェ楽しんでんの！　今まで生きてきて一番楽しーの！　で、この学校だけでもこんな楽しいなら、もっと広い場所でやったらもっと楽しいハズだよな!?　だからあたしはもし勝ったら、この状況を全世界に拡大させようぜ、って提案するかな！」

　さらに──絶句。頭がくらりとするほどの衝しよう撃げき。

　彼女を無言で睨にらみ続けていた幸ゆき也やも、それには肩を揺ゆらして呻うめいていた。

「なんて、ことを……！」

「さすがの私も眉まゆを顰ひそめる発言だ。黙もく示し録ろくの天使のラッパを生演奏で聞きたいと願うのは勝手だが、世界の命運と引き換かえというのはちと我わが儘ままがすぎるのではないかね……」

　夜や子こも呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやいて、共通認識を明らかにする。

　この枯かれ山さん水すい乃愛という女に──【課外活動】をクリアさせては、いけない。

　しかし。だからと言って。何ができる。何をすべきか。

　優ゆう理り達たちはそこで一つの失敗を犯す。彼女の言葉に没頭しすぎたその一いつ瞬しゆんは、甘えだった。

　殺人鬼を前にして、それ以外のことに意識を集中させるなど──

　自殺他殺行為。

「ま、そんなワケで。開アけさせろよ中身。大丈夫、見られるのもすぐ良くなるってェイ！」

　身を低くした乃愛が踏ふみ込んでくる。カタパルトでも使ったかのような、尋じん常じようならざる爆ばく発はつ力で一瞬にして最高速に到達。右手にはメスが既に光っている。

「くそっ！」

　咄とつ嗟さに幸也が前方に飛び出し、持っていた身長計の槍やりを縦に振るった。手加減などない。金属製の身長計の目盛部分を捥もぎ取ったそれは、ほとんど鉄パイプと同じだ。まともに当たれば骨が砕ける威力を生む──だが乃愛は軽々とその下を潜くぐり抜け、くぁは、と幸也を馬ば鹿かにするような一瞬の笑いをその場に残して、

「御ご開帳♪」

　幸也の腹に深々とメスを突き立て、そして大きく縦に斬きり裂さいた。
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　第八保健室・付近】




　保健室近くの路上。ぎりぎり殺人鬼達たちの姿が霧きりに隠かくれないほどの距きよ離りで、双すご六ろくと秋あき津つ穂ほは観葉樹の後ろに隠れてその様子を観察していた。

「いやいやいや。あれは無理だろ。どう考えても無理だろ。化け物だ」

「今の動きだけでわかんの？」

「わかりまくる」

　双六は奇術部に所属している。奇術のテクニックはイカサマに通じる。いつか大勝負に出たときに役に立つと考えているからだ。その技術の上達に必要なものの一つは、目だ。観察力。他の奇術師がどのように観客を欺あざむいているか。それを暴くことは何よりも自分の経験値になる。

　だから双六の目は、乃の愛あの一度の踏ふみ込みで、そこにどれだけの《慣れ》が込められているのかを見て取った。双六が今も指先で行っているコイン移動と同じ、いや、ともすればそれ以上の──呼吸と同レベルにまで昇しよう華かされた《慣れ》だ。

　言い換かえるなら、枯かれ山さん水すい乃愛は既にそういう生き物なのだ。

　人を害するのが自然。人を殺すのが自然。人にメスを振るうのが自然。だからそれに最適化された筋力を、速度を、技術を、呼吸法を、五感を、第六感を、彼女は既に身に付けている。

　そういう生き物に、真正面から『殺し合い』で対抗しようなんて──話にならない愚ぐ行こうだ。

「素人しろうとがまともに太刀たち打うちできるわけねぇだろ。よっぽど戦せん闘とう訓練とかしてたんなら別だけどよ。つーわけで、まあ前からわかってたことだが……俺おれ様さま、何がどうなってもあいつとは戦わないことをここに誓ちかいます。死にたくねぇし」

「同じくー。逃げ方考えといたほうがまだ役立つよね。今のところ、双六を盾にして時間稼かせぎする・走って逃げる・ＥＣを使う……ぐらいかな」

「オイ待てなんでその順番なんだ。まさか優先順位じゃないよな？　な？」

　にっこりと無視された。双六は顔を顰しかめてから気を取り直して、

「当たりの保健室を引き当てたまではよかったんだがなー。さすが俺様って感じだったのに……あいつは予想外にヤバすぎる。単に隙すきを見て奪うばう、とか無茶だぜ。なんか作戦立てないと」

「じゃあ出直す？」

「それもアリだな。ま、絶対に選んじゃいけない選択肢がわかっただけでも収しゆう穫かくだ。こればっかりは実際に見てみないと気付けねえからな。あいつも可か哀わい想そうになあ……」

　改めて、保健室前の一団に目を向ける。

　彼らが邂かい逅こうする少し前に双六達はこの場に辿たどり着いた。保健室の周りに侵入者用の鳴子が仕し掛かけられているのに気付いて、こそこそ解除しているうちに乃愛が何匹かの《首割れ》をゲームのように蹴け散ちらし殺しながら現れて、双六達は慌あわててここに隠れて、という感じだ。

　そして気付けば乃愛は立ち塞ふさがった男子生徒の腹をブスリ＆スッパリ。少しは腕うでに覚えがあったのかもしれないが、怪物が相手ではどうしようもない。合がつ掌しよう。

　さあこれからどうなる。残りは女子ばかりだ。誰だれかが戦闘用の能力を持っているのであればいいが、そうでなければ、ここからは一方的な虐殺が──

　そのときだった。双すご六ろくは目を見開く。

「なに……!?」

　彼の目をもってしても、見抜けなかったのだから。

　きっとそれにタネはなかった。つまり、
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室前】




　鉄の味を飲み込む。意識だけは失わないように、奥おく歯ばを砕かんばかりに嚙かみ締しめ、脳の根幹に自分の存在を刻みつけた。把は握あく。必要なのは把握だ。

　それが、自分のＥＣ能力の使用を可能とする。

　朱色が体内から体外へと排はい出しゆつされる境界を震ふるえる眼球で見て。

　肉と肉が本来繫つながっているべき部分の解かい離りに抗議する痛みで感じて。

　心臓が狂ったようにポンプ動作を繰くり返し無む駄だな血液を送り込む理由たる恐怖で知って。

　把握、する。

「……腹部中央、縦型切創──記録ッ！」

　自らの傷を瞬しゆん間かん的に睨にらみつけるようにして、幸也は叫んだ。その途と端たん。

「あン？」

　幸也は大きく飛び離はなれて、乃の愛あから距きよ離りを取った。それが可能な状態になっていた。

　腹部に傷はない。痛みもない。血も止まっている。

　メスで切られたシャツだけは破れているが、肉体は完全に──無傷、だった。

　乃愛はひたすらに怪け訝げんそうな表情だ。あまりの不思議さに動く気にもならない、という様子で首を傾かしげつつ、幸也の腹を覗のぞき込もうとしていた中ちゆう腰ごしの体勢から身を起こす。

「おいおい、どーなってんだよ。いい手て応ごたえだったぜ？　間ま違ちがいなく切開くぱあしてやったぜ？」

「……だから、だよ。俺おれは保健委員なんでな。傷は治らなきゃ噓うそだろ」

　幸也の能力は、《治療記録インジユアリーレコード》という。

　先月転校してきたばかりの幸也は、幼おさな馴な染じみである優ゆう理りと一いつ緒しよにいるために保健委員会に入った。だが当然ながらたった一ヵ月で難しい仕事が与えられるわけもなく、幸也がやっていたのは──せいぜい、保健室に来た怪け我が人の傷病記録ノートをつけることくらい。その現れだ。

　保健室を訪れた人間の傷は治る。治ったら傷病記録ノートに記される。逆に言えば。

　傷病記録ノートに書かれた傷は、既に治っていなければならない──

「なーる、保健委員のカエルちゃんだったかあ。そっちの女が治ってンのもお前の能力か」

　幸也は無言を保ち、その誤解を利用させてもらうことにした。幸也の《治療記録インジユアリーレコード》はそれほど強力なものではない。優ゆう理りの《マスター・オブ・インファーマリィ》とは、見える結果こそ似ているが、本質的にはまったく別の能力だ。

「くふ……ニャッハハハ！　いいじゃねーか！　お前みたいなカエルちゃんに出会ったのは初めてだぜ！　つまり何度も解剖バラしていいのか!?　何回も切開くぱあしていいのか!?　オイオイそれはちょっと新しん鮮せんですよ!?　面白そーう！　てなわけで《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》！」

　今度は乃の愛あの両手に同時にメスが生まれた。幸ゆき也やは奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。

　格好をつけるためにわざとそうしているのだろう、両手を交差させた大仰な必殺技のような姿勢で乃愛は低空突進。しかしその動きと速度はやはり異常だ。幸也は学習している──下手な反はん撃げきは命取りになる。身長計の槍やりを遠い間合いから牽けん制せいとして振って、近寄らせないことを重視、必死に距きよ離りを保つ。

　彼女と直に相対した瞬しゆん間かん、幸也の頭の中は一瞬で自分の中の最優先事じ項こう──復ふく讐しゆうについての思考に満たされていた。乃愛による伊い助すけと登と紀き子この殺害とは別の事件に起因する、復讐心。

　だが今は、今だけは、その思考よりも優先させるべきことがある。背後にいる優理達たちの存在を意識せずにはいられない──彼女達の命を守ることが、先決だ。

　しかし実力差は歴然としていた。

　自分の能力で自分の傷は治る。それだけだ。

　死なないだけでは、勝ち目など生まれはしない──

「……逃げっぱだとつまんねーぞ。しょーがねーな、さっさと開アけっか」

　小指で頭を搔かきながら言い、今度はダッシュではなくゆっくりと歩き始める乃愛。幸也はそれでも距離を取ろうと──した瞬間、自分の足の甲に深々とメスが刺さっているのが見えた。能力による射出か。完全に意識の外だった。幸也はそのメスを引き抜き、

（ぐっ……右足甲部刺創、記録……！）

　傷を消しながら後退しようとする。だがそのときには既に乃愛が一気に加速していた。中間距離、今までより速いテンポで腕うでを振るう。まずいと思ったときには既に視界が揺ゆらいでいた。

　飛んできたメスが。眼球に。ぷちゅりと柔らかな。

「ぐあああああっ！　ああ、はああ、左、眼球っ……硝子ガラス体破損……」

「ほいほいほい、っと」

　肩に灼しやく熱ねつ。太ふと股ももに閃せん光こう。胸に電流。鋼の物体が続けざまに幸也の生命に牙きばを立てる。小さな刃であっても、それらは幸也の全すべてを塗ぬり潰つぶすには充分な、彼女の殺意の具現だ。

「なあおいどこまで平気なんだ？　脳のう味み噌そ出していいか？　脊せき髄ずいは？　首と身体離はなしたら？　心臓取り出してあたしがお手玉してても治せるのか？　ニュフフフ溢あふれる知的好奇心！　よくわかんねーから全部やらせてもらうぜェ！」

　全身から血を流し、動きの鈍にぶった幸也に、再び乃愛が肉にく薄はく。

　乱れた呼吸が治まらない。肉体も精神も限界が近い。傷が治せると言っても限度がある。能力を使うのは自分自身の意識なのだから、少なくとも、意識を失ってしまえばそこで終わりだ。脳のう味み噌そ？　心臓？　死ぬに決まっている。死にたくない。死ぬわけには、いかない──

（俺おれは、まだ、何も……できてない、のに……！）

　打つ手の見えない絶望感が、幸ゆき也やの意識をそっと摑つかんで深しん淵えんに捨てようとする。

　そのとき。身体のすぐ前で、乃の愛あとの間で、ばきんという硬こう質しつな音。

　幸也は、自分の肋ろつ骨こつが引きずり出されて折られでもしたのかと思った。

　だが違ちがった。音の原因は──
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【林はやし凜りん　──　第八保健室前】




　見た瞬しゆん間かん、二人とも走り出していた。横目で意思確認。

　言葉は必要ない。目だけで不思議と通じる。お願い。はいよ。気をつけてね。任せとけ。

　人に頼たよられるのは昔から好きだった。自分が身に付けた技を見てもらうのも好きだった。だから今の護衛のような立場は、あるいは天職なのかもしれない。

（天職、ねえ……？）

　場違いな思いに苦笑しつつ、速度を上げて猫ねこ啼なきを振り切る。単身、事態の中心に踏ふみ込んだ。

　息を大きく吸って、止める。そして滑すべり込むように、血だらけの男子生徒の前に割り込んで。映像で見た殺人鬼──枯かれ山さん水すい乃愛の手に握にぎられているメスを見て。

　自分は正しい位置にいる、と再認識した。

　見てもらうために身に付けた、自分の技。いい意味で見み世せ物ものじみていたそれが、まさか本当に力になるとは思わなかったが──なってしまったのなら、活用せざるをえない。

　けれど、それが武力という真の意味を持ってしまったからこそ、きっと好き勝手に使ってはいけないのだ。だからせめて、心から信じられるもののために使おうと、誓ちかった。

　それが、今まで磨みがいてきた技術に対する、敬意と矜きよう持じ。

　今は？　きっと正しい。敵は殺人鬼。背後には彼女に殺されそうな人。従うと決めた人が自分を信じて見ている。これで気合いが入らなければ、噓うそだ。

　凜は肺の空気を一気に吐き出しつつ、自らに与えられた能力の名前を強く叫び、

「──《殴打娘娘おーだーにやんにやん》！」

　中段に裏拳崩捶を振り下ろす。今まで何万回と繰くり返してきた動作。同時、凜は自らの身体に力が溢あふれるのを感じている。圧あつ倒とう的な筋力。それと矛盾なく与えられる筋肉のしなやかさは獣けものの敏びん捷しようの証。意識は身体の隅すみ々ずみまで張り巡らされる。その身体強化の副産物として、制服が一瞬にして光に包まれ、大きなスリットの開いた真しん紅くのチャイナドレスのような衣装へと転じた。恥ずかしいが動きやすくはある。それはただの服ではなく、胸部などの重点部位が防具のような部品で守られているものだ。そして──最大の武器である拳こぶしも。

　ほとんど重さを感じない、無骨でありながら神秘的な形をした金属製の手甲に、包まれる。

　だから恐れることはない。振り下ろした崩ほう捶すいは殺人鬼のメスを弾はじき落とす。相手の手を軽々と砕く速度と力を込めていたが、乃の愛あは素早く腕うでを引き戻して被害をメスだけに留とどめていた。

「今度は何だァ、チャイナカエルちゃんかよォ!?　エロい足してんじゃねぇか、そんなにあたしに解剖バラされたいってかぁ!?　カエルの足みてえに切り取ってシャブシャブすんぞオラ！」

　手加減はしなかった。まともな人間なら一いち撃げきでケリがついていた。やはり只ただ者ものではない。

　内心の驚おどろきを隠かくしながら、凜りんは顔を引き締しめ、乃愛を真正面から睨にらむ。

　眼前にいるのは、これまで戦った相手の中で、間ま違ちがいなく最強の相手だ。負ければ勿もち論ろん殺される。個としての存在を奮い立たせるために、相手に吞のまれないために、名乗る。

「中国拳けん法ぽう同好会・会長。林はやし凜よ。あんたを止めるわ」

「こりゃご丁てい寧ねいにドーモ、乃愛ちゃんでーっす。いやホントチャイナ姿の奴を切開くぱあすンのって初めてだから楽しみ・楽しみ・《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》！」

　彼女の周囲に生まれた数本のメスが飛来。凜は半身になって回かい避ひ、避よけられないものは手甲で弾く。次に、接近してきた乃愛本体に目をやり──ぎょっとした。

「こっちはスーパーパンチ。あっちはちっちゃいメス。勝てる勝てる……なーんて思ってたんじゃねぇのォ!?　呼び出せるメスがこの形一本だけなんて言った覚えはないぜェ!?」

　空手になっていた彼女の右手に、新しく生まれていたのは。

　野球のバットほどのサイズのメスだった。

　それはもはや解剖道具と言っていいレベルではない。ただ目的なく人の肉を裂さくためだけにしか存在しえない、武器で、凶器だ。こんなものが呼び出せるとは。彼女本来の能力の一いつ環かんか、それともあのパワーアップアイテム……ＥＣ増幅器エキスパンダーの力があってのことか。

「ま、実際使うのは初めてだからよー。このイヤラシ解剖道具の使い心地ごこちはどうなのかなーっとか言いながら縦スジパックリアターック！」

　無む駄だなことを考えている場合ではなかった。凜は目を見開き、強引に叩たたきつけられる剣けん撃げきの如きメスの一撃を手甲で受け流す。びりびりとした衝しよう撃げきが腕に伝わった。

　──切り替かえろ。切り替えろ。切り替えた。

　凜がその身体から甘えと油断を捨て去るための、スイッチは単純。

　自分が負ければ、武たけ田だ猫ねこ啼なきがどうなるかを考えるだけでよかった。

　そうして凜は、無駄なものを排はいし、ただ彼女のために使うと決めた拳を、握にぎる。




　──時間の経過は曖あい昧まいだ。

　理解できているのは、相手がまだ立っていて、自分もまだ立っているということ。痛みはある。向こうには？　わからない。相変わらずニタニタ笑っている。剣のように巨大なメスを弄もてあそんでいる。アドレナリンは彼女という存在以外の全すべてを意識から飛ばしている。そうしなければ死んでいる。誰だれが？　自分が。自分とは？　林はやし凜りんだ。必要ない。自分は拳こぶしであればいい。

　生死を忘れ、眼前の危険物モノに対して拳けん法ぽうを繰くり出すだけの、没我の境地。

　その時間を破ったのは、やはり、彼女の声だった。

「リンリン！」

　どこか切羽詰つまった、猫ねこ啼なきの声だ。それを認識した瞬しゆん間かん、ずきり、と身体のそこかしこに痛みが生まれた。新たな傷ではなく、無視していた痛みが蘇よみがえっただけだ。しかしそれだけで──まずい、という気分になる。本能的にわかる。よくもまあ、自分はこんな状態で今まで戦っていられたものだ。身体の中で悲鳴を上げていない部位はない。致命傷だけはなんとか避さけているようだが。それも時間の問題だ──

「もういいわ、逃げましょう！　死んだら全部無意味になる！」

　一瞬迷ったが、彼女の言う通りだった。ここで枯かれ山さん水すい乃の愛あを止めるのが最善の結果ではある。奴はこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】全体にとっての毒となりうる存在。だが今ここで自分が命を捨てたところで、倒たおせるとは限らない。彼女はそれほどの人間離ばなれした脅きよう威いだ。

「すぅ……」

　決意と共に気息を整えた。自身を格かく闘とう形態に変える、というのが《殴打娘娘おーだーにやんにやん》の効果ではあるが──それだけではない。
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　体内の生命エネルギーを自覚する。使い古された言葉だが、〝気〟というものなのだろう。それを丹田から巡らせ、循じゆん環かんさせ、身体の末まつ端たん部に集め、足を踏ふみ出すと共に──

「ふッ！」

　全放出する。その震しん脚きやくで踏み抜いた地面が爆ばく発はつするように土ど砂しやを噴ふき上げた。さすがにそれには驚おどろいた様子で、乃の愛あが顔を覆おおう。舞まい上がる土砂の向こうにその姿はすぐに隠かくれた。

　今しかない。背を向けて足を動かす。保健室にいた彼らと猫ねこ啼なきが一いつ緒しよにいて手招きをしていた。一歩を踏み出すたびに視界が揺ゆれ、平へい衡こう感覚が異常を叫び、自身のダメージを訴うつたえてくる。

　凜りんはちらりと背後に目を向けた。祈るように。

　もしも乃愛が本気でこちらを追いかけてきたとしたら、あるいは──逃げきれないかもしれない。その場合の未来予想図は単純だ。

　全員死ぬか、全員死ぬのを避けるために自分が死ぬか。

　つまり自分は死ぬだろう。
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【枯かれ山さん水すい乃愛　──　第八保健室前】




「ぶはっ、ぺっぺっ……土が口に入ったじゃねぇか」

　どうするかな、と考える。初めてのチャイナ女子。傷が治って解剖がいくらでも続けられそうな男子。面白そうではあるが、どちらもぱっと見のクズさはそれほどでもない。つまりは中身への期待感は。だから今のところ気分的には五分五分だ。別にどっちでもいい。

　まあでもせっかく近くにいるし解剖しておくか。うん追いかけて殺そうっと。

　適当なノリでそう決めて足を踏ふみ出そうとしたとき、ふとヘムのことを思い出して首を回す。さっき放り出した場所にいなかったのでどうしたのかと思えば、その姿はフラフラと保健室のほうに向かっていた。寝ね惚ぼけ眼で建物の窓を開け、スカートを捲めくり上げながらばたばたと窓枠を乗り越こえ、窓のすぐ横にあったベッドにこてんとその身を落とし──

「へむーむー。むふゅふゅ……むにゃ……」

　一いつ瞬しゆんで、寝息を立てていた。幸せそうな寝顔。早くも涎よだれを垂らしている。

　つられるようにして、乃愛の口から欠伸あくびが漏もれた。

「ま、いいか……そういや、そもそもヘム公の手の消毒とかするために来たんだったな。しゃーねーな、あいつが大人しく寝てるうちにやって……ついでにちっと休きゆう憩けいしてくか……」

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まって数日、乃愛とて毎夜快適な眠りを享受してきたわけではない。

　保健室の清潔なベッドは、彼女にとってもそれなりに魅み力りよく的ではあった。
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【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　学園南東部・東あずま屋や】




　芝しば生ふ敷じきの、ちょっとした緑化公園のようになっている一帯。その中にある東屋で、優理は自分のすべきことを行っていた。制服姿で木製ベンチに座る凜りんの背に手を当て、

「《マスター・オブ・インファーマリィ》」

「おお……治る治る。ありがと……はぁー……」

　疲ひ労ろう感に満ちた溜ため息。普段でも、もし応急手当てを終えて保健室から出て行くときにこんな溜め息をつかれては呼び戻さざるをえない。

「？　怪け我がはこれで全部治したはずだけど、ずいぶんしんどそうね。まだどこか調子が？」

「ああ、いやいや。これはこっちの事情。ＥＣで変身して戦うだけならいいんだけど、〝気〟を使うとめっちゃ疲つかれんの」

「そうなの……遅おくれたけど礼を言っておかないとね。助かったわ、林はやし」

「お気になさらず。ところでどっかで会ったことある？　薬園坂とか言ってたっけ。三年？」

「……いやごめんなさい、初めてだと思う。ええと、二年。口調がぞんざいだとよく怒られるわ。気になるなら──」

　凜は肩を柔じゆう軟なん体操のように回しつつ、さばさばした態度で、

「いや別にいいよ。こんな風になったら先せん輩ぱい後こう輩はいとかあんま関係ないし」

「ふむ、助かるね。私は優理以上に敬意ある口調というのが苦手だ。理り法ほうのように丁てい寧ねいすぎるのもどうかと思うが」

「申し訳ありません。ご迷めい惑わくでしたでしょうか……」

　肩を縮めていた理法だったが、そこでハッと期待に満ちた目で顔を上げ、

「でしたら、その、命令していただければ！　努力いたしますので！」

「ほう……ではためしにやってみようか。君は私達たちに対して普ふ通つうの口調で喋しやべれ。命令だ」

「はい、かしこまりました夜や子こさん！　ええと……」

　顔を輝かがやかせた理法がぴたりと動きを止める。ひとしきり固まってから、悲しそうに顔を伏ふせ、

「……そう言えば……私、誰だれとも、これ以外の口調で喋ったこと、ありませんでした。家族や使用人さん達、クラスメイトさん達にも。うう、普通の口調とは……一体……？」

　この世の終わりのような顔で悩み始める理法。

（悪い子じゃないんだろうけど……そう言えばわたし、特進科の生徒とはあんまり触ふれ合ったことないのよね。特進科ってみんなこんな感じなのかしら……あ、武たけ田だも特進科だったっけ。じゃあこの子が特別に変な子ってだけか）

　優理は苦笑いで肩を竦すくめつつ、

「ま、無理はしなくていいわよ。夜子だって半分冗談で言ったんでしょ」

「半分本気だよ。では、せめて同い年の私達だけでも名前で呼んでみるというのはどうだ。優理に夜や子こ、だ。言ってみたまえ」

「ゆ、優ゆう理り……夜子……すすすみません、慣れていないのでたいへん恐れ多い感じがするといいますか、心臓がばくばくしてくるのですが……め、命令なので頑がん張ばります！　この身に代かえましてもやり遂とげてみせます！」

「さすがにそれは重い。サービスだ、ちゃん付けでもいいことにしようか」

「そ、それなら……優理ちゃんに、夜子ちゃん……はい、なんとか、大丈夫です」

　唇を軽く舐なめるようにして、上目遣づかいで言う理り法ほう。それから、

「……ふふっ。誰だれかをこんな呼び方で呼ぶのも、初めてなので。なんだか……特別な友達ができた、みたいな感じがします。嬉うれしいです」

　今までと比べて、ずいぶん柔らかい表情だ。危機を脱だつすることができてほっとしているのだろう。なんとなく、彼女との間にあった信しん頼らい度の壁かべが一枚取れたような気がした。

「と、となると……幸ゆき也やさんも幸也さんではなく、幸也くん、でしょうか。男の子に対しては、これもまた、いろいろ勝手が違ちがうのですけれど……」

「なんでもいいよ。俺おれも呼び方は気にしない派だ」

　言ってから、幸也は改めて猫ねこ啼なきに向き直った。

「で、先せん輩ぱい達はなんで保健室に来たんだ？」

「映像を見て、彼女が行きそうな気がしたから。来たら駄だ目めだったかしら」

　小首を傾かしげて微び笑しようする猫啼。冗談めかした言葉にも落ち着きと上品さがあった。うん。やはり理法とは違ちがう。

「駄目じゃないし、マジ助かったけど、なんかキャラじゃないような……」

「礼は私じゃなくてリンリンに。身体を張ってくれたのは彼女よ」

「そう言えばそうだ。助かったよ、リンリン……とか、呼び方を気にしない派の俺でもいきなりこの渾名あだなで呼ぶのはあれか。助かったよ凜りん、って言っておこう」

　言われた凜は軽く口を尖とがらせるようにして、

「関係ないとは言ったけど、いきなり下の名前？　武たけ田だは先輩呼ばわりなのに」

「この人は特に先輩っぽいから渾名的にそう言ってるだけだ。基本的には、俺はもう全員『俺お前』でいいと思ってるぞ」

「それ、あたしが逆に先輩っぽくないって言われてるような……」

　そこで優理は幸也の顔をちらりと見、

「ていうか幸也。あんた、前から武田と知り合いだったの？　なんかそんな雰ふん囲い気きだけど」

「あ、それはあたしも気になってた。初対面のあたしとはなんか態度違うし」

「この人のこと、特に声を知らない奴はいないだろ。っていうのとは別に、まあ、そうだな。【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まってすぐのころ、ちょっと知り合った。優理や夜子と合流する前、まだ俺が一人でうろうろしてたころな。そのときいろいろ情報交こう換かんとかしてたんだ。それで……なんつーか、一いつ緒しよには行動しないけど協力関係でいることに決めた」

「ふーん。意外と年下キラーなのかね、武たけ田だは」

「ちょっとリンリン、何よそれ」

　優ゆう理りは人知れず目を細めた。

（──あの出来事より前の時点で知り合ってた、というわけね。だったらその後、わたし達たちに何があったのかは知られていないはず……警戒する必要はなさそうだけど……）

　そこで思考を止める。今は代わりに優先させるべきことがある。

「幸ゆき也や。余よ裕ゆうがある今のうちに後始末をしておいたほうがいいと思うわ」

「……そうだな」

　彼は東あずま屋やの中にあった木製のベンチから立ち上がり、外に出た。優理も追う。

「汚れるから先せん輩ぱい達は近付かないほうがいいぞ」

「《首割れ》が寄ってこないかどうかだけ見といて。わたし達はすぐには動けなくなるから」

　すぐ傍そばの芝しば生ふに横たわる幸也。優理はその横に膝ひざをついた。そして精神を集中させようとしたとき、背中に何かがもたれかかる感かん触しよく。夜や子こだった。芝生に腰こしを下ろし、優理と背中合わせになっていた。彼女は背中で、

「……大丈夫かね？」

「大丈夫よ」

「ならばいい。存分にやりたまえ。私は──ここにいる」

　短いが、彼女らしい言葉だった。有あり難がたく、温かく、それでいて、悲しく、残ざん酷こくだ。

　優理は幸也の顔に視線を落とし、囁ささやくように、

「彼女達は知らないの？　あんたのＥＣについて」

「詳くわしいことは知らない。先輩と知り合ったのは優理に会う前だったしな。リスクが大きすぎて全然使えねーって話してただけだ」

「そう。見せるのは忍びないけど、仕方ないわね」

　東屋から、猫ねこ啼なきと凜りん、そして理り法ほうが怪け訝げんそうな視線を向けているのがわかる。幸也は首だけを動かしてそちらを見て、唇の端はしを皮肉げに吊つり上げた。

「今更誤ご魔ま化かせないから、ここにいる奴らにはちゃんと言っとこう。俺おれの《治療記録インジユアリーレコード》は、実際には傷を治してるわけじゃない。怪我を一時的に『治療済み』として『なかったこと』にする能力だ。あくまでも一時的だから、これは一定時間……だいたい二時間が経たつか、解除しようって俺が思うかすると解除される。同じ傷を二度記録することはできないし、強制解除はそのとき記録しているもの全部が対象になる。一つずつ解除することはできない。だから」

　優理は幸也の目を見て。心の準備を確かめあって。

　そして、彼の生命いのちを──その手に、握にぎった。

「《治療記録インジユアリーレコード》、解除」

　刹せつ那な。彼が記録していた傷の全すべてが、一時的に無効化していた傷の全てが──

　復活する。

　乃の愛あにメスで裂さかれた腹。メスが刺さった眼球。足の甲を貫つらぬかれた傷。その他全身の傷、傷、傷、傷。それら全てが一斉に活性化し、視界が一気に色しき彩さい豊かになり、彼の悲鳴。

「ぐっ、ああ、ああああああああああああああああっ！」

　なかったことにした致命傷が戻ったのならば、それを放置していれば、勿もち論ろん、彼は死ぬ。

　死なせるものか。

「──《マスター・オブ・インファーマリィ》！」

　それら全てを引き受ける。時間との勝負。自分のＥＣ能力には起動条件があり、人差し指を口で咥くわえることだ。そうすれば指に治ち癒ゆの光が生まれる。そしてその光は手に、腕うでに、全身に広がる。翳かざした手からそれを幸ゆき也やの身体に伝わらせていく。迸ほとばしる血との拮きつ抗こう。生命の簒さん奪だつと防衛が同時に繰くり返される。

　けっして慣れることのない、慣れたくはない──命そのものに対する応急治ち療りよう。ＥＣ能力の全力使用が、優ゆう理りの全身に気が遠くなるような疲ひ労ろう感を発生させる。吐き気。倦けん怠たい感。眩暈めまい。そんな些さ事じを気にするわけがない。全てを無視し、意識を治療に集中。治れ。治れ。治れ──

　絶対に、死なせない。

　そう──薬やく園えん坂ざか優理は、彼を死なせないために、ここにいる。
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　それ以外の望みは何もなかった。【課カ外ガイ活カツ動ドウ】も、学園に閉じ込められたこの状況も、正直なところどうでもよかった。自分は、密ひそやかに孕はらんだ惰だ性せいと諦てい念ねんの中、ただ思い続ける。

（死なせない……！）

　だから、それは決意ですらなかった。




　存在意義だった。
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【才さい連れん夜や子こ　──　学園南東部・東あずま屋や付近】




　優ゆう理りの肩越ごしに、夜子はその光景を見つめている。

　胸が引き攣つれるように痛む。実際の痛みか、好きな人間の無残な姿を見ていることによるものか。自分でも判断はつかない。

　ひたすらに、願う。

　何度か経験したことであっても、願わざるを得ない。

　いなくならないでほしいと。

　彼は唯ゆい一いつ無二。自分が欲しいものの全すべて。孤独でどうしようもなく閉じていた保健室のベッドが、外と繫つながっているのだと教えてくれた彼。

『居い心地ごこちの悪い教室から逃げた先』でしかなかった保健室のベッドが、転校してきた彼が保健室に顔を出すようになったことにより、新たな意味を持った。大おお袈げ裟さかもしれないが──そこしか居場所のなかった夜子にとっては、まさに世界が変わったかのような出来事だった。

　単純なのは自分でもわかっている。それでも、好きになってしまったのだ。

　だから願う。再び目を開けて自分を見てくれと。この愚おろかな女の妄言に呆あきれ顔で溜ため息をついてくれと。

　最後まで彼と共に在りたい。この【課外活動】における才連夜子のスタンスは、ただそれだけだ。それだけを求め、そのためならばいかなることもする。その『最後』がどんな光景なのかは知ったことではない。

　生死がかかっている状況なのにそんな単純でいいのか。間ま違ちがっている。理解できない。気味が悪い。そう言う人間もいるだろう。当然の感想だ。しかし考えを改める気はない。




（知っているだろう？　有名なこの格言を──恋は盲目、なのさ）




　これが──報われない恋なのは、わかっているけれど。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　？？？】




　何の変哲もない時間だったが、不思議と、印象に残っていた。




　斜しや陽ようが差し込む、放課後の保健室。優ゆう理りは薬くすり棚だなの整理をしていて、幸也はさっき頭痛薬を取りに来た生徒の記録を書いていて、夜や子こはベッドの支配者としてごろごろと君臨していた。

「いつも思うことだが、もっとこう……なんとかならないのかね？」

「何がだよ」

「君きみ達たちの働きっぷりだよ。世界支配を目もく論ろむバヴァリア幻想教団イルミナテイの人々ですら、君達の勤勉さには頭を垂れるだろう。今時分、もっと便利なやり方があるのではないかね。パソコンを使ったりとか」

「俺おれは別にいいんだが……」

　ちらりと幸也が薬品棚に目を向けると、優理が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で振り返り、

「壊こわす。絶対壊す。弁べん償しようできないから拒否。アナログ万ばん歳ざい！　あと、なんかこう……無味乾かん燥そうじゃない？　やっぱり保健室っていうのは人と人との触ふれ合い重視がいいと思うわ。うん」

　優理の機械オンチは筋金入りだ。携けい帯たいも話せればそれでいいという子供用携帯だし、苦手なそれ系の知識にはとことん疎うとい。このあいだは「ＱＲコードって何？」という現代人として耳を疑う台詞せりふを発していた。そしてひととおり説明されたあと、夜子に無言で写真を撮とられ、

「ちょっと何勝手に撮ってるのよ。モデル代を請せい求きゆうするわよ」

「私的利用の範はん囲い内だ、勘かん弁べんしてほしいね。ところでさっきの話の続きだが、情報の詰つまったＱＲコードをカメラで撮って使うのだから、カメラで撮れば情報を抜き出してＱＲコードにできるのだよ。つまり君のスリーサイズも体重もこれで一目瞭りよう然ぜん……ふむふむ……ほお……？　興味深い。幸也にメールで送っておこう」

「ちょ、ま、き、教育的指導ー！　渡わたしなさい！」

　などと夜子にからかわれてドタバタとやっていた。

　声もなく思い出し笑いしながら、幸也は傷病記録のファイルにペンを走らせる。

　窓から射さし込む斜陽。幸也のペン先が立てる音に混じり、優理が薬くすり瓶びんを動かす音。夜子がシーツを滑すべらせる音──確かに、ここにキーボードの音は少し似合わないなと思う。この保健室は、アナログで、アナクロで、どこか古臭く、どこか安心できる空間だった。生きながらにして回想の中にいるような感覚。他の何に乱されることもない居い心地ごこちの良さ。

　そのうちに優理が自分の仕事を終えたらしく、ううん、と棚たなの前で大きく伸びをした。そして首を回しながら、脈みやく絡らくなくぽつりと呟つぶやく。

「はあ……温泉にでも行きたいな……」

「前から思っていたが、君は意外と年寄りくさいところがあるね」

「べ、別に温泉は若い人だって行くわよ。万ばん人にん共通の気持ちよさでしょあれは」

「ふむ……そう言われれば、私もきちんとした温泉旅行というものは行ったことがない。機会があれば一度行くのもいいかもしれない。温泉で水死体のように怠たい惰だに浮かび、部屋で死体のように怠惰に眠る……その永久ループは魅み力りよく的だ。行き帰りと、温泉と部屋の移動用にどこでもドアを用意してもらうのが絶対条件になるが。ああ、あと少年探たん偵てい御ご一行と行き合うのも御免被りたいね。実際の死体になる可能性が高まる」

　幸ゆき也やも書き終えた傷病記録のファイルを閉じつつ、

「行き帰りはともかく部屋と温泉の間ぐらい歩け」

「なんと。歩くという高難易度アクションを私に毎回求める気かね。ならばその温泉の快適度はこの保健室よりも劣ることになるよ……仕方がない。妥協して幸也のおんぶで我が慢まんしよう」

「仲居さんがメシ運ぶワゴンみたいなやつがあるだろ。きっとあっちのほうが快適だぞ。なんと自動的に貨物用エレベータに押し込んでくれるオマケつき。よかったな」

「なに、勿もち論ろん礼はするさ。背を借りるのだから、そのぶん、きちんと背中を流してあげるよ。水着を着て、なんてケチくさいことは言わない」

「は、はあ？」

　思わず彼女のほうに目を向ける。冗談だろ？　という思考が視線で伝わったのか、

「……私は構わないよ。君ならばね」

　夜や子こはベッドにうつ伏せて、縁ふちに肘ひじをついて、彼女らしい薄うすい微笑ほほえみで、幸也を見ていた。いつも通りの飄ひよう々ひようとした声。けれどそこには真実味があった。噓うそつきで冗談だらけの才さい連れん夜子という存在の中、何かが確かに、幸也に対して向けられていた。

「君と一緒に、余計なものを全すべて脱ぬぎ捨てて、同じ湯に入る。それもまた気持ちよさそうだ。とてもね」

「……ば、馬ば鹿か言ってんなよ……」

　ああ、思い出した。

　これは彼女がはじめて、自分に対する好意を表に出してきたときの記き憶おくだ。夜子のその視線を、自分がはじめて意識したときの記憶だ。けっして不快ではない、けれど幸也の事情として真正面から見返すこともできない、彼女のその穏おだやかな視線。

　優ゆう理りも微び笑しようを浮かべていた。保健室の窓から射さし込む茜あかね色の光の中──その多様な色味に合わせて溶とけ込むような、数多あまたの複雑な感情を内包した微笑。

　その時間と空間の記憶は、確かに幸也の中に刻み込まれていた。三人でいる保健室。

　誰だれに邪じや魔まされることもない、自分達たちの──課外活動。




　緩かん慢まんに瞼まぶたを持ち上げる。

　そこにも、彼女達たちはいた。

　いてくれた。

　けれど、どうしても取り戻せないものが、そこにはあって。

　あのときの課外活動と、今の【課カ外ガイ活カツ動ドウ】は──明確に、違ちがっていて。

　だから幸ゆき也やは、生の感覚を味わいながら。自分のすべきことを、もう一度心に刻んだ。




　背には芝しば生ふの感かん触しよく。現実に戻ってまず幸也がしたのは、唇を曲げて、笑うことだった。

「……毎度。代金は？」

「金で、なんでも解決しようとするとか……教育的指導、ね」

　疲ひ労ろう感と安あん堵どに満ちた表情で優ゆう理りは息を吐いた。夜や子こはその肩に顎あごを乗せた姿勢で、

「私が立て替かえておいてもいいよ。いや待て、確かこの前、外国からコスタリカの完全真球のレプリカを買ってしまったんだ。仕方ない……現金が心もとないので、代わりにそれを進呈しよう。あれはいいぞ。見ているだけで古代人の叡えい智ちが身の内から湧わき上がってくるような──」

　そのとき、足音。三者三様の顔をした猫ねこ啼なき達が東あずま屋やを出て近付いてきていた。呆あきれたような顔の凜りん。眉まゆを寄せた顔の猫啼。理り法ほうは心配そうな表情。

　その全員に対し、幸也はもう一度頰ほおを緩ゆるめて笑いかけた。始めるには、ここがいい機会タイミングだ。

「……死にかけてる間に、決めたよ。やっぱやらなくちゃ駄だ目めだ。だから……」




「みんなに手伝ってほしいことがある」
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【林はやし凜　──　学園南東部・Ｃ27防災器具庫】




　猫啼の手を摑つかんで、よっこらしょ、と引っ張り上げた。学園内の道みち端ばたにところどころ配置されている、公衆トイレ程度の大きさをした防災器具庫の一つ。その屋根の上である。ここなら、周囲の霧きりの奥おくから聞こえる《首割れ》の不気味な呻うめき声も特に気にしないで大丈夫だろう。

　保健室にいた彼らとは既に別れていた。自分達には自分達の役目がある。とはいえ。

「──ホントにいいの？　武たけ田だが放送すんのって……久しぶり、だよね」

　次の言葉は脳内で飲み込む。あんたが、初めて会った子が死んだって言ってたときから。

「いいも何も。特に理由があって今まで黙だまってたわけじゃないし……いつだって、気分が乗れば放送再開はしてたわよ。それに、今回は全校放送じゃないしね。慣らしとしては丁度いいわ」

　本心かどうかはわからなかったが、少なくとも、彼女にここで止める気はなさそうだった。

　屋根の上からの視界は、霧のせいで曖あい昧まいだ。近くは見えるが、遠くは見えない。それが世界の広さを無限大に定義している。だから、凜の主観で言えば。

　霧きり深い深しん山ざん幽ゆう谷こくに向けて託宣を告げる巫女みこのように、猫ねこ啼なきは立っていた。

　同じ場所に立っていることが、どこか誇ほこらしく思える。その横顔をじっと見てしまう。だが、

（なんか……おかしいな）

　どこがどうというわけではないが。さっきの保健室から。あるいは保健室に行こうとしたときから、猫啼は普ふ段だんの猫啼ではないような気がしていた。何か隠かくし事をしているような。

　それでも、信じるしかなかった。

「ま、しっかりやんなよ。背中はあたしが守るから」

「……ありがとう」

　微笑ほほえんで言ってから、彼女は目を閉じる。

　この位置を決めたのは猫啼だ。彼女の《歩く放送室アラウンドトーカー》は『自分を中心とした円形範はん囲いに一方的に声を届かせる』というものである。その範囲の上限は広く、校内全域を覆おおうほどにすることもできるが──今は、そうするわけにはいかない。声を届けてはいけない人間がいる。おそらく第八保健室にいるであろう一人の殺人鬼。内容は彼女に関することなのだから。

　乃の愛あがいる保健室は絶対に範囲に含めないように、しかしこれから彼女が活動しそうなその周囲、学園南東部にいる生徒達たちにはできるだけ多く声を届けられるように、円形範囲を展開する──そう考えた場合の中心がここだった。

「みなさん、聞こえますか。放送部部長・武たけ田だ猫啼です。今日はみなさんにお伝えしたいことがあって、この声を届けています……」

　これから彼女が語ることは大おお凡よそ知っている。それは石いし堂どう幸ゆき也や達との話し合いで既に決めたことだからだ。彼らを信用していいものか、という思いもなくはない。しかし猫啼が彼の頼たのみを聞くと決めたのであれば、自分はただそのサポートをするだけだ──

　だから凜りんは驚おどろきも何もなく、ただ彼女の声を間近で聞きながら。

　やっぱり、武田が放送しているときの声は、なんだかとても好きだな。

　そう素直に思った。
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【識しき神がみ界かい人と　──　普ふ通つう科二年二組校舎（１／１０００）】




『……ですから、提案させてください。力を合わせて協力して彼女に対処しませんか？』

「界くん……」「界人」

「しっ。とりあえず最後まで聞いてみよう」

　界人は再び頭の中の声に意識を集中させる。聞き覚えのある声。武田猫啼の放送。

『もう一度言います。彼女は明確な脅きよう威いです。中間報告の画面で見た通り、彼女は人を殺します。そしてＥＣ増幅器エキスパンダーを手に入れた結果、さらに手がつけられなくなりました。私達も先程出会い、危うく殺されかけました。命からがら逃げた、というのが正しい表現でしょう……』

　聞き取りやすい、落ち着いた声こわ音ねで言葉は続けられる。

　これは本当に、現時点での最大の脅きよう威いである彼女一人だけに対する、特別な対処の提案であること。以降の行動の何を強制するものでもないこと。この声は、特に近々、枯かれ山さん水すい乃の愛あと接せつ触しよくする可能性の高い地域にいる生徒達たちに向けての放送であること──補足として、第八保健室にいる彼女本人には声が届かない範はん囲い設定にしているので安心してほしいということ。

『彼女は、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に勝利した場合、現在の地じ獄ごくのような状況そのものを全世界に広げるつもりのようです。それを願う、とはっきりと口にしていました。少なくとも私は、それを認めるわけにはいかないと考えています。けれど彼女が、勝利に一番近い位置にいるのです。最も玉を集めているのです。その危険性を実感してください……』

「へ!?　噓うそでしょ、そんなことになったら……！」

「……大混乱になる、ね。世界の終わりだと言ってもいいかもしれない」

「世界の終わりは界かい人とと一いつ緒しよに迎えると決めているけれど。まだ早い気がする」

　隣となりに座る練ねり亜あがぎゅっと界人の手を握にぎっていた。それに気付いた一いち春はるも。

　放送部部長はなおも界人達に情報を与えてくる。

　彼女に勝利させてはならない。そしてそれ以上に現実的な問題点は、出会ってしまえばほぼ確実に殺されるということだ。そんな反則的な存在を野放しにはできない。

　利益もある。彼女を無力化できれば、彼女が持っている玉は公平に分配する。あるいは他の、たとえば無力化に最も貢こう献けんした人が多めに取るような決め方をしても構わない。とにかく──

『一度、この意見に賛同してもらえる人達で集まり、話し合いたいと思います。警戒されるかもしれませんが、信じてください、としか言えません。これから二時間後、普ふ通つう科一年八組校舎に来てください。第十二号校内駐輪場ターミナルの近くです。建物の安全性は確認してあります』

　一つ、深呼吸をするような間があって。

『……それでは、よろしくお願いします。移動をするときには、《首割れ》と、他の生徒と……枯山水乃愛に、気をつけて』

　頭の中に聞こえていた声は、消えた。静けさの戻った教室。ミニチュア模型の箱庭。

「あんなこと言ってたけど……界くんは、どうする、の？」

「個人的な意見を言わせてもらえれば。私達には関係がない。ここにいれば安全なのに、外に出て行く理由がない。界人を危険に晒さらす理由がない。他の人なんか知らない」

　練亜はそう言うと思っていた。あるいはそれが正解なのかもしれない。しかし、

「ごめん、姉さん。考えたんだけど……」

　怒られるかなと思いつつ、苦笑い。

「話くらいは、聞きに行きたいって思うんだ」

「どうして」

　相変わらずの無表情だが、むっとした気配は伝わってくる。

「うん。ここにいれば安全……って、思ってたけど。それでいいのかな、って考えちゃって」

「ハル子達たちだけが、安全なのが？」

「界かい人と。私達以外の人間をここに保護するという話なら、それは」

「そうじゃないんだ。それはこの生活を始める前にも決めたルールの通りだよ。ここは安全で、閉じている。だからこそ、信用できない人は絶対に入れない。何かが起こったときに取り返しのつかないことになる──僕達三人ここの状況を変えるつもりはないよ。ただ、僕ぼく達たちは僕達のままで、何かみんなの手助けはできないかなって思うんだ」

　ちらりと教室のテレビを見て、

「さっき映像で見た通りに。彼女は──怖すぎて、強すぎる。それがわかっちゃったから。一いち春はるや姉さんだってそうだろ？」

「それは……まあ……」

「なんとなくは。直接立ち会うまでは本当の強さなんてわからないけれど」

「武たけ田だ先せん輩ぱいが言ってたことはその通りだと思う。あれはできるだけみんなの力を集めないと対処できない、そんなレベルの存在だ。だから僕達は……いや、でもこれは、我わが儘ままだね。僕には何もできないけど、僕達には何かができるかもしれない──そんな考えは他力本願だ。一春や姉さんに甘えてるだけだ。もし一春や姉さんが本当に嫌いやなら、無む理り強じいは……」

「うーん。嫌とかどうとかじゃなくて。なんでかなーって思うだけよ、ハル子は」

「そうね。もう一声。本音を教えて、界人」

「……もし、僕らがこのままここにいて、枯かれ山さん水すい乃の愛あを放置したとしてさ。で、彼女が【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に勝利してしまったとして。この学園から外に出られるようになっても、その外も【課外活動】みたいなことになるんだとしたら……嫌じゃないか。根本的な危機は去らない」

　界人はぽりぽりと頰ほおを搔かいて、

「僕はさ。一春や姉さんが安心して暮らせる世界に戻りたいだけなんだ。ここは安全かもしれないけど、安心はできない。食料の残りとか、いろいろ気にしなくちゃいけないことはあるし」

　二人が優やさしい微び笑しようで見つめてきたので、照れ隠かくしのように言った。

「……毎食、おやきにするかナンにするかで悩まなくちゃいけないからね」




　そして二時間後。

「今更だけどさー。罠わなの可能性はないの？」

「武田先輩は信しん頼らいできる……と思うけど。他の人はどうかな」

「そもそも、どんだけ人が来るのかなー。ハル子達だけだったりして」

　窓の外を見ながら、界人は一春と話していた。その会話は外には聞こえない。身体が小さくなっている関係で声も小さくなっている。外部に声を届けるには一ひと工く夫ふうが必要だ。

　界かい人と達たちがいるのは、一人だけ外に出て元のサイズに戻った練ねり亜あの──ポケットの中。そこに押し込まれたミニチュア校舎の内部である。押し込む位置を調整し、丁度校舎の窓から外の様子が見えるようにしていた。今は指示された会合場所へ練亜が慎しん重ちように歩いていくところだ。

「不安要素があるのは否定できない。でも、不安要素があるなら、期待要素もあるはずだよ」

「どーいうこと？」

「どんな人がいるかわからないなら、逆にはっきりと信しん頼らいできる人がいるかもってこと。前から仲が良かった友達とかさ」

　一年八組の校舎。ミニチュア化させ隠かくれ家がとして使っているこの建物と、雰ふん囲い気き的にはそれほど変わらない。練亜がさらに歩を進めてその中に入る。玄関。下げ駄た箱ばこ。土足のまま廊ろう下かを上がり、トイレを通り過ぎ、一つだけある教室の扉とびらを開く。

　その中にいたのは──

　界人は一いつ瞬しゆんだけ動きを止め、それからふうと息を吐いて、唇を曲げた。




「久しぶり。会えて嬉うれしいよ、幸ゆき也や」

「生きてたか、界人。よく来てくれたな」
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　会合場所・普ふ通つう科一年八組校舎】




　そこを会合場所に決めた理由は、乃の愛あへの差し迫った対処が必要な生徒達がいると思われる地域──学園南東部の普通科校舎群の、だいたい真ん中に位置していること。そしてここ数日誰だれかが使った様子がなかったことである。誰も根城にしていない場所なら罠わななどを警戒する必要はない。これからここに来る誰かが、自分達に対して警戒はするかもしれないが。

　そうして、猫ねこ啼なきがほどよい場所に移動して放送を行うのを待つ間。

「……してくれるか？」

「駄だ目めです」

　にこりと笑って理法は答えた。教室の椅い子すに座っている幸也は溜ため息をつき、

「わかったよ。じゃあ言い直す──服が破れた。繕つくろえ」

「はい喜んで」

　ぞくぞく。命令されるのはとても楽で気持ちいい。

「じゃあ幸也くんの上着、預かりますね」

「はいはい。呼び方は変わっても性質みたいなんは変わらないな」

「だって命令されるのは気持ちのよいことですから！　優ゆう理りちゃんや夜や子こちゃんもどしどし命令してください！」

「はぁ……やっぱりなんだか不健全な気がするわ。凄すごく真面目まじめに不健全だからタチが悪い」

「いつか夢のように快楽的な命令を繰くり出してあげるから楽しみに待っていたまえ。幽体離り脱だつしてその間の記き憶おくレポートをしてもらうとかが興味深いな……私もしょっちゅうチャレンジしているのだが、なかなか体質的に難しいようでね。実は今もチャレンジ中だ」

　近くの席の優ゆう理りと、机を組み合わせたベッドに釈しや迦かのように寝ね転ころんでいた夜や子こが言ってくる。

「ちなみに最終目標は幽体状態で幸ゆき也やの布団や風呂に潜もぐり込むことだ。ふふ、私の幽体セクハラから逃れられると思うかね？　覚悟したまえ」

「それは驚おどろくほど純粋な不健全さしか感じられない台詞せりふね！」

「おいオカルト研究会会長さん、その溢あふれ出す知識で幽体を撃げき退たいするために何をすればいいのか教えてくれ。塩か？　塩を撒まけばいいのか？」

　二人は人生で初めてできた、ちゃん付けで呼べる友達だ。幸也も初めてくん付けしている男の子だ。なんだか心の奥おくがふわふわとしてくる。みんなと出会えてよかったと思える。

　頰ほおを緩ゆるめながら、理り法ほうは幸也から受け取った上着を胸の前に持ち上げた。それはそれとして、与えられた命令はきちんとこなさなくては。

「──《慎み深い針と糸クリプテイツク・ニードルワーク》」

「!?」

　三人がぎょっとした視線を向けてきた。そう言えば説明していなかったかもしれない。

「興味深いね。私の目が特殊な妖よう精せい眼に目覚めた可能性を考こう慮りよしつつ言うが、君がいきなりメイド服姿に変身したように見えている」

「残念ながらわたしにも見えてるわよ。ぬう……教育的指導……でも一応、これも仕事着ではあるし……」

「リンリンと同じタイプなんだな。変身がセットの」

「はい、ＥＣを使おうとするとこうなってしまうのです。被服部に入って初めて作った衣装ですし、奉仕しているという感じが強く出て、とてもいいと思うのですが」

　返ってきたのは苦笑いと呆あきれの吐息だけだった。なかなか理解してもらえない。

　自分の力は見えない針と糸を生み出すものだ。右手に針、それに通った糸を生み出す。ある程度なら糸を意志で動かすこともできるが、やはり自分の手を使ったほうが正確だ。彼の服を膝ひざの上で持ち、破れを丁てい寧ねいに縫ぬい合わせていく。彼らはそれを興味深そうに見ていた。

「見えないのによくできるな」

「なんとなく、私には感覚で針や糸が《どこにあるか》というのがわかりますので。見えない待ち針を見失ったりすると大変なことになりますし」

　そこで幸也が何かに気付いたように眉まゆを寄せた。

「生み出した針や糸は、消さない限り残ってるのか？」

「はあ。特に糸は、消してしまうと、お裁さい縫ほうした意味がなくなってしまいますから」

「針や糸の位置を感じられる距きよ離りに限界は？」

「あまり遠いものはぼんやりとしかわかりませんが……距離自体に限界はないと思います」

「つまり……服に縫ぬいつけた透明の糸も、それ以降はずっとどこにあるかわかるってことだな。その能力、意外に誰だれかの居場所を追つい跡せきするのに役立つかもしれないぞ」

　しかし優ゆう理りが首を傾かしげ、

「この広い学園の中で居場所が知れるのは、確かにいいことだけど……相手を追跡したいときにわざわざそいつの服を繕つくろったりするの？」

「別に縫う必要はないだろ。糸を巻きつけるとかでもいいし……確か、針の大きさって自由に変えられるんだろ？　すげえ小さい、ささくれみたいな針を服に刺すとかでもいい」

「ふむ。そう考えると、あながち無理な話でもなさそうではあるね」

　考えたこともなかったが、そう言われればそうかもしれない。よくわかりませんが命令していただければなんでもやります、と答えて、仕事を再開させた。

　ほどなくして幸ゆき也やの服を縫い終わる。メスによる切り口はとても鋭するどく、縫いやすかった。

「お、さんきゅ」

　彼に服を返し、そこで理り法ほうはふと、隣となりの椅い子すに座っていた優理の服の袖そでにもほつれがあるのを見て取った。だから思わずそこに手を伸ばし、

「あの、優理ちゃんの服もほつれていますよ。ついでに縫い直して──」

「ッ！」

　なぜか彼女の反応は激しかった。がたんと椅子から立ち上がり、腕うでを引く。しかしすぐにはっとした顔になり、

「あ……い、いや。いいの。わたしは遠えん慮りよしておくわ。自分の服を他人に触さわられるのはあまり好きじゃなくて……」

「そうですか……すみません。差し出がましいことを」

　やはり命令されたことだけやっていればよかった。しゅんとする。優理はフォローのように、

「そうだ、代わりに夜や子この服でも縫ってあげたらどう？」

「確かに、私もよく服にダメージを受ける。制服がしわくちゃになったりだ。ベッドでごろごろするというアクションの過か酷こくさが証明されているな。とはいえ今のところはまだ問題は……あるとすれば、最近胸がきつくなってきた下着だけだな。なんとかしてくれ」

「！　そ、そうですか……さすがにまだ、ブラジャーを縫い直してサイズを調整するようなスキルはなくて……すみません。あの、もしよろしければ、私のを代わりに装着してみたりなど……ぬ、脱ぬぎましょうか？　脱ぎますね？」

「冗談だ。ところで優理、そろそろ君はこの場を離はなれたほうがいいのではないかね」

　言った夜子と、言われた優理が視線を合わせる。優理が頷うなずいて、

「そうね。悪いけど、私は別の隠かくれ場所に行ってすべき用事があるの」

「そうなのですか。用事というのは……？」

「悪いが詳くわしくは言えない。でも優ゆう理りにしかできないことだ」

　幸ゆき也やも会話に加わってきた。真面目まじめな目で優理を見、

「……嫌いやかもしれないけど、頼たのむ」

「そうするしかないのはわかってるわ。それに、わたしはわたしの状況を知ってる……嫌とは思わないわよ。安全のためにすべきことをするだけ」

　優理はふっと目元を緩ゆるめて言った。それから理り法ほうに向き直り、

「とにかく。ここからすぐ近くだし、安全な場所だから心配はいらないわ。わたしのことは気にしないで」

「……わかりました、お気をつけて」

「昇降口まで見送ってこよう。たまには私も動かないと土ど偶ぐうと間ま違ちがわれる」

　億おつ劫くうそうに夜や子こが机から起き上がり、

「そう言えば優理、そろそろ携けい帯たい電話の使い方には慣れたのかね？　君の子供用かんたん携帯ですら、君に時間停止の魔ま術じゆつをかけることが多々あっただろう。正直な話、スマートフォンのほうがよほど直感的操作でわかりやすいと思うのだが」

「触さわるやつね。いや駄だ目め怖い。あれに慣れたらわたし、きっとテレビの画面も押すようになるわ。それでもいいの？」

「ふむ、これは新しい脅きよう迫はくのスタイルだ」

　そんなことを話しながら、二人は一いつ緒しよに教室を出ていった。

　理法はもう一度がっくりとする。やはり差し出がましいことをしてしまった。自分の下着を使うなんて嫌に決まっているし。特別な気がする友達になれたからといって浮かれているのかもしれない。もう少ししっかりしなければ……

　教室に残った幸也が小さく笑って、

「そんなに凹へこむなって。別にお前は何の失敗もしてねえぞ」

「そうでしょうか……」

「お前はいい奴で、あいつらも悪い奴じゃない。それだけで充分だろ。二人とも面めん倒どう臭い性格ではあるけど、これからも仲良くしてやってくれると助かる」

　ふと気になったので、首を傾かしげながら、

「……幸也くんは？」

　彼はさらに肩を揺ゆらした。

「俺おれは悪人かもしれないな」

「どうしてですか？」

　素直に問うと、彼は問い返されることなど考えていなかったというように一つ瞬まばたきをして、それから窓の外に目を遣やった。ややあって、

「一いつ緒しよに死にそうな目にあって、一緒に生き延びた……俺おれ達たちはもう仲間みたいなもんだ。だから、ほんの少しだけ、俺が悪人な理由を教えるよ」

　彼の視線が理り法ほうに返ってきた。深く静かな。暗く苛か烈れつな。燃えて凍えるような。瞳ひとみ。




「今の俺の一番の目的は、復讐だ──好きだった女の子が、殺された」




　理法は耳を疑う。脳を疑う。自我を疑う。現実を疑う。

　答え、残念ながらそのどれもが正常。

「見たときは……腹を裂さかれて。血ち塗まみれで。それに……ああ、口にも出したくもないくらい、ひどかった。俺はその仇かたきを取る。クソ殺人鬼でクソ人殺しでクソ下衆げすな犯人に報いを受けさせる。まずそれをしないと俺は一歩も前に進めない。このくだらねぇ【課カ外ガイ活カツ動ドウ】自体の対処について考えるのはそのあとだ」

　彼は早口で続ける。あるいは独白のように。

「全すべてはそのためだ。そのために、何もかもを利用してやる。今だってそうだ。ここにある全てを、これからの全てを利用しようとしてる……」

　気付かされる。これまで彼は一度も、犯人を捜すとは口にしていない。もう目め途どはついているのだろうか。確信しているのだろうか。

　ああ──考えるまでもない。クソ殺人鬼。クソ人殺し。クソ下衆。彼がそう言う人間に、理法にも心当たりがある。自分自身の、身体を割り開かれた痛苦の記き憶おくがその証左。彼女が眼前にいたとき、彼が普ふ段だんとはまったく違ちがう、恐ろしい視線を向けていたことにも気付いている。

　──枯かれ山さん水すい乃の愛あ。

　彼女の姿が明らかになり、その存在と異常性が全参加者に伝達されたあの中間報告で──彼はそれ以外にも、新たな意味を見み出いだしていたのだろう。ついに見つけた、と拳こぶしを握にぎり締しめていたのだろう。

「では、これからの会議も。乃愛さんをみんなで対処しようというのも、ひょっとして……」

　幸ゆき也やは自じ嘲ちようするように目を眇すがめて、

「……お前の想像に任せる。悪いが今後の細かい予定は秘密だ。とにかく、どんな醜みにくいことをしても、どんな汚いことをしても、俺は目的を果たす……だから俺は悪人なんだぜ、と。わかってくれましたかお嬢じよう様さま」

　何を言えばいいのだろう。どんな反応をすればいいのだろう。命令が欲しい。

　たとえ彼が本当に悪人なのだとしても、怖くはない。それだけは確かだった。こちらの反応を窺うかがうような、どんな反応を返してもそれをそのまま受け入れると決めているような、そんな不思議な包容力を持った眼まな差ざし。自由という優やさしさと厳しさがそこにはある。だがそれは命令という概がい念ねんの対極で、理法は首を縮めているしかなかった。かろうじて口に出せたのは、

「私は……幸ゆき也やくんが、悪人でも。気にしない、です……」

「……そっか。まあ別に、何をどうしろってわけでもないし、ただ言ってみただけだし。でも一応、この俺おれの事情は他の奴らには内ない緒しよで頼たのむな。優ゆう理りと夜や子こは知ってるけど」

「は、はい」

　そこでちょうど夜子が帰ってきた。彼女は教室に流れる微び妙みような空気に気付いた様子で、

「おやおや。いけないな幸也。この雰ふん囲い気き……さては理り法ほうを言葉責めでもしていたね？　たとえば……『錬れん金きん術じゆつクイ～ズ。パラケルススの書によると、ホムンクルスの作成はあるモノを蒸留器の中に密閉するところから始まるそうですが、そのあるモノとは一体なんでしょう。ヒントは、人間の男の精え──はいヒントここまで！　わかったら口に出して言って！　ホラホラそのお口から早く聞かせて！』とかやっていたに違ちがいない」

「うーわ、否定するのもメンドくせぇ」

「私ならいくらでも淫いん語ごを言ってあげるよ。録音するかい？　それを目覚ましに使うかい？」

「使わねえよ。どういう発想だ」

　一気に空気が変わった。理法は僅わずかにほっとしながら、

「夜子ちゃん、おかえりなさい……それは？」

　帰ってきた彼女の手には、古臭い折り畳たたみ式の携けい帯たい電話があった。分厚くて重そうである。

「これかい？　君には言ってなかったか。オカルト研究会である私の能力は、《奔放な電波ボヘミアンプラズマ》と言ってね……今、この学園では携帯電話が通じなくなっているだろう？　それに対抗すべく、決めた携帯同士の電波を限定的に繫つなげるというチンケな能力だ。オカルト好き即すなわち電波キャラというわけだね。なかなか洒落しやれが利いていると思うよ、ふふふ」

　そこで彼女がその携帯電話を理法に押しつけてきて、

「というわけで、それは優理の携帯と繫がるようになっている。そして今まさに通話が繫がっている。君に話というか、言い忘れていたことがあるらしい」

「はあ……わかりました」

　受け取った古めかしい携帯を耳に当てる。液えき晶しようの表示は映っていなかったが、彼女の能力のおかげだろう、本当に電話口から彼女の声が聞こえてきた。どこか懐なつかしい感覚。

『わたしよ。今後のことについて一つ言っておくわ。これは幸也達たちも同意してることだけど』

　単刀直入な切り出し。内容も単純だった。

『会合の間、あんたは絶対に口を開いてはいけない。何も喋しやべっては駄だ目め。いいわね』

　何を意図してのことかはよくわからなかったが、勿もち論ろん、従うことにする。

　特別な友達になれた二人。復ふく讐しゆうという目的を隠かくし持つ、あるいは悪人かもしれない彼。

　それらのことを何も意識することなく、ただ言われた通りにすればいいのだから、やはり命令というのは素晴らしいものだった。

　そうして──いつしか、声が。

『みなさん、聞こえますか。放送部部長・武たけ田だ猫ねこ啼なきです……』
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　会合場所・普ふ通つう科一年八組校舎】




　時間だ。幸也達たちは教室の椅い子すに座り、入り口のドアが開かれるのを待つ。夜や子こは椅子の背にだらんと抱きつくようにもたれかかっていた。理り法ほうは背筋を伸ばして口を引き結んでいた。

　最初にドアを開いて現れたのは、彼女達だった。

「お疲つかれさん」

「やるべきことはやったわ。あとはリスナーの考え次第ね」

「今回は武田がやるって言うから行ったけどさ……これからもなんでもホイホイ頼たのみを聞くとか思わないよーに、後こう輩はいくん。簡単に人を動かせると思ってちゃ駄だ目めだよ」

「わかってる、だから本当に感謝してる。落ち着いたらお礼の白玉も渡わたすから」

「それもなーんかお礼目当てで動いたみたいで失礼だなー。ま、いっか」

　猫啼と凜りんが適当な席に座る。幸也達とは少し離はなれた席だった。

　それからしばらく──訪れたのは、待望の、新たな人間。

　一人の女子だった。女性らしい整った顔立ちながら、スポーツでもやっていそうな健康的な雰ふん囲い気きを身に纏まとっている。彼女はドアを開けたところで足を止め、どこか強こわ張ばったような面おも持もちで教室の中を見回していた。警戒心と緊きん張ちように溢あふれた表情。

「ここが……放送の？」

「来てくれてありがとう。私が武田猫啼よ」

　猫啼がふわりとした笑みで言うと、彼女は睨にらむようにそちらを見た。だが声で本人であることがわかったのだろう、ふ、と息を吐いてから、

「──刃は桜ざくら真ま百合ゆり」

　短く言って、ようやく教室に入ってきた。幸也達一人一人の顔を順々に見て、教室の様子もしつこいほどに見回して、ようやく席に座る。誰だれからも離れた、入り口近くの席だった。

　そして──次に教室のドアを開けたのも、女子。

　僅わずかながら、見覚えがあった。幸也は人知れず深呼吸する。

　ポニーテールの、均整のとれた身体つきでありながら無機質な瞳ひとみの少女。雰囲気は暗く静か。幸也は彼女の名前を知っていて、存在を知っていて、女子剣道部の異い端たん児じとしてのその強さを知っていた。何か大きな大会があるたびに壇だん上じようで表ひよう彰しようされていたから、他の生徒達にも彼女はそれなりに有名だ。真百合と名乗ったさっきの女子も彼女を見て軽く目を細めていた。

　そして幸也は彼女本人に関すること以上に、彼女の家族を知っていた。クラスメイトで、この学校に転校してきてから初めてできた友達だった。

「あいつは？」

「──いる」

「安全第一なのはあいつらしい……っていうかあんたらしいけど、話ぐらいさせてくれよ」

　識しき神がみ練ねり亜あは無言で幸ゆき也やの視線を跳はね返していた。が、しばらくすると、不意に教室前方の黒板に四角い何かが映し出される。プロジェクターで投とう影えいされているように。

　映し出されているのは、ここと同じような、どこかの教室の光景だ。

　二人の人間がいる。一人はふわふわ髪がみの少女、もう一人は少年。どちらかといえばおとなしめの風ふう貌ぼうで、どこにでもいるような普ふ通つうの男子だ。彼は申し訳なさそうに苦笑しつつ、

「久しぶり。会えて嬉うれしいよ、幸也」

「生きてたか、界かい人と。よく来てくれたな」

　──本当に、よかった。幸也は思う。

　識神界人。同じ普通科二年十一組の生徒で、模型部で、転校してきた自分に初めてできた友人。基本的には穏おだやかだが、芯しんには強い部分があるのを知っている。それがちまちました模型を作る根気強さに繫つながるのだろう。とはいえ優やさしすぎて優ゆう柔じゆう不断になっている部分もある。幼おさな馴な染じみと姉の話は彼からよく聞いていたし、実際に何度か見てもいた。

　実のところ、彼は幸也にとって【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まって最初に出会った人間だった。そのとき既に界人は練亜とは合流していたが、一いち春はるはいなかった。だからしばらく一いつ緒しよに行動して情報交こう換かんしたあと、そこから幸也は優ゆう理り達たちがいるかもしれない保健室に、界人は一春を探しに、と一いつ旦たん別れたのだ。どうやらその後で首尾よく出会えたらしい。

「こんなところからでごめん。僕ぼくらは今、姉さんのポケットに入ってる建物の中だよ。卑ひ怯きようで臆おく病びようなのはわかってるけど……」

「いいって。安全第一なのは当然だ。で、これはハル子の仕し業わざか？　映画研究会だっけか」

「ん、久しぶりだね石いし堂どうくん。そ、これはハル子の《監督権限ワン・マン・インディー・ムービー》……記録と上映のＥＣ能力。今はリアルタイムでこの中のハル子達を撮とって、そこに映してるの」

　界人と最初に出会ったとき、お互いのＥＣについては情報交換しあっていた。人間を建物ごとミニチュア化する彼のＥＣはほぼ完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよ力を備えているが、外部との連れん絡らくが取りにくいという欠点がないでもない。それを一春が補っているというわけだ。

　界人達とそんな話をしている間、練亜は静かに足を動かし、教室後部の壁かべに背中を預けていた。弟以外の人間とは極力会話をしないスタンスなのだろう。普段通りに。

　さらにしばらく待ったが、新しい人ひと影かげは現れなかった。ここで区切りをつけることにする。

「……誰だれも来ない可能性もあったんだ。これだけ集まってくれれば充分だろ」

　幸也は教室にいる全員の顔を見回して、言った。




「じゃあ、そろそろ──会合を始めようか」










　　第三章　【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始四日目／午後／『──』まであと38:51:11







【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　会合場所・普ふ通つう科一年八組校舎・外】




　校舎近くの木こ陰かげに、二人の姿はあった。絶妙に目立たず、絶妙に周囲の警戒ができ、絶妙に窓から教室の中が窺うかがえる──そんな木陰である。そういうふうにした。

「ククク……何も知らない間抜けな奴らだぜ。さぁて、どんなふうにあの殺人鬼を片してくれるんだ？　聞かせてみろよ……どんな危険からも遠ざかりまくった挙句、俺おれ様さま達たちが最後だけ勝手に協力してやるぜ！」

「つまり……最後にサッと美味おいしいとこ取りしてやるぜってことっしょ？」

「そうとも言う」

　彼らが保健室を脱だつ出しゆつしてからずっと、双六達は遠目で彼らの観察を続けていた。代わりに保健室に入った乃の愛あがしばらく動かなそうだったからでもあるし、正面からあの化け物と戦って生き残った彼らに興味を持ったからでもあった。

「でもさー。放送聞いた生徒がみんなここに来てるってわけじゃないじゃん。むしろ、共同対処されて黒玉山分けとかされたらたまったもんじゃねー、みたいに抜け駆がけしようって奴がいるかもよ。あたし達も乃愛のところに行ったほうがよくない？」

「お前はバカか。こいつらを利用して初めて……こいつらが頑がん張ばって戦ったり注意を惹ひいてるうちに動いて初めて、俺様達が裏をかけるんだろうが。あいつの化け物レベルの強さを考えりゃ、戦って死んでいない、ってだけでこいつらはかなり貴重レアだぞ」

　肩を竦すくめて、続ける。

「もし誰だれかが抜け駆けしようと今行ったところで──お前だって見たろ？　デカいメスでズンバラリンか、メスの雨で穴だらけか。あいつの力で普通に叩たたき潰つぶされて終わりだろうな」
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【枯かれ山さん水すい乃愛　──　第八保健室・外】




「え、なーに、マジで？　この程度のアレであたしとヤろうと思ったの？　うーわ、逆に珍しいぜ。さっきのチャイナカエル達が意外に楽しかったから余計にムカついてくるなー」

「た、助け……」

「駄だー目め♪」

「ああああああああああああっ!?」

　馬乗りになって腹を裂さいてやると、男は情けない悲鳴で身をよじった。弱いカエルだったがやはり解剖はそれなりに楽しい。こうなる前が一いつ瞬しゆんだったぶん、じっくり堪たん能のうしてやろう。

　今乃の愛あの尻しりの下にいるのは、保健室に単身で現れて自信満々に戦いを挑んできた男だ。制服を武士のように羽織った男子で、リーダーシップに満ち溢あふれた精せい悍かんな顔つきで、武道か何かをやっているような体つきで、能力でカッコイイ日本刀を召しよう喚かんして超ちよう威力の斬ざん撃げきを放ってきた。

　その二秒後に乃愛が腕うでを切り落として勝ったが。

「ニャッハハハ……ザコどもにチヤホヤされて、自分サイキョーって勘かん違ちがいしちゃったのかなァ？　ま・さ・に、井の中のカエルちゃん！　つーか弱いのはともかく、てめーがクズなのは一目見てわかったぜ。そういう人を見る目には自信あんだ、あたし。どーせ抜け駆がけして一人であたしを殺せば、持ってる黒玉を全部独り占め！　一人で脱だつ出しゆつ間近！　仲間なんて知らねえよバーカ！　とかそういうつもりだったんだろ？　クズだねェ。そしてクズはやっぱり中身が綺き麗れい！　どうだ見てみるか？　これが、お前の……肝臓ー！　ほらほら！　直に見たことねぇだろ？　新しん鮮せんですよお客さん！」

「あぁ、ぎゃああああ、あああああっ！　やめてくれ、やめっ、あひぇえええあっ！」

「そーれ、こんなとこも、切開くぱあ……っと。お前イケメンだからよー、目の前でされたことはいっぱいあっても自分がするのは初めてだろ？　よかったな、あたしがはじめての相手だ。逝いっちゃうまで搔かき回してやるから安心しろよ。ほーら、入れたり出したりまた入れたり」

「ああ、ああああ、ひひぃい、おね、おねが、おねがいです、から、たすけ、なんでも、なんでもしますからおねがいおねがいたすけてくださいひぁぁぁああああ！　あああ！」

「ふーん。どうしよっかな……お、生徒手帳落ちてっぞ。えーと、拵こしらえ剣けん斎さいくんか。カッコイイ名前！　よし、この名前のカッコよさに免じて話を聞いてやろう！　そうだな、なんか面白い情報教えろ。そしたらあたしは面白いって思うぞー」

　当たり前のことを言っただけで別に助けてやるというようなニュアンスは微み塵じんも入れていないのだが、彼は発狂寸前のその目に一いち縷るの望みを湛たたえて、

「い、いいい、いま、いま、おまえをどうにかする会議をしてる！　一年、八組教室、集まって力を合わせてお前に対処するつもりぃぃぃぃい、ほ、ほんとだ、だから、今、ここに来れば、誰だれにも邪じや魔まされないでぬけがけできるって思ってやめてくださいやめてあけないでそんなとこあああ、ああああ！」

「ふぅん……？　ああ、続けて続けてー」

「だっ、おれたちの、仲間、そこに……そうだ、おしえる、仲間の能力とかも、みんな、教えるから、だから、たすけィィィおぼげうぇ」

　彼は血を吐きながら、何かの使命感に駆られているように仲間のことを喋しやべり始めた。献けん身しん的ですらあった。支し離り滅めつ裂れつな部分もあったが、聞いて損になるものでもない。ナイスＢＧＭ。

「それから……それから。おかあさんたすけてごめんなさいたすけておかあギッ」

　まさにカエルのような声を最後に漏もらして、こぽりと喉のどから血を溢あふれさせて、彼は動かなくなった。やっぱりクズの中身は綺き麗れいで面白かったな、と思いながら乃の愛あは立ち上がる。

「ふーむ。会議。あたしの対策会議？　雁がん首くび揃そろえて？　こんな状況で？　仲良しこよしで!?」

　衝しよう動どうが抑えきれず、乃愛は血の滴したたるメスをくるくると回しながら笑い始めた。

「くあっはー！　マジかよバカじゃねーの!?　バカすぎてなんだか楽しいぞオイ！」

「……へむー？」

　保健室の窓越ごしに、指にきちんと包帯を巻いたヘムが、寝ね惚ぼけ眼の間抜け顔でむっくりとベッドから身を起こすのが見えた。むにゃむにゃと口を動かしてから、大きな欠伸あくび。

　乃愛はさらに唇を曲げ、

「ちっと休んだことだし。次は……ペットに散歩でもさせてみるかねェ……？」
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【刃は桜ざくら真ま百合ゆり　──　会合場所・普ふ通つう科一年八組校舎】




　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】は、生徒同士を殺し合わせるシステムだ。いつ誰だれが襲おそってきても不思議ではない。だから他の生徒に出会うというのはそれだけで危険なことなのだ。

　その緊きん張ちようをほぐすためか、最初はお互いに軽く自己紹しよう介かいをしようという流れになる。真百合は机に頰ほお杖づえをつきながら、くだらない、と思っていた。教室の時計を見上げる。時間はもう少しなので付き合わなくてはならない。漫まん然ぜんと彼らの言葉を聞いた。

　目つきの悪い男子は石いし堂どう幸ゆき也や。上品そうな女子は白しろ鷺さぎ理り法ほう──なぜかむっつりと口を引き結んでいたので、彼が代わりに紹介した。億おつ劫くうそうにしている陰いん気きな女は才さい連れん夜や子こ。声は知っている武たけ田だ猫ねこ啼なき。その隣となりは林はやし凜りん。教室の後部に立っているポニーテールは識しき神がみ練ねり亜あ。彼女のポケットの中にいて、記録と映写のＥＣで間接的に顔と声を現しているのが、識神界かい人とと似に捌さばき一いち春はる。

　ＥＣ能力は推測できるものもいるし、実際に見えているものもいるし、まったくわからないものもいる。大丈夫だろうか。大丈夫だろう。頑がん張ばらないといけない。愛する剣けん斎さいのためだ。

「で、ええと……」

　教室の視線が集まっているのに気付き、真百合は溜ため息をつきながら椅い子すを立った。もう一度時計を見る──丁度いい頃ころ合あいだ。

「私は刃桜真百合。体育科二年五組。女子バスケ部の部長をやっていたわ」

　話しながら、さりげなく足を動かして、入り口のドアに近寄っていく。入り口近くの席に座っていたのはこのためだ。

「……気前よく見せてくれてる人がいるから、公平に私も言っておくけど。私のＥＣは《四番のクロスオーバーイーザーハンド・アライク》。左右の手に触ふれてるものを入れ替かえる能力よ。『何も持っていない状態』とも入れ替かえられるから、そのときは手に持ってるものを瞬しゆん間かん的にもう片方の手に移動させることになるわね」

　真ま百合ゆりはクロスオーバー・ドリブルが得意であった。ドリブルの左右を切り替え、ディフェンスを抜き去る技術だ。対戦した相手からは「上手うますぎてボールが消えたように見えた」「いつのまにか逆の手にボールが瞬間移動していた」という声が聞こえることもあった。おそらくそのあたりが能力に反映されたのだろう。

「で、生徒手帳には自分の能力の説明が書き込まれてるとこがあるじゃない？　そこ見たら一つだけオマケの性質がついてたわ。タイムラグがつけられるの。つまり片方の手で《持ってた》《触ふれてた》ものを時間差でもう片方の手に移動できるのよね。三十分ぐらいの猶ゆう予よで」

「へえ……そうなると、なんかいろいろ使い道がありそうだな」

　石いし堂どう幸ゆき也やが吞のん気きにそんなことを言う。そう、いろいろ使い道はあるのだ。

　真百合は自然に入り口のドアを開けた。左手だけが教室の中に残るように、一歩外に出る。

　そして──ぎゅっと瞬間的に眉まゆ根ねを寄せて。

　自分のＥＣを、発動。

「おい？　話し合いはこれからだぞ。なん、で……」

「っ……？　これ、は……！」

　彼らの声が、教室の中の異変を速やかに知らせてくれる。立ち上がろうとして椅い子すを滑すべらせ、だが立ち上がれず机に身体を打ちつける音。練ねり亜あは身体をふらつかせて膝ひざをついている。彼らは強きよう烈れつな眠気を感じているはずだ。四肢の脱だつ力りよく感を感じているはずだ。

　真百合が思い出していたのは、不本意なことに、この世で一番嫌きらいな人間の顔だった。

「醒さめヶが井い抗こう作さくっていうブタがいてね。そいつのＥＣは《理想的なCHCl3昏睡エンスー》……掌てのひらから人間を昏こん倒とうさせるガスを出すっていうもの。無色で無臭、後遺症もなく、時間もかからず、ただ人間を無力化できる、漫まん画がに出てくるようなガスよ。一度に大量のガスは出せないから、掌で直接誰だれかの口と鼻を押さえたときぐらいしか使えない昏こん睡すいレイプ用の気持ち悪い能力だけど……」

　はあ、と真百合は溜ため息をついた。剣けん斎さいのアイデアだから従ったが、本当に、ぞっとしない。あんなブタと自分の合作だなんて。

「……一度にガスが出せないから、事前にこことは別の、同じような大きさの教室にガスを充満させていたの。私はここに来る前、その教室の、昏睡ガスが充満した空気を触ってきた」

　左手をひらひらと動かしてから、ドアを閉める。密閉空間であることが必要だ。

「私の《四番のクロスオーバーイーザーハンド・アライク》は結構適当だから。あんまり無理があるのは駄だ目めだけど、特に似ているもの同士なら、わりとなんでも交こう換かんできる……だから、右手で触ってきたその昏睡ガスが充満した空気と、左手で触ってるこの教室の空気を入れ替えたのよ。悪いけどそのまま寝ねててね。すぐお迎えが……ああ、来たわ」

　廊下にどやどやと剣斎の仲間達たちが現れた。時間通りだ。

　ドアのガラス窓から、床に倒たおれた幸ゆき也やが、凄すさまじい形相でこちらを見ているのがわかった。

「お前っ……なに、を……なんでっ……」

「剣けん斎さいくんの命令だから。私が一番役立つってことを証明するのにちょうどよかったし。ああ、理由？　知らないけど、普ふ通つうのことだと思うわ。裏切られるかもしれない相手と協力なんて無む駄だだし。最初からあんた達たちは獲え物ものでしかないのよ。男は貴重なＥＣだったら奴ど隷れいにして有効活用、使えなかったら死んでもらって黒玉に。女は……わかるでしょ？　私達のグループ、男が多くて困ってたのよね。はけ口は必要だわ。私は剣斎くん以外の相手なんかしたくないもの」

　返事はなかった。既に彼は床に伏せて動かなくなっていた。その他の人間も同じ。

　できた。成功だ。これで褒めてもらえるかな──そう真ま百合ゆりが息を吐いたとき、

「……！」

　識しき神がみ練ねり亜あだった。最後の足搔あがきか、力を溜ためていたのか、床に膝ひざをついて今にも倒たおれそうだった彼女は意外な速度で一気に動いた。一直線に窓に向かい、途中で手近な椅い子すを引っ摑つかんで前方に投げつけ、ガラスを割る。そして勢いを全く止めないまま、恐れもなくそこに頭から突っ込んで外に飛び出した。残された人間を気にする様子など全く見せず、ふらつきながらもそのまま走り去っていく──

　真百合は現れたばかりの仲間達に、

「ちょっと！　窓側からも包囲する予定だったでしょ、なんでいないの！」

「そ、そんなこと言われてもよ。秒単位まできっかりとはいかねえよ。あ、来た来た」

「……今更遅おそいわよ……」

「まあいいじゃねえか、残りは予定通り捕まえられたんだろ？　どれどれ……ウヒョーイ！　四人も女いるじゃん！　やったぜ！」

「予約予約！　俺おれ、最初はあのお嬢じよう様さまっぽい娘こがいいな！　胸でけーし」

　真百合は仲間達の下劣な会話に舌打ちした。クズどもめ。

「にしてもさすが剣斎だ。作戦、上手うまくいったじゃねえか。本人はなんか俺は俺でやることがあるっつってたけど」

「当たり前よ。剣斎くんに従ってれば間ま違ちがいはないわ。今やってるのも、きっと私達にとって絶対に必要なことなのよ」

「つかまあ、今回はあのブタくんも珍しく頑がん張ばったんじゃねえの。あいつのＥＣあっての作戦だったしな。真百合ちゃんにあれだけ冷たい目で見られながらブヒブヒ頑張るなんて……健気けなげすぎて涙が出るな。どーよ真百合ちゃん、お礼に胸でも触さわらせてやったら？」

「反吐へどが出るわね。そんなことするくらいなら本物のブタに犯されたほうがマシ」

「胸レベルでそれかよ。よっぽどだな」

「無駄口叩たたいてないで──そろそろ全員寝ねたみたいよ。逃げた奴はもう仕方ないけど、ここにいる奴らはちゃんと縛しばって運ぶのよ。いい？」

「うーい」
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　普ふ通つう科一年八組校舎・外】




　教室の中に人が集まり始めた頃ころ合あいだった。

　ふと秋津穂が横を見て、顔を前に戻し、またぎょっとしたように横を二度見して、

「げ、ちょっ……《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》！」

「あん？」

　双六がそちらを見たときには、既に秋津穂は能力の効果でスクール水着姿に変身し、足元の地面にとぷんと顎あごまで潜もぐっていた。接触した地面や壁を、彼女だけが潜れる水として扱う──それが彼女のＥＣ能力だ。地面から顔だけ出した秋津穂は囁ささやき声で、

「双六！　木、増やしたほうがいいよ！　んでもっと隠かくれる！」

　遅おくれて双六も気付いた。さっき秋津穂が二度見した方向に、人ひと影かげ。一つや二つではない。

「おいマジか、《対価不要のファンタズマnot_rick_node_vice》……！」

　奇術は観客を騙だますものだ。ないものをあるように見せ、あるものをないように見せる。だから奇術部である双六のＥＣは幻げん影えいを生み出すものだった。視界に入っているものを基にした幻影しか作れないという欠点はあるが、非常に精巧な幻影が作り出せる。

　今まで教室を観察する盾として使っていた木も、横手にある別の木を原型に作った幻影だった。双六は慌あわててもう一本同じ木を作り出し、現れた人影の視線を遮さえぎる位置に立てる。そして改めてその陰に隠れた。秋津穂も地中で立ち泳ぎして、頭を木の根に隠すようにして人影のほうを見ていた。地面から生首が生えている感じなので一いつ瞬しゆんぎょっとする光景ではある。

　幸い、向こうの人影は双六達には気付いていないようだった。霧きりを搔かき分けて次第に近付いてきて、人相などもわかるようになる。体格のいい、どちらかと言えば柄の悪い男子達たちが数人。

「時間は？」

「バッチリだって、んな細かく気にすんな。つーか頼たのむ、どうか女だらけであってくれ！」

「お前そればっかりだな……」

　呼吸音すら聞こえるほどすぐ近くを、男達は通り過ぎていった。双六達はホラー映画の登場人物のように手で口を押さえて彼らをやりすごす。

　彼らはそのまま校舎の中に入っていった。さすがにそのときには足を忍ばせていた。やや遅れて、見ていた校舎の窓から突然一人の女子が飛び出してくる──それに驚おどろく間もなく、彼女はふらふらとどこかに走り去っていった。

　直後、少し離はなれた別方向から、また新たな男達の一団が登場。そちらは無造作に校舎の窓に近付いていく。そのときには双六達も改めて教室の様子を見る余よ裕ゆうがあった。

「どうなってんだ。みんな寝ねてっぞ」

「みんながめっさ眠かったんじゃなきゃ、あいつらがなんかやったんだろーね」

「そうとしか考えらんねーな。明らかに捕まってる感じだし」

　さらに見ていると、校舎の中から、ロープで縛しばられた生徒達たちが男達の手で荷物のように運び出されてきた。相変わらず誰だれもがぐったりと目を閉じていて動かない。

　そのまま男達は、一人の女子を先頭に、生徒達を担いでどこかに歩き始める。

「……どーする？」

「ここにいてもしょーがねえだろ。追つい跡せきミッション開始だ」

　顔だけを地上に出した秋あき津つ穂ほは目立たないので、彼女に平泳ぎで彼らの最後尾を追ってもらう。それをさらに双すご六ろくが追う形だ。彼女が手でストップを知らせてくれば、その都度幻げん影えいで塀へいや木を作って隠かくれた。

　そうして辿たどり着いたのは、さっきの教室からほど近い場所にあった武道場施設だ。武道場と、それに付ふ随ずいする合宿所のような建物が隣りん接せつしており、それらが一括りに塀で囲まれている。その塀は《首割れ》が闊かつ歩ぽするこの状況下ではかなり重要だった。敷しき地ちの入り口にはバリケードのように机が積み上げられており、見張りもいる。そこさえしっかり守れば、この場所の安全性は保たれるというわけだ。

　その入り口がぎりぎり見える、少し離はなれた物もの陰かげで双六達は一いつ旦たん止まった。そこは休きゆう憩けいスペースのようになっている一角で、小さなベンチと自動販はん売ばい機き、そして今時珍しい電話ボックスが二つ並んで設置されている。自動販売機は既に略りやく奪だつにあって半はん壊かいしていた。

　その自動販売機の陰に隠れつつ、捕らえられた彼らが敷地の中に運び込まれるのを確認し、

「やべえなー。どうすっかなー。あいつらが囮おとりになってくれねーと困るんだけど」

「アテにしてたのに。簡単に捕まってんじゃねーよって感じだよねー」

　言葉は軽いが、内心は真剣だ。さすがに彼らがこのまま殺されたりすると寝ね覚ざめが悪いなとは思う。とはいえ自分達が危険を冒して助けてやるような義理はないような気もするし──

　今までの追跡で緊きん張ちようしていたこともあり、双六は喉のどがからからに渇かわいているのを感じた。落ち着かない。落ち着いて考えたいところなのに。地面の縁ふちに摑つかまって立ち泳ぎしている秋津穂をちらりと見やり、

「あー……アキ。ちょっと喉が渇いた」

「マジで？　あれ？」

「あれだ」

　秋津穂は少しだけもじもじと肩を震ふるわせたあと、

「もー。しょーがないな……」

　潜もぐっていた地面から静かに上がった。彼女にとっては水中にいたのと同じであり、だから彼女のスクール水着は普ふ通つうに潜ったのと同じに濡ぬれている。濡れて、いる。

　だから双すご六ろくは、彼女のスクール水着の腹に口をつけて。

　ちゅうちゅうとその水分を吸った。

「んっ……」

　おそるおそるといった感じで、秋あき津つ穂ほの手が双六の後頭部に回される。

　どうしてか、とても美味おいしいのだった。【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まって二人で過ごした最初の夜、喉のどが渇かわいてどうしようもなく、苦肉の策としてこれをやった。蛇じや口ぐちから水が出ずに焦あせったからである──朝になれば水道が使えるようになると知ったのはそのあとの話だ。

　しかしそのときは、秋津穂の身体の水分に、生き返った、と思った。

　とても美味しく、これがあれば生きられる、と思った。

　それで何かが刷り込まれてしまったのだろうと思う。だから今でも彼女の水分が猛もう烈れつに飲みたくなるときがある。開き直って、吸いたいときには吸わせろと言うようにしている。

「ちょ、こら、めっさ吸ってる……もう水分なくない？　もう一回潜もぐろうか？」

「……場所変えればいいだろ。まだこのへんにはある」

「あっ!?　うう、いいけど、いいけどぉ……ぜ、絶対そこから先には行くなよ、ばか……」

　喉を潤うるおしながら、双六は考える。さあどうするか。一発逆転を狙ねらうクールな天才ギャンブラー、この愛あい眼がん双六様はどう動けばいいのか──

　背後に人の気配を感じたのはそのときだった。

[image: ]

　秋あき津つ穂ほの腰こしにしがみついたまま、首を捻ひねって振り向くと。




　スカートの下にズボンを穿はいた彼女が、どこかジト目で言ってきた。

「人を解剖バラして興奮するあたしが言うのも変だけどさぁ……お前ら変態かよ？」
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　新武道場付属・清風館・第二倉庫内】




　籠こもった汗と埃ほこりの臭い。目を開けると、倉庫のような部屋に閉じ込められていた。

　薄うす暗ぐらい、狭せまい空間だ。記き憶おくの繫つながりがないことに一いつ瞬しゆん困こん惑わくし、しかしすぐに思い出した。

「起きたか」

「あ……幸ゆき也やくん。ここは……？」

「さあな。あいつらの本拠地ってところだろ。ここの倉庫の中身からすると、武道場とかそのあたりじゃないかと思うが。それより理法、怪け我がは？」

「聞きたくはないがね。怪我以外にも身体の異常があれば言いたまえ。幸いにして私は何もなかったが、それは単に私が趣しゆ味みではなかったというだけかもしれない」

「……？」

「具体的には、下腹部に湿しめり気や痛みや違い和わ感かんを覚えていたりはしないか、ということだよ」

「！　だ、大丈夫……だと思います！」

　ならばよかった、と夜や子こは平静にそう言った。この倉庫にいるのはこの三人だけだ。三人ともが後ろ手にきつく縛しばられ、ぞんざいに床に転がされている。幸也は拘束を解こうともがいているが、夜子はむしろ落ち着いた様子で泰たい然ぜん自若と横になっていた。やはり大物だと思う。

「あの、武たけ田ださん達たちは……？」

「さあな。起きたときにはもういなかった。別のところで捕まってるんだと思う」

「武田猫ねこ啼なきはこの学校においてはナスカの地上絵レベルには有名だし、林はやし凜りんも中国拳けん法ぽう同好会の会長だ。ここが武道場だと仮定して、そこに関わりのある人間達が私達をこうしたとすると、彼女の顔を知っている人間がいてもおかしくはない。危険視して隔かく離りしたのかもしれない。あるいは単に一つの倉庫に入れるのは狭すぎるから分けただけかもしれないが」

「別に捕まえた奴なら狭くてもいいだろ。狭がらせとけよ」

「だが、彼らがここに入ってきて我々で遊ぼうとしたとき、狭いと嫌いやだろう？」

　幸也はしかめっ面を彼女の言葉に対する返答にした。

（ええと、今のやりとりはどういう……あっ……）

　遅おくれて理解する。その瞬しゆん間かん、今の状況が現実味を持って理法の頭の中に食い込んできた。自分達は完全に捕らえられている。つまりそれは、何をされても抵抗できないということだ。自分は命令されるのは好きだが、それは見知らぬ他人に何をされてもいいというわけではない。命令には信しん頼らい関係がなくてはならないのだ。

（た、大変、です。とりあえず、脱だつ出しゆつしないと……！）

　幸ゆき也やにならって、腕うでに力を込めてみる。当然、無理だった。手首が痛くなるだけ。

　どうすればいいのだろうか。夜や子こがしているような不吉な予想が、形をもって、首筋の裏に生臭い吐息を吹きかけている気がする。

「……くっそ、解けねえ……なあ夜子。助けとか来ると思うか？」

「どうだろう。ちなみに私は少し前に目覚めていたよ。一人では何もできないし、意識のないふりを続けていたんだが……ここの周りが高い塀へいで囲まれていたのは見えた。鉄てつ壁ぺきだ。きちんと見張りが働いているなら、《首割れ》だけでなく、人間も侵入するのはほぼ不可能だろうね」

　さらに不安になる情報だった。夜子はそんな理り法ほうの顔を見て、

「だが心配はいらないよ。なぜなら──」

　がちゃり、とドアノブが捻ひねられる音がした。

　はっと理法がそちらを見ると、そこにいたのは、見覚えのある小さな少女の姿。

　夜子が唇を曲げて言った。

「──なぜなら、それでも助けは来るからだ」

「遅れてごめん。みんな無事？」

「優ゆう理りちゃん！」

　彼女は周囲を警戒するように首を回したあと、こっそりと部屋に入ってきてドアを閉めた。

　夜子の余よ裕ゆうは、助けを既に呼んでいたからだったのか。でも、この状況でどうやって連れん絡らくを……と考えたところで、理法は思い出した。夜子のＥＣ、《奔放な電波ボヘミアンプラズマ》。会合前に通話させてもらったように、夜子は優理の携けい帯たいと通話が繫つながる状態をそのまま維い持じしていたのだろう。

「電話をかけておられたのですか？　いつのまに……」

「目が覚めていた、と言っただろう？　この倉庫に押し込められる前に、ちょっとね」

　飄ひよう々ひようと夜子が言い、幸也は肩を竦すくめるような動作を見せ、優理はポケットからカッターナイフを取り出して幸也のロープを切り始める。そこで理法は被服部のサガとして、優理が今までよりもやや大きめの制服を着ているのに気付いた。当然、気になっていたほつれもない。会合の間に隠かくれていた場所で着き替がえてきたのだろう……何にしても、彼女が一いつ緒しよの場所にいなかったからこそ助かった。これを予期していたわけでもないだろうけれど。

　幸也のロープが切れ、次に幸也は理法を、優理は夜子を解放にかかる。そのときぽつりと、

「さっき、少しだけここを見て回ったけど。この場所はやばいわ」

「どういう意味で？」

「端たん的てきに言えば」

　優理は視線を固定したまま、吐き捨てるように、

「狂ってる」

　理り法ほうはぎょっとして、幸ゆき也やと夜や子こは眉まゆを寄せるようにして、視線で彼女に真意を問う。

「あってはならないものを見たわ。いくら教育的指導してもし足りない。ここにいる奴らは、恐怖の裏返しか、とんでもないことをしてる。なんと言えばいいのか──」

　歯切れの悪い言葉だった。いったい何を見たのだろう、と理法が内心で首を傾かしげたとき。

「──お前らッ！　何してる！」

　倉庫のドアが開かれた。そこには目を見開いた一人の男子。まだロープは解けない。

「幸也くん、私のことはいいので、逃げ──」

「られるか！」

「私は置いて逃げられたら困るな。きっと一人では生きられない。トイレにも行けない。実は私も尿し瓶びんプレイはどうかと思っていたんだ」

「冗談言ってる場合じゃないでしょ！　ええい、もう少しなのに……！」

「わざわざ捕まえてきた奴ら逃がしたら、剣けん斎さいになんて言われるかッ……《姫ひめ鶴つる一いち文もん字じ》！」

　ただ一つの出口に立ち塞ふさがる男の手に握にぎられたのは、剝むき身の日本刀。鋼の輝かがやきは博物館で見るには美しいが、実際に向けられるとただ冷たいだけだ。血を凍らせる無機物の温度。おそらくは剣道部、戦せん闘とう特化のＥＣだ。彼が一歩を踏ふみ出しつつ、

「動くな、大人しく座ってろ！」

　ああ、それは諦てい念ねんという味方さえ得られれば甘美な命令。けれど従いたくない。けれど甘美だ。絶望的な二律背反が理法の思考を止めようとする。

　しかしそのとき──思わぬ救いの手が差し伸べられた。

　ただしそれは、死臭と死後硬こう直ちよくで形作られている手だったが。

「へ？」

　こちらに刀を突きつけていた彼が、間抜けな声を発する。

　廊ろう下かからいつの間にか忍び寄っていた《首割れ》が、そのぶらぶら垂れ下がった首の切断面にできた第二の大口をぱっくりと開いて、彼の頸けい動どう脈みやくを美味おいしそうに食い千切っていた。
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　新武道場・敷しき地ち内】




「おいおいどーしたよ、変態カエルちゃん達たちよー。あたしとヤりたいんだろ？　逃げてばっかしだとつまんねーぜ」

「誤解だ！」「そう誤解！　だからまずは話を……ひええええ！」

　転がるようにして、双六と秋津穂は乃の愛あから飛んでくるメスを回かい避ひする。後ろにあった自じ販はん機きにメスが突き刺さり、半はん壊かいから全壊へと状態をランクアップさせた。まだ中身が残っていたのか、断だん末まつ魔まのようにジュースの缶が何個もその口から吐き出される。

　双すご六ろく達たちはなんとか断末魔の声だけは上げていなかった。立ち向かうことを最初から完全無欠に放ほう棄きしているからこそ可能な、百パーセントの回避行動。そうでなければ生きてなどいられない。乃の愛あがまだ本気を見せていないのも幸いしている。

　彼女はそこでふと思い出したように、連れていた金きん髪ぱつ幼女の首輪に繫つながる鎖リードを引っ張った。この休きゆう憩けいスペースにあった電話ボックスの中に適当に押し込み、鎖を電話台に巻きつける。

「へむー？」

　彼女を閉じ込めたボックスの扉とびらを閉めてから、乃愛は準備体操のように首を回した。

「ペットはここでお留守番、と……こっからは散歩先で飼い主がお楽しむ時間だ。会合場所とやらに行ってみたはいいが、もうもぬけの殻からでよー。しょーがねえから、近くにあるっつー本拠地に来てみたんだが……こっちも外れじゃなくてよかったぜ」

「いや外れてるんだけど。俺おれ様さま達無関係なんだけど。マジで」

　勿もち論ろん、乃愛は聞く耳など持たなかった。

　双六達は必死に逃げようとするが、逃げきれない。何度か背筋がひやりとする場面を経て、武道場を囲む高い塀へいを背に、追い詰められる──

「双六。中に？」

「逃げるしかねえだろ。頼たのむ！」

　乃愛がメスを投とう擲てき。双六は横に転がって回避。しかし秋あき津つ穂ほは後ろに下がるだけ。背中が塀に当たり、避よけきれないメスが彼女に飛来し──だが突き刺さったのは彼女の眉み間けんではなく、背後の塀の表面。

　秋津穂は《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》で、背後の塀にそのまま身体を潜もぐり込ませたのだ。たとえ彼女が能力で潜り込んでいる最中の塀であっても、彼女以外にはただの塀として扱われる。秋津穂はさらに塀の中を立ち泳ぎして縦に上昇、塀の上部から再びつぷりと腕うでを出し、

「双六！」

　双六はその腕を摑つかみ、支えにして一気に塀をよじ登る。乗り越こえて敷しき地ち内に降りた直後、塀の逆側からカツカツとメスが刺さる音が聞こえた。助かっ──いや。これは投げたものが刺さった音ではない。ピッケルのようにメスを突き刺して登っている音だ。

　予想通り、すぐに塀の上に乃愛の顔が現れ、

「仲間ンとこ行くのかぁ？　いいぜ、案内してくれよ」

「し、しつけぇ。いないっつってんのに！」

　塀を乗り越え、乃愛も武道場の敷地内に侵入。双六がさらに逃げようとしたとき、

「お前ッ……!?」

「あ、どうもこんにちは。乃愛ちゃんでっす。ホラいるじゃねーか仲間」

「仲間じゃねぇ！　ぶっちゃけ知らない奴！」

「そうだな。こう、して……解剖バラされたら、もう仲間じゃなくて肉だもんなー」

　この武道場グループの一人だったであろう、乃の愛あの侵入を見み咎とがめた男子はもう殺されていた。肉にく塊かいが地面に倒たおれる。わかってはいたが、双すご六ろくは戦せん慄りつした。人種が違ちがいすぎる。この女はまともに対面してはならない人間だ。そうならないための策だったのに。

「なあ待てって、変態カエルちゃん達たちよ。さすがにあんなシーン見ちまったら興味出て当然だろー。だからてめーらが悪いんだぜ。切開くぱあってやらせてくれよ。大丈夫、二人並んで仲良くやってやるし、スク水は極力残してやっから」

「せ、せっかくのお誘さそいだけど拒否させてもらおうかな！　めっさ嫌いやです！」

　幻覚で誤ご魔ま化かそうにも、追われ続けている状況では厳しい。見破られれば一巻の終わりだ。

　塀へいに囲まれたこの敷地は大きく建物が二つあるようだった。武道場と合宿所。そのどちらにも知り合いはいない。建物の壁かべに沿って移動──騒さわぎを聞きつけて何人かの生徒達がまた現れ、そして行きがけの駄だ賃ちんのように乃愛に殺されていく。ひょっとしたら建物の中に入って大騒ぎして人を集め、あえて乃愛とぶつけたほうがよかったかもしれない──今更遅おそい。騒ぎという意味でなら既に充分騒がしく、放っておいても人が集まってきている。問題は乃愛がその次々と現れる供物で満足するより前に、双六達がその供物の仲間入りをしそうなところだ。

「てか、あいつらだってマジで仲間じゃねぇもんなぁ。俺おれ様さま達を助けてくれると思うか？」

「見ねえ奴らだとりあえずまとめてぶっ殺せって言いそう」

「ですよねー」

　直後に双六は飛び離はなれ、秋あき津つ穂ほはその場の地面に倒たおれ込むように潜もぐる。乃愛が剣道部っぽい男子や柔道部っぽい男子を殺しながら片手間に投げてきたメスがぎりぎりで通過していった。

　いつしか──敷しき地ち内の一番奥おく、裏庭のような場所に追い詰つめられる。さすがに二人とも息が切れてきた。しかしそれ以上に息が止まる理由があった。

　その裏庭に満ちる、血と死の臭い。呻うめき声。

「……アァ……あアァ……」

「おい……なんだよ、これ……？」

「ちょっと、これは……趣しゆ味み悪すぎっしょ……」

　視線が吸いつけられる。閉じた裏庭の一番隅すみ。そこにある、木材で作られた閂かんぬきと小さな南なん京きん錠じようで施錠されたプレハブ小屋に。檻おりのように補強された窓から見える、その中で窮きゆう屈くつそうなほど無数に蠢うごめく、見慣れた彼らの姿に──

　実際に足を止めていたのは数秒だけだっただろう。だがその数秒が致命的だった。

　秋津穂に首根っこを摑つかまれ、彼女が地中に潜る勢いを利用して引き倒される。文句を言う暇ひまもなく、耳のすぐ横をメスが掠かすめていくのがわかった。熱くぬるりとした感覚。

「ちょっと、血！」

「掠っただけだ！」

　いやあやばいぞ。こいつはやばいぞ。天才ギャンブラーの窮地。マジで死にそうだ。死ねば助かるのに？　少なくとも今は死んだら死ぬような気がする。

「双すご六ろく、さっきみたいに塀へい乗り越こえて逃げよう！」

「いやあ……そうしたいのは山々だが。向こうがそんな暇、くれるかなぁ……？」

　這はい蹲つくばった姿勢から、立ち上がろうと膝ひざを立てたところで。

　背後の状況が、視界に入ってしまう。

　ここが既に彼女の支配圏けんであることを示す、絶望的な距きよ離り感。ニヤニヤと笑いながら、乃の愛あがゆっくりと近付いてきていた。さっきよりずいぶんと色鮮あざやかな色しき彩さいになっていて、頰ほおが上気している……おそらくは快感で。前菜が終わっていよいよメインディッシュな気分か。

　さらにはこの武道場グループの人間も、もう後には引けないほどヒートアップしている気配。乃愛に殺された人間を見ての悲鳴や怒号が、渦うずを巻いてこの場所に近付いてきているのを感じる。さっき秋あき津つ穂ほと話していた通り、自分達たちも一いつ緒しよくたに殺そうとするだろう。

　どうする。どうする。どうする？

「アキ。お前だけなら泳いで逃げ──」

「ぶん殴っぞコラ」

　理不尽にも実際に殴られつつ言われた。地中からの突き上げボディブローだ。痛かった。

　秋津穂は睨にらむように双六を見て、そのまま視線を乃愛に動かした。

「……なんかあるでしょ。あんたの好きな大逆転。誰だれもがあっと驚おどろく奇策」

　双六は少し考えて、

「ないわけでもない」

「じゃあなんでやんないのさ」

「さすがに、これはどうかなってな。だいぶ迷めい惑わくだぜ。極悪人だぜ」

　秋津穂はふんと鼻を鳴らした。

「あんたさあ……ひたすら卑ひ怯きように小こ狡ずるく生き延びるって決めたんでしょ。だったら……やりなよ。悪人になったって知ったこっちゃないよ」

　そして──彼女は一つ、息をついて。

　呆あきれたような、微び苦く笑しようを浮かべて。

「他の誰が、あんたのこと見損なったって言っても。あたしは、あたしだけは……最後まで、あんたの味方でいてあげるからさ」

　それで吹っ切れた。

　双六はさっきから目をつけておいた、足元に転がっていた金属バットを拾い上げて。

　背後のプレハブ小屋、そのドアにかかっていた閂かんぬきを外して。

　最後に残った防ぼう壁へきである小さな南なん京きん錠じようの金具に、バットを思いっきり振り下ろした。




　そして、そこに閉じ込められていた、飼われていた《彼ら》が──外へ。
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　新武道場付属・清風館・第二倉庫内】




　ぷじゅるぷじゅる。うじゅるじゅる。じゅぱっ。

　おぞましさと忌まわしさという概がい念ねんの代表者が、男子の首筋に嚙かみついて肉を食っている。血と体液を撒まき散らしながら咀そ嚼しやくしている。彼の身体は既にぐったりとして人形のように足首を斜ななめにしている。

（なに、が……？）

　理法は自問する。答えたのも自分だ。わかりきっている。あれが何かは、誰だれもが知っている。

《首割れ》。《首割れ》だ。最初に死んだ彼ら。危険な舞ぶ台たい装置として配された彼ら。しかし、なぜ。なぜここに？　この場所は、塀へいで厳重に囲われていると言っていなかったか？

「まずい、これはっ……急いで幸ゆき也や！」

「充分に急いでる！　あの食べ物に飽あきたら次は俺おれ達たちの番だろ！」

「それだけじゃないわ。こいつらはおそらく、《首割れ》を飼って……だから一匹だけじゃなく……よし切れた！　立って夜や子こ、逃げるわよ！」

「こっちもだ！」

　理法の身体を縛しばっていたロープもようやく解ける。自分達を眠らせて拉ら致ちしたグループだけでなく、《首割れ》。理解できないが、一刻も早く逃げなくては、と理法が顔を上げたとき。

　影かげが、かかった。

　見上げる。

　不可思議なシルエットが、すぐそこにあった。首から下はぎこちない動きの生徒。首はぱっくりと割れて、千切れかけの状態で後ろに垂れる。その隙すき間まに生まれた乱らん杭ぐい歯ばの柵さく。

　部屋の入り口から、今まで男子を齧かじっていたのとは別の《首割れ》が、いつのまにか何体もこの倉庫に入ってきていた。そして理法のすぐ目の前にいた。手を伸ばせば簡単に届く距きよ離り。

（ええと……？）

　理法の脳は理解を拒絶して身体のスイッチを押さない。鼻孔に血の臭いと何かが腐くさったような臭いが届いても押さない。

　右から一体の捻ねじれた指の手が伸びてきて。左から別の一体の牙きばが近付いてきて。

　ああ、終わりだ。そう思ってしまって、ふっと意識が遠くなった瞬しゆん間かん──

「理法！」

　何かが身体にぶつかってきて、ちょうど立ち上がろうとしていたところだった理法はバランスを崩くずして床に倒たおれる。

　代わりに、自分を突き飛ばした誰だれかが、死人の手に摑つかまれて。

　同時に、もう一人の死人がその喉のど笛ぶえに嚙かみついたのが、見えた。

　中学生じみた小さな身体が、化け物の力ですうっと飛ぶように向こう側に引き寄せられる。そのまま《首割れ》の身体の向こうで捻ひねり倒されて、彼女の姿が見えなくなった。何かが床に叩たたきつけられる音。彼らはそこに膝ひざをついてしゃがみこむ。そして何かを始める。先程まで剣道部の男子生徒を齧かじっていた三体目もそこに合流した。

　理り法ほうには見ることのできない、化け物達たちの身体の向こうで。




　咀そ嚼しやく音と、血ち飛沫しぶき。




　捕まれて嚙みつかれた瞬間の、彼らに引き寄せられる瞬間の。

　優ゆう理りがこちらを見て浮かべていた、安あん堵どしたような笑顔が、頭から離はなれない。
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　　第四章　【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始四日目／夕方／『──』まであと37:40:28







【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　新武道場・男子トイレ内】




　武道場が大混乱に陥る中、双六達たちは一度外に脱だつ出しゆつし、しかしすぐに戻ってきていた。外に出たのは必要なものが外にあったからで、中に戻ったのはその次に使う必要なものが中にあったからである。

　双六達は男子トイレの個室に籠こもっていた。掃そう除じ用具入れから見つけたバケツを便座に置き、そこに双六は──ついさっき外の自動販はん売ばい機き（乃の愛あのメスがとどめを刺したやつだ）から拾ってきたジュースの中身を、どぼどぼと注いでいる。

　秋津穂はしかめっ面でトイレの壁かべから顔を出していた。

「あのさー、この壁に潜もぐってるあたしの気持ち、わかる？　マジ最低だよ？　なんかこびりついてる感じがしてめっさ嫌いや」

「床から顔出すよりは最低じゃねぇだろ」

「うげー。つーかさ、なんか外、マジとんでもないことになってるみたいなんだけど……《首割れ》が大暴れして、んでそれを乃愛がやったりここの奴らがやったりでもう滅め茶ちや苦く茶ちや」

「何十体もいたからな。そりゃパニックにもなる。能力の練習台とかに使ってたんだろうけど、よく飼おうなんて思ったもんだ」

「……よかったのかな？」

「し、仕方ねえだろ。お前がやれって言ったんだし」

「やれとは言ってないですー。やるようなクズでもえんがちょはしないって言っただけ。可か哀わい想そうだから。だいたい、あんたがクズだなんてことは、幼よう稚ち園えんからの腐くされ縁えんのあたしが一番よく知ってるっての」

「おい、いくらなんでも幼稚園のころの俺おれ様さまはまだ純粋に可愛かわいいだけだったろ。クズの要素とかなかったろ？」

「うっさい。さっさと働く」

「お前も働けよ。見張りは──」

　言いかけたとき、トイレの入り口から物音がした。双六は作業の手を止めて、秋津穂と顔を見合わせる。彼女がするすると壁を泳いで仕切りの上から入り口を見、自分の首を掌てのひらで切るような仕草で《首割れ》だとこちらにアピール。

　個室のドアに鍵かぎをかけてはいるが、それだけでは不安だった。一いつ旦たんジュースのチャンポンを作っているバケツを足元に避ひ難なんさせ、蓋ふたをした便座の上に慎しん重ちように立って個室の外を見る。双六のＥＣは視界の中にあるものしか使えない。

「……《対価不要のファンタズマnot_rick_node_vice》……」

　囁ささやいて、今いる個室の入り口に、トイレの壁かべの幻げん影えいを被せた。《首割れ》が何をもって獲え物ものを知覚しているのかは未いまだによくわからないが、視覚も無関係ではないだろうという気はする。

「アア……ゥア……」

　足を引きずるような音がトイレの奥おく──この個室の前まで移動。自分の心臓の音がうるさい。ばん！　といきなり戸が叩たたかれてどきりとしたが、しばらくすると足を引きずるような音は再び入り口に向かっていった。どうやら方向転てん換かんする際に、後ろに倒たおれた首が戸に当たっただけらしい。幻影の壁の見た目と当たった音の違ちがいに気付けるだけの知性はさすがにないようだ。

　ほっと胸を撫なで下ろし、また作業を再開する。

　──《首割れ》達たちを解放した混乱に乗じて、首尾よく乃の愛あからは逃げられたが。ここでこの場を立ち去っても何も変わらない。マイナスがゼロに戻っただけだ。ギャンブラーは常に勝利を目指す。負けて家に帰るわけにはいかない。

　せっかく起こしたこの混乱に乗じて、益を得る。そのための行動を起こしているのだ。

「……」

　ふと、頭に思い浮かぶ疑問がある。

　これまでにやったことが正しいのかどうか。

　これからしようとしていることが正しいのかどうか。

（わかんねーよ、そんなのは）

　双すご六ろくは、ずっと味方だと言ってくれた腐くされ縁えんの悪友の存在を傍そばに感じながら、クズらしく開き直って答えを放ほう棄きした。

　ギャンブルとはそういうものだろう？

　正しいかどうかじゃない。

　勝つか、負けるかだ。
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【刃は桜ざくら真ま百合ゆり　──　新武道場・清風館】




　地じ獄ごくのような光景だった。どうしてこんなことになっているのかわからなかった。

　そこかしこから悲鳴や怒号が聞こえている。建物の中からも、外からも。無数に転がる死体。剣けん斎さい以外はどうでもいいが、それでも仲間で、顔見知りであった人間の死体。彼に色目を使ってうざいなと思っていた女も、無残に腸を飛び出させている今であれば挨あい拶さつくらいはしてやってもいいと思える。返事は返ってこないだろうが。

　死体は二種類あった。怪物の咀そ嚼しやく音と共にあるもの。もう一つは、窓の外に見える、鋭するどい刃物で身体を開かれているものだ。さっきちらりと姿も見えた──枯かれ山さん水すい乃の愛あの仕し業わざ。なぜかここに来ている。

「どうなってるのよ……何が起こってるのよ！」

　死と混乱がここには満ちている。頭を抱えてしゃがみ込みたかった。何もかもを忘れて。周りの全すべてから目を背けて。しかしそれでも、真ま百合ゆりの頭から離はなれないものはある。

　──彼に言われた役割だけは、果たさないと。

　──そうしなければ、彼に失望される。

　──捨てられる。

（あいつらを……逃がすのだけは、だめ……！）

　彼らを閉じ込めた倉庫部屋に急いで向かう。その途中で何度も心が折れそうになる。齧かじられただけでなく《首割れ》に手足を引き千切られた死体。ついさっき下品な冗談を飛ばしてきた仲間の上半身。スカートをめくり上げられて今まさに《首割れ》がその股こ間かんに顔を埋うずめようとしている女子と目が合って「た、たすけ……」勿もち論ろんそれは愛あい撫ぶ目的ではなく太ふと股ももの柔らかい肉を齧るためで次の瞬しゆん間かんに彼女は失禁して下半身を血と尿で染めてショック死した。

　虐げられていた《首割れ》の反はん撃げきのように思えた。ＥＣの練習台、あるいは暇ひま潰つぶしの遊び相手、またあるいは──歪ゆがんだ欲望のはけ口としていつしか飼うようになっていた、彼ら。ストレス解消の手段としては必要だったのかもしれないが、やはり、正しくはなかった。真百合だって好きではなかった。裏庭で、ゲームのように一匹を殺すまでにかかった時間を競ったり、手足を少しずつ切り落としてどこまで動けるのか笑いながら見ている仲間達たちの姿を見るたびに、嫌いやな気分にはなっていたのだ。だから許してくれなんて言う気はないが。

　そのとき、通り過ぎようとした廊ろう下かの掃そう除じ用具入れの中でがたんと音がしたように思えた。《首割れ》……いや、むしろ、逆だ。こんなところに入るのは。

　慎しん重ちようにそこを開けてみると、中から誰だれかが飛び出してきた。腰こしを抜かして廊下にへたり込み、

「あ、ああ、ひぃぃぃっ！　た、たすけ、たすすっ！」

「あんた……」

「あっ！　まゆ……は、はざくら、さん。そ、その、ボクは……」

　醒さめヶが井い抗こう作さくだった。太った身体。生理的嫌けん悪おを覚える視線。不快な体臭。

　廊下の向こうに、新たな《首割れ》がずるずると歩いているのが見えた。この調子では、彼らを閉じ込めた倉庫部屋のあたりはもっとひどいことになっているかもしれない。

　一瞬で判断。大事なことは何か。すべきことは何か。

　真百合はその場にしゃがみ込み、廊下に尻しり餅もちをついていた抗作と視線の高さを合わせて、彼の手を取った。勿論、膝ひざは自然に少し離はなして、スカートの中身が彼に見えるようにした。

　脂ぎった手。こんなときでもやはり下方に向けられる視線。不快を押し殺して、

「お願いがあるの。もう、頼たよれるのはあんたしかいないの。さっき捕まえてきた奴ら、いるでしょ？　この騒さわぎに乗じて何かしてるかもしれないから、逃げないよう見てきて。もう一回あんたの力で眠らせてくるとかでいいから」

「え、で、でも、こ、こんな、もう、《首割れ》が……」

「お願い。本当に、お願い。これ、聞いてくれたら」

　吐き気の代わりに真しん摯しさが伝わることを願いつつ、真ま百合ゆりは彼の目を覗のぞき込んで言った。

「なんでも、好きなことしたげる。なんでも」

　さりげなく彼の手をさらに引っ張って、縋すがるように、その手を自分の胸に押しつける。

　ズボンを膨らませていた彼は、その瞬しゆん間かんにぷるりと身体を震ふるわせて、おそらく射精した。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　新武道場・清風館・倉庫内】




　現実味のない、ふわふわとした綿毛の中に閉じ込められているような感覚だった。だから何も考えず、何も感じず、何も思わず、ただ視界に映るものを見る。

　幸ゆき也やが《首割れ》達たちの中に突っ込んでいく。殴りつける。蹴ける。死者と化してリミッターの外れた彼らは肉体的にも遥はるかに頑がん強きようだ。よろめいただけで幸也の身体を逆に摑つかみ──第二の喉のど口で嚙かみついた。一人。二人。残りはまだ床に這はい蹲つくばって何かをくちゃくちゃ。その身体の陰かげに見えるスカートの色。

「ぎッ……」

「幸也！　これを！」

　夜や子こが倉庫の棚たなを引っ搔かき回し、木刀を見つけて幸也に投げる。それを受け取った彼は、

「……《治療記録インジユアリーレコード》……右上じよう腕わん部ぶ咬こう創そう、左鎖骨部咬創、記録ッ！」

　強引に木刀を振り回して拘束を脱だつすると同時に傷を一時保存、さらに《首割れ》達の中に踏ふみ込む。彼女の姿が見えなくなったところに。木刀で牽けん制せいしつつしゃがみ込む。彼の姿も見えなくなる。だがやがて唇を引き結んだ表情で立ち上がる。彼だけは立ち上がる。木刀でまた《首割れ》の頭を打って隙すきを作り、怪物達の腕うでの下を潜くぐり抜けてこちらに戻ってくる。

「っ……右手第三指及び第四指骨折、記録……」

　彼が右手を持ち上げてその掌てのひらを見たのは、指の骨折を治したからだけではないだろう。

　その掌には乗っていた。

　彼が《首割れ》の中に飛び込んで、歪ゆがめた顔で取ってきた──それを取ってくることしか、できなかった、もの。

　ビー玉サイズの、黒い玉だ。

　それを見て、初めて、すうっと理法の胸の中に一つの事実が落ちてきた。

　はっきりと、理解した。




　薬やく園えん坂ざか優ゆう理りという少女は。

　死んだのだ。
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【林はやし凜りん　──　新武道場・清風館・倉庫内】




　ＥＣ能力を使って変身し、両りよう腕うでに渾こん身しんの力を込める。が、

「くうっ……千切れない。なんでよ！」

「向こうにリンリンの顔を知ってる人間がいたみたいね。中国拳けん法ぽう同好会の人間だって。戦せん闘とう系の能力だと警戒したんでしょう」

「で、あたしだけ特別な拘束ってわけね。まったく……」

　猫ねこ啼なきにはただのロープだったが、凜に対しての拘束は不思議な蜘蛛くもの糸のようなものが使われていた。誰だれかのＥＣの産物だろう。細いわりに不可解な強度がある。

　先刻から、部屋の外がにわかに騒さわがしくなっていた。何か状況が変わったのだろうか。わからないが、何にせよ早く脱だつ出しゆつするしかない。

「どうしよう。こんな状態じゃ何にもできない。とりあえず自由にならないと──」

　もがいていると、猫啼が真顔で凜を見つめてきた。

「ねえ。最後の手段……まだ、試してないけど」

「いや、まぁ。そうだけどさ。あれは本当に最後の手段だし。何かまだ他の手が」

「なさそうだから言ってるの」

「……あのさあ、武たけ田だはさあ……」

　そんなことを言いかけたとき、不意に、部屋の扉とびらが外側から倒たおれ込んできた。凜は蓑みの虫むし状態のままはっとして、猫啼の前にずりずりと移動しようとする。だがその必要はなかった。

「ぐっ……右肩脱だつ臼きゆう、及び肩甲骨亀き裂れつ骨折、記録……無事か、先せん輩ぱい」

「石いし堂どうくん。ええ、私はなんともないわ。リンリンも。そっちは？」

「……」

　夜や子こに手を引かれている理り法ほうがぴくりと肩を震ふるわせて、幸ゆき也や達たちの顔をおどおどと見上げる。幸也はそっと目を伏せて何を言うべきか考えていたようだったが、ややあって、

「……今は、話をしてる時間が惜しい。とりあえず脱出しよう」

　その言葉を聞いた理法が、どうしてか、ショックを受けたように顔を歪ゆがませるのが見えた。
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【白しろ鷺さぎ理法　──　新武道場・清風館・倉庫内】




　ぼんやりと、疑問に思っていた。

　どうして普ふ通つうなのだろう。

　どうして耐えられるのだろう。

　どうして幸ゆき也やくんはこんなにも冷静なのだろう。

　人よりも強いということなのだろうか。自分よりも強いということなのだろうか。

　自分は駄だ目めだ。

　優ゆう理りちゃん。

　こう呼ぶようになった初めての友達の一人。

　　んでしまった。

《首割れ》に　じられて　べられて　血がたくさん　れて　んでしまった。

　ああ脳のう味み噌そがまだそれを認識したくないと抵抗している。

　周りのほとんどが不確か。足は今にも砕けて散りそう。呼吸が胃液になりそう。

　ただ、その中で唯ゆい一いつ、ぎゅっとこちらの手を握にぎって引っ張ってくれている夜や子この手の力だけは確かだった。

　彼女はいつもの軽口を叩たたかない。普段はとらえどころのない深さを湛たたえる眼まな差ざしも、今はいつもと違ちがって何かに耐えるように細められている。それは彼と同じなのか？　違うのか？　わからない。それでも、その掌てのひらの確かさだけは、理り法ほうにとっての唯一無二。

　それは、ただこれだけをお前は感じていろと無言で命令されているようで、今は何も考えるなと命令されているようで。理法には大人しく従う以外の選択肢はなかった。

　そうすれば、少なくとも──あるいは、かろうじて。

　麻ま痺ひした涙るい腺せんが解凍されて一歩も動けなくなることだけは、避さけられた。
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【林はやし凜りん　──　新武道場・清風館・倉庫内】




　何やら幸也達たちの雰ふん囲い気きがおかしい気もしたが、それよりも、

「ていうかどうなってんの？　なんか外が騒さわがしいんだけど！」

「《首割れ》の群れが大暴れしてる。どうもここで飼ってたやつみたいだ」

「はあ？　何それ、大事じゃないの！」

　糸をほどいてもらおうとするが、彼の持っているカッターナイフでも切ることはできなかった。先に猫ねこ啼なきのほうが自由の身となる。それはそれでいいのだが。

「まずいな。ここは間口が狭い……とりあえず建物の外に出よう。安全な場所に行ってほどく」

「しょうがないけど、マジ急いで」

　凜りんは縛しばられたまま、幸ゆき也やに担がれて部屋を出る。右を見る──死体と、それに群がる《首割れ》が数匹。ここは建物の中でも奥おくまった場所なので窓がない。一同は廊ろう下かを左に進んだ。さらに突き当たりのＴ字路、今度は左に死体と《首割れ》。右に行くしかない。同じようなことを何度か繰くり返すと、やがて両開きの扉とびらの前に辿たどり着いた。プレートには《室内練習場》とある。無視して進もうとした先にはまた《首割れ》が山盛りになっていて、避さけるなら進路は扉の中一択。室内練習場にも窓はあるだろう。そこから脱だつ出しゆつできれば、と一同は中に入った。

（……駄だ目めね）

　幸也の肩に担がれたまま、凜はその空間を見回してすぐに舌打ちする。

　そこは教室二個ぶんほどの面積の、狭めの体育館のような場所だった。窓がないわけではないが、通常の位置にはない。左右の壁かべの下部に細長い窓、しかし通気用らしく格子がついている。壁の上部にもあるが、それは採光用で、斜ななめに押し開くタイプだった。人が通り抜けられるようなものではない。同じく採光用のガラス戸が天井にもあったが、嵌はめ殺しなうえに天井まで張りついて登るスキルが必要だ。不可。

　その造りを確認していたとき、不意に何かが叩たたきつけられるような音がした。振り向く。

「な……」

　入ってきた扉の上部に、小さなテラスのようになっている場所があった。扉横の梯子はしごから上れるようだが、今はその梯子自体が上に引き上げられている。

　そのテラスから──男子生徒が落下していた。目を閉じていて、受け身も取らずに床に跳はねる。首がぐねりとありえない方向に曲がって、やはり、動かない。

　問題は、それに呼応するように、ぎいい、と扉を開けて《首割れ》が現れたのと。

「け、計算通りだ。ははは。やっぱりだ」

　そのテラスの上に──たった今男子生徒を投げ落とした、別の太った生徒がいること。

　興奮して赤らんだ顔、汗だくの全身。挙動不ふ審しんに目をきょろきょろさせている。

「ボクは、餌えさ係だったんだ。押しつけられた死体処理係みたいなものだったけどクソッ。だから扱いには慣れてる。こいつらが好きそうな餌がわかる。好き嫌きらいはそれなりにあるんだよ。ほんのちょっとの違ちがいだけど。知りたい？　知りたい？　わかりやすく言えば、モテそうな奴がいいんだ！　あんまりデブってる奴とか肉のない奴は駄目で。スタイルいい奴がみんなスキ！　顔もイケメンとか美女のほうが喰くわれやすい！　まあ他にも微び妙みような好き嫌いポイントがあるけどそこまで教えてやらなーい。人間だったころの本能がまだ残ってるのかもしれないなこんなとこでも格差社会なんだよなハハハそうこなくっちゃ！　ざまぁ！」

　凜は目を細めて思う。悪いが絶対友達になりたくないタイプだ。

「だから廊下にその好きそうな餌を選んで置いといたんだ。ふふ、ふふふ、お前らはここに誘ゆう導どうされたんだよバカ！　バーカ！　いいか、だから、ええと、まだ餌のストックはある。みんなをこうするのは簡単だったよ、ボクみたいな奴でも、背中を守らせてって言えばみんな油断するし。いや、盾にする気だったのかも？　くそっ！　だから、後ろから手で口を押さえれば、ボクの《理想的なCHCl3昏睡エンスー》で一発だ。どんな奴でも関係ない最強じゃんボク！」

　興奮したように一方的に喋しやべる彼の横、そのテラスの床には、まだ何人かの生徒達たちが寝ねているのがわかった。誰だれもがぐったりしている。

「こいつらは高級フードだ。落としたらまた《首割れ》が来るぞ。もっと来るぞ。こいつらを喰くったら次はお前らの番だぞ。嫌いやだろ？　だから」

　額の汗を太い腕うでで拭ぬぐって。酸素不足に喘あえぐような呼吸をして、しかしなぜか性的興奮を覚えているように舌なめずりをしてから、

「だから──倉庫に戻れ。戻れよ！　死にたくなかったら！」

　彼は尊大に言った。しかしこちらが無反応なのを見て取ると、彼は苛いら立だった態度で眠った生徒をもう一人抱え上げた。テラスの手すりに乗せ、

「ちょっとあんた！　やめ……！」

「お前らのせいだからな！　ああクソ最低な奴らだ、ボクは悪くないないなーいッ！」

　新たな落下物。今度は死なない。餌えさはひうっと腕を捻ねじらせて薄うす目めを開けた。だが扉から新たな《首割れ》が現れたのは一いつ緒しよ。起きた生徒は自身が朝食となったことを知る。血ち飛沫しぶき。

（こいつッ……最低……！）

　怒りが湧わき上がってくる。だが、未いまだ縛しばられたままの凜りんには拳こぶしを握にぎることしかできない。

「お、大人しく戻るって言えば、こっち側にもっといいこのエサを投げて、《首割れ》を動かして、通り道を作ってやる。でなきゃ、ほら、喰い終わって、終わりだ。お前らが！」

　飽あきたのか喰い終わったのか知らないが。扉の前に陣取っていた《首割れ》がその向きを変えた。こちらに。不吉な呻うめき声と共に、のろのろと近付いてくる。それだけなら幸ゆき也やでも突破できるかもしれないが、扉の向こうから、さらに何体かの《首割れ》が現れていた。数が多い。そして戦えるのは彼だけで、気にかけねばならない女子が多すぎる──

　決断するときが、きた。

　凜は幸也の肩に担がれたまま、猫ねこ啼なきの顔を見て、

「……武たけ田だ」

「なあに」

「もし……もし、だけどさ。嫌じゃなかったら。武田が嫌じゃなかったら、でいいんだけど。その」

　視線を逸そらすしかなかった。恥ずかしかったから。

「武田の……あたしに、ちょうだい」

「うん。あげる」

　自分のとは違ちがう、女の子らしい柔らかな手が、頰ほおをそっと挟んだのがわかって。

　近付いてくる彼女の微笑が一瞬だけ見えて。

　そして、猫ねこ啼なきの柔らかな唇が、自分の口を塞ふさいだ。




　どくん。熱が注入される。躍おどる溢あふれる迸ほとばしる駆かけ巡る。

「──《殴打娘娘おーだーにやんにやん》ッ！」

　ＥＣ能力を発動、副次効果として姿が変わる。先程まではこの状態で力を込めても糸は千切れなかった。だが今は違ちがう。丹田を中心にして全身を巡る熱を、精気を、〝気〟を──腕うでに纏まとい、瞬しゆん間かん的に筋力を数倍にも増加。

「だっ……あああああああああ！」

　雄叫おたけびと共に、凜りんは全身を縛しばっていた蜘蛛くもの糸を引き千切った。驚おどろく幸ゆき也やの肩から、くるりと回転しつつ床に着地。

　凜のＥＣは、自身の姿を変え、パワーと格かく闘とう能力を全体的にアップさせるものだ。そして漫まん画がのような〝気〟を扱えるようになる。乃の愛あと対たい峙じしたとき、震しん脚きやくと共に地面を爆ばく発はつさせたように。それは強力な効果を生むことができるが、無制限に使えるわけではない。補給する必要があった。自分だけでも時間が経たてば回復はするが、より短期間で、集中的に〝気〟を得ようとすれば──他の誰だれかのものを、受け取るしかない。

　ちらりと視線を横に動かす。

〝気〟とは、生気で、精気だ。その譲じよう渡とは疲ひ労ろうを伴う。

　額に汗を浮かせ、息を吐いて、それでも女の子らしくぺたんとお尻しりから床に座り込む猫啼。

　彼女はこちらに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いた微笑ほほえみを浮かべて、にこりと言う。

「頑がん張ばって、リンリン」

　どうしても目がいってしまう、その形の良い唇から。

　聞き慣れた心地ここち好よい声が、今は自分だけに届けられる。

　どきりとした。きゅうっと胸の奥おくが引き攣つれるような感じがした。

「まかしといて」

　凜は平静を装って視線を前に戻し、内心で、いつものように自分に言い聞かせた。

　違う違う、あたしはノーマル。

　いくらキスをしたからって──




　女の子を好きになったりなんか、しないのだ。
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【武たけ田だ猫啼　──　新武道場・清風館・室内練習場】




　心地好い脱だつ力りよく感。身体の中の大事なものが、唇を通して彼女に浸透していった。

　床にへたり込んだ猫ねこ啼なきは、背中を夜や子こに支えられ、ぼんやりと顔を上げて見ていた。

　鬼神のように凜りんが《首割れ》に飛びかかる。無む駄だのない動作で自分の肉体に破は壊かい力を与え、一いち撃げき。華か麗れいで綺き麗れいな舞まいのよう。そう、彼女は綺麗だった。彼女自身は自分が女らしくないことを気にしているようだが、そんなことはまったくない。

「くそっ。くそっくそっ！」

　テラスの上にいる太った男子生徒が、舌打ちしながら新しい生徒達たちをどさどさと投げ落としていた。昏こん睡すいした生徒達は落下して身体に傷を負う。血を流す。あるいは死ぬ。それに反応してか、あるいは単に物音を聞きつけてか、次々と扉とびらから《首割れ》が現れるようになっていた。今まで廊ろう下かを塞ふさいでいた《首割れ》達が餌えさを食べ終えて集まってきているという可能性もある。

　だが凜は怯ひるまず、かつて生徒だったものを拳こぶしで粉砕していく。《首割れ》もただの死体以上の耐久力を持ってはいるが、火の入った凜の敵ではなかった。一人では手が回らない場面があれば、幸ゆき也やがフォローする。いくら《首割れ》が現れようと、押し切られる要素はない──

　はずだった。

「……!?」

　凜が手甲に包まれた自分の手を持ち上げ、ちらりと見たのがわかる。猫啼も違い和わ感かんを覚えている。凜に力を与えた脱力感だけでなく、なぜか、瞼まぶたが重くなっている気がする。そして、よく見れば──どことなく、《首割れ》の動きも鈍にぶい。

「くふっ……ひひひっ……気付いた？　気付いたかバーカ!?　出られなくても窓は開けとくべきだったな！　さっきからずっと流してたんだよ、ボクの《理想的なCHCl3昏睡エンスー》！　こいつらは時間稼かせぎ！　ボクの能力はこいつらにも効くし！　ひひひはははは、どうせもうボクには何もできないとかクソ舐なめてたんだろ!?　犯すぞ！　そのせいでお前らは負けるんだッ！」

　しまった、と歯は嚙がみするが、既に遅おそい。あの教室での繰くり返しだ。刃は桜ざくら真ま百合ゆりとかいう彼女が展開した昏こん睡すいガスの大本──それを発生させていた人間が、眼前の男子だったのか。

「リンリンっ……！」

「ふっ、ざ、けんなぁぁぁっ……！」

　彼女の体内を巡るエネルギーが、青白い輝かがやきとなって足に蓄たくわえられる。床板を割りつつ、助走もなしに跳ちよう躍やく──数メートル頭上、テラスの彼と同じ高さにまで一いつ瞬しゆんで到達した。空中で回し蹴げりを繰り出す。が、

「ひいいいっ!?」

　男子は、眠っていた最後の女子生徒を咄とつ嗟さに身体の前に掲かかげて盾にした。ぴく、と凜の蹴りが止まってしまう。タイミングを逸いつし、顔を歪ゆがめて、そのまま重力に引かれて落下──ふらつきながら、膝ひざをついての着地。荒い息。再びの跳躍はできそうにない。

「ひ、ひひひ、殺せないの？　無防備な人間は？　バカ？　正義の味方か何か？　こんなときなのに、ああ、こんなときなのに！　殺せばいいのに、それができないイイ子ちゃん達は損をする！　それがわかったからボクはやるんだ、しっかり、しっかり！　ホラこうやってさ」

　ずるりどすんと自分の命を救ってくれた盾の彼女を無意味に突き落として殺して、

「何人も死んじゃったけどさ、約束だから！　お前らをちゃんとやったら、ははは、ひひひ、まゆりちゃんがさ、なんでも、なんでも好きなことをっ……あはぁっ……駄だ目めだ、やっぱ考えるだけで、出るう……うっ」

　どんどん息苦しくなってくる。対照的に、どんどん彼のテンションは高まってくる。

　視界が狭まってくる感覚。せっかく、凜りんが頑がん張ばってくれたのに。女同士でキスをするのなんか嫌いやだろうに、我が慢まんして、力を使ってくれたのに。

　こんなところで──

　それでも、諦あきらめたくはなかった。いろいろなことを。しかし戦う力のない猫ねこ啼なきにできたのは、支配者のようにふるまう彼への恭順を拒否すべく、顔を上げ続けることだけ。

　だから、猫啼が一番に、それに気付いた。

　頭の上に、影かげ。

　天井、嵌はめ殺しの天窓の向こうだ。

　そして気付いた次の瞬しゆん間かん、そこから何かがガラスを突き破って落下してきて──




　手に持っていた剣を、太った男子生徒の頭頂部に突き刺した。
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【識しき神がみ練ねり亜あ　──　新武道場・清風館・室内練習場】




　屋上に立つ彼女は、最後に一つ、嘆たん息そくする。だがやるべきことは変わらなかった。

　いくら口を尖とがらせようとも。不満を表明しようとも。勝てない。それが惚ほれた弱みだ。

　だから彼女は──背に翼を生やし、西洋的な鎧に包んだ識神練亜は──

　足元の天窓のガラスを破って中に侵入し、落下する勢いのまま、逆手に持っていた剣の先端を真下にいた喋しやべるブタの頭に埋め込む。

　さっきかろうじて聞こえてきた下劣な言葉には、一応の反論をしておいた。

「──自信満々だったところ、悪いけれど。私は殺せるわ。いついかなるときも。どんな弱い人間でも。無防備な人間でも……可愛かわいい弟の頼たのみならばね」




《撃剣神装ヒズ・ヴアルキリー》。

　それは識神練亜の身体を、その名の通り、まるで戦乙女おとめのような翼つばさと軽けい鎧よろい、目元を隠かくす兜かぶと、そして鋭するどい長剣を携たずさえた姿へと変えるＥＣ能力である。女子剣道部に所属し、別格の実力で何度も全国優勝を果たしてきた練亜にとっては、剣を扱うＥＣになるのは必然だった。

　彼女がそんな強さを得たのは、能力名が示す通り、彼のため。弟を守るために強く在らねばと思い、ひたむきに鍛たん錬れんしているうちに、やがて誰だれよりも強くなった。ただそれだけの話。

「……あのさ、姉さん……確かに僕ぼくはみんなを助けてって言ったけど、いきなりこんな……」

　今いるテラスの後ろの壁かべに、一いち春はるの《監督権限ワン・マン・インデイー・ムービー》で投とう影えいされた界かい人との姿が映る。服装が変わる変身系のＥＣは、どうも『今までの服の状態と現在の服の状態が重なり合っている』という不思議な状態にあるらしく、ポケットには依然として彼らのいる建物が入っていた。

「殺すしかなかった。少なくとも、それが一番早かった」

「……そうかもしれないね。ごめん。本当はわかってる。今のは別に責任逃れじゃなくて……」

「それも、わかってる。界人は気にしないでいい。罪があるとすれば私が背負う。私は界人の力になりたいだけだから」

「ちょっとちょっと。ハル子を抜きにして絆きずなアップイベントとか止めてくれますかねー」

　ぶーたれている表情の一春は気にせず、練ねり亜あはテラスの上から眼下の練習場を見やった。睡すい眠みんガス的なものが散布されていたようだったが、能力者が死んだことと練亜が窓を破ったことで徐々に濃のう度どは薄うすれているはずだ。朦もう朧ろうを打破しつつある彼らがこちらを見上げてきている。

「わざわざ助ける必要なんて、あった？　正直、私は界人以外はどうでもいい」

「そんな冷たいことを言うのは止めようよ。やっぱり幸ゆき也やは友達だ。助けられるのは僕ぼく達たちしかいなかった」

　それに、と界人は自じ嘲ちよう気味に頰ほおを緩ゆるめて続ける。

「能力を発動した姉さんは、少しだけなら飛べるから、《首割れ》に対しては相性もいいし。リスクとリターンを考えて、リターンのほうを取ったってだけ。それはやっぱり、僕の卑ひ怯きようさの現れで……ただの打算だよ」

　練亜は小さく肩を揺ゆらして息を吐いた。

「……リターンがゼロに近いときのそれはね。卑怯じゃなくて、お人よしって言うのよ」

　だから好きなんだけど。

　界人の子供が産みたいくらい。
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【石いし堂どう幸也　──　新武道場・敷しき地ち内】




　いろいろ考えるべきことはあったし、考えてはならないこともあった。

　しかしそれでも、やるべきことだけは忘れてはならない。

　建物から脱だつ出しゆつを果たす。行く手を阻む《首割れ》は、戦乙女おとめ姿になった練亜の剣と凜りんの拳こぶしが排はい除じよした。この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まってすぐ界人と会ったとき、そこには練亜もいたのでそのＥＣについては知っていた。彼女の強さに驚おどろきはない。元々の剣道の成績もあったし、むしろ当然だ。凜りんも相当なものだが、どちらかと言えば練ねり亜あのほうに軍配が上がるだろう。

　すべきこと。しておくこと。

　最後尾を歩く幸ゆき也やは、横の理り法ほうに目を向けた。心ここにあらずの面おも持もちで夜や子こに手を引かれている。気持ちはわかるが、彼女にしてもらわなくてはならないことがあった。

　前を先導している練亜の背中を指し示し、小声で、

「あいつは頼たよりになる。俺おれが今知ってる中では最強の奴だ。何かあったらあいつを頼れば間ま違ちがいない。基本的に弟のことしか見てないけど」

「は、い……」

「前に話してたことがあったな。お前のＥＣで出した針とか糸の場所はわかるんだろ。あいつの靴くつにでも待ち針を刺しといたらどうだ。居場所がわかればいざってときに頼りやすい」

「命令していただければ、そうします……」

「……いつか生命線になるかもしれない。やっとけよ」

　無気力に頷うなずいた彼女が《慎み深い針と糸クリプテイツク・ニードルワーク》を起動。メイド姿になる。確か、ある程度は糸を自由に動かせると言っていた。糸を地面に這はわせて伸ばし、先せん端たんにつけていた小さな針を練亜の靴に刺す──見えないが、そんな感じのことが行われたのだろうとその手つきでわかった。

　すぐにメイド姿ではなくなったが、何か違い和わ感かんを覚えたか、練亜がふいと後ろに視線を向けてくる。いつか頼るかもしれないのであなたに追つい跡せき装置をつけましたとは言えない。代わりに、

「もう一度言うけど……ありがとう。本当に助かった」

「界かい人との頼たのみだったから。それだけ」

「界人にも言ってるんだ。ありがとな」

　地面にふっと四角い映像が映った。練亜のポケットの中、ミニ教室内部にいる界人達たちの姿。

「気にしないでいいって。あのとき、僕ぼくらだけが逃げちゃったから……なんとかしなきゃとは思ってたんだ」

「むしろそれで助かった。みんなが捕まってたらどうなってたか」

　建物の外も、内部と似たような状況ではあった。混こん沌とんが氾はん濫らんしている。闊かつ歩ぽする《首割れ》達。破は壊かいされた壁かべや施設。血の飛び散った地面。そこかしこに転がる死体。今まで生きていた生徒の死体か、死んでいた生徒の死体かにはそれなりの違ちがいがある。黒玉を出すかどうかだ。とはいえ今はそれを探して回収している暇ひまなどない──脱だつ出しゆつが先決だ。

　しかしそのとき、先頭を歩いていた練亜と凜の足が止まる。

「……大物がまだ残ってた、か」

「だから私は気乗りしなかった。リスクは常に変動する。容易たやすくリターンを上回る」

　敷しき地ちから、いよいよ外に出ようかというところだった。

　塀へいの切れ目、今まではバリケードのように机や椅い子すが積み上げられていたらしき、この武道場そのものへの出入り口となっていた場所。

　今は、そのバリケードの代わりに──いくつもの死体が、山積みになっていた。生きていた死体と、死んでいた死体。おそらくここにおいてはその区別に意味はない。

　その死体の小山の上にどっかりと座った枯かれ山さん水すい乃の愛あが、手中で黒玉を弄いじっていたからだ。

　彼女が、足元の死体の山を築いたのか。改めて、幸ゆき也やは戦せん慄りつする。練ねり亜あも凜りんもここに来るまで何体も敵を排はい除じよしてきた。だが彼女は一人で。数も違ちがう。損そん壊かい度も違う。死体を見ただけでわかる、圧あつ倒とう的な攻こう撃げき性と威圧感。

　そして──どういうわけか。

　今の彼女は、ひどく、不ふ機き嫌げんそうだった。

「下衆げすだなぁ。あたしもお前らも、みんな下衆だぜ……」

「……そんなのは知ってるぜ。前からな。ここには下衆しかいない」

　乃愛の視線が幸也を向いた。表情は静かだったが、ただ、目が──地じ獄ごくのようなその光景にふさわしく、悪鬼のように、爛らん々らんと輝かがやいていた。

　彼女は立ち上がる。頂点にあった死体がずるりと麓ふもとまで滑すべり落ちた。

「こんなことになってよォ……まあでも手当たり次第に解剖バラしていいっつーのはパーティみてーなもんで新しん鮮せんだったんだよな。質より量っつーか、数の楽しみっつーかさぁ？　期待してた正義の味方ズの合体攻撃みてーなのはなかったけどよ。あとこの場所もなんだかいー感じだったな。畳たたみの匂においとか意外に好きなんだよあたし。保健室の昼ひる寝ねも弱っちいポン刀カエルに邪じや魔まされたから、今度はここで一休みするかって思ったわけよ」

　ぞんざいに話しているだけだが、乃愛に隙すきはない。逆に皮ひ膚ふが削ぎ取られるような殺気が全包囲に振り撒まかれていた。下手に動けば、それだけで彼女の手から死神が放たれるだろう。

「で、だなあ……こうしてだいたい見える範はん囲いのカエルとかゴミは掃そう除じしてだ。戻ったらな、いねぇんだよ」

　何のことだ、と思った瞬しゆん間かんだった。

　ぞっとするような冷感。今まで以上に、奈な落らくの亀き裂れつが開いたかのように、触ふれてはならない禍まが々まがしい気配が溢あふれ出す。乃愛はその瞳ひとみに不ふ愉ゆ快かいと苛いら立だちを滾たぎらせ──

　訊きいてくる。

「ヘム公はどこだ？」

　幸也が眉まゆを寄せたのと同時、最前列にいた練亜と凜が跳はね飛ぶように左右に散った。ばぎんと音が響ひびくのすら遅おそい。二人がいた場所の中間点、槍やりサイズのメスがアスファルトに突き刺さっている。途中経過などなかったかのような、時間が切り取られたかのような速度。

　そして、死体の山に立つ乃愛の周囲に、無数の銀色の雨筋が生まれていた。一本が一メートルほどの長さを持つメス。それらは重力に引かれて自然に落下、墓標のように死体に突き立つ。

「まーあんなペットぐらいどうでもいいんだけどよ？　どーせ暇ひま潰つぶしだったしまた新しいの見つけてもいいし。でも人の持ち物を好きにされるのってなんだかムカつくよなァ？　捨てるはずだった勉強机とかでもゴミ捨て場でガキに落書きとかされてるの見たらムカつくよなァ？」

　手近な一本を引き抜き、乃の愛あは余よ裕ゆうありげに笑う。だが目だけはまったく笑っていない。そのメスで自分の背後を示すようにして、

「つまりはそーいうこったよ。ほら見えるだろ？　あそこの電話ボックスに入れといたんだぜ。きつく鎖リード結んどいたから一人で出られるわけねぇ。ここ関連の誰だれかがどーにかしたんだろ？　ほら言えよ。どこだ？　悲鳴と一いつ緒しよなら喋しやべれるか？」

　お前は何を言っているんだ、という疑問すら間に合わない。

　刹せつ那なに彼女は稲いな妻ずまと化した。大上段から振り下ろされたメスを練ねり亜あが剣で受け止め、しかしあまりの威力にバランスを崩くずし、踏ふみ込んだ乃愛の足先から生えるようにメスが練亜の顎あごを襲おそい、飛び込んだ凜りんが蹴けりでそれを弾はじくものの乃愛が手に持ったメスの柄でその胸を強く突いて凜は吹き飛ばされる──僅わずか一呼吸の間に、信じられないほど密度の高い交こう錯さく。

　夜や子こがいつも以上に暗あん鬱うつに細めた視線を横に動かし、

「馬ば鹿か正直に表に来るのではなく、塀へいを乗り越こえればよかったな。今からでも試すかね？」

「向こうにそんな心の余裕があるとは思えねぇぞ」

「確かに。手を上げて許可でも取ってからにしたほうがよさそうだ」

「下手に動かないほうがいいわ。ちょっとでもおかしなことをすれば──」

　心配そうに凜の様子を見つめたまま猫ねこ啼なきが言いかけ、そのときには既に幸ゆき也やは彼女を庇かばって飛んできた乃愛のメスを二の腕うでで受け止めていた。死体に突き立てていたメスを乃愛が無造作に引き抜いて、戦せん闘とうの最中に適当に投げてきたのだ。貫かん通つうしかかっている。筋肉が鋼に裂さかれ貫つらぬかれ凌りよう辱じよくされる異物感。本能が背筋の鍵けん盤ばんを叩たたいて悲鳴を演奏しようとするが耐えた。

「っ、左上じよう腕わん部ぶ貫通刺創、記録……ああ、下手な動きは、しないほうが、よさそうだッ……」

　目を離しただけで危険だ。幸也は一歩を踏み出して戦闘力のない彼女達たちの盾になる。いくら傷が治せるとはいえ、あの化け物達の戦いに割り込むには覚悟と理由を必要とした。

　歯は嚙がみする。これは──この状況は。

　考えていた復讐の形には、ほんの少し、足りない。正確に一から十まで決め込んでいたわけではないが、それは確かだった。この状況では、おそらく、求める結末には──

　そして事態はすぐに変化する。恐れていた事態。

「あン？」

　練亜が乃愛の攻こう撃げきを避さけてバックステップ──と同時、背に折り畳たたんでいた翼つばさを動かして、風に乗るように大きく移動した。横手の塀の上に、着地。凜がメスの連撃を拳こぶしで受け止めながら、犬歯を剝むき出しにして、

「ちょっとあんたぁぁぁあ！」

「……これ以上、命をかける義理は、ない。リスクがあらゆるリターンを上回った。界かい人とが何と言おうと！」

　やはりそうなるか、と幸ゆき也やは舌打ちしたい気分になる。練ねり亜あの優先順位は明確だ。

　彼女のポケットの中では界かい人とが何か言っているのかもしれなかったが、一いち春はるの能力で投とう影えいする余よ裕ゆうはさすがにない。仮に何を言われたとしても練亜は言うことを聞かないだろう。

　案の定、練亜はそのままさらに後退した。つまりは塀へいを越こえて──蟠わだかまる霧きりの向こうへ。

　逃げた。

「ち、マジでトリ系だったかよ。次会ったらムシってやんなくちゃなぁ……で、あいつは知ってたから逃げたのかァ？　あいつが知ってるってことをテメェらは知ってっか？　ま、とりあえず残ったテメェらで洗いざらい喋しやべってみろよ。別に無理にとは言わねえが」

　感情が一周したように──乃の愛あの言葉にはどこか静けさがある。しかしそれとは不ふ釣つり合いに動作は凶暴だ。死体に刺していた一メートル級のメスを数本、両手の指に挟んで同時に引き抜く。刺さっていた死体の頭はそれだけで両断されて人体標本じみた姿に。

（まずい……）

　倒たおせるとは思えない。逃げるしかない。だが現状では不可能だ。彼女の全集中力が自分達たちに向けられている。何かが必要だ。練亜にとっての翼つばさ。自分達にとっての何か。それは何だ？

　そこでふと──幸也は、違い和わ感かんに気付いた。乃愛にではない。凜りんにでもない。猫ねこ啼なき、夜や子こ、理り法ほう……誰だれでもない。違和感があるのは、その背景だ。

　一番最初に、死体の山から滑すべり落ちた、死体だ。

　不思議なことに。同じ顔、同じポーズのそれが、別の場所にもう一体あった。

　幸也がその事実に気付いたのとほぼ同時、二つあった死体の片方が、搔かき消える。理屈はわからないが、なぜそれがあったのかという理由はわかった。

　死角を作り出すためだ。

　消えた死体の陰かげにあったのは、人間の頭だった。乃愛の蛮ばん行こうの産物ではない、生きた人間の、女子生徒の頭。加えて、手首から先があった。バケツのようなものを持っていた。

　その女子生徒は、一気にその上半身を地中から出した。意味不明なスクール水着姿が見えた。そしてそのバケツを──乃愛の背中に向けて、投げつける。

「！」

　乃愛は反応素早く振り向きメスを一いつ閃せん、バケツを両断する。だがその中に入っていたものは避よけられなかった。何やら毒々しい色をした液体が彼女を頭から濡ぬらす。

「なんッ……だあぁ？」

　目に入ったか、乃愛が顔を押さえつつメスを投げる。ひえぃっ、と悲鳴を上げ、スクール水着の女子生徒はそれを髪かみに掠かすめさせながら再び地中に潜もぐった。それきり出てこなくなる。

　液体が何なのかもわからない。だがその一いつ瞬しゆんの隙すきに賭かけるしかなかった。欲していた『何か』。

「先せん輩ぱい！　リンリン！　逃げるぞ！」

「言われなくても！」

　凜りんが素早く踵きびすを返し、練ねり亜あが脱だつ出しゆつした塀へいのところへ。しかし軽々しく翼つばさで飛び越こえた彼女とは違ちがって足を止め、すう、と一呼吸のタメを作って、

「ッ！」

　姿勢を落として踏ふみ込みながらの肘ひじ打ち。〝気〟の輝かがやきを纏まとった肘が塀に大穴を開けた。そこに向かう──寸前、幸ゆき也やはすべきことを思い出す。必要か？　きっと必要だ。

「理り法ほう。練亜と同じことを乃の愛あにもしとけ。待ち針だ！」

「は、はい」

　さすがにこの状況下で理法の姿が変われば凜も気付く。ぎょっとしたような視線で、

「メイド服!?　さっきはスク水もいたし、何がなんだか……ああもうとにかく早く！」

　なんとか理法がその命令を果たすのを待ち、塀の穴を潜くぐって脱出。

　待ち望んでいた瞬しゆん間かんのはずだが、期待していたほどには、解放感はなかった。
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【武たけ田だ猫ねこ啼なき　──　新武道場・外】




「はぁっ……今のでガス欠だわ。武田からもらったやつが完全に切れた。マジあいつおかしいでしょ、常に使い続けてやっとまともに打ち合えるレベルよ……」

　塀の穴から外に出て走り出しながら、凜が言う。〝気〟をフル活用した反動か、かなりしんどそうではあった。

「もう少し頑がん張ばって。とりあえず、あとは逃げるだけ……よ」

　そこで背後から野や獣じゆうの唸うなり声のようなものが聞こえた。慌あわてて散った直後、何かが地面に突き刺さった気配。足を止めないまま振り向けば、霧きりに隠かくれつつある視界の限界ぎりぎりに、顔を押さえながら塀の上に立っている乃愛の姿が見えた。

「テメェらぁ……クソガエルがッ……どこだッ！」

「もし追って来たら、固まってるのは不利だわ。ここで別れましょう」

「霧に紛れるならそのほうがいいだろうな。わかった」

　猫啼はちらりと横を見た。一いつ緒しよに走っている彼を。視線が交こう錯さく。

「私わたし達たちは一いつ旦たん放送室に戻るけど。君達は、これからどうするの？」

　いろいろな意味を込めて、言った。

「俺おれは……やるべきことをするだけだ。決めてる。もう戻れない……」

「……それは？」

　彼の瞳ひとみには影かげが落ちていた。今まで見たこともないような。今だからこそ見せてくれているような。それでいて唇は曲がっている。自じ嘲ちようじみて。

「ただのありがちな、復ふく讐しゆうだ。大事な奴が殺人鬼に殺された。だから殺し返す。今は手が届かないなら、手が届くようにしてから殺す。そのときまでどんなことをしても生き延びるし、そのためならどんな策も練る……どんな犠牲も、払う」

　彼の拳こぶしに力が込められたような気がした。横を走る理り法ほうが苦しそうに目を伏せた気がした。

「でも……まだ甘かった。これからは今まで以上だ。次からは、本当に、どんな手でも……！」

　彼の言葉は、自らに言い聞かせているようでもあった。猫ねこ啼なきは頷うなずくことしかできない。否定も肯定もできない。

「そう……教えてくれてありがとう」

　そう返すのが精一杯だった。

　彼には彼のすべきことがあり──自分には、自分のすべきことがある。そういうことだ。

「じゃあ……何かあればまた」

「ああ」

　彼に何か目的があるのは、薄うす々うすは感じ取れていたことではあった。乃の愛あへの対処のために会合を開こうというのも、ただそれだけの意味ではあるまいと思っていた。だからそれほどの驚おどろきはない。むしろ納得できたとも言える。

　では逆に、彼はこの自分の目的に気付いているのだろうか、と思った。

　今までの協力の全すべてが、その目的のためであるということに。

　もしそうなら？　そうでなければ？　可能性と選択肢。今までの出来事の意味。これから必要な行為。一いつ旦たん距きよ離りを置いて、今後のことを考え直す必要がある。

　猫啼は幸ゆき也や達たちと別れ、凜りんと共に走りながら、その自分の目的を改めて意識に刻んだ。




　ヘムと呼ばれていたあの少女は、必ず、自分が手に入れなくてはならない。
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【白しろ鷺さぎ理法　──　第八保健室】




「大丈夫なのかね？　またここに戻ってきて。外に可か哀わい想そうな誰だれかの死体もあったし、熊くまのように彼女の縄なわ張ばりが主張されている気がするよ」

「そのために待ち針を打ってもらったんだ。あいつが移動したらわかるはずだろ……理法？」

　保健室の光景。過ごした時間は僅わずかなはずなのに、離はなれていた時間も僅かなはずなのに、懐なつかしさすら感じる。

　消毒薬の匂におい。白いシーツのベッド。

　清潔な安寧に満ちた、いい空間だった。それは今も変わらないのかもしれない。

　けれど。

　いるべき人間が、いたはずの人間が、一人、足りない。

　ここに辿たどりついた安あん堵どは、罪悪感で容易たやすく塗ぬり潰つぶされる。だから、今まで我が慢まんしていた涙がついに溢あふれた。言うべきではない言葉も、溢れた。

「……ひどい、です。こんなの、ひどい……」

　こんな世界は。こんな状況は。こんな結末は。自分の周りの全すべてに対して言ったのだから、それには当然、彼らのことも含まれていた。理り法ほうは自らを律しようとするが、それでも、彼らに対する疑問が僅わずかにでもその対象に含まれることを止められなかった。どうしていつも通りなのか。どうして悲しまないのか。どうして──彼女がいないことを、悔やまないのか。

　涙を零こぼす理法の姿に、幸ゆき也やと夜や子こは困ったように顔を見合わせる。夜子が肩を竦すくめて、

「どうするね？」

　幸也は嘆たん息そくしたようだった。

「……もう無理だ。教えないわけにもいかない」

「それはつまり《巻き込む》ことになるが」

「そうする、んだ。その意味はわかるか？」

　夜子はその名の通り、夜を湛たたえているような深い黒こく瞳どうで改めて幸也を見た。切れ長の目を細める。そして、魔ま女じよじみた黒くろ髪かみを滑すべらせながら首を軽く傾かしげて。

　微笑ほほえんだ。

「もちろん。君が最低だということかな」

　夜子はいつも以上に超ちよう然ぜんとしており、幸也は全てを受け止める無表情。

「ふふふ、今更こんなことを言わせないでくれ。君がそうなのはわかっているよ。昔からね。だから私は──」

　夜子は歩を進めて幸也との間合いを詰め、その肩に顎あごを乗せるようにしながら、続けた。

「君が好きなんだ。彼女に負けないくらいに」

　理法には彼らのやりとりが理解できない。ただ幸也の肩にしなだれかかるようにしていた夜子が、彼の制服のポケットに手を入れて何かを摘つまみ出すのが見えた。

　黒玉だった。おそらくは──幸也が《首割れ》の中に飛び込んで回収してきた、優ゆう理りの身体から出てきたもの。

　夜子はそれをそっと保健室のベッドの上に置いた。それから理法を見る。

「まずは……謝らなくてはならないな。私は君に噓うそをついていた」

「え……？」

「とはいえ、この社交的で笑顔が素敵な私が実はチアリーダー部の部長だったとかそういう噓ではないよ。残念ながら私はオカルト研究会の会長でしかない。噓をついていたのはＥＣについてだ。電波キャラとして携けい帯たいの回線を繫つなぐ《奔放な電波ボヘミアンプラズマ》はカモフラージュ用の説明でね」

　そうして彼女はベッドの上の黒玉に手を翳かざし、

「私の本当のＥＣ能力は──《典型的降霊手法ボヘミアン・エクトプラズム》」

　刹せつ那な、黒玉を白い靄もやのような、絹のカーテンのようなものが包んだ。それは不可思議に蠢うごめき、捻ねじれ、丸まり、徐々に定まった形を現していく。それに従って質感や色味も変わっていく。

　まるで。人の肌のように。

「《魂のかたち》である黒玉を核として、エクトプラズムで仮想人体を作り出す能力だ」

「……！」

　彼女の言葉通り、そこに生まれていたのは──人体。

　白い肌。中学生のような矮わい軀く。控ひかえめな胸の膨ふくらみが上下している──呼吸していて、生きている。理り法ほうは目を見開いて彼女の顔を見やった。

　薬やく園えん坂ざか優ゆう理りだった。少なくとも、理法が今まで、薬園坂優理と呼んでいたものだった。

「勘かん違ちがいしないでほしい。身体を構成しているのは私の生んだエクトプラズムだが、人格と記き憶おくは黒玉に依存する──記憶の連続性もある。つまり中身は本物の彼女だ」
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　夜や子こがベッド脇わきで見守る中、ん、と優理の瞼まぶたが震ふるえた。そしてゆっくりと開かれ、

「おはよう、姫様。気分はどうだい」

「ああ……大丈夫、よ。ここは……」

「保健室だ。戻ってきたんだ」

　天井を見上げるようにしている幸ゆき也やが言うと、その声で彼女ははっとして、慌あわてたようにシーツを引っ張り上げて自分の身体に巻きつけた。

「っ!?　き、教育的指導ー！　起こすときには服に気をつけろって言ってるでしょ、夜や子こ！」

「すまないね、いつも忘れる。ま、サービスということでいいじゃないか……ほら、君の女神ミユーズ的姿は同性ですら虜とりこにするようだよ」

　気付けば、理り法ほうはベッドの上に片かた膝ひざをつくように身を乗り出していた。見る。視みる。観みる。

　どこをどう見ても。どの角度から見ても。優ゆう理りだった。

「優理、ちゃん……？」

　こう呼べるようになった、はじめての、友達。

　思わず、手を伸ばす。その実在を確かめたくて。

　優理は理法を見て、どこか寂さびしそうに、頰ほおを緩ゆるめた。しかし理法の手から逃げることはなく、逆に彼女も腕うでを持ち上げ、理法の手を優やさしく導いた。自らの頰に触ふれさせる。

　壊こわれ物を扱うように触れたその肌の感かん触しよくに──理法は、息を吞のんだ。

　冷たかった。

　体温が──なかった。

「あの教室で、あんたが服を繕つくろってくれようとしたとき。悪かったわね。触さわられたくなかったのよ。触られたら、わたしがこういう存在であることがわかってしまうから」

　彼女は申し訳なさそうな微び笑しようで、そんなことを言った。

　こういう存在。あのときから。それは。その言葉が意味するのは？

「自分の口から言うのは、さすがにおかしな感じがするけど……」

　はにかむように、優理は小さく肩を揺ゆらした。おそらくは深刻さを誤ご魔ま化かすために。

　そして理法は知る。巧妙に隠かくされながらも、ふとしたときに彼女の中に感じていた、底知れぬ諦てい観かんの正体。曖あい昧まいに遠い距きよ離り感の意味。

　誰だれかが有無を言わせぬ強さで、この悪夢から目覚めろと命令してくれればいいのにと理法は思った。

「わたしは……もう、死んでいるの。あんたと出会う、ずっと前からね」
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室】




「この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まって、俺おれはまず界かい人と達たちや先せん輩ぱいと会った。それからこの保健室に向かう途中で夜子と再会した。そして二人でここに来て──見つけたんだ。殺されてる、優理を」

　それを口にすることは、声の震ふるえを伴った。自然、拳こぶしが固く握にぎられる。

　そのときの光景は頭に固着している。刻印されている。忘れることなどできない。

　忘れて──なるものか。

「ひどいものだったよ。とても口には出せない状況だった。ある意味、私達が見つけたときの君と似たようなものだ。死んでいたか死にかけだったかの違ちがいはあるにしろね」

　夜や子こが目を細めて言う。そうだ──だから、理り法ほうを見過ごせなかったというのもある。

「優ゆう理りが殺されたのは、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まった最初期……武たけ田だ猫ねこ啼なき先せん輩ぱい殿どのの放送などがある前のようだった。つまりは参加者達たちがまだ参加者であることを実感しきれていなかったころのことで、だからだろうな、優理の死体の傍そばには彼女の魂たましいのかたちである黒玉が奪うばわれずに残されていた。そのとき、私はこの自分の能力を初めて使ったんだ。以降、使い続けている」

　幸ゆき也やはぐっと唇を引き結んで、

「理法。いつだったかお前に教えたことも、さっき先輩に言ったことも、噓うそじゃない。俺おれは、殺人鬼に殺された、俺が好きだった女の子の復ふく讐しゆうをするために生きてる」

　昔から一いつ緒しよにいた幼おさな馴な染じみで、憧あこがれていて、大好きだった、今も大好きな──女の子。

　ずっと言い続けてるから、恥ずかしいとかそんな次元ではなくなっている。当たり前のことだから、照れも迷いもなく言える。当人はいつものように困った顔で目を伏せるだけだったが。

　もう一度、はっきりと理法に言っておかなくてはならなかった。

　巻き込むのなら。最低にも、今まで以上に、彼女を巻き込むのなら。

　自分が、言い訳のしようもなく愚おろかで身勝手な、悪であることを。




「俺の目的は一つだ。仇かたきを取る。優理を殺した殺人鬼を──どんな手を使っても、殺す」
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　　第五章　【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始四日目／日没／『──』まであと36:53:29







【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　武道場敷しき地ち内】




「うひー、怖かったー」

「しかしナイスだアキ。上出来上出来」

　建物の屋根の上に隠かくれて、二人は枯かれ山さん水すい乃の愛あの動きを観察していた。

「あたしは水泳部員であって水球部員じゃないんだっつーの。自分でもよくやったよ」

「つーかあいつ、なんか妙に怒ってなかったか？」

「そうそう、あたしも隠れて進むのに必死だったからよくわかんないけど、まぁ何やらスーパーめっさ激おこだったのですよ。そのおかげでバレなかったってのもあるかもねー」

　乃愛の動きは今も不規則だ。意味もなくぐるぐる歩き回っていたかと思えば、建物の中にむっつり顔で突入。しばらくどたばたしたあと、死体──《首割れ》か元・生徒かは知らない──を引きずって帰き還かん、外にある死体の山に追加。ぼんやりそれを眺ながめてから、舌打ちし、頭を搔かきながら近くの植え込みの中を順々に覗のぞき込んでいく。その最中にまた《首割れ》が近付いてきたのでゴミを一つ増やす……

　何かを探している。探しやすくするための掃そう除じをしている。手持ち無ぶ沙さ汰たなので適当に動いている。身体を動かすことで何かを紛らわせている──受けるのはそんな印象だった。少なくとも依然として機き嫌げんはよくなさそうではある。

　しかし彼女の意図がどうあれ、その行為のおかげで眼下に動くものはほとんどいなくなっていた。建物の中も同じだろう。

「うーん……予定通りにいくかな？」

「すぐ効果が出てもいいと思ったんだが……ま、時間の問題だろ。ちょっと様子を見よう」

「りょうかーい」

　いつもの癖くせ、指の間でコインを移動させる手先の訓練をしながら、双六は再び乃愛を見やる。

　効果が出てもらわなければ困る。あれはただの目め潰つぶしなどではないし、何やらピンチっぽかった彼らを助けるためのものでもない。そうなってしまったのはたまたまだ。

　このサバイバル状況下では貴重な、糖分たっぷりのジュース。

　それをあえてぶちまけた意味に、乃愛が気付かないことを祈った。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室】




　乃の愛あがしばらく過ごしていたはずだが、保健室にそれほどの乱れはなかった。どうやら必要なもの以外の医薬品にはあまり興味がなかったらしい。ただし保健室の外にはぱっと見でわかる異物が放置されており、つまりは男子生徒の無残な死体だった。短たん髪ぱつで体育会系な体つきの生徒。一応その身体を捜したが黒玉はなかった。

　彼の死体を処理し、周辺の《首割れ》用鳴子を確かめてから、幸ゆき也やは保健室に戻った。

「物置部屋を探してきたんですけど……体操服セットと白衣しかなくて、ですね。両方とも少し繕つくろう必要がありまして。どちらにします？」

　シーツを身体に巻きつけた姿の優ゆう理りが、微び妙みようなしかめっ面で理り法ほうに答える。

「いくらなんでも全ぜん裸ら白衣はナイチンゲールに怒られそうだわ。その二択なら体操服ね」

「少し古いものらしく、体操服の下はブルマなのですが」

「く……し、仕方ないわね。昔はみんな穿はいてたもの。いけるいける、別に背徳的でもコスプレ的でもない、教育的指導案件じゃない……というわけで頼たのむわ」

「頼み、ですか……」

「ふぅ。繕ってわたしの着るものを用意しろ、と言えばいいの？」

「はい、かしこまりました！《慎み深い針と糸クリプテイツク・ニードルワーク》」

　理法がメイド姿に変身し、椅い子すに座って見えない針を動かし始める。幸也も適当に腰こしを下ろし、ぼんやりとその姿を眺ながめた。

「ええと。今更なのですが。以前優理ちゃんが着ていた、あの制服は……？」

　夜や子こは安息の地ここにあり、とばかりに優理の隣となりのベッドでごろごろしながら、

「それを説明するには私のＥＣについてさらに言わねばならない。私の作り出すエクトプラズム体は、ある程度大きさを変えることができる。最小はほとんど黒玉と変わらないサイズだ」

「はあ」

「一年八組の教室で、優理が一いつ旦たん隠かくれ場所に行くと言ったのは噓うそだ。その最小サイズの状態で、カラの携帯電話の中に入ってもらっていた。これは優理との会話を維い持じしつつ、私のウソ能力を表現できるという点でたまに使っている手段だ。勿もち論ろん、そのときには服が脱ぬげてしまう……だからあの校舎の入り口辺りに制服は隠したんだ。あとで回収するつもりだったんだがね」

　その流れで、優理がそれからの出来事も理法に説明した。幸也達たちが拉ら致ちされて部屋に閉じ込められる前、密ひそかに目覚めていた夜子が携けい帯たいを外に落としてくれていた。そこから元のサイズに戻り、理法達を助けるタイミングを窺うかがっていた……あのとき着ていた制服は、その間に全裸なのがさすがに気になったので、近くの部屋に忍び込んで拝借したものだと。

「まあ結局、それも《首割れ》に引き裂さかれる羽目になったけどね……」

　その瞬しゆん間かんのことを思い出してしまったか、理法は手元の見えない針仕事を見つめたまま、

「ほんとうに……驚おどろきました。あのときは」

「……ごめん」

「いえ、謝ってもらうようなことでは！　むしろ私のせいで、助けてもらった私こそが──」

「俺おれも謝っとく。悪かったよ。でも、事前に説明するわけもいかなくてな」

　幸ゆき也やとて、あれを平静に受け止められたわけではない。見たくない光景ではあった。しかし目を逸そらしているだけでは本当に終わってしまう。彼女の魂たましいの根幹である黒玉だけは絶対に回収せねばと、すぐに能力をフルに使って飛び込んだのだ。

「その。夜や子こちゃんの能力は……誰だれにでも使えるのですか？　誰の黒玉にでも？」

「まあね。自分で言うのも何だが、これはたいした能力だと自負しているよ。姿形は──まあおおむねそのままだし、持っていたＥＣ能力すら使える。しかし、だからこそ、私は信しん頼らいできる人間にしか使わないと決めているんだ。一度に一人の維い持じで限界だからでもあるが」

　理り法ほうは気付いただろうか。夜子が普ふ段だんからあまり動こうとしないのは、ベッドから降りようとしないのは、生来の怠け癖ぐせだけではない。彼女は能力を二十四時間使い続けている。その疲ひ労ろう感は想像を絶するもののはずだ。とはいえこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まる前の夜子もよく知っている幸也からすれば、そうでなくとも彼女が快活に動いている姿など想像できないのだが。

「思い出したわ。理法が服を繕つくろってくれている間に、あんたが保存した傷の治ち療りようをしなきゃ。またいろいろ無茶したでしょ」

「しなきゃ無理だった。俺おれ達たちだけじゃなく、先せん輩ぱい達も死んでたぜ」

　優ゆう理りは口答えをするなとでも言うように口をへの字にして、ぼふぼふと自分の寝ねていたベッドを叩たたいた。幸也はそこに寝転び、代わりに優理はスリッパを履はいてベッド脇わきに立つ。

《治療記録インジユアリーレコード》で一時保存した傷を解凍しようとしたとき──ふと、理法と目が合った。彼女はすぐに目を逸らしたが、幸也は見逃さない。

　自分達三人の関係性に、気付いてしまったのだろうと思う。

　理解している。理解していない人間はいない。さんざん迷って、自問して、気持ちをぶつけあって、それでも──自分達はこうすることを、選択した。

　歪いびつな共依存だ。

　自分は優理がいなければ、《治療記録インジユアリーレコード》で後回しにした怪け我がを治せなくなり、すぐに死ぬだろう。優理は夜子の能力があるからこそ存在し、意志を持ち、能力を使うことができる。そして夜子は、さっき理法の前で口にした通り──自分に好意を抱いてくれている。本気で自分を失いたくないと思ってくれている。だから優理に能力を使い続けなければならない。

　幸也の気持ちと、優理の気持ちと、夜子の気持ち。

　それらが形作っているのが、この鮮せん血けつと死に塗まみれた三角関係だ。

　気持ち悪いと思う人間がいても不思議ではない。不健全だと言われても仕方がない。

　幸也は寝転がったまま、意地悪く理法に笑ってみせた。

「俺達のこと、みんなの怪我を治して回る正義の味方だと思ってたか？　残念ながら、自分勝手なだけの悪人だぜ。さっき言った通りだ。少なくとも俺おれは俺の目的のためだけに動いてる」

　視界の端はしで、優ゆう理りがそっと目を伏せたのがわかった。彼女自身が、幸ゆき也やのしようとしていることについてどう思っているか──それは今までにもさんざん言葉を交わしてきた。幸也に考えを変える気はない。

「俺がみんなを集めたのも、そんな身勝手な理由だけだ。あの場にいる全員を利用しようとしただけだ。みんなで乃の愛あを倒たおしてみんなで安全になろう、なんて考えてもいない。正義感なんかこれっぽっちもない」

「私の答えも、さっき言った通り、です……幸也くん達たちは、悪い人達ではないと思います」

「少しは自分を疑えよ。考え直すなら今のうちだぞ」

「考えるのは苦手です。ですから命令してください。ここにいろと。あるいは──ここにはいるなと」

　幸也は自分の卑ひ怯きようさを感じている。彼女がそう言うであろうことは半ば予想できていた。

「……嫌いやだ。その命令はしない」

　理り法ほうは小さな笑みをその返答にして、安あん堵どしたように、再び裁さい縫ほうの手を動かし始めた。

「そうですか。では保留ですね」

　──ああ、本当に、卑怯だ。その答えすらも、予想通りだと、安堵している。

　幸也は溜ため息をついて、目を閉じた。

　幸いなことに、自分を罰ばつしてくれる痛みは既に身体の中に準備されていて、あとはそれを取り出すだけでよかった。
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【枯かれ山さん水すい乃愛　──　武道場敷しき地ち内】




　死体ゴミ山の上にどっかと座り、胸元を手で仰ぎながら、乃愛は不ふ機き嫌げんに呟つぶやいた。

「あー。クッソつまんねぇ……」

　二択だろうと思っていた。どうでもいいペットの姿が見えなくなった理由は。

　単にフラフラ歩いて迷子になっているか。酔すい狂きような人間が何かの意図をもって確保しているか。

　その後者の理由は笑える。あの役立たずをどうしようというのか？　仮に、本当に仮にだが、暇ひま潰つぶしのペットとして飼っているだけのこの自分に対する何かの人ひと質じち的役割を求めているのだとしよう。別にカエルと一いつ緒しよくたに真っ二つにしても心が痛まない程度の存在だと知らない馬ば鹿かな奴の仕し業わざだとしよう。ならば実際に目の前に現れて「動くな、さもなくば……」とやるか「奴は預かった。返してほしければ……」というような干かん渉しようがあってしかるべきだろう。つまり何事もなく時間が経たっていくにつれて、どんどん後者の可能性は下がっていくのだ。

「あのチャイナカエルどもがなんかしたのかと思ったが……違ちがったかぁ……？」

　相対的に、ただ迷子になっているだけという可能性は高まる。何かの偶ぐう然ぜんであの電話ボックスを脱だつ出しゆつし、自分の姿を求めてフラフラ歩き、賑にぎやかなこの武道場にへむへむと迷い込んだだけの可能性。だから今までは暇ひま潰つぶしがてら迷子の子こ猫ねこじみた捜し方をしていたのだが。それにも成果はなかった。子猫を怯おびえさせて隠かくれさせているかもしれない《首割れ》やら人間やらを片付けつくしてもだ。これでは単にこの武道場を掃そう除じしただけではないか。

　ふぃーす、と自分でも理由のわからない溜ため息が漏もれ、乃の愛あが自分の胸元にその息を吹きつけたとき、肌の微び妙みような不快感を改めて思い出した。今まではとりあえず無視していたが。

「そーいやあのスク水にぶっかけられたんだったか。ベタベタするし、目に入って痛かったし、クソだぜ……この可愛かわいい乃愛ちゃんの顔にぶっかけるならもっとエロい奴にしとけっての」

　ぶつくさ呟つぶやいてから、乃愛は武道場の建物に目を向けた。子猫捜しにさんざん歩き回って掃除したので、内部の構造はだいたいわかっている。

「ふむ。確か、あそこにシャワー室があったっけな……」




　妙にムカついているし欲求不満だしどうでもいい奴らを解剖しすぎて中途半はん端ぱにムラムラするし、ということでシャワーを浴びながらマスターベーションをした。満足はしなかった。

　とはいえ、熱い湯で（夜遅おそくでなければ学園内のライフラインは正常に働く）身体を洗い流すのは、それだけでそれなりに気持ち良いことだった。乃愛はシャワーブースを出て、脱だつ衣い所で確保しておいたタオルを頭に被かぶる。今まで着ていた服は返り血や何やらで汚れていて、もう一度着るとも思えなかったので、適当にシャワールームの中で脱ぬぎ散らかしていた。黒玉を入れているポシェットだけ拾い上げて、脱衣所に戻る。途中、今更ながらＥＣ増幅器エキスパンダーであるペンダントを首につけたままだったことに気付いた。材質はわからないが、まさか濡ぬれて錆さびるということはあるまい。気にしないでおく。

　さて、どこかに代わりの服でもないだろうか。できれば下着もあるといいが──と、タオルで頭を拭ふきながら脱衣所の中を見回したとき。

　眉まゆを寄せる。床に一枚の紙が置かれていた。シャワーを浴びる前にはなかったものだ。

　書かれている文字は、シンプルで、わかりやすく、興奮し、もう一度股こ間かんに指を突っ込みたくなるほどだった。すなわち、この一文。

　──お前のさがしものは、武田猫啼という女が持っている。

「ほぉん……？」

　その紙を手に取ってにやりと笑い、乃愛は脱衣所を出た。

　さて。これは何なのか。真実か。騙だましか。善意か。悪意か。

　いくらなんでもこの紙切れ一枚をそっくりそのまま信じられるほど自分はバカではない。ただそれでも、これは初めて明確に現れた、迷子以外の可能性からのアクションだった。

　武たけ田だ猫ねこ啼なき。放送部の女。保健室で殺した剣道男から情報は得ている。自分を怪かい獣じゆうのように扱い対策本部を作ろうと呼びかけた奴。ということは、さっきのチャイナカエル達たちと一いつ緒しよにいたのだろうか。するとやはりあいつらが攫さらったということになる──

「わっかんねぇが……とりあえず乗ってみて反応を見てみるしかねぇかな……」

　などと呟つぶやきながら、ぺたぺたと全ぜん裸らのまま大おお股またで廊ろう下かを歩いていたとき。不可解なことに、横の壁かべの中から「……っ!?」と息を吞のむような音が聞こえた。

　肉体の反射が思考を凌りよう駕が。

「《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》！」

　バットサイズのメスを生み出し、横一文字にその真横の壁を薙なぎ払う。壁を削る手て応ごたえは途中で消失──今まで壁と思っていた部分がふっと消え、代わりにそこは開いたドアになっていた。どうやら今まではそこに幻覚の壁のようなものが被かぶされていたようだ。

　メスの刃が通過した数ミリ下で、顔面蒼そう白はくの男子が尻しり餅もちをついていた。降伏を示すように両手をちょいと挙げた姿勢。

　乃の愛あは間かん髪はつ入れずに大股開きでその男子の上に馬乗りになった。メスを首筋に突きつけ、

「くぁっはー、覗のぞき見してたら裸はだかなんでびっくりして声上げちゃったってカンジかぁ!?　おいおいプロ覗きさん達に怒られるぜむしろ喜べよホラ見せてやっからよ。まあでもあたしがくぱぁしてやってるんだからお前も切開くぱあされて当然だよなァ？」

「待ってッ！」

　針が一いつ瞬しゆんで振り切れたかのような、唐突さと必死さに満ちた叫びだった。乃愛は彼の頸けい動どう脈みやくに触ふれていたメスをピタリと止める。

　スクール水着の女子が、同じく両手を挙げて上半身を床の上に出していた。引き攣つった表情。恐れを孕はらんだ瞳ひとみ。けれど視線だけは乃愛から外れない。それこそが生命線だと言うように。

「お願い。何でもするから……殺さ、ないで」

　そう言えば、と思い出した。ノリで殺しかけたがまずは訊きかねばならなかった。

「これを置いたのはお前らか？」

　手に握にぎり込んでいたさっきの紙を見せるが、二人は怪け訝げんそうに顔を見合わせたあと、ぶんぶんと首を横に振った。命がかかっているこの状況で噓うそをつくとは思えない。ならば別口か。

「し、信じてくれるかわからないけど、ほんとに、知らないよ。マジで」

「でも怪しい奴はいたっつーか、シャワー室のあたりから物音が聞こえて、それで慌あわてて隠かくれたんだ。うん。姿は見えなかったけど、誰だれかいたのは、間ま違ちがいない……」

「ふーん。で、そもそもテメェらは何でここにいんだ。さっきはよくわかんねーもん人にぶっかけといてよ。なのに逃げずにここにいる理由、何かあんだろ？」

「双すご六ろく……」

「ぎ、ギャンブラーはときに正直を武器にする……言う、言うよ。俺おれ様さま達は、その、お前が風呂に入ってる隙すきに、ちょっとお前が持ってるものを失敬しようと……」

「はぁん。なーるほど、狙ねらいはあたしが集めた黒玉か。戦っても勝ち目はねぇから盗ぬすむことにしたわけだな。ベタベタする奴ぶっかけてきたのも、あたしを風呂に入らせるためか」

「……まあ。うん。そうだ」

「ちっちぇえなぁオイ。ぶっかけるなら男らしく精液にしとけよ。毎日出してんだろ」

　エヘラ、と尻しりの下の男子が引き攣つった愛あい想そ笑いを浮かべた。俺おれ様さまとか言ってはいるが小物臭がする。こちらが全ぜん裸らで跨またがっているというのに縮こまっているばかりだし。つまらない。

　ふむ、と乃の愛あは考えた。そして決めた。

「あたしはこれから服を探さなきゃなんねーし、そもそもあいつのことは別にどーでもいい。別にあたしがシャカリキになって動く必要はねーんだ。人を使えばいいんだ。てなわけでそこの変態スク水カエルちゃん」

「……？」

「あたしの代わりに武たけ田だ猫ねこ啼なきって奴の居場所を捜してこい。できるだけ急いでな。こいつは人ひと質じちだ。断ったり一人で逃げたりすれば、こいつは犯して解剖バラして殺す。いいな？」
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室】




　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】において時間はそれほど意味を持たない。始まりのチャイムも終わりのチャイムも鳴らない。しかし大きな一つの区切りがあるとすれば、それは夜の九時だと、現在生き残っている生徒達たちのほとんどがそう認識しているだろう。その時間を過ぎると、今度は朝の六時になるまで学内の電気と水道が止まるのだ。おそらくは、「夜は夜らしくあるべきだ」などという考えで《校長マスター》が定めた【課外活動】の裏ルール。

　つまるところ、時計の針が九時を示したあとこそが。

　この【課外活動】における、本当の、夜。

「どこに……行かれるのですか」

　背後の声に、幸也は足を止めた。ちょうど、建物の出入り口のガラス戸を静かに押し開けたところだった。振り向いた先、玄関に──神妙な顔をした、理り法ほうが立っている。

　幸也は空を見上げた。夜でも霧きりは晴れない。けれど非常にぼんやりとした、曖あい昧まいな月光のような光が霧ヴエールの向こうから届くこともあった。今もそうだ。目を凝こらせば周りが見えなくもない、しかし夜よ闇やみは夜闇として不ふ埒らち者の味方でいてくれる、そんな絶好の状態。だからだ。

「散歩」

「危ないです。《首割れ》も……いますし」

「大丈夫だよ。嚙かまれても俺ならなんとかなる」

「……帰ってこれて。優ゆう理りちゃんに治してもらえれば……ですよね」

　その台詞せりふは、理り法ほうが幸ゆき也やの行く先を感じ取っていることを示している。帰ってこれるかどうかに不安を感じているということを。

「乃の愛あさんのところに行くつもりですか？」

「……」

「さっき寝ねようとする前、一応の確認で、私に乃愛さんの現在地を教えるよう命令してくださいましたね。だから幸也くんは、あの武道場に戻って……それで……」

「夜よ這ばいでもするって？」

　冗談のつもりだったが、理法は笑わなかった。視線を落として、

「それならば……まだ、よかったです。命令してくだされば、します」

「？」

「性欲を処理しろと命令してくだされば、私が、します。男の人とそういうことをするのは初めてなので、上手うまくできないかもしれませんが、頑張ります」

「お、おい」

　彼女は腰こしの前で組み合わせた拳こぶしをきゅっと握にぎるようにして、小さな声で、続けた。

「幸也くんが……死んでしまうよりは、全然、いい、です……」

　誤ご魔ま化かせないと悟った。彼女は本気だ。自分も冗談などで返せる状況ではない。

「……やばくなったら逃げるさ。傷を無視できるってことはいつでも全力で逃げれるってわけだからな。俺おれのＥＣにはそういう利点がある」

「でも……いくら、復ふく讐しゆうのためでも。相手は……それに、一人で……」

「だから今から行くんだ。いくら乃愛が強くても、寝込みを襲おそえばチャンスはあるかもしれない。で、そこにお前らを連れてっても意味はないだろ。レディをこき使ったりはできねぇよ」

「いい心がけではあるね。その調子で一生私を働かせないように頼たのむ」

「……」

　見れば、暗い廊ろう下かの奥おくに二人の姿があった。闇やみに溶とけ込むように壁かべにもたれている夜や子こ。無言で腕うで組ぐみしている優ゆう理り。

「あっ、ふ、二人とも！　お願いします、幸也くんが……」

「ふむ。命令を求める君の願い。聞きたいところではあるが、私はか弱い女子だ。幸也がどうしても行くというのであれば、止められるものではないよ。どうだね？」

　幸也は即答する。

「どうしても、行くよ」

「そんな……」

　裏切られたように目を揺ゆらす理法。夜子は頓とん着ちやくせず肩を竦すくめた。

「私はベッドから動きたくない。さっき言った通り、私の望みは一生を怠たい惰だに過ごして君に養われることだ。だから追いかける気はない。しかしわざわざ睡すい眠みんを中断してここまで来ている時点で、私はかなりのカロリーを使った。使わせた君は私に何かの罪滅ほろぼしをすべきだ」

「罪滅ぼしって？」

「今後は私にカロリーを使わせないという確約かな。なあに、君が私を一生養うと誓ちかってくれるなら、私はベッドの上でできる怠たい惰だ以外の全すべてを君のために行うと約束しよう。つまり子作りと子育てだ」

　いつも通りの彼女だった。飄ひよう々ひようと、冗談めかして、本気を語る。幸ゆき也やに対する好意を魔ま球きゆうの形でど真ん中に投とう擲てきする。幸也はそれを何度も受け止めてきた。そして何度も──その気持ちには応こたえられないと、伝えてきた。

　それでも彼女は変わらない。強く、誇ほこり高く、やはり飄々と、諦あきらめない。

　別の相手ならば居い心地ごこちが悪くなったりもするだろう。関係性や態度が変わったりもするだろう。しかし幸也と彼女の距きよ離り感は不思議に今まで通りだった。保健室登校のクラスメイトで、友達で──失いたくないことだけは確かな、大切な人間だった。

　それがきっと、彼女という存在の魔ま力りよく。

「帰りにはその契約書類を持ってきたまえ。婚こん姻いん届というもので、市役所にでも行けば簡単に手に入る。必ず出しに来るように。期限は明日の朝までだ」

　夜や子こは夜子らしくそう言って、長い黒くろ髪かみを揺ゆらしながら保健室の中に戻っていった。

　闇やみが彼女の姿を飲み込んで、廊ろう下かには数秒の沈ちん黙もく。そこで──

「幸也」

　腕うで組ぐみの姿勢で、じっとこちらを見つめて黙だまっていた優ゆう理りが、初めて口を開いた。

　幼おさな馴な染じみ。かつて、目つきが悪く周囲と馴な染じめず、まったく友達がいなかった自分を、強引に外に連れ出してくれた彼女。いつも笑顔で引っ張っていってくれた彼女。気付けば自分の傍そばにいてくれた、大好きなお隣となりの女の子。その好きは成長するにつれて当然のように違ちがう意味になった。転校してもその気持ちは抱いたままでいた。手紙やメールで伝え続けていた。この御み手てヶが原はら学園で再会できて嬉うれしかったので勿もち論ろん直接的にも伝えた。

　大好きな、彼女。何度その気持ちを伝えても、そのたびに、困った微び苦く笑しようで首を横に振るだけの彼女──

　そんな彼女は、今。

「今まで何度も言ってきたけど。またわたしは言うわ。何度でも言うわ」

　睨にらむような、まっすぐすぎる視線で。

　強く、しかし静かに。




「──あんたは間ま違ちがってる」




　行ってきますと言って、幸也は彼女達たちに背を向けた。










　　第六章　【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始五日目／深夜／『──』まであと28:24:31







【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　第八保健室】




　保健室は暗くら闇やみに包まれていた。物理的にも、それ以外にも。

　窓の外、霧きりの彼方かなたの淡あわい光源だけが、かろうじて明の気配として在る。本当に一寸先も見えない暗黒になることだけは回かい避ひしてくれている。

　優理はベッドの縁ふちに腰こしかけていた。シーツの擦すれる音からして、夜や子こは自分のベッドで普ふ通つうに横になっているのだろう。さすがに目を閉じてはいないだろうが。理り法ほうは──ソファーにその身を沈めて、じっと、待っているようだった。

　久しぶりに、その口で静せい寂じやくが破られる。ぽつりと。何かに耐えかねたかのように。

「……不安では、ないのですか……？」

「ないね。まったく」

　闇の向こうで、即答。

「ど、どうして……？」

「簡単だ。私わたし達たちには愛のパワーがある。それはピラミッドパワーなどよりもよほど強固で奇き跡せき的だ。だから必ず帰ってくるさ」

　ストレートで迷いのなさすぎるその言葉に気け圧おされたか、あるいは単に呆あきれたか、理法は息を吞のむような音を発した。

　臆おく面めんもなくそんな理由を口にできる彼女の強さに、優理は目を細める。

　やはり──彼女こそが、いいのだと思う。ふさわしいのは自分ではない。

　ああそうだ。こんな自分なんかを。

　既に死んだ人間を好きになって──どうする。

「優理さんは……？」

　理法が今度はこちらに訊きいてくる。正直に答えることにした。

「わたしは……不安だわ」

　信じる信じない以前の事実として、彼は確実に帰ってくるだろうが。

　これからのことが。幸ゆき也やの未来と精神が。

　不安だった。

「そう……ですよね。私も、です……」

　理法は単に仲間が欲しかっただけかもしれない。ぽつりと呟つぶやいて、それきり無言でまた待ち続ける。彼を。悪人で噓うそつきで、誰だれを好きになるべきかを間ま違ちがえている彼の帰き還かんを。

「不安ならさらにパワーを重ねればよいのではないかね。ダブルラブパワー……トリプルラブパワーまでいけるな。つまり三倍だ。許容しよう。束そく縛ばくしすぎる重い女は嫌きらわれるからな」

「えっ？　いえ、その、私は……」

　理り法ほうがわたわたと手を振るような音。夜や子この声は軽いもので、本気度は相変わらずわかりにくかった。けれど、好きな人間を独り占めしたくない人間はいないはずだ。

　優ゆう理りは──夜子を、応おう援えんしている。心の底から。

「何言ってんの。あんた一人で充分でしょ。自分の愛の力を信じなさい」

　頰ほおの力を緩ゆるめて微び苦く笑しようしながら、優理は言った。

　保健室が暗くら闇やみに包まれていてよかったと思う。

　もしも、仮に、自分がその表情を作ることに失敗して──それが微苦笑ではない別の何かになってしまっていたのだとしても。

　誰だれにも見られずに済んだ。
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【武たけ田だ猫ねこ啼なき　──　ロ号放送室】




　放送室も例に漏もれず独立した建物ではあったが、この学園では珍しく二階建てになっている。必要な機材が多いせいだ。一階がその機材の詰つまったガレージ的な倉庫で、二階がメインの放送室。建物には外階段があり、直接二階に入ることもできる。

　二階には主に三つのスペースがある。一階に通じる階段と外階段の両方から出入りできる、待合室のような雰ふん囲い気きの待機スペース。そこからドアを開けて入るＰＡブース、さらにその奥おくにある録音用の完全防音スペース。普ふ段だん生活の場所として使っている待機スペースに、猫啼の姿はあった。

　電気は既に止まっている深夜帯だ。代わりにテーブルに置いた非常用のアルコールランプを見つめている。大事な消耗品だが、今日はどうしても眠れなかった。考え事もしたかった。

　考えるべき設問は、勿もち論ろん──ヘムは今どこにいるのか？　だ。

　その事象に理由があるとすれば。何かの意図を持って、誰かがそうしたのだとすれば。

　猫啼は、その最有力の人間を知っている。強い動機と決意を持った人間を知っている。

　石堂幸也だ。

「……寝ねれないの？」

「あ、リンリン。ごめんなさい、起こした？」

　毛布を敷しいて寝ているＰＡブースから、凜りんが顔を覗のぞかせていた。女しかいないからか、腕うでまくりしたＴシャツに下着一枚の姿で、無防備すぎて見ているこちらが心配になる。

「んーん。あたしもなんか寝つけなくて。今日はいろいろあったから……あと小腹も空すいたし。これもらおーっと」

　凜りんは猫ねこ啼なきの隣となりのソファーに座り、テーブルの上にあったキュウリをぽりぽりと齧かじり始めた。ん、と別の一本を猫啼にも差し出してくる。

「さっきも食べてなかったじゃん。食べれるときに食べとかないと駄だ目めだよ。せっかくマナが作ってくれてるんだし」

「……そうね」

　これはこの放送室の屋上菜園でマナミリィが作ってくれているものだ。しっかり留守番の役目も果たしてくれていた。ブースの向こうで寝ねているであろうマナミリィに心の中で感謝を言ってから、猫啼もキュウリを齧った。素朴な味と貴重な水分が口の中に染み込んでいく。

「あいつらのことが心配、だったり？　武たけ田だは前からの知り合いだったんでしょ。ちゃんと逃げられたかな」

「まあ、何回か会って話したぐらいだけど。逃げ足は速いと思うし、大丈夫だと思うわ」

　それに、彼には簡単に死ねない理由がある。今の猫啼は知っている。

　彼は自分の目的は復ふく讐しゆうだと言った。別れる間際の彼の態度からは、なんとしても生き延びて、なんとしてもそれを果たすという、強い──狂的なまでに強い決意を感じた。噓うそではあるまい。

　なんとしても。重要なのはその言葉だ。

　あの会合、人を集めて対抗しようという試みもその一いつ端たんだったのだろう。彼には何か別の狙ねらいがあった。集めた人間を捨て駒ごまや囮おとりに使うつもりだったとかだ。猫啼がそれに協力したのも、彼の作戦に乗ずればヘムを手に入れるチャンスが生まれるのではと思ったからだったが。

　彼がそれ以外に別の手を打った可能性は？　ゼロではない。つまるところ──彼が枯かれ山さん水すい乃の愛あに対する人ひと質じちのためにヘムを確保したと考えれば、一応の辻つじ褄つまは合う。

　自分達たちをあの武道場で助ける前に、動く時間的余よ裕ゆうはいくらでもあっただろう。対策会議の前に何かヘムを捕まえる罠わなのようなものを仕込んでいたのかもしれない。あるいはその時点で既に捕まえていて、だから乃愛があの武道場に現れたのかも……推測はいろいろできる。

　これは、彼を信じるとか信じないとかの話ではなかった。この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】においては、善も悪も、正も邪も、その区分は無意味だ。気にすべきは彼がどう生きようとしているかで、自分がどう生きようとしているかだった。そしてそれが交わるときに何が起こるかだった。

「……口が止まってるぞ武田ァ」

「ふみゃっ」

　考え事に集中して食事の手を止めていたら、横から凜が自分のキュウリを猫啼の口に突っ込んできた。代わりに、いただき！　などと言いつつ彼女はこちらの手のキュウリをぱくりと咥くわえ取った。それをバリバリ咀そ嚼しやくしつつ、

「あはは、ふみゃっ、だって」

「ちょ、リンリン……」

「で？　何悩んでんの？」

　彼女らしい自然な笑顔と、シンプルな瞳ひとみだった。信じるか信じないか。彼女と自分の間では、その問いはさっきとは別の観点で意味を持たない。

　だから。心苦しかった。猫ねこ啼なきは視線を逸そらす。

「言いたくないことは言わなくていいけどさ。あたしは頭が良くないし、アドバイスとか求められても困るから。あたしに言えることは一つだけ……遠えん慮りよしたらぶっとばす。以上」

　直接的なものではなかったが、背中を押されたような気がした。申し訳なさはあれど、開き直るしかない。時間は過ぎていく。あるいは今夜に何か大きな動きがあるかもしれないのだ。

「保健室に行って、しばらく彼らの様子を監かん視ししようと思うの」

「……今から？」

「今から」

　凜りんは困った顔で頭を搔かいた。気持ちはわかる。夜に動くのは基本的に自殺行為だ。《首割れ》。他の生徒。リスクは日中とは比ひ較かくにならない。

　しかし彼女は一つ息を吐いて、ソファーから弾はずみをつけて立ち上がった。

「いいけどさ。監視ってのは穏おだやかじゃない言葉よね。なんで？」

「……私にも、確証はないけど。万一のことを考えて、というか……ごめんなさい。まだ上手うまく説明できないの。なんとなくの危機管理、みたいなものだと……」

「ふーん。まあいいや。マナは……また留守番だろうけど、起こして言う？　書き置きでもしとく？」

「誤解があると怖いわ。悪いけど起こして話しておきましょう」

「りょーかい」

　マナミリィの眠るブースに入っていく凜の背中を見ながら、猫啼は目を細めていた。

　心苦しい。彼女は自分を信じてくれているが──自分は、どうだろうか。勿もち論ろん、信じてはいる。だがそれは対等なものか。彼女の信しん頼らいと等価値なものか。

　少なくとも自分は、まだリスクを考えてしまっている──

　あの少女の持つ秘密を凜に話すべきかどうか、未いまだに、悩んでいる。
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　第八保健室】




　明け方近くになって、彼は帰ってきた。そこにただいまという言葉はなく、代わりに、

「ぐっ……あ、が、はぁっ……おおおお！」

　血に塗まみれる玄関。獣けもののような呻うめき声、むせ返るような鉄分と汗の臭い。

　倒たおれ、痙けい攣れんするように震ふるえ始めた彼の身体に、優ゆう理りが顔色を変えて走り寄る。小さな腕うでで抱きすくめるようにしてその場に寝ねかせ、

「馬ば鹿か、あんた、なんでここまでっ……《マスター・オブ・インファーマリィ》！」

　ＥＣを発動。治ち癒ゆの光が彼の痛苦との全面戦争を開始する。

「あまりに傷が多すぎて記録しきれなくなった……という感じだろう。いつものことながら、見守ることしかできないのは歯は痒がゆいな」

　目を細めて言ってから、夜や子こが理り法ほうの肩に幽ゆう霊れいのように顎あごを乗せる。

「君も同じ気持ちかね？」

「……はい」

　言うまでもないことだった。彼が帰ってきたのは嬉うれしい。だが……傷ついている姿は、見たくなかった。何もできない自分が嫌いやになる。無力感に胸が裂さかれそうになる。

「ふむ。その顔……ダブルラブパワーが発生しているのかもしれない。さっきは懐ふところの広い女のふりでああ言ったが、実際そうなるのがアリかナシかで言えば、まあ好ましくはない。困ったものだ。オーパーツに放射性炭素測定を科学者が求めてくることくらい困ったものだ」

　こんなときに言うことではない気がしたが、それが彼女なりの緊きん張ちようのほぐし方……あるいは強がりなのかもしれなかった。

「よく……わかりません」

「最初はそんなものさ。何にしても、同じような気持ちで同じような眼まな差ざしを同じ相手に向ける人間がいるんだ。歯痒さが割り算できればいいのだがね……」

　そんなとき、徐々に薄うすれていた彼の呻うめき声が、ようやく荒い吐息レベルにまで落ち着いた。治ち療りようはまだ続けられているが。

「は……はは……ざまあみろ、だ」

「何がだい？」

　理法の肩に首を乗せたまま言った夜子のほうを、幸ゆき也やはちらりと見て、

「結局見つかって、こんな感じで、死にそうにはなった、けどよ……一いつ矢しは報いた、って感じだ。奴が貯め込んだ黒玉、どさくさ紛れに全部盗んでやった」

「ほう」

「……第十二号校内駐輪場ターミナルの近くに、大きな木があるだろ？　あの根元に、黒玉は隠してきた。結構量があって、持ったまま逃げるのは邪じや魔まだったからってのもあるけど……次は、その黒玉をエサにして乃の愛あを誘おびき寄せよう。待ち伏せだ」

　その言葉を聞いて、理法はそっと目を伏せた。

　まだ──やるのだろうか。続けるのだろうか。こんな目に遭あってまで。

　復ふく讐しゆうを。

　際限のない危険と痛みが待っているのに。次は死んでしまうかもしれないのに。

　自分には、彼らのような繫つながりはない。成り行きで助けられただけの間柄だ。だから何を言う資格もない。けれど。けれど──

「いいかね……一つ言っておこう。君は君でしかない。君が気に病やむことは何一つない。君が君の優やさしさで傷を負う必要はない。馬ば鹿かな人間を見かければ、馬鹿な人間だと笑い捨てるくらいでちょうどいいのだよ」

　夜や子こが理り法ほうの頭の上にそっと手を置いてきた。同い年なのに、不思議な包容力があった。

「私は……すみません。私のことは、どうでもよくて。ただ、みんなが怪け我がをすることがなければいいなと、単純に、馬鹿みたいに、そう思っているだけです。すみません……」

「自分のことを、どうでもいいだなんて、言うもんじゃないわ。教育的指導よ」

　大方の傷を塞ふさいだらしい優ゆう理りが、額の汗を手で拭ぬぐいながら言った。女の子座りしたまま幸ゆき也やの顔を見下ろしている。怒ったような、不ふ貞て腐くされたような表情。死ぬような怪我をして帰ってきたのだから、怒るのは当然なのかもしれないが、どこかそれだけではないような気もする。

　優理はそれからようやく理法を見、

「……先に訊きいておくべきだったけど、乃の愛あの位置は？」

《慎み深い針と糸クリプテイツク・ニードルワーク》の感覚に意識を集中させる。以前、乃愛に刺しておいた待ち針の存在に。

「ええと、今までとそれほど変わってはいません。多分、まだあの武道場かと」

「追ってきてもいないということだな。ならば安心だ。理法、君もどうせ今まで一いつ睡すいもできなかったんだろう。幸也の体力の回復も待たなくてはいけないし、とりあえず今夜はもうできることはないと思う。起こしてあげるから、昼までぐっすり寝ねておくといい」

「はい……」

　体力の回復。とりあえず。今夜は。

　やはり彼らは諦あきらめないのだろう。どれだけ危険であろうとも、どれだけ恐ろしい未来が待っていようとも──枯かれ山さん水すい乃愛と、決着をつける気だ。

「そうそう。ひとまず寝ようぜ。正直、疲つかれた……」

　幸也が億おつ劫くうそうに立ち上がり、歩き始める。理法は肩を貸すべきかどうか迷って、しかし命令がなかったので、彼が欠伸あくびを漏もらしながら保健室に入るのを見送るしかなかった。夜子が続き、優理も保健室の中に入ろうとして──最後に、理法を振り返った。

「ごめんね、理法」

　そして、神妙な面おも持もちで、

「命令するわ。わたし達たちを──許して」

「……？」

　理法は首を傾かしげるしかなく、それに優理は微び苦く笑しようを返し、「おやすみ」と言った。




　その命令の意味がわかったのは数時間後だった。

　理法が目覚めたとき、保健室から彼らの姿はなくなっていた。
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【識しき神がみ界かい人と　──　普ふ通つう科二年二組校舎（１／１０００）】




　悪いな。

　これは俺おれ達たちの復ふく讐しゆうだ。お前が危険を冒してついてくることはない。

　乃の愛あを誘おびき寄せて待ち伏せする場所は、お前に喋しやべった黒玉の隠かくし場所とは別の場所にする。万が一にもあいつにクリアされたら困るから、馬ば鹿か正直に取り返させてやる気はない。

　お前はこれから、界人達を頼たよれ。練ねり亜あに待ち針を打たせたのは覚えてるよな？　お前のＥＣなら位置がわかるはずだ。あいつらは三人だけで閉じこもってて排はい他た的だが、誠心誠意話して頼たのめば保護してくれると思う。もし必要だったら、俺が隠した黒玉の隠し場所を界人達に教えて見返りにしても構わない。あれはお前のもので、繕つくろってくれた服の代金だと思ってくれ。

　それじゃあ──

　ここに書かれた指示に従うこと。

　乃愛の位置がわかっても、近付いたりしないこと。

　以上、最後の命令だ。従うように。


今までありがとう。






「界人……読める？」

「読んだよ」

　界人はミニチュア化した教室の窓まど際ぎわに肘ひじをつき、外に出ている練亜がかざしているメモを読み取っていた。先程、慌あわててこのミニチュア教室を飛び出してリアルサイズに戻った練亜の向こうでは──あの会議のときにもいた特進科の女子が、どこか悲しそうに視線を落としていた。白しろ鷺さぎ理り法ほう。今まで彼らと一いつ緒しよにいて、切り捨てられた、少女。

（安全第一、か……）

　幸ゆき也やは界人の能力のことを、練亜の強さのことをよく知っている。理法の安全を第一に考えるなら、確かに自分達がもっとも有力な預け先になるのかもしれない。だが──

「界くーん……どうすんのー？」

　一いち春はるが界人の制服をちょいちょいと引っ張りながら言ってきた。外にいる練亜との連れん絡らく用に《監督権限ワン・マン・インデイー・ムービー》を使っているので、本人に聞こえないように一応は囁ささやき声だ。

「あの人、仲間に入れたりしないよねぇ？　そりゃ置いてけぼりにされちゃったのは可か哀わい想そうだとは思うけどさ。ハル子達はハル子達三人だけでいいって言ってたじゃん」

　界人は息を吐く。分岐点だ、と思った。今までの自分。これからの自分。自分が最優先させるべきことは何か。守るべきものは何で、失ってもいいものは何か。

　そして──決意する。

「僕ぼくは……受け入れてもいいと、思う」

　二人の反応は劇的だった。もはや隠かくす様子もなく、

「えー!?」

「界かい人と！」

「僕には……幸ゆき也や達たちに、謝らなくちゃいけないことがある。あの武道場で、僕達だけ逃げた。罪滅ほろぼしをしないと」

「その考え方は違うわ、界人。そもそも私達が彼らを助けた。そのあとで、必要以上の働きを求められたのよ。私達には私達の身を守る権利があった」

「それでも、だよ。僕は心苦しかった。姉さんの判断は尊重するけれど」

　理由はまだある。そのときの罪悪感だけではない。

「それに友達が、幸也が僕を頼たよってくれたんだ。僕なら信用できるってね。悪い気はしないよ。僕は友達がほとんどいなかったから……こんな状況で僕のことを信じてくれる誰かがいるってことは、なんだかとても嬉うれしいんだ。できるだけ応こたえてあげたいと思う」

　静かな口調で言う。二人はじっとこちらを見つめたあと、

「まぁ……ヤだけど……界くんがそこまで言うならしょうがない、かぁ。はぁ、新しい女の子……不安要素がモリッと増えたよぅ」

「界人に嫌きらわれたくはないから、ここは引き下がるけど。好ましくないと思っているということだけは覚えておいて。私と界人の愛の聖域サンクチユアリ計画、一歩後退だわ」

「ありがとう、二人とも。で──君の気持ちはどうなんだろう」

《監督権限ワン・マン・インデイー・ムービー》の映像を通して理り法ほうに問いかけると、彼女はただ肩を縮めて、

「私は……命令です、から。従います。従う、だけです……」

「……だったらよかった。自分でこんなことを言いたくはないけど、一いち春はるや姉さんを安心させるために言うよ……これは本当に特例だ。そうしないと、今後また他の人達が来たら次々と受け入れないといけなくなる。君以外の人をこれ以降受け入れることはないと思う」

「はい。ありがとう、ございます。すみません、ご迷めい惑わくをおかけして……」

「ああ、ええと、だから恩に着ろとかそういう話じゃなくてね。よっぽどのことがあったから特別に白しろ鷺さぎ理法って人だけは受け入れたんだ、という形にしておきたいんだ。今後来るかもしれない人達を断りやすくするために。で、その『よっぽどのこと』っていう言い訳に使える何かを探してるんだけど……うーん……この手紙に書いてあるやつしか思い浮かばない。悪いけど、これでいいかな」

「幸也くんの隠した黒玉の場所、ですか？」

「本当は見返りなんか必要ないんだけどね。たくさんの黒玉の情報があったから特別に受け入れたんだ、っていう説明ならのちのち他の人を断りやすくなる。あれはこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】で共通の価値を持つものだから」

「見返りにしていい、という命令ですので。教えることは可能です。第十二号校内駐輪場ターミナルの近くにある大きな木の根元、という話でした」

　あっさりと彼女は教えてくれた。練ねり亜あの視線が校舎の窓を向いて、

「取りに行くの？」

「いいや。彼女を受け入れた口実作りに訊きいてみただけだよ。実際問題、それを取りに行くのは危険が大きすぎると思う。考えたくはないけれど、幸ゆき也やが乃の愛あに負けてその隠し場所を吐かされる可能性もある……乃愛と鉢はち合あわせしたらしゃれにならない」

　ぴく、と理り法ほうの肩が揺ゆれるのが見えた。余計なことを言ってしまったか。しかし当然考えなくてはならない可能性だ。

「他にも、千里眼みたいな能力を持ってる生徒がいたらもう先を越こされてるかもしれないし。いつかずっと時間が経たって、完全にほとぼりが冷めて安全になったら一応確かめに行ってみてもいいかな……ぐらいの感じかな。今は外に出るってだけでリスクは跳はね上がる。だから僕ぼく達たちはずっとここにいることを選んだ……黒玉は確かに大事だけど、僕達にとってはそれほど大事じゃないってことだね。少なくとも、友達を助けにいったり、友達に託された女の子を保護するのと比べれば」

「くっ……またそんな！　ナチュラルに界くんは女の子の好感度を上げるような台詞せりふを！」

「いいかしら。貴女あなたを受け入れると決まったのはもうどうしようもないけれど、くれぐれもここのルールには従うように。具体的には界かい人とに心を奪うばわれたり色目を使ったりしないように」

「その通り！　防げラッキースケベ！　折れよ恋愛フラグ！　この精神で頑がん張ばっていくこと！　一日三回くらい念仏のよーに唱えるといいね！」

　一いち春はると練亜が騒さわがしく言い、それにようやく、理法は頰ほおの力を僅わずかに緩ゆるめた。

「じゃあ姉さん、この建物を地面に置いて、周りを見てて。《まるで住めそうなほど精巧なライズ・ミニチユアライズ》を一いつ旦たん解除して元の大きさに戻すから、姉さんと白しろ鷺さぎさんは中に入ってきてね。そうしたらすぐにまた《まるで住めそうなほど精巧なライズ・ミニチユアライズ》を発動するよ」

　ここが一番の注意すべきところだ。いくら完かん璧ぺきな隠かくれ家を作り出す能力であっても、誰だれかを中に入れるときだけは一旦解除する必要がある。誰かが自分を狙ねらうようなことがもしあるとすれば、ほぼ確実にこのタイミングを狙ってくるだろう。その場合は練亜に身を張ってなんとかしてもらうしかない。

　逆に言えば──ここで何もなければ、安心だ。

　入り口から入ってくる理法。周りを警戒しながら、後ずさるように練亜も帰き還かん。入り口の引き戸を閉めるのを見て、界人は再び能力を発動。建物ごと、中にいる四人を小型化する。

　──結局のところ、心配は杞き憂ゆうで、何もなかった。

「ようこそ。いらっしゃい」

「お世話に……なります」

　だから界かい人とは安心して、これからのことを、考え始めた。
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　深夜である。昨夜と同じく、霧きりの世界を曖あい昧まいな光がかろうじて照らし出している。

　身を潜ひそめている幸也は、呼吸すらも最小限に、ただじっと一点を見つめている。

　復ふく讐しゆうすべき相手が訪れるはずの、その場所を。

　今まで幾度となく目にはしていた──拳こぶしを握にぎって見ていることしかできなかった──

　人殺しの、罪深い、殺人鬼。

　だが、ここに来てくれれば、ここでならば、状況は変わる。

　種は蒔まいた。昨夜のあった出来事の全すべてが、その種だ。

　深夜の単独行動。痛み。乃の愛あの持つ黒玉の強ごう奪だつ──

　それだけではない。種をより確実に実らせるための準備は、ずっと前から行ってきた。最初から。最初の最初から。無数に用意された肥料。

　種は確実に実るとは限らない。だがかなりの確率で実るはずだ。

　実ってもらわねばならなかった。

　今までの全ては──このために。

　ここで待ち始めて、どれだけの時間が経たったのか。覚えていない。日が暮れる前からなのは確実だ。変化のない時間は苦痛に似ていたが、祈りと期待で無理矢理に中和させていた。いつ来るのか。早く来い。本当に来るのか。必ず来る。来ないかも。黙だまれ。

　そして──

　ついに、そのときが、訪れる。




　霧の奥おくから、小さな、足音。

　夜と霧という二つの魔まを伴って、その音が静かに、息を潜めるように、近付いてくる。

　壊こわれた時間感覚の中、それは幻覚じみた存在感。

　だが次に──息いき遣づかいも、聞こえ始めた。呼気。吸気。繰くり返される生命の主張。

　足音と同じく、それは密ひそやかで慎つつましやかだ。しかし呼吸するものがここにいること自体、この夜の世界には不適で、浮いている。だから逆に、実在感があった。

　いる。確かに。歩いてきている。

　目を凝こらす。霧の空の向こうからの不思議な光源が、淡あわく淡く、暗くら闇やみを開放していって──

　そうして、その場に姿を現したのは。

　単身の人ひと影かげ。

　朧ろう光こうに薄うすく照らされたその人間の顔を確認した瞬しゆん間かん、幸ゆき也やは隠かくれていた物もの陰かげから飛び出していた。意識してのことではない。身体が勝手に動いたのだ。

　待ち望んで、待ち望んで、意識が置き去りになるほど待ち望んでいた、歓かん喜きの瞬間。

　幸也はその人間の顔を全力で殴り、ふらついたその頭を摑つかんで背後の太い木の幹に叩たたきつけ、さらに捻ひねり倒たおして馬乗りになり、あとはただ殴った。殴った。拳こぶしが裂さけて血が出ても殴った。

　久しぶりに思い出す、呼吸。

「はぁっ……はぁっ……」

　眼下にあるのは、歪ゆがんだ表情。幸也の拳で物理的に歪んでいて、驚きよう愕がくと恐怖でも歪んでいる。信じられないといった表情。まだ自分の置かれた状況が理解できていない表情。

　笑えてきた。怒りはそのままに、同時に笑いの衝しよう動どうが出てきたのだ。快楽的ですらあった。

「ああ……待ってたぜ。久しぶりだ。ようやく、直にツラを合わせられたな──」

　そうして幸也は、相手の名を呼ぶ。

　全すべてを費やして辿たどり着いた目的地。復ふく讐しゆうの終極点。

　幸也の一番大事な女性を殺し、それでいて平気な顔で生きている、解剖好きな殺人鬼よりもタチの悪い殺人鬼の名を。




「界人！」




　自らの名を呼ばれたことで、彼の困こん惑わくに塗まみれた思考が若干ながら形を取り戻したらしい。血と痣あざだらけになった顔が、いつも通りの、人の好よい優やさ男おとこの表情スタイルを作り、

「な、なんだ……幸也。幸也、じゃないか。僕ぼく、そう、僕だよ……なんで、殴られて……まいったな。勘かん違ちがい、してるよ？」

「いや。勘違いじゃない。諦あきらめろ。もう全部聞いてる」

「聞いてるって、何を……」

　幸也は頰ほおを歪めて笑った。

「何を、じゃない。誰に、だろ？」

　足音が聞こえてきた。幸也は界かい人とに馬乗りになったまま、もう一発、拳をその頰に叩きつけて強引に彼の首を動かした。さらに頭を押さえつけて、そちらを見させる。

　歩いてくるのは。

　体操服の上に白衣を纏まとい、小さな足をゆっくりと動かして近付いてくるのは──

「……!?」

　幸也は彼の耳に口を近付けた。そのまま嚙かみ切りたい衝動を堪こらえて、

「わからないか？　面おも影かげはあるはずだぜ。殺したいほど好きだったんなら、どんな姿になったってわかるだろ？」

　彼女は足を止めた。

　白衣のポケットに手を突っ込んだ姿勢で。

　無表情のまま、しかしどこか悲しそうな瞳ひとみで、彼を見下ろして。

「──識しき神がみ。わたしよ」

　姿は多少変わっていても。声は変わらなかった。

　だから、彼も、気付けたのだろう。

「あ……ああ……噓うそだ……！」

　今までの様子とは一変。

　目を見開き、声を震ふるわせて。

　彼は薬やく園えん坂ざか優ゆう理りと名乗っていた女性の、本当の名前を呟つぶやいた。




「……友利先生……!?」
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「噓うそだ……なんで……」

「それが私の《典型的降霊手法ボヘミアン・エクトプラズム》の力だよ、人殺しくん。彼女は確かに死んだが、それでも、形ある霊れい魂こんとしてここにいる」

　周囲の曖あい昧まいな夜よ霧ぎりの中から、その暗さと同化していた夜や子こも静かに近付いてくる。いつものように、あるいはいつも以上に、温度のない、虫けらを見るような目を界かい人とに向けていた。

「いい機会だから言っておこう。彼女は教室不適合者である私に苦言を呈しながらも、私に最後に残った居場所をけっして奪うばおうとはしなかった。保健室のベッドの上というね。だから私は幸也と出会えた。感謝している。そんな良心的な人間を殺されるのは困るのだよ……今更言っても遅おそすぎることだが」

　静かな夜子の声を耳に、彼女は何を想おもうのか。優ゆう理りは黙だまって界人を見下ろしている。

　少女のようになったその姿。幸也にとっては、両親が死んでこの学園のある街から離はなれる前、毎日のように会っていたころの──記き憶おくの中にある、大好きだった、憧あこがれていた、年上の幼おさな馴な染じみの──姿だ。

　界人の困こん惑わくと怯おびえの視線が、その小さな輪りん郭かくをなぞっている。

「ああ、彼女の姿かね？　確かにこうなる前の彼女はもっと大人らしく肉感的な体つきで、まさに保健室の美人養護教きよう諭ゆといった風ふ情ぜいだったな。サイズ的にもいい勝負を繰くり広げていたのだが、いやさこれから成長する私がカップ数を三つほど上げて追い抜くはずだったのだが、今はゴングの前に終了する。虚むなしい勝利の味だ」

　軽く首を横に振って黒くろ髪かみを揺ゆらしてから、

「なぜ彼女の姿がこうなっているのか……これは私にとっても不測の事態だ。理屈はわからない。だが私のＥＣ能力は存在の根幹に関わる。彼女自身のＥＣと何らかの無意識干かん渉しようが起こっているのではないかと考えている。彼女の《マスター・オブ・インファーマリィ》には、傷を治す……《復元》の概がい念ねんが含まれているからだろう。説明文にはより詳くわしく書いてあるのかもしれないが、彼女は手帳を紛失してね。知っているとは思うが、職員に対しては生徒手帳ではなく、手近なメモ帳などがその役割を果たすというルールで──ふむ。喋しやべりすぎているな。柄にもなく興奮して我を忘れていたようだ。つまり何が言いたいのかというと、ファックユーの一言だ。私が君に向ける負の感情はファラオの墓の盗とう掘くつ者に向けるそれの比ではない」

　いつも以上に支し離り滅めつ裂れつな言葉ではあった。

　興奮している。そうだ。自分もだ。

「苦労したぜ。ずっと待ってた。このときをな……！」

　彼女の存在を界かい人と達たちに知られないよう、念には念を入れて呼び名を変えた。彼女の母親の旧姓と、幸ゆき也やが昔呼んでいた渾名。かつて彼女は自分の名前が嫌きらいで、苗みよう字じで呼ぶのも他人行ぎよう儀ぎで、だから苗字の呼び方を変えて「ゆーりちゃん」と幸也は呼んでいた。

　呼びかけて集めた乃の愛あへの対策会議のとき、界人と出会う可能性があるときは姿を隠かくし、万が一にもばれないように、事情を知らない理り法ほうには口を開かないように命令した。

　この場にはいない彼女のことを思い出しながら、また、界人を殴る。

「理法には謝っとかないとな。完全に利用した」

「君はやはりクズだね。女を利用し、男を殴る。そんな君に惚ほれている私も悪女だろうが」

「し、白しろ鷺さぎさんは……まさか、最初から……ここの情報を伝えて、僕ぼくを誘おびき出すために……!?」

「優ゆう理りの事情を話したときに決心したよ。せっかくなんで俺おれ達たちのために動いてもらうことにしたんだ。あいつは自分のしたことは何も知らないから、恨むな、よ！」

　歯や骨で傷ついた拳こぶしの痛みはもはや留とどまるところを知らないが、あえてＥＣを使っての記録はしなかった。これは心地ここち好よい痛みだ。達成感のある痛みだ。殴り続ける。

　優理達と合流する前に界人に会っていたのは、不幸で、幸運だった。そのときにこうできなかったのが不幸。界人達のＥＣ能力が知れたのが幸運。普ふ通つうに界人を殺しに行ったところで、界人は安全なミニチュアの中に引きこもって出てこないだろう。そこに最強の護衛の練ねり亜あが出てきて逆に自分達は返り討ちに遭あうだろう──それは簡単に想像できた。だからその状況を打破する方法を考えなくてはならなかった。

　乃愛の存在を知ったことが契機だった。

　彼女への共同対処をダシに、界人達を呼び寄せる。当初はその対処の中、隙すきを窺うかがい、あるいは乃愛の行動を逆利用して練亜を引き剝はがし、界人と対たい峙じするという予定だったが──それは武道場勢力のいきなりの裏切りで無意味となった。

　無論、界人がそもそもその共同対処に乗ってこない可能性はあった。だがその確率は低いだろうと考えていた。なぜなら、

「お前は、余よ裕ゆうぶってるように見せかけて……自分の欲望に正直な、羨ましがりで欲しがりなただの卑ひ怯きよう者だ。俺にはよくわかってる。初めて乃愛を見たときのお前の感想を当ててやろうか？　黒玉をたくさん持ってて羨ましい、か──いや、あんなに強くて黒玉までたくさん持ってるなんて不公平だ許せない、ってズレた感じで怒ったか？　お前は自分が一番いいところにいないと嫌いやだもんな。お前は確実に、一刻も早く黒玉を集めてこの状況から逃げたがってて──だから、多量の黒玉を手に入れるチャンスがあるなら逃さないと踏ふんだ」

　そして武道場から逃げたあと、理法に全すべてを説明せざるをえない状況になったとき、幸也は考えたのだ。そのチャンスを意図的に作り出し、界人だけを誘き寄せようと。

「助けを求めてきた理り法ほうが持ってきた、多量の黒玉が隠かくされてる場所の情報……自分一人だけがクリアに近付く絶好のチャンス、お前は絶対に逃さねえよ。一いち春はるや練ねり亜あすら本当はどうでもいい、自分一人だけ生き延びればいいと思っているお前ならな」

　痛みのためか、それ以外の何かのためか、涙を流している界かい人との目を覗のぞき込み、

「ちなみに、乃愛から俺が黒玉を奪ってここに隠したってのは噓だ。いくら俺おれでも、一人であいつのところに乗り込んで生きて帰れるとは思ってない。理法に動いてもらうための自作自演だ……自分で自分の身体を傷つけたのはやりすぎかもしれなかったけどな。あいつがお前のとこに行って、お前をこうして動かすための引き金になってくれればよかった。わざわざスコップとか用意してきてもらって悪いが、ここには何も埋まってねぇよ」

　最初に殴ったときに界人の手から吹っ飛んだ、地面に転がっている小さなスコップを見ながら言う。夜中にいそいそと抜け出し、宝物を掘りに来たその様子を想像すると、嘲ちよう笑しようの衝しよう動どうが堪こらえきれなかった。だが、

「や、やめ……ごめ、ごめんなさいっ……」

　適当な謝罪の言葉が、また幸ゆき也やの奥おく底そこに火を点つける。何のための。誰だれに対しての、謝罪だ？

「違ちがう、あれは、何かの間違いで、どうかしててっ……殺すつもりなんかなくて、ただ怖くて、無我夢中で、それでっ……！　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいっ！」

　まだ言うか。幸也が大きく腕うでを振り上げたとき、久しぶりの、声。拳こぶしを止める。

「……ねえ、識しき神がみ」

「せ、先生……」

　表情を変えず、優ゆう理りがさらに幸也と界人に近付いてきた。瞳ひとみはあくまでも静か。ただ、今までよりも、憐れん憫びんの色が濃こい。

「わたしは……夜や子この能力でここにいるだけの、仮かり初そめの存在なのかもしれないけど。記き憶おくはあるのよ。きちんとね」

　ふ、と短い吐息を挟んで。

「あんたはまず、出会ったわたしを犯そうとした。押し倒たおされたわたしがそれに抵抗すると、刃物でわたしの腹を裂さいた」

「違うんです……ずっと好きだった……幸也が転校してくる前から、ずっと、優やさしい保健室の先生で、ちょっと抜けているところがあって、強がってるようなところも、好きで……」

「その気持ちを疑うことはしないわ。でも、わたしが死ぬ前に最後に見たものは──あんたの顔よ。好きな人を殺すのがこんなに気持ちよかったなんて、と言いながら笑っていたわ」

「違う……違……」

「あんたは壊こわれた。世界が壊れたことを言い訳にして、壊れた自分の欲望を壊れたまま果たしてしまった。本当は、壊れまいと努力するべきだったのに」

　喉のどの奥に泣き声と言葉を蟠わだかまらせていた界人が、そのとき一気に身体を暴れさせた。駄だ々だっ子のように喚わめく。幸やき也やは両りよう腕うでを使って全力でそれを押さえつけた。だが構わず界かい人とは頭を振り、自ら後頭部を地面に打ちつけるようにして、幸也に同意を求める懇こん願がんの目を向けて、

「だってさあ！　世界がこんな、めちゃくちゃになって！　手が届かないと思ってた人が目の前にいたらさあ！　死ぬ前にヤりたいって思うだろ！　誰だれだってさあ！　なあ幸也、君だってさあ、やるだろ、絶対ヤるだろ？　ヤっただろッ？」

「ッ……お前と一いつ緒しよにするなッ……」

　反吐へどを吐くように幸也は言った。優ゆう理りは目を細めて、

「……壊こわれたこと自体は仕方のないことなのかもしれない。誰にだって起こりうる。だがそれでも、『してはならないこと』は罪よ。それを考えないようにすることも、罪よ……」

「私が思うに。このままでは──君はいずれ、一いち春はるや練ねり亜あも殺すだろうね。君のことを絶対的に信じている二人すらも笑って殺すだろうね。アカシックレコードに既に刻まれているよ」

「だから……僕ぼくも、殺す、の？　いやだ、いやだ……やめてください……」

　実のところ──ここから先のことは、どちらとも話していなかった。結末。落としどころ。彼をどうするのか。

　優理は、目を逸そらさないことこそが自分の責務だとでも言うように、じっと界人を見つめている。彼女が望むことなら何でもしようと幸也は思っている。だが彼女は自分の望みを言わない。死者は語らない──その真理を体現するかのように、ただ、立っている。

　自分なんかの復ふく讐しゆうに全すべてを賭かけるのは間ま違ちがっている、あらゆる危険を顧かえりみずにそれだけを目的にするのは間違っている……と、彼女はこの件に関してはずっと言い続けていた。他にすべきことがあるのではないかと。仇あだ討うちなんて忘れたっていいのだと。

　それでも、幸也はそれに従うことはできない。まずこの復讐を済ませなければ、自分はこれから先、一歩も進めないのだと確信していた。だから幸也はただ、彼女の想おもいとは関係なく、自分のしたいことをする。身体が動くままに。脊せき髄ずいが命じるままに。

「さあ。それは、とりあえず気が済むまでお前を殴ってから考えるさ。正直、それでお前が二度と動かなくなったとしても俺おれは全然構わない。ただ俺はお前にこの感覚を味わわせてやりたいだけなんだ。もっともっともっと、お前に殺されたときの優理の痛みと優理の絶望をお前にも教えてやりたいだけなんだ」

　要するに。

「お前には教育的指導が必要だってことだよ」
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【武たけ田だ猫ねこ啼なき　──　第十二号校内駐輪場ターミナル付近】




　猫啼と凜りんの姿は樹上にあった。彼らが集まっている、周囲で最も大きな木ではなく、その近くにある別の目立たない木だ。

　かろうじて今までの彼らの会話は聞こえていた。凜りんが小声で呟つぶやく。

「ど、どうなってんの？　あの子が実はもう死んでるって……ええー？　そんなの全然気付かなかったし。わけわかんないわ……」

　馬乗りになった幸ゆき也やがひたすら界かい人とに拳こぶしを振り下ろしているのを見つつ、猫ねこ啼なきは考える。

　凜と同じく、あの彼女の秘密には驚おどろいた。それが幸也の復ふく讐しゆうの原因であったことにも。だがそれよりも大事なのは、その復讐の相手だ──殺人鬼というイメージで勝手に思い込んでいた、枯かれ山さん水すい乃の愛あではなかった。それが意味するのは、

（つまり……彼が枯山水乃愛に直接的に手を出す理由はない。あえて恨みを買うようなことをする理由も。なら、彼女のもとからあの子を連れ去ったのは……彼では、なかった……？）

　ならば誰だれなのか。彼らに彼らの目的があったように、自分には自分の目的がある。間ま違ちがっていたのならば、すぐに改めて動き直さねばならない。だが、どこに──？

「武たけ田だ……」

「ごめんなさい、ちょっと考えさせて」

　数多あまたの可能性に思考の手を伸ばす。伸ばし続ける。視界では、ひたすらに界人を殴り続けていた幸也が、ようやく何かの区切りに達したか、肩で息をしながら立ち上がるのが見えた。拳からぽたぽたと零こぼれる血。顔にも返り血。それを見守る二人の女子生徒。

　地面に倒たおれている界人は──かろうじて、呼吸だけはしているようだ。

「……このままここに置いてく。足も折ったからもう自分じゃ動けないはずだ」

「ふむ。いずれ《首割れ》が気付いて貪り食ってくれるだろう刑。ただし奇き跡せきが起きれば誰かに助けてもらえる可能性もなくはない、という感じか……」

「甘いと思うか？」

「さて、その量刑を決めるのは私ではないね」

　二人の視線を受け、優ゆう理りは頷うなずく。

「……それでいいわ。偽ぎ善ぜんかもしれないけど、あんた達たちに直接手を汚してもらいたくはない」

　幸也は何かを嚙かみ締しめるような一呼吸。それから肩越ごしにちらりと界人を見て、

「じゃあ、そういうことだ……界人。もう二度とお前とは会わないだろう。もし生きていられたら、ずっと一生引きこもってろ。次にその顔を見たら、今度こそ本当に殺す」

　その言葉は、結局のところ、彼には届かなかった。

　幸也に殴られ続けた結果、意識朦もう朧ろうとしていたから──ではなく。




　樹上から飛び降りてきた乃愛が、まるで八つ当たりのような適当さでメスを振るって、界人の首を簡単に刎はね飛ばしていたからだった。




「オイィ！　いねぇじゃねぇか！　あの変態スク水カエル、マジ解剖バラし……あ、いや、あっちの木か？　ホーイ」

「武たけ田だっ！」

「!?」

　唐突な浮遊感。凜りんが手を伸ばしてくれているのが見える。何が起こったのか理解が遅おくれる。どうして身体が後ろによろめいている？　枝から落ちようとしている？

　揺ゆらいだ視界の中、自分の胸から生えているものが目に映り、ようやく脳が思い出した。

　その数すう瞬しゆん前に訪れていた衝しよう撃げきを。投とう擲てきされたメスを身体が受け止めた事実を。

　そして──胸の中から、熱い熱い、鼓こ動どうが漏もれ出る。

　瞬間的暗転。視界と時間が瞬まばたきで切り替かわる。衝撃。気付けば地面に寝ねていた。悲鳴のような凜の声。《殴打娘娘おーだーにやんにやん》を発動して戦せん闘とうモードになっているのに、どうしてか、こちらを覗のぞき込む顔にいつもの気迫はない。泣きそうな顔をしていた。

「くぁっはー、いたいたぁ。よーし許す。許さねえがとりあえず許す。つーか、ありゃ、適当に投げたら当たっちまった？　まあいいだろ、見たところ喋しやべるくらいはできるだろーし、すぐ死にゃしねえよ。ンー、その出血量なら、余命は……十分くらいか？　おお、たっぷりあってよかったな！　心配しなくてもそれまでに用事は済む済むー」

　乃の愛あは手て慰なぐさみのように、足元に転がっていた黒玉を拾って指先で弄もてあそんでいた。界かい人との身体から出たものだろう。それを適当に胸ポケットに放り込んでから、改めてこちらに向き直る。

　満足げに、笑っていた。

「さあて、訊きかせてもらうぜェ。武田猫ねこ啼なきさんよ……」

　ピンポイントに自分の名前が呼ばれたことにも驚おどろいたが、その次の台詞せりふにはもっと驚いた。




「ヘム公はどこだ？」




　朦もう朧ろうとした意識の中、猫啼は思う。

　それを訊きたいのはこっちだ。
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【井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　第十二号校内駐輪場ターミナル付近】




　──その数時間前。




　秋津穂の《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》は「地面や壁かべを水という体にして潜もぐれる」というだけのものだ。他人を引きずりこむことはできないし、用途は回かい避ひや隠かくれる用がせいぜい。しかし──この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】のフィールドにおいては、それなりに《移動用》としても有用であった。

　前方に向かって全力でクロールする。霧きりで視界が悪くとも、障害物に当たることを心配する必要はない。建物も壁かべも、気にせず潜り抜ける。障害物を無視した、最短距きよ離りでの移動が可能だ。《首割れ》が近くにいても、頭だけ出して泳ぐ秋あき津つ穂ほにすぐさまかぶりついてくるような素早い奴はそうそういない。念のため潜せん水すい状態でしばらく進めば容易に振り切れた。

　つまり《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》は、地上を恐る恐る歩くよりも、よっぽど自由で素早い移動法なのだった。体力さえ持てば。

「はあっ……はあっ……終わりが決まってない遠泳ってのは、キツイわぁ……」

　肩で息をしつつ、ぶくぶくと地面水面に言葉を混ぜ込むようにして、秋津穂は呟つぶやいた。

「でも、ま……」

　深呼吸して、改めて視線を上げる。

　今までは近場の放送室を中心に回っていた。保健室にも行ってみた。だが丸一日中捜し続けても、どこにも武たけ田だ猫ねこ啼なきの姿はなかった──この広い学園内、特定の誰だれかを見つけ出すというのはやはり凄すさまじく困難なミッションだった。たとえ何度かニアミスをしていたとしても自分にはわかりようがないのだし。

　しかし諦あきらめるわけにはいかず、乃の愛あが期限として設定してきた次の朝まで死ぬ気で捜すしかない、と日が落ちても泳ぎ続けた結果──一つの駐輪場の近くに、見覚えのある男子達たちが待ち伏せのような姿勢で待機しているのを見つけた。こいつらとは仲間みたいにしていたから近くにいるのではとさらに捜し回って、しかし見つからず、さすがに絶望的な気分になって顔を空に向けたら──近くの木の上に、捜し求めていた人間の姿を、見つけたのだった。

「……ここが折り返しだってわかれば、あとはもう楽なもんよね」

　さあ、もうひと踏ふん張りだ。ゴールに待つのは腐くされ縁えんの悪友の命。休んではいられない。

　秋津穂は心の中のブイを巻いてターンし、静かにまた水を搔かき始めた。




　武道場の休きゆう憩けい室に戻り、床から恐る恐る頭を出すなり、

「ヒェッ!?」

　メスが頰ほおを掠かすめて床に刺さった。

「なんだテメェか」

「おうアキ。おかえり」

「……なにやってんのよあんた」

　ジト目で見る。あぐらを搔いて椅い子すに座る乃愛の前、双すご六ろくは気き障ざにピンと腕うでを伸ばした姿勢でトランプをシャカシャカと繰くっていた。もう蛍光灯が点つかない時間なので、部屋を照らしているのはテーブルに置かれたキャンプ用の電気ランタンだ。

「えーと、まぁ、流れでというか……」

「寝れねーからテキトーに話してたらこいつ奇術部っつーじゃねーか。暇ひま潰つぶしに芸やらせてたんだよ。タネをあたしが見抜けたり芸に失敗したりしたら解剖するバラすつもりだったんだが……ハン、なかなかやるじゃねーか。つまんねえ」

「ハッハッハ、ほ、褒ほめ言葉と受け取っておきます。お客様の前で失敗しては奇術師失格ですよ。おっと、まだ続けますか？　それとも次はボールとか使ったものを？」

　なぜか双すご六ろくはチョビヒゲが似合いそうな胡う散さん臭い口調になっていた。まあ機き嫌げんを取って殺されないようにするにはそうするしかなかったのかもしれないが、カッコ悪ッとは思った。

　秋あき津つ穂ほはひっそりと自分の唇を舐なめて、

「次はあれやってよ。トランプを噴ふん水すいみたいに散らす奴。派手で好きなんだけど」

　ヘラヘラ笑いながら双六がこちらに視線を向ける。

「片付けるのがめんどくさいんだよなアレ」

「いっぺん窓から全部吹っ飛んだことあったよね。あれはサイアクで……」

「オーイオイオイ。まさか誤ご魔ま化かそうとしてんじゃねえだろうな？　手品はもういいんだよ。スク水カエルちゃんが帰ってきたってことは……なぁ？　トーゼン、あたしが喜ぶモンは持って帰ってきたんだろうな？」

　秋津穂はごくりと唾つばを飲んで、全身の筋肉をレーススタートの笛の音が鳴る寸前のような使用準備状態に持っていき、

「も、もちろん。第十二号校内駐輪場ターミナル近くの木の上。保健室の奴らが隠かくれてて、それをさらに監かん視ししてるみたいな感じだった」

「マジだろうな？」

「ほ、ほんとほんと」

　乃の愛あがじっと見てきた。目は逸そらさない。そこから真実を読み取ってくれたのか、

「ま、ここでウソつくほど馬ば鹿かじゃねーか……オッケー、わかった。ゴクローサン。じゃあ」

　ピッ。飛び込み台の上で聞く、笛の音。

「死ね」

「双六ッ！」

「《対価不要のファンタズマnot_rick_node_vice》！」

　完かん璧ぺきなスタート。秋津穂は一気に身を捻ひねって床下水中に没する。その瞬しゆん間かんに見えたのは、巨大なメスの刃が部屋を薙なぎ払うのと、双六が手中のトランプを宙に放り投げる姿。そのカードは瞬時に双六の幻げん影えい能力で空中にコピーされる。四十二枚のカードをコピーしてコピーしてコピーする──彼の能力は、幻影を同時に複数個生み出すことも可能だ。今はそれをフルスロットルで使用した。つまり部屋の空間全すべてを埋め尽くすほどのトランプが、一瞬で生み出されたのだ。勿もち論ろんそれは幻覚で、触しよつ感かんなどはない。盾にはならない。だがランタンで照らされているだけの薄うす暗ぐらい部屋の中、目め晦くらましには充分だ。

「チッ！」

「ひぇぇええいっ！　つーか金払わねえ客は客じゃねーよバーカバーカ！」

　かろうじて初しよ撃げきは回かい避ひできたらしい双すご六ろくがそんな捨て台詞ぜりふを吐くのが聞こえた。どたどたと彼が走り出すのを、秋あき津つ穂ほは頭の上の床に感じる。潜もぐって移動、彼が行く場所はわかっている──窓だ。さっき目を合わせて、無む駄だ話に見せかけて微び妙みような打ち合わせをしていた。きっと通じているだろう。彼と自分なのだから、きっと。

　外に出た秋津穂は壁かべに沿って泳いで窓の上方に移動、手を差し出して、窓から出てきた双六を屋根の上に引っ張り上げる。一いつ瞬しゆん遅おくれて窓まど枠わくが真一文字に吹っ飛んだ。ぞっとする。

　双六と共に屋根の上を走って逃げながら、建物の中に聞こえるくらいの大声で、

「あのさあ！　さっき言ったことは本当だから、さっさと行かないと場所を移しちゃうかもしれないよ！　あたし達たちとかに構ってるヒマ、ないよねえ!?」

「おわー、屋根ぶち抜いて下からメスが飛んできたっ！　嫌いやだ股こ間かんは守りたい！」

　さらに走る。幅はばが狭かったので、隣となりの建物に飛び移った。その屋根の端はしまで逃げて、双六は雨どいを伝い、秋津穂は壁に腕うでを突っ込んで支えにして降りる。それからも一直線に逃げて逃げて逃げた。敷しき地ちの塀へいを乗り越こえ、霧きりに紛れ、適当な植え込みの中にがさがさと侵入──

　自分が言ったことが功を奏したか。乃の愛あが追いかけてくる気配は、なかった。

「ふぃー……あーもう、疲つかれたーぁ……」

「はぁ、はぁ……」

　二人、背中合わせになって、荒い息をつく。お互いの速い鼓こ動どうを感じた。

　生きている、と思えた。

　お互いの肩に後頭部を乗せ合うような姿勢で、

「今回ばかりは、マジやばかったけどさー。なんとか、なったねー……」

「おお。なんとか、なったなー……さすが俺おれ様さま、一流ギャンブ……げほげほっ」

「さっきおべっか使ってたときマジカッコ悪かったけど。三流のやられ役みたいだったけど」

「うっせ」

「……」

「……喉のど渇かわいたな」

「あたしの水……飲む？」

「飲む」

　双六がもぞもぞと身を捻ひねって、秋津穂の水着の肩に吸いついてくる。

「んっ……」

　秋津穂は、赤ちゃんに久しぶりにおっぱいをあげるお母さんの気分ってこんな感じなのかなー、と、そんなことを思った。
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【武たけ田だ猫ねこ啼なき　──　第十二号校内駐輪場ターミナル付近】




　地面に倒たおれた猫啼は、自分の身体から、有形無形の大切な何かが零こぼれ落ちつつあるのを感じている。一方的に。不可逆に。確定的に。

「武田ッ！」

「……リン、リン。私のことは、いいから。逃げ……」

「ここまで来て逃がすと思うかァ!?《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》ッッッ！」

　それは──今までよりも遥はるかに大規模で、大おお袈げ裟さで、単純に大きかった。

　柱のような。

　とても人間の手には持てないほどの、まるで小学校の校庭にあるトーテムポールほどの大きさの巨大メスが次々と周囲の虚こ空くうに生まれ、そのまま重力に引かれて落下、どすどすと周囲の地面に突き立つ。次々と次々と。何本も何十本も。土を抉えぐりながら。ついでに識しき神がみ界かい人との死体の上にも落ちて水風船のようにその身体をぐしゃりぷしゃんと押し潰つぶし撥はね飛ばしながら。

　それらは留とどまることなく重なりあい、ぶつかりあい、猫啼達たちを囲むように空間を堰せき止めていき──わずか数秒で、完全にこの場所を孤立させることに成功する。

　そうして形作られたのは、メスの壁かべに囲まれた檻おりで、処刑場で、リングだった。

　自分達だけでなく、石いし堂どう幸ゆき也や達も一いつ緒しよに取り囲まれている。巻き込んだ……ということになるのだろうか。乃の愛あはこちらの仲間だと思っているのかもしれないが。

「さあて……これでゆっくり、話が聞けるなァ。あたしは今から武田カエルちゃんのところに行きまーす。辿たどり着いたらモチロン切開くぱあし始めるのでそれまでに言うようにー。ああ、それ以外の奴らも別に言ってくれていいんだぜェ。武田カエルちゃん助けたいんならそれもアリだよなー。ま、実際Ｕターンするかどうかはあたしの気分次第だけどなァ？」

　悪あく魔まのような笑みを浮かべながら、乃愛が手中にメスを生み出す。そして一歩。

「目を離はなしたら、駄だ目めよ。その、瞬しゆん間かんに……やられる、わ」

「武田……」

　目元を歪ゆがめつつ、凜りんが顔を上げて視線を乃愛に固定する。そのまま、

「安心して。あんたは絶対死なせない。あの生意気な後こう輩はいくん達と合流して治ち療りようのＥＣを使ってもらう。問題は──それを邪魔してくるだろうから、結局あいつはここでぶっ倒さなくちゃいけないってことね。後輩くんも手伝ってくれるとは思うけど」

「……彼らと、協力すれば、いける？」

「ぶっちゃけて言うと……わかんないね。武道場でやったときよりさらにあっちは本気っぽくて、こっちは人数が減ってる。ま、やってはみるけどさ」

　凜は引き攣つったような顔で頰ほおを歪めていた。ここで笑えるのが彼女の強さではあるが、明確に強がりだということはわかった。

　まだここで死ぬわけにはいかない。凜りんを死なせるわけにもいかない。猫ねこ啼なきは決意した。

「リンリン。私は……死にたくない。だから、できることは全部するわ。まずは一つ……」

「ちょ、こんなときに無理は……んッ……!?」

　乃の愛あとまだ僅わずかながら距きよ離りがあるうちに、猫啼は身体に残った最後の力を振り絞しぼって上半身を持ち上げた。自分の傍そばで膝ひざ立ちになっていた凜の唇に、自分の唇を合わせる。胸の中央がずきりと痛み、自分を自分たらしめているものがさらに流れ出る。ひょっとしたら血の味が彼女に伝わっているかも。申し訳なく思う。

　凜は乃愛から視線を外さなかったが、複雑な感情でその瞳ひとみが揺ゆれるのは見えた。もう何度目かの、彼女の、女の子らしい、柔らかな唇の感かん触しよく。全身の脱だつ力りよく感が、彼女に力が伝わったことを示す。吐息と共に身を離はなし、

「使って。それと──」

「そ……それと？」

　何が起こるかわからない。危険ですらある。

　しかし今だけは、生き残るために背に腹は替かえられなかった。それに賭かけるしかなかった。

「武道場では、なんとか、生き延びられた。でも今はあのときより戦力が減って、危なくなってる。だったら──」

　肉体的な力はこれでもう絞りきった。

　それでも、死にかけの自分にはまだ、もう一つの最後の力が残っている。

　自分がずっと信じてきた、何よりも自分らしい力。

　声だ。




「その戦力を、強引にでも呼び戻すしかないと思うわ」
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　学園南～南東部付近】




　識しき神がみ界かい人とが枯かれ山さん水すい乃愛に殺された。彼女は第十二号校内駐輪場ターミナル近くにいる。




　そんな放送が頭の中に鳴り響ひびいたのは、ついさっきのことだ。

　理法はもつれる足を必死に動かして、走っている。なぜ走っているのかと問われれば、理法の中には答えはない。おそらくは、前を彼女達たちが走っているから、だ。

　少し前方には一いち春はる。さらにその前方には──剣を抜いた戦乙女おとめ姿で疾風のように駆かける、識神練ねり亜あ。闇あん中ちゆうの霧きりを恐れることなく斬きり裂さき、足音を聞きつけて現れた《首割れ》も無言で両断し、獣けものじみた迫力で疾駆している。

　深夜の平へい穏おんは武たけ田だ猫ねこ啼なきの放送で唐突に破られた。その声で起こされ、理り法ほうが今まで寝ねていた教室の窓から外を見ると、どういうわけか普ふ段だん通りの大きさで周囲の木々や塀へいが見えた。つまり建物はミニチュアではなくなっていた。そして練ねり亜あは教室の中に界かい人との姿がないのを確認するや否や、ＥＣ能力で変身して飛び出し、以降、一度も振り向いてはいない。

「はあっ……うそ……うそだ……うそだもん、ぜったいっ、はぁっ……」

　ぐしゃぐしゃの顔で、今にも死にそうな呼吸で、一いち春はるは手足を動かしている。理法と同様、それほど運動が得意ではないのだろう。思わず二人を追ってきてしまった理法も、状態は似たようなものだった。酸素が足りない。筋肉が悲鳴をあげている。理解が追いつかない。

　道を確認するように、分かれ道で一いつ瞬しゆん、練亜が足を止めた。一春がべちゃりとその足元に倒たおれ込む。理法も膝ひざに手を突く──休息を与えてくれるほど練亜は甘くない。苛いら立だったように、

「……遅おそい……！」

　理法と一春の腰こしをそれぞれの腕うでで抱え込み、高く高く、跳とんだ。その頂点で、今まで畳たたまれていた背の羽を広げ、横方向のベクトルを得る。

　それは飛行ではなく、滑かつ空くうといったほうが正しい。それでも、そこにはぞっとするような浮遊感と不安定感があった。たとえ落ちても今の練亜は助けてくれないだろうという予感があった。理法は彼女の身体にぎゅっとしがみつく。

「ぜんぶぜんぶ噓うそ噓噓噓許さない殺すくだらない噓殺す殺す噓噓殺すッ！」

「界くん……界くぅん……」

　理法には、呟つぶやくべき言葉がない。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第十二号校内駐輪場ターミナル付近・枯かれ山さん水すい乃の愛あの檻おり】




「きひあああああああああああああああああああああああああ！」

　メスで作られた檻の中に、唐突に舞まい降りた識しき神がみ練亜は。

　そこに転がっていた界人の首を見るなり、当然のように、発狂した。

　叫んで、しゃがみ込んで、手を震ふるわせながら首を拾い上げて、頰ほおを撫なでて、キスをして、

「あーそいつ？　ワリィな、なんかノリで首スパーッってやっちまったぜ。いや別にワリィとも思ってねぇっつーか、実はそいつ、顔見ただけでマジで近年稀まれに見るクズっぷりが伝わってくるレアカエルだったんだよなー。ホントはもっとゆっくりじっくり解剖バラして切開くぱあしてやりたかったんだが。まあ今はそんな話してる場合じゃねー。どうでもいいが一応聞いてやる的なアレで聞くが、テメェら、いい加減ヘム公の居場所を──」

「殺すウウウウウウウウゥゥゥゥウウッッッ！」

　凜りんと幸ゆき也やの相手をしながら適当に言った乃の愛あに、練ねり亜あが悪鬼のような形相で襲おそいかかる。

　界かい人との死を知らせる猫ねこ啼なきの先刻の放送は、どうやら細かいことは考えずに範はん囲いをできるだけ広げて発せられたものらしい。だから幸也達たちもそれを聞いている。どうして練亜が異常な速さでここに来たのか理解できる。

　練亜に抱えられてこの場に降り立った一いち春はるは、既に見たものに耐え切れず気絶しており、その身体を理り法ほうが抱き止めていた。彼女は困ったような顔で、こちらを見ていた。

　言わねばならないことは多々あるが──今は、構っている暇ひまはない。

　幸也達は今まで防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうだった。そうしなければ殺されていた。

　既に腎じん臓ぞうの貫かん通つうを記録している。肺の破は裂れつを記録している。頸けい動どう脈みやくの裂れつ傷しようを記録している。

　傷を治せない凜は、かろうじて大おお怪け我がだけは避さけている、という感じで、全身に無数の細かい傷を負って血だらけになっていた。それは防御的に戦いながら反はん撃げきの機会を粘ねばり強く窺うかがっていたからで、つまりその目からまだ闘とう志しは消えてはいない。むしろようやく訪れたチャンスに、改めて全身に闘気を張り巡らせているようだった。精神的にも肉体的にも。

　細く長い呼吸──彼女のチャイナ服の手足に、〝気〟の光が一段と強く湛たたえられる。

「ふぅぅぅ……武たけ田だの放送、このためだったのね。無茶するわ。でも、来ちゃったんなら一いつ緒しよにやるしかない。あいつの強さを使うしかない……あんたはどうすんの？　あんたがしたこと知られたら一緒くたに斬きり殺されるかもしんないけど」

「黙だまってればまだ大丈夫だろ。つーか黙っててくれ」

「はいはい。わざわざ戦力を減らすような真似まねはしないよ」

　練亜は獣のように、悪あく魔まのように、乃愛のメスに剣を撃うち合わせている。死地だ。そこには生に反する全すべての概がい念ねんが竜巻のように渦うずを巻いている。だが幸也達はそこに歩を進める。

　幸也の手中にあるのは、ひどく頼たよりない、保健室から持ってきた一本の果物ナイフだけだ。

　だが、行かなくてはならなかった。そうしなければどうにもならない。

　背後には夜や子こと優ゆう理りがいる。メスの檻おりを乗り越こえたりくぐり抜けたりしようという隙すきを見せれば、乃愛はすぐに彼女達に死を飛ばしてくるだろう。逃げるわけにはいかない。そして逃げるわけにはいかない理由はもう一つある。

　優理は猫啼の治ち療りようを行っている。夜子が背後から彼女を抱くようにしてそれを見守っている。優理の力の源は夜子であり、直接触ふれていたほうが出力を上げやすいためだ。猫啼は目を閉じて動かない。驚おどろくべきことに、あんな状況で発せられたさっきの《歩く放送室アラウンドトーカー》の声は──いつも通りだった。放送には一いつ切さいの呼吸の乱れも含まれていなかった。識しき神がみ練亜を呼び寄せ、自分達が生き延びるために利用するという意味しかない放送であっても、そうしなければ失格だというような、彼女の誇ほこりと気高さをそこには感じた。すごい人間だと素直に思う。

　そんな死にゆく彼女の前、小さな身体で、額に汗を浮かべて精神を集中させている優理。意志に溢あふれた眼まな差ざしが、早く起きろと叱しつ咤たするように猫啼に向けられている。そこにあるのは、生徒を守らねばという、教師としての使命感か。それとも。

「ていうか……もう貸し借りとかわけわかんなくなっちゃったわね。でもま、未来的にはっきりしてるとこだけは先取りして言っとくわ。武たけ田だを助けてくれてありがと」

　未来を確定させた体で言う、どうしても得たいものに対する感謝の言葉。

　それはきっと、祈りというものに似ていた。

　口にすることで、その未来が手に入ると心に刻む。だから進めと現在いまに動力を与える。

　幸ゆき也やもそれに乗ることにした。

「こっちもな。練ねり亜あに黙だまっといてくれてありがとう。いやマジで助かったぜ」

「……そんな念押ししなくても大丈夫だって」

　軽口で緊きん張ちようを解しながらも、意識は前方の乃の愛あから外さない。集中を高めていく。

　界かい人とに対する復ふく讐しゆうが終わっても、それ以外の物事は、何も変わらない。

　これでようやく何かが始まった、というような感覚すらあった。

　だから。ここで終わるわけにはいかない。背後にいる彼女達たちを失うわけにはいかない。

　幸也はひどく単純シンプルになった自分達の新たな目的を、汗でぬめる拳こぶしの中に握にぎり込んだ。

　絶対に──生き延びる。

　今考えるべきは、それだけだ。




「殺す殺す殺す死ねぇぇぇぇぇぇぇ！」

「くぁっはー！　そればっかじゃねえか、あたしだって他になんか言うぜ！　よっぽど頭空っぽのカエルなんだな！　テメーの頭ん中がどんだけスカスカなのか興味が出てきたァ！　切開くぱあして見せてくれよそのからっぽの子宮アタマをよ、カ・エ・ル・ちゃ・ん、よぉぉォォォ！」

　練亜の動きは常じよう軌きを逸いつしていた。しかしそれでいて洗練されていた。おそらく凜りんと同じに、身体能力自体が底上げされているのだろう。それに彼女本来の素質、日本でも有数の剣道家としての技術と、戦せん闘とう勘かんと、現在の彼女の狂的な精神性──我が身を顧みない獣けもののような攻こう撃げき性が合わさり、まるで乃愛を殺す暴虐という概がい念ねんそのものに変じてしまっているようだった。

　その剣撃は彼女を殺すために在る。その回転は彼女を殺すために在る。その前進は彼女を殺すために在る。その呼吸は彼女を殺すために在る。その存在は彼女を殺すために在る。

　横一文字の閃せん光こうと化す剣。乃愛は自分の腕に沿って瞬しゆん時じに十本以上のメスを重ねて召しよう喚かん、盾として剣を受け止める。受け止めきれない。枝を折るような軽い音でメスが破は壊かいされ、しかし彼女の肉に到達する前に乃愛は身を屈かがめて勢いの落ちた剣先を回かい避ひ、逆に練亜の太ふと股ももにメスを突き刺そうとする。練亜は引き戻した剣の柄を撃うち落としてその拳を砕こうとするが、乃愛は一メートル級のメスを咄とつ嗟さに生成。それを垂直に地面に突き立てると共に、練亜の剣の柄をそのメスの柄に当ててつっかえ棒のように受け止めた。なんという目、精密動作、判断力か。

　しかし今の練亜はあるいは人の身を超こえていた。つっかえ棒にしたそのメスは尋常ならざる力のために一いつ瞬しゆんで地中に埋没し、素早く逆手に持ち替かえられた剣が乃の愛あの後頭部を刈ろうとする。さすがに顔色を変え、乃愛は舌打ちしながら地面を転がって避さけた。

（……いける）

　今の練ねり亜あの気迫は、武道場で嫌いや々いや乃愛と戦ったときの比ではない。まさに鬼気。そして、

「覇はッ！」

　凜りんが苛か烈れつな前蹴り前踢を繰くり出し、低い姿勢の乃愛を追つい撃げき。咄とつ嗟さにメスの刃がその足を受ける。〝気〟を纏まとった肉体は容易には傷つけられない。練亜の剣が撃うち合うのと同じように硬質な音を立てながら、彼女の蹴けりとメスが幾いく度ども交こう錯さく。息詰づまる圧が高まり、互いの集中力が限度を超えた瞬間、二人の間に大上段から練亜の剣が振り下ろされ、二人は同時に飛び退のく。練亜は凜の存在を気にしておらず、巻き添ぞえを喰くらいかねないが、それはもはや必要経費と考えるしかない。幸ゆき也やも滑すべり込むように接近しながら乃愛の腹にナイフを突き出した。かわされる。死角からメスが飛んできて逆に脇わき腹ばらに刺さる。それ以外の場所にもぞっとする感覚を覚えて、幸也は痛みに身を折りながら地面に伏せた。その髪かみを掠かすめて凜の後こう旋せん腿たいが乃愛に放たれ、同時に横手からは数瞬後に幸也がいたであろう位置を貫かん通つうしながら剣が突き込まれる──

　凜も幸也も、練亜が作り出す殺さつ戮りく圏けんの境界上にいた。気を抜けば自分達たちもすぐに死ぬ。

　だがその余よ裕ゆうのなさこそが、乃愛を追い立てているのも事実だった。乃愛が剣から退たい避ひしてきた瞬間の僅わずかな隙すきを狙ねらい、あるいは再びその殺戮圏に彼女を押し戻すように攻め立てる。

（いけ、る……！）

　練亜と凜の動きに必死に食らいついていく。乃愛の反撃を貰もらいながらも耐える。自分でなければ何度死んでいるのか。考えるな。無意味。と考えた瞬間に喉のどにまたメスが突き刺さって呼吸ができず薄うすれゆく意識の最後の一瞬でその傷を記録した。既に彼女達は慣れたもの、幸也のその走そう馬ま灯とうすらも攻撃の機会を増やす一手として苛烈な攻撃をしかけていく。

　誰だれもが、ボロ雑巾のように、なりながら。

　それでも──僅かに、こちらが押している。

（いける……！）

　そう思った瞬間だった。背筋が悲鳴を上げた。

　不吉。冷感。威圧。恐怖。畏い怖ふ。絶望。死臭。

　それらが一いつ緒しよくたになった、ありとあらゆる忌まわしさに満ちた視線が、

　こちらを睨ねめ上げる乃愛の顔の下から、届いてきたのだ。

「あー……うっぜぇぇぇぇぇぇえ！　こいつはアレだ、ゲームでストレス感じてどうすんだって話だよなァ！　楽しもうとするのが間ま違ちがってるってそーいやそーだ！　ハイハイもういいや殺すかフツーに殺すか！　どーでもいいペットの居場所訊きくのにも一人いりゃ充分！　つまんなくても難易度下げるぜコンフィグ開くぜイージーモード恥ずかしいッ！」

　そうして彼女がポケットから取り出したものを見て、幸也は衝しよう撃げきを受ける。

　気付かなかった。どうして気付かなかった？

　それは、あのＥＣ増幅器エキスパンダー。ＥＣ能力を強化するペンダントだった。

　乃の愛あは今までそれを身に着けていなかったのだ。そして今、彼女はそのペンダントを自分の首に回している。つまり、これからの彼女は、今まで以上に──

「それがッッッ！　どうしたッ！　殺す！　界かい人とを殺し殺したお前殺すッッ！」

「あっちゃあ、マジやっばい……！　けど、まあ、退けないのは変わんないかッ！」

「……！」

　練ねり亜あと凜りんと幸ゆき也や。三人が同時に間合いを詰つめた。

　凜が息を吸い込む音。それは生命力を練る音だ。より純化した〝気〟が彼女の身体を巡り、乃愛を懲ちよう罰ばつする槌つちと化して彼女の肉体に蟠わだかまる。自動車程度なら容易たやすく吹き飛ばせるであろう力。

　練亜は戦乙女おとめである。神に祝された勝利に向かう、輝かがやく剣先。その姿形は清せい廉れんで、聖的で、清純で──そしてその全すべてが殺意と狂気に塗ぬり固められていた。そんな相反する存在が彼女で、白い黒で、美しい醜しゆう悪あくで、天使の姿をした魔まだった。死霊のように駆け羽毛のように滑り、魔獣のように吠え小鳥のように歌い、悪鬼のように刃を抱く騎士のように剣を捧ぐ。識しき神がみ練亜は一個の矛盾そのものと化して乃愛を貫つらぬこうと疾しつ駆くする。

　幸也はただの人であり、ただ、守りたい人間が背中にいるだけだった。贖あがないと後悔を原動力に、その原動力を別のモノに変えるために、その未来のために、走った。

　まず練亜が、瞬しゆん間かん移動と思えるほどの速度で、背中の羽を推進力に加担させた短跳ちよう躍やく。乃愛の斜ななめ後方、地上から二メートルほど浮いた位置に到達して身を捻ひねり、ベクトルを斬ざん撃げきのエネルギーに強制転てん換かん。予期できるはずもない角度からの攻撃。

　凜は真正面から踏ふみ込んだ。足先を捻りつつ、大おお股またで踏み込む。足先で地面を摑つかむ。そこから発生した捻ねじりを足首に、膝ひざに、腰こしに、全身に伝でん播ぱさせていき──そのまま彼女は〝気〟に満ちた背中全面を乃愛に叩たたきつける。鉄山靠こう。

　そして幸也は、前後に挟み込むようになった二人の横手から、些さ細さいで陳腐が故に意識外から届く致命もあろうと、ただシンプルにナイフ　を／突き出し／次の　　　瞬間　　　？

　高く舞まったのは切り離された凜の両りよう腕うでで背中から挿入されたメスの先せん端たんがその胸の谷間に飛び出して人形じみている血ち飛沫しぶき。音は練亜が大地に墜つい落らくしバイザーが砕けて眼球にメスが刺さり。胸部も大きく裂さかれていて露ろ出しゆつ度の高い戦乙女の鎧よろいは無意味。幸也は血と土の味を咀そ嚼しやくしながら倒たおれている自分。働かない脳──言語と認識の不一致──何が──




「あー、うん。あれだ。そうだそうだ。思い出した」




　乃愛の声だ。伸ばした人差し指をくるくる動かしている。そこに吸いついている小さなメスの先端に、さらに小さなメスが次々と生まれて接続。銀の鞭むちのように、新体操のリボンのように整然と弧を描えがく。足元では刃が無数に生まれては天に向かって飛んでいる。まるで死の噴水。周囲の空中に雪のように舞っているのも勿もち論ろんメスだ。きらくるきらくる。彼女が視線を向けただけでそれらは目を楽しませる結けつ晶しようであることを放棄し、無む慈じ悲ひな吹雪ふぶきと化すだろう。
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　彼女が今腰こしかけている椅子も、地面に斜ななめに刺したメスの柄。それは周囲の檻おりを形成しているものと似た、柱じみた大きさだ。だが先程の彼女はそれを実際に振るってきた。暴挙すぎる。

　彼女は今や、メスという概がい念ねんそのものだった。だから。だから──こうなって、いる。幸ゆき也やは地面を舐なめている。二人は死にかけている。

「なあ……あたしにチクッた奴はどいつだ？　メモ置いた奴だよ。もー面めん倒どう臭ぇだろ。あたしが訊きくより前にヘム公の居場所知ってたら教えろよ。ここにいんだろ？　武たけ田だカエルちゃんが犯人だって教えてくれたのはいいけどよ、まぁこんだけ仲間がいればテキトーに拷ごう問もんとか尋じん問もんとかすりゃ一人ぐらい喋しやべってくれるだろうけどよ、手間は省けるなら省こうぜェ。もうわりとラストシーンだぜ、このあたり。なぁ？」

（左前ぜん腕わん部ぶ、割創、右腰よう部ぶ腸骨、亀き裂れつ骨折……つっ……右手首、切断、記録っ……！）

　終わりたくない。終われない。思考を巡らせろ。早く。記録したのでぶらぶら皮一枚で千切れかけていた右手が繫つながった。しかし握にぎっていたナイフは紛失している。武器がない。探せ……探せ……かろうじて使えるかもしれない、という程度のものが奇き跡せき的に近くに転がっていた。界かい人とが持っていて、そして取り落としたスコップだ。絶望的なほどに弱々しい道具。

（どうする……どうする……）

　凜りんも練ねり亜あもやられてしまった。しかし奴は何を言っていた？　猫ねこ啼なきが犯人だとチクッた人間がいる。メモ。だから彼女はここに来たのか。急げ。その意味は。次の瞬しゆん間かんにも彼女は治ち療りよう中の猫啼をさらに害して拷問を始めるかもしれない。ついでに優ゆう理り達たちを殺すかもしれない。

（誰だれが……そんなことを……）

　心当たりは、なくもなかった。手中のスコップのおかげもあって、頭に浮かんだ。

　界人だ。

　奴ならば──自らの安全のために、自分一人が生き残るためなら何でもする奴ならば、ありうる。目的はおそらく、猫啼自身というよりは、凜と乃愛を殺し合わせるためだ。強い敵同士を削り合わせる。両方死ねばよし。どちらかが生き残っても、傷ついたその一方を練亜が殺せばいい。そうすれば練亜は頭一つ抜けた最強の存在のままでいられる。界人にとって最も有用な手て駒ごまの価値を維い持じできる。だから練亜を使ってメモを置かせたということは充分にありうる。

　練亜は地面に倒たおれて蠢うごめいている。片目を貫つらぬかれ、胸を裂さかれ、立ち上がることもできない様子なのに、まだ闘志狂気だけは衰えていなかった。血泥の中をのたうつように腕うでを動かし、剣を握ろうとしている。言葉をかけても答えてはくれないだろう。聞こえているかどうかも怪しい。

　いや、だから、だ。逆に。できることは。

（……）

　まだ身体のどこかに傷がある。治し損ねている場所がある。どこだ。ああ、腹が大きく裂けていて腸が零こぼれそうになっていた。あまりに痛すぎて痛みが遠い場所にあった。

　それに気付いたことが、最後の一押しだった。

　幸ゆき也やは準備として、自分にできる唯ゆい一いつのことを、行って。

（腹部、開腹割創、記録ッ……）

　それから。

「俺おれだ」

　空っぽの両手を上げながら、立ち上がる。それだけで吐き気がした。限界は近い。

「メモを置いたのは、俺だ」

「へえ」

　もはや何も見えなかった。再び背中に地面の感かん触しよくが生まれたかと思えば、乃の愛あの顔がすぐ近くにあった。騎き乗じよう位いの姿勢で覗のぞき込まれている。

「幸也ッ！　馬ば鹿か、あんた、そんなわけが……！」

「優ゆう理り！」

　夜や子こが目を細めて、慌あわてる優理の口を押さえるのが見えた。それでいい。狙ねらいがあるのだと理解してくれたのだろう。

　勿もち論ろん、噓うそだった。理り法ほうには「乃愛のところに一人で行った」とは言ったが、それも彼女を騙だますため。自分は昨夜も今夜も、乃愛がいる場所などには行っていない。黒玉を盗ぬすみ出してもいない。ただ理法を騙すために自分で自分を傷つけて演技をしただけだ。

「はぁん……テメェカエルさんがチクり野郎だったかよ。どーもどーも。で、なんで……なんつーのはどうでもいいな。ヘム公の場所知ってるのかどーかから聞くかあ」

　知ってるわけねえだろ。

「勿論知ってるぜクソ女。つか重い。でけぇケツ乗せんじゃねえ」

「口の利き方に気をつけろよ解剖バラしちゃうぞー？　はい挿入ずぶずぶーっと」

「！　ああ、ああああああっ！」

　ぶちぶちぶちんと体内から聞き覚えのない音楽が聞こえた。熱い。垂れ流される生命。

「そういやお前、傷が治るカエルちゃんだったな？　だから生意気なのか。じゃあホレ治せよ。マッチポンプしようぜ。解剖バラして治して解剖バラして治して解剖バラして治して。喋しやべるのが早いか気が狂うのが早いかの勝負だ。あたしのテク舐なめないほうがいいぜェ。お前、切り取られた自分のソーセージ食ったことあるか？　そこ治したら何本も生えてくんのか？　何本も口いっぱいに頰ほお張ばれるなんてスゲェなあたしのほうが興奮してくっぜそれが嫌いやならホラ喋れ」

「は、はは……悪い、けど、な……もう、そろそろ、《治療記録インジユアリーレコード》も、限界だ。一度に記録できる傷にも、限界があんだよ。ほら、だんだん、開き始めてきてるし、よ……」

　乃愛にたった今割られた胸の傷以外に、二の腕うでに裂れつ傷しようが復活した。頰に穴が空いた。肺が破は裂れつした。幸也は意識的な記録解除でそれらの傷を開いてみせながら、血を吐く。

「だから、頼たのみがある。居場所、教えるから。本当に、教えるから。あそこにいる二人だけは、助けてやってくれ。関係ないし、何も知らない、から」

「取引できる立場だと思ってんのかァ？　つーか、あーあ、もうだいたいヤったあとみたいになってるじゃねえか。解剖されたあとの中古カエルが用意されても楽しくもなんともねぇ……」

　意識が遠のく。血が流れ過ぎている。死の気配がすぐそこに忍び寄っている。

　一番近くにいる乃の愛あの顔も──もう、ほとんど、見えない。

「ったく……死ぬ前にさっさと言え。ホントにヘム公が見つかって、んで気が向けばあいつら見逃してやんよ、最大譲じよう歩ほだぜェ？」

「あり……ありが……とう。場所……場所は……」

　喉のどが血で塞ふさがりつつあり、声が出ない。乃愛が眉まゆを寄せて耳を近付けてくる。

　強制解除は、その時点で記録していた全すべての傷が一斉に解除される。幸ゆき也やはその中でもっとも最近に記録した傷を、手で無理矢理に押さえていた。乃愛が目を向けないように隠かくしていた。その傷の位置が今、乃愛が幸也の顔に耳を寄せたことにより、完全な死角になって──

　手を離はなす。傷が猛もう然ぜんと開く。

　幸也が先程拾ったスコップを捻じ込んだ、。

《治療記録インジユアリーレコード》は、その一時記録が解除されたとき、記録した瞬しゆん間かんの状態がそのまま蘇よみがえる。

　スコップが体内に捻ねじ込まれた傷を記録したのならば、スコップが捻じ込まれた状態で蘇る。

　だから幸也は、その自分の腹の傷に手を突っ込み、意識が飛びそうな激痛の中、手探りでスコップを摑つかみ出して。

　こちらの口元に耳を近付けていた、至近距きよ離りにあった乃愛の首に。

　武器も持っていない死にかけだと油断していた乃愛の首に──

　血と土に塗まみれたその鈍にぶい刃を、深々と、突き刺した。




　きょとんとした顔で、乃愛が自分の喉のどに刺さっているものを見て。

　その首にかかっていたペンダントの鎖くさりが切れて、地面に落ちて。

　乃愛が何かを言おうとして。

　そこでようやく、彼女の首から夥おびただしい量の鮮せん血けつが噴ふき出した。

　今まで他人のそれを鑑かん賞しようするだけだった彼女自身の体内から、初めて溢あふれ出した、赤。

　乃愛の身体はゆっくりと、幸也の上から倒たおれていき。

　何度か痙けい攣れんするように震ふるえてから、血ち溜だまりの中、やがて動かなくなった。
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【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　第十二号校内駐輪場ターミナル付近】




「《マスター・オブ・インファーマリィ》！」

　人差し指を咥くわえて、能力の発動。唾つばをつけておけば治る、などと典型的な言葉を発した覚えはないが、それでも自分は確かに、保健室の主マスター・オブ・インフアーマリイだった。

　幸ゆき也やを死なせるわけにはいかない。凜りんもだ。二人とも死にかけてはいるが、まだ息がある。

「……リン、リン……ッ！」

　地面に寝ねている猫ねこ啼なきが、薄うす目めを開け、懸けん命めいに首を持ち上げようとしながら、掠かすれた声で言った。二人が時間を稼かせいでくれたおかげで、猫啼の傷は塞ふさがっている。だが一難去ってまた一難──今度はその二人が冥めい府ふの入り口を覗のぞいている。状況的には猫啼よりもよほど厳しい。

「まだ動いたら駄だ目めよ……でも、そのまま呼びかけてて！　二人同時にやる！」

　優ゆう理りは地面に膝ひざをつき、両手を翳かざして精神を集中させた。右手の先には幸也の身体があり、左手の先には凜。幸也は腹が割れて内臓が見えているのをはじめとして、記録を解除した傷が一斉に開いている。凜は両りよう腕うでが肩口から切断されていて、出血量がひどい。背中から胸も貫かん通つうされている。腕を夜や子こに拾ってきてもらい、切断面をくっつけるようにしてから、癒いやしの光を伝でん播ぱさせていく。自身の中から大事な何かが抜け落ちていくのを感じる。精気や生気と言うべきものだろうか。だが自分は既に死んでいるのだ。ではこの生気の水源地もとはと考えると、

「……はあ……」

　とす、と背中に軽い感かん触しよく。夜子だ。地面に座り込んだ彼女が、再び優理の背中に顎あごを乗せるような形でもたれかかっていた。彼女の力の全すべてを、この偽にせ物ものの自分に効率よく伝達させるための接触姿勢。けれど、今はそれだけではなかったのかもしれない。耳元で、囁ささやき声。

「頼たのむ。幸也を……助けて……」

　うわごとのようなものだった。夜子はそのまま目を閉じ、体重の全てをこちらの肩に預けて筋肉を弛し緩かんさせた。彼女のために保健室のベッドを用意してやりたい。

「頼まれるまでも、ないわ……！」

　全力だ。零こぼれ落ちる生命を押し留めよ。抜け出る温度を包容せよ。欠乏する組織を再生せよ。最重要器官に鼓動を思い出させる。筋肉は繫つながれ。血液は巡れ。細胞は躍れ──輝かしく。

　一心不乱に能力を使い続けることしばらく。

　それが功を奏したか、目を閉じた二人の顔に、徐々に血の気が戻ってきた。完全なる致命傷は新しん鮮せんな肉で塞がり、幸也の呼吸は穏やかになり、凜の腕は繫がりつつある。まだ致命傷未満の大怪け我がは無数に残っており、油断はできないが、これならばなんとかなるかもしれない……

　そこで優理は、汗の浮いた顔を僅わずかに持ち上げて。

　もう一人の、半死半生の人間の姿を、見た。

「ああ……うああ……！」

　識しき神がみ練ねり亜あだった。

　いつのまにか気絶から目覚めたらしい一いち春はるに肩を支えられ、立っている。潰つぶされた片目を押さえ、胸の中央、縦に割さかれた傷から流れる血もそのままに、獣けもののように呻うめいていた。

「っ……寝ねてなさい、死にたいの!?　いい、二人が終わったらあんたも治して──」

「ハル子は一つ訊ききたいよ」

　どこか能面のような表情で、一いち春はるが言った。

　その手中にある界人の生首を、ちらりと見下ろして。

「どうして、界くんの顔、こんなにボコボコなのかな？　まるで、無抵抗なのに誰だれかに何十発も何百発も殴られたみたい。それと」

　冷たい視線が、再度、こちらに。

「石いし堂どうくんの拳こぶし。怪け我がしてるよね。誰かを殴り続けたあとみたいになってるよね」

　乃の愛あが眼前にいたのだ。些さ細さいなその拳の傷を幸ゆき也やは記録していなかったし、優ゆう理りの治ち癒ゆもそこは後回しにするしかなかった。

「っ……待って。話を聞きなさい。これは……」

　能力を止めないまま、優理は口を開こうとする。だが一春は既に確信を得ていた。

「界くんが死んだのは──石堂くんにも原因があるんだよね？」

「聞いて。識しき神がみ界かい人とは……ひとごろし、だった。ここに来たのも、あんた達たちを裏切って」

「界くんがハル子達を裏切るはずないッッッッ！」

　絶叫──眼光──憎ぞう悪お。

「殺したんだ。石堂くんも、あなた達も、界くんを殺したんだ」

「許さ……ない。殺す。界人。わたし……お姉ちゃん、だから。絶対に護まもるって、すっとずっと護るって、誓ちかった、誓った、のにっ……ああ、ああああああっ！」

　剣を指に引っかけるように持った練ねり亜あが、強引に一歩を踏ふみ出そうとする。病人のように痙けい攣れんする足を引きずりながらも、身体のあらゆる部分から塊かたまりのような量の血を零こぼしながらも。それはあるいは《首割れ》よりもよほど動く死者の様相であった。

「待って。止まりなさい識神。本当に──死ぬわよ」

「……そうだね。死んじゃう。練亜さんもいなくなったら、ハル子、ひとりぼっちだ……だから練亜さん、今は行こう。傷を治して、そしたらまた戻ってこよう」

「ううう……あああっ……」

「ハル子も気持ちは同じだよ。絶対に──許さない。界くんを殺した全部に。いつか、必ず、復ふく讐しゆうする」

　穏おだやかな陽だまりの雰ふん囲い気きを湛たたえていた少女の顔からは、背筋を凍らせる冷たさのみで構成された視線。戦乙女おとめの砕けたバイザーの下からは、獣のような隻せき眼がんの光。

　彼女達はその言葉と視線を優理達に、そして意識のない幸也に刻み込んで、踵きびすを返した。

　乃愛が死んだことで、周囲に突き立っていたメスの檻おりは消えている。学園の暗くら闇やみに、遠く《首割れ》の呻うめき声が聞こえる霧きりの中に、一春達はその姿を消していく──

「ま……待ってっ……」

　掠かすれた優ゆう理りの声は、彼女達たちの歩みを止めるには、あまりにも力不足だった。
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　第十二号校内駐輪場ターミナル付近】




「なんにしても……一区切りついた、か」

　目覚めた幸ゆき也やがぼんやりと呟つぶやくのを理法は聞いた。立ち去った一いち春はる達のことも、彼はさっき優理から説明を受けていた。その優理は、仕事を果たしたことに安あん堵どしてか、夜や子この身体を枕まくらにして寝ね息いきを立てている。そしてさらに、

「ん……武たけ田だ……？　えと、どうなって……あれ……？」

「大丈夫。もう、大丈夫だから。もう少し寝てていいわよ、リンリン」

「……そう？　うん、なんだか滅め茶ちや苦く茶ちや、眠くて……すぅ……」

　眠り姫がもう一人増えた。凜りんの髪かみを軽く撫なでてから、猫ねこ啼なきは静かに立ち上がった。彼女の傷はもう完全に癒いえているようだ。幸也のほうに顔を向けて、

「一つだけ、真実を聞かせてほしいんだけど。枯かれ山さん水すい乃の愛あと一いつ緒しよにいたあの少女を攫さらったのは、君達ではないの？」

「もしそうだったら、とっくの昔に本当のこと言って命乞いギブアツプしてたよ」

「……そうね。君達には理由がない。本当の狙ねらいは枯山水乃愛ではなかったんだから。では、いったい誰だれが……」

「ていうかだな、俺おれはまだ摑つかめてないぞ。先せん輩ぱい達はなんでここにいたんだ？」

「同感だね。巻き込んだことを謝るべきか──はたまた、我々こそが何かの意図に巻き込まれていて、謝られる立場なのか？」

　地面に寝転んで肘ひじをついた姿勢のまま、夜子が言った。優理もそうだが、顔色は悪い。

「……どうかしら。お互いがお互いのすべきことをした結果、たまたま同じ場所で災害に巻き込まれた……という感じだと思うわ。だから対等ということにしてくれないかしら」

「はぐらかされてるような気もするけど、まぁ、いいか。対等ね……ああ、そうだ、じゃあ一応戦利品も対等に分けるか。先輩達の意図はどうあれ、リンリンがいたおかげで助かったのは事実だ。タダ働きは遺恨を生む」

「気にしないと思うけど……そうね。対等と言ったからには、受け取るのが礼れい儀ぎかしら」

　猫啼はまずは落ちていたペンダントを拾い上げた。乃愛の首から外れたＥＣ増幅器エキスパンダーだ。それから乃愛の死体の脇わきにしゃがみ込み、彼女の胸の上に乗っていた黒玉に手を伸ばす。

「これが彼女ので……あとは、このポシェットね。さすがに多いわ」

「……？」

　理り法ほうは首を傾かしげた。乃の愛あが人を殺して集めてきた。黒玉。それは、確か彼が盗ぬすんできたと言っていたような……

「悪いな。噓うそだよ。あいつのところに忍び込んで黒玉を盗んできたとか、それは全部噓だ」

「は、あ……」

「許してくれとは言わない。許せなんて命令も、勿もち論ろん、しない。俺おれはお前を利用したんだ。自分の復ふく讐しゆうのためだけにお前を利用したんだ。すまない」

「最低だね。謎なぞに満ちたオーパーツを金のために売り払ったり、内部に財宝が眠っているなどという根拠のない妄言を信じて貴重な遺い跡せきを破は壊かいするが如ごとき、身勝手すぎる最低さだ。君には怒る権利がある。呪のろう権利もある。私からも謝ろう。きっと優ゆう理りも謝っている」

「謝らないで、ください。私は、別に……」

　それでも。あのとき感じた空くう虚きよ感を、思い出した。

　朝目覚めて、保健室に誰だれもいなかったときの。一枚のメモ書きだけがあったときの。

　自分が彼らに切り捨てられたと、感じたときの。

　だから──このままでは嫌いやだ、と思ってしまった。

「……一つだけ、お願いしても、いいですか」

　自分の中には、確かな衝しよう動どうがある。

　彼らとは、まだ、別れたくない。

　けれど。だからこそ。きちんとしなくてはならなかった。

「教えてください。全部。今までに、何があったのか。ここで、何があったのか」




　語られた事実は、予想だにしなかったことばかり。

　優理が保健室の先生だったこと。

　彼女を殺したのが識しき神がみ界かい人とだったこと。

　安全な場所に閉じこもる彼を誘おびき出すために、全すべてが行われたのだということ。

　そして枯かれ山さん水すい乃愛が登場して彼にとどめを刺し、今に至るということ──

　理解した。

　把は握あくした。

　なるほど、と理法が頷うなずくと、

「理法。これから、どうする？」

　真剣な顔で、幸ゆき也やが訊きいてきた。いつかと同じような質問、未来についての曖あい昧まいな問い。

　理法は幸也達たちの顔を見回して、微笑ほほえむ。

　結局のところ、やはり自分は、そういうものなのだった。




「私は──」










　　エピローグ　【課カ外ガイ活カツ動ドウ】開始六日目／早朝／『──』まであと02:12:32







【似に捌さばき一いち春はる　──　？？？】




　足が縺もつれて、二人で倒たおれた。

　むせ返るような血の臭い。肩を貸している彼女の呼吸は手負いの獣けものじみていた。荒く、恐ろしく、そして今にも消えてしまいかねない。

「くあ……あ、はあっ……死なない。私は、死なない。死ねない。まだ……！」

　一春はまだ、彼の首を抱いていた。変わり果ててしまった彼の首。倒れたときでも、勿もち論ろん、地面に打ち付けないように注意した。大好きな人だから。大事だ。

　地面に倒れた二人の身体の間、二人の胸の間に抱かれているような、その彼の首を。

　血塗まみれの練ねり亜あの手が、そっと撫なでた。まるで、愛いとしい赤子に触ふれるように。

　そして、

「絶対、絶対、絶対、ぜったいッ……報いを、受けさせるまではッ……！」

　怨えん嗟さの呻うめきと共に、拳こぶしが握にぎられる。

　時間をかけて、お互いに身を寄せ合うように、二人はゆっくりと立ち上がった。

　足を引きずる練亜と、それに肩を貸す一春が、再び歩き始める。

　行く先などわからない。

　わかっているのは、最終的に辿たどり着く目的地だけだ。




　殺す。彼を殺した全すべてを殺す。そのためだけに生きている。




　一春は手中の彼にそっと視線を落とした。心の中で、呼びかける。

　待っててね、界くん。

　やるべきことが終わったら、練亜さんと一いつ緒しよに、すぐ会いに行くから。




　死者の首はただ死者の首であるだけだった本当かい？　待ってるよ、一春。愛してる、と彼は笑顔で答えた。
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【武たけ田だ猫ねこ啼なき　──　？？？】




「ごめんね。リンリン」

「マジ今回は死にそうになったけどさ……ま、生きてるからいいよ」

　放送室に向かって進みながら、二人は小声で会話をしている。

　まだ凜りんは本調子ではない。血が足りないのか、くっついたばかりの腕うでにまだバランス的な違い和わ感かんがあるのか、たまにふらついた様子を見せるのがどうにも申し訳なかった。

　彼女はリハビリのように腕を回してから、ふと自分の胸元のペンダントを手に取った。

「しっかしさあ……あたしらがこれ貰もらっちゃって、ホントによかったのかな？」

「彼らが決めたことだから……」

「パワーアップが必要なのはどう考えてもあっちだと思うんだけど。なんかヤバイ奴に恨み買ってたような気がするし」

「元々、彼らは戦せん闘とう系の能力ではないし。パワーアップさせてもたかが知れてるかもしれない。だったら確実に戦力が上がる人間に渡わたそう……と考えたのだと思うわ」

「これ渡すから次も手伝えよ、的なニュアンスをなんか感じるなー……戦闘狂の便利屋みたいに思われてたらやだな。まあやるしかないときはしょーがないけど、あんなバケモンと好き好んでバトルしたいとはさすがに思わないっての。あいつら助けたのはなりゆきなのに」

　猫ねこ啼なきは足を止めた。凜がそれに気付いて振り返り、

「ん？　どしたの？」

「リンリン。ごめんなさい。私も……一いつ緒しよかもしれない」

　彼女の顔が見れない。顔を伏せ気味にして言うと、凜がはっとしたのが伝わってきた。

「あ、ち、違ちがうよ！　武たけ田だはあたしを利用してるなんて考えなくていいんだよ！　武田はもー完全な仲間で、あたしは好きで護衛役やってるだけだから……あ、わー！　好きっていってもアレだから、別に変な意味があるアレじゃなくて！」

　わたわたと手を動かしながら、こちらの顔を覗のぞき込んでくる。ほっとするような台詞せりふではあったが、まだ、笑えなかった。

　ややあって、凜は静かに息を吐いた。

「……何か最近、武田、様子がおかしかったよね。今回、外に出た理由自体も変だった。いきなりあいつらの監かん視しとか。その……何か理由があるんならさ。聞くよ」

「そうね。あなたのことを信用していなかったわけじゃないけど……黙だまったまま、勝手に連れ出して。あなたの優やさしさに甘えて。それは本当に、ただ利用しているのと何も変わらないわ。だから、ごめんなさい。聞いてくれる？」

「もっちろん」

「他の人には──マナにも、まだ黙っておいて。これは本当に、慎しん重ちように取り扱わないといけない情報だから。だから、もし私の身に何かあったとき……この情報を学園内にどう広げるのかはリンリンの判断に任せるわ」

「不吉なこと言うなよー。てか、あー、なんか予想以上に、大事、だね……？」

　その通りだった。だから今まで誰だれにも話さなかったのだ。

　これは──この学園の、【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に参加している生徒全体の、未来に関わることだ。

「つい数日前……学園がこうなる直前のことよ。放送室に、先生が一人の女子生徒を連れてきたの。明日転校してくる予定の子に学校案内をしていると言っていたわ。学内で迷子になったり何かあったりしても、とりあえず放送室には連れん絡らく機器があって職員室と連絡が取れるから。緊きん急きゆう避ひ難なん先としてまず連れてきたみたい」

「わざわざ珍しい気がするね。過保護っつーかなんつーか……ＶＩＰ待たい遇ぐうみたいな？」

「そうね。外国の子だったの。しかも飛び級で入学してきた、本物の天才児。実際の年ねん齢れいは」

　唇くちびるを舐なめて、

「十一歳。見た目も本当に、そんな感じだった。金きん髪ぱつで白人の可愛かわいい子。ちゃんと制服を着てた。天才だから、かしら……自分以外の人間を見下しているような雰ふん囲い気きのある子でね。放送部に一応誘さそってみたけど、断られたわ。部活動なんて全部くだらない。せめて自分の研究や勉強に時間を回せるような、一番楽なところをこれから探すつもりだって」

「へえー。ホントにそういうのいるんだねえ。十一歳さいで金髪の白人で、この学園の生徒……」

　凜りんが不自然に言葉を止め、目を見開いて、横を歩く猫ねこ啼なきに視線を向けてきた。猫啼は頷うなずき、

「そう。あの子よ。天才だったからか、子供だったからかは知らないけれど。不幸にも、この状況に耐え切れずに、完全に心を壊こわしてしまった彼女。そこを殺人鬼に拾われた彼女」

「マジで？　はー……そりゃ、画面で見てびっくりするわけだよねぇ。なんか小動物みたいになって殺人鬼の横で居眠りしてたんだから」

「うん。私は彼女を捜してた。絶対に保護したかった……石いし堂どうくん達たちが乃の愛あを誘おびき寄せるのに使ったのかと思って、だから監かん視しをしたんだけど。違ちがったみたい」

「なんで？　いや、子供は保護してあげたほうがいいけどさ。それだけじゃない……よね？」

　猫啼は頷いた。ここからは想像と推測が混じる。凜に笑われても仕方ないなと思った。

「あの子はこの【課外活動】が始まった当日に正式に転校してきたんだと思う。全すべてが始まったあの朝の全校集会のあと、自分のクラスに帰って、そこで自己紹しよう介かいをする予定だったはず」

「全校集会の最中に、死ななかった生徒はみんな参加者になって、それぞれの初期位置に吹っ飛ばされた。つまり自己紹介はできなかった」

「ええ。だからあの子の顔は、基本的にまだ誰も知らないと思うわ。私のようにたまたま紹介されたか──教職員で、彼女の転校について先に何らかの形で触ふれていたか、でなければ」

「ふんふん。今のところあの子について知ってるのは武たけ田だとあたしだけかもってことね」

「それと、ここが一番大事なんだけど。彼女が転校してきたのは、【課外活動】当日。だから彼女は、まだ部活には入っていなかった。《校長マスター》は、参加者全員の所属する部活や委員会に応じたＥＣ能力を発現させると言ったわ。じゃあ、まだ部活に入っていない彼女は、どういう能力を身に付けたのかしら？」

「……何もゲットできなかったんじゃない？」

「その可能性も捨てきれないわ。でも、この状況を作り出した超ちよう存在……あの《校長マスター》には遊び心がある。ゲームのようなこの舞台システムを作り上げたことからも、それがわかる。だからそれ以外の可能性も考えないわけにはいかないと、私は思ってる」

「どういうこと？」

　首を傾かしげる凜りんの顔を、猫ねこ啼なきはじっと見つめて。




「もし、彼女が《帰宅部》だと判断されていたら──彼女は《帰宅》に関するＥＣ能力を持っているのかもしれないわ。つまりは」




「──この閉じた学園から脱だつ出しゆつするための能力を」
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　？？？】




《首割れ》が登ってこられない、ちょっとした倉庫の屋上で二人は寝ねていた。霧きりは相変わらず晴れないが、朝を知らせる光は一応届いてくる。うむむむと顔を顰しかめてから、双六は身を起こす。布団のない場所で寝るのもそれなりに慣れた。ぐるぐると首を回して筋肉を労わりつつ、さらにはいつものコイン移動の練習で指先を温めつつ、辺りを見回す──異常はない。

　生きている。昨日はマジどうなることかと思ったが、生きている。本当によかった。

「ふわぁーおぅ……おなかへったー……」

　遅おくれて、秋津穂も大きな欠伸あくびをしながら身を起こした。水着で寝ていてはさすがに風邪かぜを引くので、今は制服姿だ。

「それは言わない約束だぜ、おっかさん」

「誰だれがおっかさんか」

「……喉のども渇かわいたな」

「ぬぉっ。朝から？　あたし？　えと、いいけどさ、最近あんた欲望に正直すぎやしませんかね……？」

　もじもじし始める秋津穂。双六はまた欠伸を漏もらして、

「いやフツーに今は水道も出る時間だろ。その辺に……いや待て、どうせならこないだの武道場の前の自じ販はん機きんとこまた行ってみるか。ぶっかけ用ジュース集めたとき、まだ自販機の中に何本か残ってるのが見えたぞ。ツブツブ入り系とかゼリー系だったら腹も膨ふくれる！」

「いいね！　またあいつに鉢はち合あわせしなきゃいいけど……」

「さすがにもうどっか行っちまっただろ。武たけ田だ猫啼って奴捜してどーにかする気満々だったからな昨日。今いま頃ごろはそいつの死体の横で血でも啜すすってんじゃねえの？　コエー」

「つーか行くんならさっさと行こうよ。通りすがりの奴に先に回収されたら腹立つじゃん」

「それもそうだ」

　倉庫の屋根から雨どいを伝って地面に下りる。さあ出発だというところで、双すご六ろくは秋あき津つ穂ほが脈みやく絡らくなくこくりと首を傾かしげたのを見た。

「てかさ、なんか忘れてない？　あたし達たち」

「奇き遇ぐうだな。実は俺おれもそんな気がする。なんだったっけ……？」




　武道場に近付くにつれて、その感覚はじわりじわりと増大してきた。

　別に恐ろしい感覚ではない。ただ何かを忘れている気持ち悪さ。

　目的地は武道場そのものではなく、その前にある休きゆう憩けいスペースだ。以前見たときとさほど変わらないように思える。ベンチ。テーブル。中身を求めて破は壊かいされている、倒たおれた自動販はん売ばい機き。そして時代遅おくれの電話ボックスが二つ。おかしなものは何もな……電話ボックス？

　二人は全く同じタイミングでそこを二度見して、そしてやはり同じタイミングで顔を見合わせ、ああーっと声を上げた。




「どーすんだよ、これ」

「どーすんのさ……？」

　二人は困り顔でそれを見ていた。

　電話ボックスの中。乃の愛あが彼女をそこに閉じ込めたときと同じ姿のままで。

　すやすやと丸まって寝ている、ヘムと呼ばれていた少女の姿を見ていた。

　すっかり忘れていた。

　乃愛にジュースをかけてベタベタにし、シャワーを浴びさせ、その隙すきにこっそりと欲しいものをいただこうと作戦を立ててから。そして実際にこの自販機にジュースを取りに来たとき。

　電話ボックスの中に、乃愛の帰りを待ちくたびれたのだろう、今と同じようにぐっすり眠っている彼女の姿を見つけてしまったのだった。

　関係はなかったが、放置するのもどうかと思った。人間をペットにするのはまぁ普ふ通つうによくないことではあろうし、《首割れ》に見つかったらこんな電話ボックスなど壊こわされるかもしれない。だが普通に逃がしても、小動物のようなこの子はすぐ死んでしまう恐れがあった。

　だからとりあえず双六は、隣となりの電話ボックスの──何の変哲もない状態の電話ボックスの幻げん影えいを《対価不要のファンタズマnot_rick_node_vice》で作製し、ヘムが入っている電話ボックスの上に被かぶせたのだ。

　つまりそれで見た目上、両方の電話ボックスが空っぽに見えるようにはなっていた。ただしあくまでも幻影なので、もしドアを開けていればすぐに幻影は破れていただろう。

　彼女を隠かくしたのは勿もち論ろん一時しのぎだ。頃ころ合あいを見てこっそりどこかのグループに押しつけようと思っていたのだが──なぜか、今ここにいるのは、自分達たちだけだ。

「……へむー？」

「うっ」

　間の悪いことに、起きた。むくりと起き上がり、狭い電話ボックスの中なのでごちんと額をガラスにぶつけ、寝ね惚ぼけ眼をごしごし擦こすり──周りを見回す。双すご六ろく達を見て、へむぅ？　と小首を傾かしげるようにして、さらに周囲を見て。

　探していたものが見当たらなかったのか、みるみるうちに、その顔がくしゃりと歪ゆがんできた。肩が震ふるえる。喉のどが引き攣つれる予兆がある。まずいまずいまずい。

「な、なんとかしろアキ！」

「なんとかしろったって！　ええと、ええと！　ほ、ほーらほーら！　ジュースだよー？　甘くてめっさ美味おいしいよー？　はい飲んで飲んでー！」

　横の自じ販はん機きの中から適当に回収したジュースをヘムの口元に持っていき、子供に飲ませるように傾ける。こくこくとその喉が動いて、

「へむ！　へむ！　へへむー」

　ぷはー、と息継つぎしながら、余は満足じゃ、みたいににっこりと笑った。

「ちょっとちょっと。可愛かわいいんじゃないのー。って、わ！　懐なつかれた……」

　秋あき津つ穂ほのスカートにぎゅっとヘムはしがみつく。相変わらず首を回して何かを探している様子ではあったが、とりあえずそこをひとまずの居場所に決めたらしい。

「えーと。一応聞くけど……一流ギャンブラーは、こーいうふうに懐いた子供をそのへんに捨てられるくらいの、ワル？」

「……一流ギャンブラーは子供が苦手だ。女に任せる」




　結局、二人は三人となって、また新たな大勝負を探して、歩く。

「不思議だ。今回は結構頑がん張ばったはずなのに、戦利品はこいつだけ。言葉は通じねーし泣かれたら《首割れ》寄ってきそうだし……リスクしかねえぞ。どうしてこうなった」

「可愛いっつーメリットがあるじゃん。ああハイハイなるほど、双六の中の可愛い枠わくはあたし一人で充分ってこと？　いやー、照れますな……オイ鼻で笑うんじゃありませんよそこの人」

「しまった、完全スルーできない俺おれの優やさしさが溢あふれた」

　そんなやりとりをしつつ、しみじみと双六は息を吐く。

「しっかし、なかなか上手うまくいかねぇもんだなあ……マジ今回はチャンスだったのになあ」

「シャワー作戦まではよかったんだけど。ＥＣ増幅器エキスパンダー、つけたままシャワーとかイカンよね」

「まったくだ。あれさえゲットできれば勝負を始められたのに」

　勝負の相手は──《校長マスター》だ。

　一流ギャンブラーが行う大勝負の大逆転には、おおよその場合、一つの共通点が存在する。

　ルールの盲点をつくというものだ。それこそが醍だい醐ご味み。

《校長マスター》は始まりの全校集会のとき、いくつかのルールを説明した。逆に言えば、説明されていない部分は解かい釈しやくの余地があると双すご六ろくは考える。禁止されていないのならば、してもいいはずだ。できるはずだ。できる可能性があるはずだ。

　だから。

　全てを水として潜れる秋津穂の能力をブーストすれば、あるいは、この学校を包む霧の障壁を突破できるかもしれなかった……のだが。

　手に入れ損ねてしまったのならば、また別の手を考えなくてはならない。あの枯かれ山さん水すい乃の愛あが持っている限り、とても正面から挑んで奪うばい取ることなどできない。

「正直に言ってりゃ、一回くらい貸して試させてくれてたりしてな。惜しいことしたぜ」

「完全に喉のど元もと過ぎれば何とやらだよバカー。あんたあのとき、マジ半分死んでたのと同じだったんだよ！　帰ってくるまでの間、あんたくしゃみとかおならとかしただけで殺されるんだろうなーとか考えてマジ泣きそうで笑いそうだったんだから」

「泣くのはいいが笑うのはおかしくね？」

　何にしてもだ。探し求めるものは、変わらなかった。

　ルールの中にあるものでもいい。ルールの外にあるものでもいい。

　秋あき津つ穂ほと一緒に、生きてこの場所を脱だつ出しゆつするための──道筋。

　次に目指すべきそれは、どこにある？

　双六はふうと溜ため息をついて、秋津穂に手を引かれて歩いているちびっこの顔を覗のぞき込んだ。家で飼っているネコに明日の天気を聞くような心持ちで、

「なあお前、ここから出る別の方法とか知らない？」

「へむー？」

　勿もち論ろん彼女は、きょとんとした顔で首を傾かしげるだけだった。
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【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　第八保健室】




　保健室に戻ってきたのと夜が明けるのはほぼ同時で、だから、惨さん状じようがよく見えた。

「……潮時ね。よくもったほうだと思うわ」

　留守にしていた間に、保健室は完全に荒らされていた。薬品は奪われ、書類は床に散らばり、ベッドのシーツは引き剝はがされている。誰だれの仕し業わざかはわからないが、なんとなく、一連の事態とは無関係な人間達たちのような気がした。

「なんという……呪のろわれるべきだ……まずいぞ、今ここにサタン教会への勧かん誘ゆう者が現れれば私は憎にくしみのあまりサインをしてしまいかねない……」

　マットレスだけになったベッドにぽふりと倒たおれ込みながら、夜や子こは呻うめいていた。

「とりあえず片付けないと。それから、使えるものと使えないものをよりわけましょう」

　夜子がベッドの上から目だけを向けてきて、

「何のために？」

「さすがにもうここでは暮らせないでしょ。別の場所に移動するべきだと思うわ」

　夜子は長い長い溜ため息を破れた枕まくらに吹きかけて、

「ああ……理解はできる。できるとも。天界を追われたルシフェルの気持ちがね」

　理り法ほうに「片付けと準備を」と命令すると、やはり嬉うれしそうに彼女は動き始めた。優ゆう理りも自分の仕事を始めようとしたが、

「優理。大丈夫か？」

　幸ゆき也やが心配そうな目を向けてきていた。優理は彼を安心させるべく、頰ほおの力を抜いて、

「大丈夫よ。『保健室とは部屋でも建物でもなく、保健の先生がいる場所のことだ』──という格言もある」

「それは……ナイチンゲールとかの台詞せりふ？」

「今わたしが作った」

「作ったのかよ」

　ジト目を向けてくる幸也。優理は肩を軽く揺ゆらした。改めて、彼の心配に答える。

「自分の居場所がこうなっているのは、もちろん、あまり見たいものじゃないけど……いずれこうなるのはわかってたし。有用な場所は、他の誰だれかにとっても有用だから」

「……」

「時間の問題だったわ。来たるべきときが来たというだけよ。状況は次々と変わっていくもので、それが当然。だから……はいはい、手を動かして」

　そうだ。事態は変わりゆく。変わらずにはいられない。

　残された医薬品の種類と数を確認しながら、優理はそっと目を細めた。

　幸也は、自分達たちは、復ふく讐しゆうを果たした。

　はたして──それで何が変わるのだろうか？

　自分は、既に、死んでいるのに。

　止めるべきだったのかもしれない。復讐は愚おろかしいものと知っていながら、界かい人とを害する彼をただ見ていた。そして──間接的にではあったが、その復讐が、識しき神がみ界人を殺した。

　生徒を、彼を導くものである立場の自分の行動として、それは正しかったのだろうか。識神界人を野放しにはできないという理屈は、その復讐を看過する理由にしてよかったのだろうか。

　自分は──彼を間ま違ちがった道へ進めたのでは、ないだろうか？

（……）

　そして優理は思い出す。

　武たけ田だ猫ねこ啼なき達たちと別れる間際、戦利品分配のときのことだ。乃の愛あが持っていたペンダントと、多量の黒玉が入ったポシェット。どちらを取るかと問われた彼は、黒玉のほうを選んだ。自分達のＥＣを強化しても戦力は上がらないからという説明をしていたが、それだけではないだろう。

　まだはっきりと話してはいないが。いずれは話さなくてはならないが。

　彼はおそらく。復ふく讐しゆうを終えて、次のステージに進むことを決めたのだ。

　黒玉を集め、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】をクリアし、

（わたしを生き返らせようとしている──）

　それこそ、教師としては、止めるべきなのだろうか。それは人の死を彼がこれからも積み重ねていくということを意味している……

　べき？　べきだって？　ふと、その言葉が可笑おかしく思えてきた。

　こんな事態になって、教師らしい義務感を考えているとは。それはまったく無用の長物だ。

　この地じ獄ごくのような場所で大事なのは、ただ生きることで。

　そして、生きるために必要なのは、義務感ではない。

　意志だ。

　彼の意志。復讐しようという意志。この自分の仇かたきを取ろうという意志。そこから先に進もうという意志。それらを明確に感じることができる。

　では──自分の意志は？

　けっして彼の想おもいに応こたえることのできない、自分の意志は？

　彼の横顔を見る。自然と、心の中に言葉が湧わいてきた。それは彼を叱しかる言葉で、否定の言葉で、不同意の言葉で──つまるところ、教育的指導だった。卑ひ怯きような自分の基本的立ち位置。今は想うだけだが、これまでに何度も、口に出して直接的に言っている。それでも彼は聞かない。

　ばかもの。こんな年上の人間を好きだと言ってどうする。たまたま隣となりに住んでいただけの幼おさな馴な染じみを好きだと言ってどうする。たとえ保健室の養護教きよう諭ゆでも、生徒と教師の間柄になってしまったのに、教師を好きだと言ってどうする──

　……もう死んでいる人間を好きだと言って、どうする。

「あー、ところでさ。どうする？　名前」

　彼が不意に顔を向けてきて目が合い、優ゆう理りは動どう揺ようを飲み込みつつ、

「何が？」

「いや、だから……今まであいつにバレないようにって理由で名前を変えてたろ。あいつがいなくなったんだから、もう元の名前で呼ぶようにしてもいいかも、って。まぁ俺おれはゆーりちゃんとかゆーり姉とかで今まで来てたから、あんまり変わらないんだけど」

「私は変わるな。先生という敬称をつけなくてはならないのは実に億おつ劫くうだ。安寧の場所を奪うばわれたこの私に、さらにカロリーを恒常的に使わせるつもりかね？」

　優理は軽く肩を揺ゆらした。深刻に見えないように気を遣つかった。

「今のままでいいわよ。もうだいぶこれに慣れちゃったし。それに、はっきりと教職員だとわかるようにしてると、今後何か不利益が出てくるかもしれない。とりあえずは姿に合わせて、保健委員の薬やく園えん坂ざか優ゆう理りということにしておきましょう」

「……そうか、わかった。優理がいいんならそれでいいよ」

「了解だ。マンドラゴラもマンドレイクも、呼び名は違ちがえど中身は変わらない。引き抜くときに耳栓を忘れなければそれでいいさ」

　言葉には出さない理由もある。

　そうだ。自分は死んでいて。仮かり初そめの存在で。

　ここにいるのは──あるいは、何者でもない。だからむしろ、それでいいのだ。

　奇き跡せきのようなバランスで、ここにたまたま存在するだけの、存在していいのかどうかもわからない残ざん滓し。それに薬園坂優理という名前が与えられた。それだけだ。

　そんな自分にも意志はある。自分が思うことはただ一つだ。単純で、目新しくもない。

　彼に生きていてもらいたいという、想おもい。

　それは自分の中に確かにあるものだ。けれど、ふと、不安に思うのだった。

　既に死んでいる自分のこの想いは、本当に、自分のものなのだろうか。

　偽にせ物ものの身体と偽物の意識の中に現れた、偽物の想いではないと。誰だれが言える──？




　荒らされた机を整理していると、小さな手鏡を見つけた。覗のぞき込んでみる。

　そこには、彼より年上でもない、保健室の先生でもない、数年ぶりに再会した幼おさな馴な染じみでもない、彼より一足早く大人になってしまったものでもない──

　何の不安もなく彼と一いつ緒しよに時間を過ごしていたころの、永遠にその時間が続くと思っていたころの、かつての自分自身の顔があった。

（まったく。どうして、こんな姿に……）

　ぼんやりと、優理は願う。

　どうせなら。心と記き憶おくも、この姿に合わせて昔に戻っていたならよかったのに、と。




　そうすれば、少なくとも、彼のまっすぐな好意に怯おびえずには済んだ。

　あらゆる理屈も事情も、立場の違いも抜きにして。

　彼のことが好きだから死んでほしくないのだと、正直に、認めることができた。
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【才さい連れん夜や子こ　──　第八保健室】




　枕まくらに顔を押しつけ、怠たい惰だに浸っているふりをしながら、彼女は吐き気を堪こらえていた。

　いつものことだ。ＥＣの使用は体力を消費する。それを常時発動しているということは、常に体力を失い続けているに等しい。留とどまることのない、倦けん怠たい感と虚きよ脱だつ感。

（貧乏くじを……引いているかな）

　自じ嘲ちよう気味に思った。

　自分達たちは共生関係にある。自分は彼を愛しているから、死なせるわけにはいかない。死なせるわけにはいかないから、薬やく園えん坂ざか優ゆう理りという治ち癒ゆの能力を持った彼女にエクトプラズム体を与えている。それだけではない──彼女は、彼にとっての生きる目的だ。優理がもし本当に、これ以上に喪うしなわれるようなことがあれば、おそらく彼は何もかもを投げ出すだろう。

　それを押し留める理由には──きっと、自分だけでは、なりえない。

　ただ保健室で出会って、ただ彼のことを好きになっただけの、ただの保健室登校児には。

　三人の誰だれかが欠けても、この三角形は成り立たないのだった。

　いつ壊こわれてもおかしくはない、ひどく脆もろく、醜しゆう悪あくで、歪いびつな三角関係。

　だから、それを維い持じするためならば、多少の無理はしようと決めていた。始めたときから覚悟の上だった。自分にはそれぐらいしかできない。

　彼と一いつ緒しよに居続けるための手段は、それしか──ない。

　だが、いつまでもつのだろうか、とは思わざるをえなかった。彼が復ふく讐しゆうを果たし、それによって引き起こされた変化がこれから見えてくるだろう。共生の三角形をさらに不安定に歪ゆがませるだろう。それに自分はどう対処すべきなのか。

（さあてね。なるようにしか、ならないだろうさ……）

　枕の上でもぞもぞと頭を動かし、夜や子こは部屋の様子を見た。堂々とサボっている自分とは対照的に、同じく考えるべきことが山積みのはずの優理は、平静を装った顔で真面目まじめに自分の仕事を果たしている。この壊れた楽園から脱だつ出しゆつするための準備を続けている。

　彼女らしい勤勉さ。だが、本当にそうだろうか？

　ＥＣ能力は感覚的なものだ。なんとなく使えているというだけで、生徒手帳に記されている説明文以上の知識は知りようがない。どういう論理ロジツクで、どういう規則ルールで動いているのか、真に根源的なところは自分の理解するところではないのだ。

　だから自分は、まだ自分の《典型的降霊手法ボヘミアン・エクトプラズム》に疑いの目を向けている。

　あそこにいる彼女は、自分が能力で身体を与えている薬園坂優理は。

　本当に彼女自身の意志で動いているのか？

　自分が自分の能力で、無意識に動かしているという可能性はないのだろうか。

　彼の望む薬園坂優理を、彼が生きる目的とする薬園坂優理を。

　自分が彼を失いたくないがために、人形劇のように、そう演じさせている可能性は──？

（……妄想だな。たとえば彼らが昔の思い出を語りあっていたとして。それは私には知りようのないことだ。私がそう言わせているわけがない……）

　そうか？　本当にそうか？　目を逸そらすなよ才さい連れん夜や子こ。そうでなくても、ほんのちょっとしたところならどうだ？　些さ細さいな意志の流れにも関与していないと言い切れるか？

「……ぼあー……」

　トドのような呻き声を発しながら寝ね返がえりをうち、頭に蟠わだかまっていた余計な思考を押し流す。

「清すが々すがしいほどのダメっぷりだな……まったく働く気が見えないところ、逆に尊敬するぜ」

「働く気はあるよ。ただし私が働いても邪じや魔まにしかならないから気を遣つかっているだけだ。いいのかね？　私がここから必要なものを取捨選択しようとするなら、君きみ達たちのバッグにこっそりと日本のＵＭＡシリーズのフィギュアを押し込むことになるが。少なくとも田た尻じり家の河童かつぱのミイラだけは外せない。あの愛あい嬌きようのある顔立ちは一日一回拝んで癒いやされるべきだ」

「まったく……いいわよ、あんたは休んでなさい。今日はまた歩くことになるんだろうし」

　呆あきれ混じりの優ゆう理りの微び苦く笑しよう。腰こしに両手を当てた姿勢。

　少女の姿であることを除けば、それはどこか、懐なつかしいものだった。

　教室に行きたくないと布団に潜もぐる自分の前。大人らしい正論を語りつつ、それでもけっして強制はせず、優しく自分を見守ってくれていた誰だれかの面おも影かげ。布団の上から身体をぽんぽんと叩たたくリズムを覚えている。微び睡すいの中、子供にするように、どこか恐る恐る頭を撫なでてきた手の温度を覚えている。今にして思えば、新任の保健医であった彼女も、生徒達との距きよ離り感に悩んでいたのかもしれない。彼女には熱意と正義があったが、だからこそ空回りしていることもよくあった気がする。どちらかと言えば他の生徒達には微笑ほほえましく受け止められていたが、完かん璧ぺき主義者なきらいのある彼女には納得できないものだったのだろう。

　けれど夜子にとっては、彼女は信しん頼らいできる保健室の主だった。

　そこが才連夜子という社会不適合者に残された最後の居場所であることを悟って、あるいは正しくないかもしれない距離で自分を守り続けてくれた、最も身近な大人。

「な、なによ。じっと見て」

「いやあ……優理は相変わらず可愛かわいいなあと思って。肌がすべすべで白くて。頰ほお擦ずりしたくなるね。抱き締しめて眠りたいね」

「ば、馬ば鹿かなことを！　別に今までと同じ扱いをしろとは言わないけど、見た目に合わせて子供扱いされるのは心外だわ。教育的指導っ！」

　ぷいと照れたように顔を背け、優理はまた支度したくに戻る。

　やれやれ、と心の中だけで夜子は溜ため息をついた。

　彼女には感謝している。尊敬している。好きである──幸せになってほしいと、心の底から願ってしまうくらいには。

　だから、いろいろと、難しいのだ。




　いっそ、ただの邪じや魔ま者として憎にくむことができたら楽だったのにな、と思った。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　第八保健室】




　持ち出すべき荷物をまとめ、準備は整った。

「さて……一番大事なことを後回しにしてたけど。行く先を決めなきゃいけない。とりあえずは安心して仮眠が取れるところかな。何かアイデアがある奴はいるか？　いないんなら適当に歩いて──」

「あのー。ちょっと、よろしいでしょうか……？」

　理り法ほうが手を上げていた。優ゆう理りが首を傾かしげ、

「珍しいわね。でも自主性があるのはいいことだわ。どこか心当たりでも？」

「ええと、そうではなく──ですね。私、さっきのところで『少し時間をください』と言ったと思うのですけれど」

「ああ……そうだな」

　乃の愛あとの戦いを終えた直後のことだ。幸也は理法に謝罪し、これからのことを訊きいた。自分達たちは理法を騙だまして利用した。それを知って、理法はこれからどうしたいのか、と。

　そこで返ってきたのが、今理法が口にした言葉だった。つまりは保留。

　そしてそのまま自然に保健室についてきて、一いつ緒しよに荷造りをしていた。だからひょっとしたら、さっきの返事の言葉自体はあまり意味のないもので、そのままなし崩しについてくるつもりかと思っていたが──

「あと一分ほど、待っていただいてよろしいでしょうか？」

「？　いいけど……」

　どうやら時間が欲しいというのは文字通りの意味だったらしい。

　理法は軽く顔を持ち上げて、じっと保健室の壁かべ時計を見つめた。ちょこんと膝ひざを揃そろえて椅い子すに座り、その膝の上に手を置いた、彼女らしい礼れい儀ぎ正しさを感じる姿勢。

　首を傾げながら、幸也達も同じものを見上げるしかない。

　時計の針が一秒一秒、緩かん慢まんに確実に、その歩みを進めていき──

　そして、時刻が朝の七時ちょうどを示して。




「──はい。私に与えられた最優先命令の期限は、これで切れました」




　理法はにっこりと笑った。

「……っ？　それは、いったい、どういう……何を言ってるんだ。どういう意味だ!?　理り法ほう！」

「それは命令ですね？　勿もち論ろんお答えいたします。最優先命令の内容は、『これから四十八時間の間、学園内に散って他の生徒達と接触を持つこと。そして必要なだけ行動を共にし、我々の《園》へ招待するにふさわしい人間かどうかを見極めること』……以上です」

「な──」

　絶句する。喉のどが一いつ瞬しゆんで渇かわいた。意味がわからない。わからないが──

　彼女に、自分達たちの与あずかり知らない意図が関与していたということだけは。

　理解、してしまった。

　優ゆう理りは呆ぼう然ぜんとした表情で、

「《園その》……？」

「はい。《園》は私達が作った楽園です。安全で、食料もあります」

「それはまた……素敵なことだね。ロンゴロンゴ文字の解読が進んだと聞くのと同じくらい素敵なことだ……」

　言葉の内容とは裏腹に、また新たな厄介事が、と呆あきれているかのような、なんともいえない諦てい観かんを湛たたえた目で夜や子こが呟つぶやいた。

　改めて、幸ゆき也やは実感する。これまで一いつ緒しよにいた理法に、まったく感じなかった《中身》があることに気付かされて。

　忘れていた。こんな異常な世界で生き残っているのだ。誰だれも彼もが、当たり前で普ふ通つうの人間のわけがない。腹に一物を抱えた、一ひと筋すじ縄なわではいかない人間ばかりだ──

　少なくとも、これからもこの世界を生き延びたいのならば、そう考えておくべきだった。

「皆様は強く、有用な能力を持ち、そして何よりもいい人達です。それがわかりました。ですから皆様をご招待したいのです。行く場所を探しているのならば、ちょうどいいですよね？」

　お茶にしましょう、と言っているかのように、理法は掌てのひらを合わせて首を傾かたむけている。そしてにこにこと笑っている。心の底から嬉うれしそうで、善意に満ち溢あふれていた。こちらを騙だまそうとしているような様子は微み塵じんもなかった。




　だからこそ──幸也には、それがとても。

　恐ろしく、思えた。
















【課カ外ガイ活カツ動ドウ】は、まだ、始まったばかり。

　下校のチャイムがいつ鳴るのかは──誰だれにも、わからない。










　　‐ Interlude ‐




　夜がまだ明ける前。暗くら闇やみの中、歩みを進める影かげがある。

　その他に動くものの姿がない、二つの死体が転がっているだけの場所だ。一つは首なしの男子の死体。もう一つは女子の制服に男子のズボンを穿はいた死体。

　動く影は《首割れ》ではなかった。人間だった。

　刃は桜ざくら真ま百合ゆりという名前を、持っていた。

　顔を歪ゆがめて、彼女は枯かれ山さん水すい乃の愛あの死体を見下ろす。身体の中にはどす黒い感情しかなかった。

　武道場が大混乱に陥ったとき。奴らの対処を抗こう作さくに押しつけ、失敗するのを舌打ちと共に見届けてから、仕方なく真百合は逃げた。外に出てから、同じく逃げ出したらしい石いし堂どう幸ゆき也や達たちを見つけて、無目的に一人でいるよりはいいだろう、とこっそり彼らを尾行して──

　保健室に辿たどり着いたところで。捜し求めていた、最愛の人、拵こしらえ剣けん斎さいの姿を見つけたのだ。

　死体だったが。

　何が起こったのか、理屈はわからない。細かいことはどうでもいい。だが石堂幸也達の驚おどろきようから、彼らが留守の間にここにいた人間──つまり枯山水乃愛がそれをやったのだということだけは、理解できた。無残に解剖された死体の様子からも、それは明らかだった。

　だからずっと、復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていたのだ。ここに来ることができたのは、少し前、『識しき神がみ界かい人とが枯山水乃愛に殺された。彼女は第十二号校内駐輪場ターミナル近くにいる』……という放送が唐突に頭の中に流れてきたためだ。武たけ田だ猫ねこ啼なきの《歩く放送室アラウンドトーカー》。意図はよくわからず、誰だれに向けての放送かもよくわからなかったが、おかげで位置は知ることができた。跳はね起きて動き出すことができた。

　とはいえ、来てみたら──こうして、全すべて終わっていたわけだが。

「っ……」

　どうして勝手に死んでる。ふざけるな。報いを受けろ。

　真百合は憎にく々にくしげに唇を嚙かみつつ、乃愛の死体を足あし蹴げにした。体重をかけて、踏ふみ躙にじる。唾つばを吐きかける。小便も引っかけてやりたいところだったが、あいにく、尿意がなかった。

「ああもう……もう……！」

　ただその物言わぬ死体を蹴けり続けていると、ふと人形遊びをしているような虚むなしさが襲おそってきて、涙が零こぼれた。自分は何をしているのだろう。こんなことをして何になるのだろう。剣斎くんは、死んでしまったというのに。

　嘆たん息そくして、肩を落とす。目元を拭ぬぐって、しばらくぼんやりとした。

　どうしよう。これから、何をしよう。

　まだ【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が続いていることだけは、忘れていなかった。黒玉を集めて願いを叶かなえてもらうゲーム。そうだ。願いだ、と思いついた。黒玉を集めてクリアし、願いを叶かなえてもらえばいい。剣けん斎さいくんを生き返らせてくださいと頼めばいいのだ。

　そのためには黒玉が必要だ。生徒が死んだときに出る魂たましいのかたち。それを集めなければ。

　とりあえず、もっとも手近なところにある死体──今まで踏ふみ躙にじっていた乃の愛あの死体を調べるべく、真ま百合ゆりはその場にしゃがみ込み、死体の顔を覗のぞき込んで──




　目が合った。




「ひっ!?」

「……」

　気付いたときには既に遅おそい。首の中に、冷たく熱い感かん触しよくが生まれていた。後頭部寄りの首筋。大事な何かがたくさんあるところ。体内に鋼があるという異常な感覚。異物感の襲しゆう撃げき。異物感の強ごう姦かん。五感の全すべてが危機を訴うつたえてくる。がたがたと手足が震ふるえている。

　地面に寝ねたまま血ち塗まみれの手を伸ばし、メスを真百合の首に刺し込んだ死体は──もはや、死体ではない。ただし依然として死体に近しいものではあった。

「ぐっ……かっ……げほっ……」

「あああ、ああっ、あ……！」

　首の後ろに刺さっている刃はあくまでもおぞましく在り、けれど喉のどの動きはかろうじて阻そ害がいしない。悲鳴のような声を漏もらしながら、ぐるぐると真百合の思考が回転する。どうして。どうして。どうすれば。嫌いやだ。死にたくない。死にかけている。何かできる？　何かすれば死死死死死ぬ？　死なない？

「……諦あきらめろ、よ。これで、お互い、もうすぐ死ぬ仲間、に、なったんだ、ぜ……」

　ひゅうひゅうと掠かすれた小さな声で、今にも死にそうな声で、それでも乃愛は言った。そうだ。死にそうだ。死ぬはずだ。地面に溜たまっている血はすごい量。喉の傷は見たくないほど大きい。顔色は本当に死体のよう。死相が出ていた。そしてそんな半死人に、真百合は生命を完全に握にぎられていた。

　だがそのとき、突然、乃愛の声が震ふるえ始める。笑っているように。

「かぁっ……くく、ふふふ、くくくく。そうか。テメェ、わかった。聞いてるぜ。なんつったか、そう、マユリ……だ」

「！」

「命乞ごい……仲間のＥＣ能力……くくっ。人の話は、聞いとくもんだ。おい、お前──あたしは、お前のＥＣを、知ってる。《四番のクロスオーバーイーザーハンド・アライク》。右手のものと左手のものを入れ替かえる力……」

「そ、そうだけど、あんた、なんで、なんで……」

「ウルセェ。喋しやべるのはあたしだ。いいか、お前、死にたくなかったら──」

　そして乃の愛あは、死者の顔で、唇を歪ゆがめるように、笑って。

「その右手と左手で、『[image: ][image: ][image: ][image: ]』を、入れ替かえてみろ」

「で……できるわけ、ない。そんなの、やったことない！」

「だから、やってみろ、つってんだよ……適用範はん囲いは、意外に広い、だろ。概がい念ねんにまで、適用……教室の空気、とか入れ替えられるんなら……形のないものも、できるかも、だ……」

「む、無理。無理無理無理」

「じゃあ、このまま、だな。二人で、死ぬ、だけだ……」

　首の中に埋まっているメスの刃に、僅わずかに、力が込められたような気がした。

　背筋が発狂寸前の危険信号を送り続けてきている。なんとかしろなんとかしろなんとかしろ死にたくない。なんなのなんなのなんなの死にたくない。手足の震ふるえが止まらない。その振動でメスがさらに自分の器官を傷つけて今すぐ死ぬのではないかと怯おびえた。ついさっきまで探していた尿意はいつのまにか仕事を放棄していたらしく気付けば既に失禁している。

　このままだと死ぬ、と真ま百合ゆりは感じていた。死なないどこかに行きたかった。自分の中にあるメスの感触は明確な死であったが、眼前の死相は他人の死だった。死んだはずの枯かれ山さん水すい乃愛は生きていて、今も生きていて、そしてこれからも生きるのではないかと思った。

　どちらが生に近い？　どちらが死に近い？

　真百合の中では、その答えは既に出ている。

　だから彼女は、逃とう避ひのように、ただ自分の中にある、迫り来る死から逃げるためだけに。

　震える右手を自分の額に当てて。

　震える左手を乃愛の頭に乗せて。

　ぎゅっと目を瞑つぶり、嗚お咽えつ混じりの引き攣つれた声で、

「《四番のクロスオーバーイーザーハンド・アライク》……！」




　刃は桜ざくら真百合は──ついさっきまで刃桜真百合だったものは──

　慣れた手つきで自分の首の後ろに刺さっていたメスを引き抜き、立ち上がった。

「やれやれ……解剖はやっぱり役に立つよなァ？　どんだけ深く挿入にゆつぷりしたって、大事な器官避さけてブッ刺したんならそーそー死なねぇっての。ま、あたしぐらいのテクがないと無理だけどなー。トーシロにはハッタリだってわかんなくて当たり前か」

　見下ろす。完全に事切れている女子生徒の姿が足元にあった。かつては毎朝鏡で見ていた顔。不思議な気分だった。

「メスを自分の首の肉ン中に出して、チョクで動脈止血したりよォ。いろいろ無茶したけど、ま、さっきのロスタイム作るぐらいで精一杯だったな。そりゃ死ぬわマジ死ぬわ。あぶねー」

　この精神の交換がうまくいくと、確証があったわけではなかった。ただ死ぬよりはマシだと思い、ヤケクソでやってみただけだった。それがこうなるとは……おそらく日ひ頃ごろの行いの良さの現れだろう。

　それ以外にもいくつもの幸運があった。自分をこうした彼らが、まだぎりぎりで生きていた自分を放置して立ち去ったのもそうだ。死亡確認をされずに助かった。胸ポケットに入れていた黒玉が胸の上に転がり出たか何かして、乃の愛あのものだと誤解したのだろうか。

「あっちが死んだのにあたしはこのままってのもおかしな話だな。ま、何が起こっても不思議はねぇが……お、でもＥＣは《からだのつくりを見てみようハツピーアナトミー》のままだぞ。よしよし、これでまた──」

　新しい身体で、新しいメスを試しに生み出して。

　その慣れた冷たさを、長さと細さの変わった指先で弄もてあそびながら、彼女は笑う。

　今までよりも、美しく──そしてさらに、邪悪に。

「これでまた、あたしを殺したあいつらをいつでも解剖バラしに行けるなァ？」

　歩き始めようとする。だがすぐに立ち止まって、スカートの中に手を入れて、

「クソ、なんか変だと思ったらコイツ漏らしてやがる……気持ち悪ィ。脱ぬいどこ。元もと・あたしのも血とかアレとかでグショグショだろーし、とりあえずは綺き麗れいなパンツ探しからだな」

　脱いだ下着をぽいと放り捨て、改めて歩き始める。

「探すっていやぁヘム公もか……パンツのついでに探すのはいいが、結局、どこにいて誰だれが居場所知ってんだ？　あいつらじゃなかったのか？　ったく、メンドくせぇ……死んでるなら死んでるで別にいいんだけどよ」

　頭を搔かきながらぶちぶち呟つぶやく。周囲の暗くら闇やみは静かで、独り言の空くう虚きよさを余計に感じた。それと比べれば、わけのわからないへむーの一言であっても、返事があるのはそう悪いものではないのかもしれない。ペットの効能とはそういうものだ、多分。

　そこでふと、ペットは飼い主の顔が変わってもわかるのだろうか、と思った。

　拷ごう問もんして情報を聞き出したあの剣道男子が言うには、この顔は、ぱっと見でわかるほどにはアレらしい。その男子的で主観的な感想はよくわからず、さっきは髪かみの長さなどの別の特とく徴ちようで判断したのだが。

　乃愛は新しくなった自分の顔を適当に撫なでつつ、




「この顔、カワイイのか？　わっかんねーなー……まぁとりあえず、今までより悪くなったってこたねぇだろ。あ、でも胸はちょっとデカくなったぞ。ラッキー」







　あとがき




　はじめましての方ははじめまして。お久しぶりな人はお久しぶりです。水みな瀬せ葉は月づきです。

　新シリーズ『課外活動サバイバルメソッド』、いかがだったでしょうか。あとがきから先に読む派の人のために、ここでも少しだけ作品紹しよう介かい的なことをしておくと……

　課外活動／加害活動／カガイカツドウ。

　巨大学園／脱だつ出しゆつ不可能／殺し合いを強しいられる／サバイバル。

　広大な／閉じた学園内を闊かつ歩ぽする死体。

　部活／委員会活動に起因する異能力を与えられた生徒達たち。

　それは、たとえば──保健室を根城とする三人／命令されたがりのお嬢じよう様さま／声を届ける放送部達／ミニチュアの中に逃げ込んだ姉弟きようだいと幼おさな馴な染じみ／小悪党の二人組／ごく普ふ通つうの暴力的グループ／何の変哲もない殺人鬼。

　そんな彼らの、生き残りの方法とは──




　みたいな話です。この説明でもわかると思うのですが、これは僕ぼくが生まれて初めて書いた群像劇風味な小説となっております。デビューして十年以上経たつというのにな。個人的な執筆テーマとしては、作品形式としての（個人的）新しさに挑戦しつつ、内容的には原点回帰──みたいな。原点回帰と言っても簡単なことで『自分が面白いと思うことを目いっぱい詰め込もう』というのを忘れないようにしたというだけなんですが。だからね……死ぬよね。けっこうね。そういうの苦手な人はスマン。




　さてここで、前の本から一年もかかったのはなんでじゃいという顔になってるそこのキミの疑問に答えておこう。いや本当にすみません。いろいろあったんです。アニメの脚本にかまけてた……というのも、えとその、全然ないとは言いませんが、そのせいばかりでもなく（アニメ三期にあたる『プリズマ☆イリヤ2wei Herz!』もよろしく……と宣伝しつつ）。

　実のところこの本は、御み手てヶが原はら学園の【課カ外ガイ活カツ動ドウ】を舞台にした別のお話をまるまる一巻分捨て去って新しく書き直したものです。基本設定だけが共通している別の長編をこの前に書いてたってことですな。登場人物は部分的に再利用してたりしますが、ストーリーは完全な別物。群像劇ではなく、普通に主人公がいてそこ中心に物語が進んでいくいつもの感じ。それを書き上げて、何回か編集さん達と打ち合わせしつつ改稿作業を進めていたのですが──ふと「これは今の原稿をベースにして直すより、ゼロから書き直したほうが面白くなる」と感じたので自主没に。新しく群像劇ベースにストーリーを一から考え直すことにしたという流れです。

　群像劇にしたほうが面白くなりそうなのは確かだが書くの初めてなんだけど大丈夫か俺おれ!?　みたいな不安はありましたし実際大変でした。でも新しん鮮せんさというのはいいスパイス。原稿を書いてるときに普ふ段だんとは違ちがう楽しさがあったのも事実です。あとですね、書く前にプロット考えてた時期の話ですが、そこで俺はとんでもない暴挙に出た！　はいここテストに出ますよ！

　群像劇ってどう書けばいいのかなー。コツとかあんのかなー。そうだ、身近に詳くわしい人がいるじゃないか！　という考えに至った俺はあの人に聞いたね。いつものようにネット越ごしにゲームしながら、世間話のように超ちよう・軽く聞いたね。

水瀬「ところで成なり田たさん。一つ聞きたいことがあるんですけど」（カチャカチャ）

成田さん「なんです？」

水瀬「群像劇ってどう書くんですか？」

成田さん「!?」

　なんというアレでしょう。イチローに「バットにボールってどう当てるんすか」と聞くかのごときアレ！　不ふ遜そん！　しかしそんな漠然＆軽い質問にもかかわらず、いろいろとタメになる話をしてくださった成田さんにはマジ感謝しております。その内容が実際にうまくこの作品に生かせているかどうかは……はたして……




　さて、ここからは謝辞を。

　イラストを担当してくださった悠ゆう久きゆうポン酢ず様。いただいたキャラデザやイラストはどれも素晴らしく、文字だけだったキャラクターに次々と魂たましいが吹き込まれていきました。作品の性質上、キャラの多さで今後もご迷惑をかけそうですが──なにとぞよろしくお願いいたします！

　担当編集の湯ゆ浅あさ様＆阿あ南なん様。書き直し前の原稿も含めて、辛抱強くこの作品ができるまでお付き合いいただきました。時間がかかってしまってすみません。ありがとうございました！

　いきさつはさっきも書きましたが、『デュラララ!!』等でおなじみ、先せん輩ぱい作家の成田良りよう悟ご様。毒を喰くらわば皿まで（違う）的な理由でさらには帯コメントまでお願いしてしまいました。ありがとうございます、ありがとうございます……！

　そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に最高級の感謝を。もし気に入っていただけたのなら、次の本も読んでいただけると幸いです。

　言い忘れていましたがこの本が出る１ヵ月前、２０１４年12月発売の電撃文庫MAGAZINEに、『課外活動サバイバルメソッド』の特別短編が載っています。前日譚たんにあたる話です。すごいストレートのデッドボールみたいな感じにしてみました。読めばより深くこの作品について知ることができると思うので、興味がある方はよろしくお願いします。

　それでは、また次の本でお会いできることを願って。


水瀬葉月
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水みな瀬せ葉は月づき

今回は学園モノっぽく。中学から二十年以上使い続けてる筆箱です。当然ボロボロですがここまで来ると捨てられません。ゲラには赤ペンで書き込むので、作家には意外と必需品なんだぜ。とはいえ最近はiPad上とかで赤入れする人もいるみたいですが。ハイテクぅ。
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イラスト／悠ゆう久きゅうポン酢ず

１９９４年11月４日生まれ。初のライトノベル挿絵のお仕事に緊張気味…。好きなものは旅行と猫と犬。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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